




巻 頭 昌

所 長

桧 永 英

この記念誌の発行は,遺伝研の創立40周年並びに大学共同利用機関への改組5周年記念事莱

の一環として企画されたもので,その主な狙いは次の3点にある.

第1に,創立25周年を記念した1974年 6月から今日までの15年間における本研究所の歩みと

研究活動を概観し,その間に産み出された研究業績 (原著論文,著書,国際会議等における研

究発表)の一覧表を作ること.

第2に,国公私立大学に開かれた大学共同利用機関に改組されるまでの経緯と,改組後の5

年間における活動 (共同研究と国際協力の推進,大学院教育への協力など)を記録しておくこ

と.このなかで,当研究所の改組転換調査検討会議 (主査 :山村雄一阪大総長)が昭和59年 1

月31日に取りまとめ,文部省学術国際局長に提出した ｢国立遺伝学研究所の国立大学共同利用

機関-の改組転換について｣(報告)は,その後の遺伝研の歩むべき方向を示した最重要の指

針である.

第3に,遺伝学の各分野を代表する方々に,遺伝研-の期待と要望について寄稿をお願いす

ること.われわれ自身がこの点についてたえず配慮し,反省しなければならないからである.

編集は森脇和郎教授,渡辺隆夫肋教授,氏家 淳庶務課長にお願いしたが,これら委員の努

力と職員の協力によって,ここに立派な記念誌ができあがり,喜びに堪えない.

遺伝研では,この数年間に教官を含めて職員の大半が新しく入れ替わり,以前の事情に通じ

ている者が次第に減りつつある.この傾向は止むを得ないことであるが,職員の万々には,こ

の記念誌によって,遺伝研の置かれている立場とその歴史的経緯をよく知っていただきたいと

思う.およそ未来に向かって創造的発展を遂げるためには,現在と過去を正しく認識すること

が不可欠であると考えるからである.他方,外部の関係方面の万々には,本誌を通して,遺伝

研が世界および日本の学界にどれほどの貢献をしてきたか,今後さらにどのような貢献をなす

べきかについて,率直なご批判とご鞭撞いただければ幸いである.
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Ⅰ 沿革 ･規模 ･15年間の発展

1.目的と使命 (大学共同利用機関への改組転換を含む)

2.沿革年表 (組織)

3.機構定員

4.職員等

5.予算等

6.科学研究費補助金一覧

7.土地 ･建物

8.施設及び主な機器

9.図書及び出版物

ⅠⅠ 研究系 ･研究施設等における活動 (1975年～1989年)

1.研究系

(1) 分子遺伝研究系

系の概要

i 分子遺伝研究部門

ii 変異遺伝研究部門

iii 核酸化学客員研究部門

(2) 細胞遺伝研究系

系の概要

i 細胞遺伝研究部門

ii 微生物遺伝研究部門
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iii 細胞質遺伝客員研究部門

(3) 個体遺伝研究系

系の概要

i 発生遺伝研究部門

ii 形質遺伝研究部門

iii 生理遺伝客員研究部門

(4)集団遺伝研究系

系の概要

i 集団遺伝研究部門

ii 進化遺伝研究部門

iii 理論遺伝客員研究部門

(5)総合遺伝研究系

系の概要

i 人類遺伝研究部門

ii 育種遺伝研究部門

iii 応用遺伝研究部門

2.研究施設

(1) 遺伝実験生物保存研究センター

センターの概要

i 晴乳動物保存研究室

ii 無脊椎動物保存研究室

iii 植物保存研究室

iv 微生物保存研究室

Ⅴ 遺伝資源研究室

(2) 遺伝情報研究センター

センターの概要

i 構造研究室

ii 組換え研究室

iii 合成研究室

iv 遺伝情報分析研究室

Ⅴ 遺伝子ライブラリー研究室

vi 日本DNAデータバンク

(3)放射線 ･アイソトープセンター

(4)実験圃場
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3.管理部

4.技術課

5.共同研究 ･国際交流等

(1) 共同研究

(2) 研究集会

(3)研究交流

(4)国際交流

(5)公開講演会

(6) 所内一般公開

ⅠⅠⅠ 研究業練

1.論 文

2.著 (編)書

3.国際シンポジウム演者等

Ⅳ 職員の栄誉

Ⅴ 寄 稿

1. ｢遺伝研｣に望むこと

･三浦謹一郎 ･式部 啓 ･柳的 充弘 ･岡田 益吉

･清水 信義 ･日向 康幸 ･金久 蜜 ･阪本 寧男

2.外国人研究員

･ラー リ･W ･-ンキンズ ･湯 陵華 ･ジョセフ ･ス トナ一

･ロバー ト･E･グラス

3.受託学生

･竹内 薫 ･伴戸 久徳

Ⅵ 総合研究大学院大学

編集後記
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式 辞

所 長

松 永 英

国立遺伝学研究所は,本年をもって創立40周年並びに大学共同利用機関-の改組 ･転換 5周

年を迎えました.本日,ここに関係諸方面から多数の貴顕をお迎えして記念式典を挙行できま

すことは,職月一同と共に私の大きな喜びとするところであります.

創立当時僅か3研究部門で発足した本研究所でありましたが,今では客員研究部門を含めて

15研究部門および4研究施設を擁するまでに成長しました.そして.国内外から多くの研究者

を受け入れて共同研究の成果を挙げると共に,毎年十数件の研究集会を開催して研究交流を促

進し,名実ともにわが国における遺伝学研究の中枢的役割を果たしております.加えて本年4

月からは,総合研究大学院大学の母体機関として,研究科 ｢生命科学｣のなかの遺伝学専攻の

博士課程学生 (9名)を受け入れて研究と教育の一体化を図ることができるようになりました.

ここに到るまでの長い間,文部省を始め関係機関,静岡県,三島市の皆様,並びに関係学会か

ら,いつも変わらぬ温かいご支援とご協力,ご鞭漣を賜りましたことは,誠に感謝に堪えない

ところであります.この機会をかりて厚 く御礼申し上げる次第であります.

さて,このような式典を挙行することの意義は,いうまでもなく,40年の歴史を振 り返って

創立の精神に思いを放すと共に,遺伝学をとりまく今日の学術の動向を把握し遺伝研に寄せら

れる学会等の期待と要望に耳を傾けて,研究所の一層の発展を計る良い機会とすることにあり

ます.

遺伝学は,しばしば "架橋科学"(BrtlCkenwissenschaft)と呼ばれるように,生物学を農

学･医学の応用分野と,また数学 ･物理学 ･化学のような基礎科学 とも結び付ける学際的性格

を具えております.このことは,遺伝学会の会員名簿を見ると,会員の所属が理学 ･農学 ･医

学などの各分野に幅広く分布していることからもわかります.この特色は,今も昔も変わりあ

りません.

このように専門的背景を異にする学者の交流団体である日本遺伝学会は,早 くから遺伝学の

学問的重要性を認識し,すでに昭和15年に,どの大学にも所属しない,国立の遺伝学研究所を

設立したいという要望を満場一致で決議しました.それに基づいてわれわれの諸先輩は,熱心

な設置運動を辛抱強く展開され,それが実を結んで昭和24年に三島のこの地に遺伝研が創立さ

れたのであります.ここで重要なことは,本研究所をわが国の遺伝学に関する研究推進センタ

ーとして位置づけ,特定の大学 ･学部に偏ることなく,広く全国の大学と研究及び人事の交流

を図れるようにとの趣旨から,今日ならば当然大学共同利用機関となるべきところを,当時の
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制度の枠内で文部省直轄研究所としたことであります.従ってその使命は,｢遺伝に関する学

理の総合研究及びその応用の基礎的研究をつかさどり,併せて遺伝学研究の指導,連絡,及び

推進をはかる｣こととされました.

この創立の精神に則って,本研究所では,学閥や学部の壁を越えて広い範囲から人材を集め

ることを旨とし,互いに切枝琢磨して,遺伝の学理を究めようとする真筆な気風の伝統が培わ

れてまいりました.その際当初から強調されたことは,(今 日では当然のことでありますが)

研究の国際性と国際交流であります.論文は原則として英文で書 くものとされ,初代所長の小

熊拝先生は所員の書き上げた論文原稿 を一つ一つ検閲して,納得のいったものに業績番号

(Contributionnumber)を付けていかれました.この作業はその後,論文執筆者自らの責任

に委ねられるようになりましたが,本年 5月末現在で1805番に達しております.

国際交流については,第2代所長の木原均先生が特に力を尽くされました.昭和31年に開催

された国際遺伝学シンポジアは,戦後わが国で開催された国際学術会議のはしりでありますが,

これを推進されたのも木原先生であります.その頃から若い研究者の海外留学が目だって多く

なる一方,遺伝所を訪れる外国人研究者の数も増え始めて,なかには長期間滞在して共同研究

に従事するものも出てまいりました.木原先生の在任13年間に,客員部門を除く現在の10研究

部門の基盤ができ上がりました.

第3代所長森脇大五郎先生は,1970年代に入って日本経済の低成長と共に始まった政府の厳

しい緊縮財政と定員削減方針のもとで,本研究所の一層の発展を図るため,遺伝実験生物保存

研究施設を新設されました.この仕事は第4代田島弥太郎所長に引き継がれて完成し,今日の

遺伝実験生物保存研究センターの基礎となっております.一方,大学共同利用機関への制度上

の移行を本研究所が検討し始めたのは昭和47年,森脇所長の頃でありますが,当時は機いまだ

熟さず中断されました.その後,田島所長のもとで再検討され,昭和55年に改組転換の方針が

固まって,具体的な準備作業に取り掛かりました.その間,学術審議会から文部大臣-の答申

にも遺伝研の共同利用化を促進すべきことが盛り込まれ,これをふまえた文部当局の精力的な

行政努力の結果,ついに昭和59年 4月,大学共同利用機関の仲間入りができたのであります.

このとき,遺伝子DNAに関する最先端の研究を促進するため,遺伝情報研究センターの新設

が認められました.

幸い,創立以来4代にわたる名所長の指導のもと,教官各位の研費によって世界に誇れる幾

多の業績を挙げることができました.なかでも昨年秋に国際生物学賞の栄誉に輝いた木村資生

名誉教授による集団遺伝学の理論的研究は,その最たるものであります.この他にもこの数年

間に, 日本学士院賓 (昭和60年,原田朋子教授 ;昭和63年,三浦謹一郎名誉教授)や藤原賞

(昭和61年,康田幸敬教授),井上学術賞 (昭和61年,石清明教授)などの受賞者が輩出してお

り,加えて若い教官層からはほとんど毎年のように,学会等の学術奨励賞を受けるものが続出

していることは,まことに心強いことであります.
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ところで今日,遺伝子組換え技術及びDNAの塩基配列を決める技術が急速に進歩し且つよ

り簡便化されて,生命科学のあらゆる分野に取り入れられるようになりました.その結果,今

や,遺伝子を取り扱う仕事は遺伝学者の専売特許ではなくなってきた感があります.それと共

に,従来,素粒子物理学や宇居科学の分野などでみられたような,学際的な国際協力を必要と

する大型プロジェクト研究が,バイオサイエンスの領域にもでてまいりました.先般,学術審

議会へ中間答申の出されたヒト･ゲノム計画はその代表例であります.本研究所が,こうした

学術の動向にどのように対処し,国際協力にどのように貢献すべきかは,避けて通れない重要

課題であります.私たちは広い視野のもとに,遺伝学の総合性と学際性を念頭において進むべ

き方向を見きわめてゆかねばなりませんが,大学共同利用機関としての本研究所の健全な発展

のためには,従来の遺伝学の垣根を越えて,例えばコンピューター ･サイエンスや生物物理学

などの専門家をスタッフとして迎えられるような組織の整備充実を図り,より幅の広い研究態

勢にもっていく必要があると,私は痛感しております.

21世紀は生命科学の時代と言われており,その学術的及び社会的重要性はますます高まるこ

とが予想されます.そのような時代に向かって,遺伝学研究所は,わが国及び世界におけるこ

の分野の発展に一層の貢献をすることが強く求められております.私たちはその責務の甚だ重

いことを自覚し,本日の創立40周年記念式典を契機として,さらに勉励努力する決意でありま

す.

ここにご出席いただいた皆様に重ねて御礼申し上げ,私の所感の一端を述べて式辞といたし

ます.
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祝 辞

文部大臣

西 岡 武 夫

㈹学術国際局研究機関課長 佐々木 正 嘩

本日,ここに,国立遺伝学研究所創立40周年及び大学共同利用機関への改組転換5周年記念

式典が開催されるにあたり,一言お祝いの言葉を申し上げます.

本研究所は,戦後間もない昭和24年,遺伝学に関する総合研究を行う我が国唯一の研究機関

として文部省のもとに創設されました.その後,学問の進展に伴い,生物学,医学,農学等の

生命関連諸科学はもとより,幅広い関連諸分野の研究者との共同研究により遺伝学研究の総合

的推進を図るため,昭和59年,国公私立大学等の研究者に開かれた大学の共同利用の機関-と

改組転換され,今日に至っております.創設以来これまで,本研究所は,我が国の遺伝学研究

の中心機関として,活発な研究活動を展開してこられました.常に新しい課題に意欲的に取り

組み世界の科学の流れに影響を与える数多くの優れた研究結果を挙げるとともに,指導的人材

の養成にも大きな役割を果たすなど,遺伝学の進歩と発展に多大な貢献をしてこられたのであ

ります.

このことは,ひとえに,歴代所長を始め所員各位のたゆまざる御努力と御研籍のたまもので

あり,同時に,創設以来終始本研究所に御協力いただいている日本遺伝学会,日本育種学会,

日本人類遺伝学会その他関係学会並びに地元静岡県及び三島市その他関係各位の暖かい御理解,

御援助の結果にほかならないと存じます.ここにその御発展に心から敬意を表するとともに,

関係者の方々に対し深 く感謝の意を表する次第であります.

御承知のとおり,遺伝現象は,すべての生命現象の基本であり,これを対象とする遺伝学は

生命科学の中核に位置づけられる重要な分野であります.特に,近年においては,組換えDN

A実験技術などの新しい手法の発達により驚異的な発展を遂げ,剖目すべき新たな知見をもた

らし,生命関連諸科学はもとより,医療や農業,工業などの産業,社会の各方面にも大きな影

響を与えるに至っております.このような状況を踏まえ,本研究所においては,特に大学の共

同利用機関に改組転換後,米国及び欧州の関係機関との連携によるDNAデータバンク事業の

開始,新設の総合研究大学院大学への参加,施設の整備など,新しい課題に対し積極的に取 り

組んできておられることは誠に心強い限りであります.

本日の記念式典に臨み,本研究所が今後益々世界の遺伝学発展の推進役として活発な活動を

展開されることを祈念し,また,御列席の各位におかれましても本研究所の発展に一層の御支

援も賜りますようお願いいたしまして,私の御挨拶といたします.
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祝 辞

総合研究大学院大学長

国立遺伝学研究所評議員

長 倉 三 郎

本日は山村評議員会議議長,江上副議長が御都合で御出席になれないということで,借越で

ございますが評議員の一人として祝辞を申し上げたいと存じます.

国立遺伝学研究所が,創立40周年 ･改組転換 5同年を迎えられましたことを心からお祝いを

申し上げます.同時にまた,遺伝学研究所が創立以来輝かしい業績をあげ,国内 ･国外の遺伝

学の研究の中心としてこの分野の発展に大きな貢献をされましたことに対しこの機会に敬意を

表します.

分子遺伝学をはじめ遺伝学は近年目覚ましい進歩を遂げ,単に生物科学のみならず基礎並び

に応用の広い分野において益々重要性を増しております.このことを思い起します時,40年前,

終戦直後の困難な時にこの研究所の創設を推進されました木原先生をはじめ遺伝学分野の当時

の指導的立場におられた諸先生の見識と先見性,決断と実行力に深い感銘をうけますと同時に,

自ら省みて教えられる所が大きいわけでございます.

また木村資生先生の "分子進化の中立説''は,遺伝学の歴史に残る輝かしい業績として広 く

知られていますが,こうした御研究をはじめ,国際的にも高く評価された優れた業績を創立以

来数多く挙げておられますことに対しまして,学術研究の研究者の一人として心から拍手を送

りたいと存じます.同時に,こうした優れた伝統は関係者各位の格別の御努力特に歴代所長の

先生方の御尽力によるものと改めて敬意を表します.

私は二つの点で遺伝学研究所に特別の親しみと関心をもっております.一つは申すまでもな

く,昨年10月にスター ト致しました総合研究大学院大学の母体となる七つの大学共同利用機関

の一つであるということでございます.具体的には生命科学研究科の遺伝学専攻の教育研究を

本研究所にお願いしており,その発展に大きな期待をもっております.もう一つは私事にわた

って恐縮でございますが,私がこの近 くの沼津の出身であるということでございます.

静岡県は環境の面からも経済の面からも豊かで恵まれた県と言われておりますが,学術のセ

ンターとして国際的に活躍している機関は必ずしも多くなく,遺伝学研究所はそうした意味で

三島市のみならず静岡県にとりまして大変貴重な存在であると存じます.遺伝学研究所の将来

が一層輝かしいものとなり,高く爽やかな学術の香りをこの地に益々漂わせて下さることを地

元出身者の一人としてお願い申し上げます.

最後に,これまで築きあげられましたよき伝統をさらに発展されまして,遺伝学の進歩に益

々貢献されますことを期待しお祈 り申しあげまして祝辞 と致します.
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祝 辞

日本学術会議会長

近 藤 次 郎

国立遺伝学研究所創立40周年を迎え,その記念式典が挙行されるにあたり,日本学術会議を

代表してお祝いの言葉を申し述べます.

国立遺伝学研究所は,昭和24年に発足いたしましたが,これは日本学術会議が設立された年

でもあります.以来,40年,この間に国立遺伝学研究所は,常に遺伝学の最先端を開拓する機

関として,高度で独創性のある研究を続け,大きな成果を挙げられるとともに,その施設を充

実してこられました.

この間,近年では,分子レベルにおける遺伝学が発達し,新しい組換えDNA技術の応用に

よって,めざましい発展が遂げられました.今日では,分子科学の中核 として重要な役割を担

うようになりました.さらに,本年からは,総合研究大学院大学生命科学研究科として若々し

い頭脳を受入れ,遺伝学研究の後継者の養成に参加しようとしておられます.

そもそも,遺伝学は,本来,生物学の一分野でありましたが,理学,農学,医学,薬学の隣

接分野にも深い係わりをもっております.このために国立遺伝学研究所では大学の学部にこだ

わらない学際的な研究が行われており,その研究者も広 く各大学の研究者によって構成されて

おります.このように,遺伝学は極めて学際的な学問であります.

国立遺伝学研究所は,当初より国際化を重視し,研究者を海外に派遣したり,又,多くの専

門家を招へいしてまいりました.昭和43年に,日本で開催された第12回国際遺伝学会議は,戟

が国の遺伝学のレベルを世界に広 く認識させると同時に,この学問の発展に大きな貢献をいた

しました.今日,国立遺伝学研究所にあるDNAデータベースは,海外ともネットワークを結

び,国際協力によって遺伝学の進歩のために大きな貢献をしておられます.

日本学術会議は,遺伝学研究連絡委員会を通じて国立遺伝学研究所と係わりをもっておりま

すが,本日,国立遺伝学研究所の創立記念式典にあたり,過去40年にわたり挙げられた数多く

の業績を讃えるとともに,将来に向けて一層の発展を遂げられるよう強く希望するものであり

ます.



祝 辞

日本遺伝学会会長

常 臓 恒一郎

国立遺伝学研究所の創立40周年に際し,日本遺伝学会を代表し,一言日頃のお礼を申し述べ,

祝辞に変えさせて頂きます.

顧みますに,昭和15年,遺伝学会の第13回大会におきまして,国立遺伝学研究所 (以後,

｢遺伝研｣と呼ばせて頂きますが)の設立決議案が満場一致で可決されました.この遺伝学会

あげての要望が実現に至る昭和24年までの間は,丁度戦中 ･戦後の動乱の時代に当ります.こ

の困難な時期に,わが国の政府のみならずGHQをも相手に,遺伝研設立実現に蓋力された遺

伝学会の先達たちのご苦労はさぞかし大変であったろうと拝察致します.その甲斐あって,遺

伝研がこの雄大な自然と歴史的景観を一望できる三島谷田の地に設立され,今日の記念すべき

日を迎えられましたことは,遺伝学全会員一同にとりまして心から喜ばしく,かつ誇りに思う

ところであります.

さて,この40年間,遺伝学会は遺伝研から真に多くのものを与えてlBきました.この長い年

月を通じ,どれほど多くの若者が全国各地から遺伝研に集まり,富士の秀麗な姿を仰ぎながら

その青春を過ごしたことでしょうか.遺伝研で育てられたこれら多くの人たちが,現在北は北

海道から南は九州に亘る大学や研究機関などで,遺伝学の教育 ･研究に携わり,この分野の発

展に大きな貢献をしております.私自身を含めまして,かって遺伝研に籍をおき,その学問的

青春時代を送った者は,今は離れた土地にありましても,皆等しくその絶ち難い想いを遺伝研

に寄せております.

また,遺伝研創立間もない昭和26年より,遺伝学会はその事務局を遺伝研に置かせて貰って

参りました.この間,本学会の活動の大きな部分が,変ることなく,遺伝研の万たちの献身的

奉仕に支えられてきました.関連他学会と比較しますとき,研究と組織の両面において,遺伝

研という中核が存在したことは,遺伝学会にとり真に幸運でありました.

昭和59年の大学共同利用研究所への組織替え以降は,共同利用研究や研究集会を通じ,多数

の遺伝学関係者が絶えず遺伝研のお世話になるようになりました.また,遺伝実験生物保存研

究センターや遺伝情報研究センターがそれぞれの活動分野において,全国的なセンターとして

の役割を果されるようになって参りました.遺伝研の方々には大変ご負担が増え,お気の毒に

存じますが,この改組により,日本の遺伝学の要としての遺伝研の位置がいっそう確固不動の

ものとなりました.

疑いもなく, 日本の遺伝学,ひいては遺伝学会の命運は,大きく遺伝研の今後の発展に托さ
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れております.日本遺伝学会は貴研究所とその将来を分ち合い,貴研究所の今後の発展にいっ

そうの声援と協力を惜しまないものであります.共同利用研究所-の改組と大学院専攻の新設

をバネに,将来に向けてさらに大きく飛躍されんことを切望し,かつ心から祈念致します.本

日は誠におめでとうございました.
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祝 辞

岡崎国立共同研究機構

機構長 岡 田 節 人

このたび国立遺伝学研究所が,その創立40周年を迎えられ,かつ,大学共同利用機関として

組織を改編されて以来,5周年となりましたことを心からお祝い申し上げます.

40年 といえば,それはまさに歴史というべきでありましょう.とりわけて今日,創立当初の

時代を振返るなら特別な感慨を抱かざるを得ないものがあります.貴研究所の創立は,敗戟裸

の絶望と貧困の窮みの日本において,来るべき将来に科学研究がないがしろにされるべきもの

ではないことを示したのでありました.そして貴研究所の創立を,まさに新しい日本の科学の

旗手として多くの日本の生物学研究者が仰ぎ見る思いであったことを改めて思い起こすのであ

ります.

栄光ある伝統の確立は,ときとして新しい発展に障害的な要素になることもあります.しか

し,貴研究所は今を去る5年前に組織の転換に見事に成功され,学問の歴史の必然的な進行に

よく対応されました.そして,この5年間の成果をここに私たちに示されるに至 りましたこと

に,深く敬意を表するものであります.

生物学に携わる一人として,私は貴研究所の研究分野である遺伝学における20世紀のすさま

じい発展に一言触れさせて頂きます.遺伝学が生物科学の中において中核的な重要性をもつも

のであることは,既に40年以前から自明のことでありました.しかしながら現在の情勢はそれ

を更に越えているものがあります.そもそも遺伝学の中から生み出された遺伝子の概念は,ま

さに生物 ･生命の科学の全領域において普遍的,かつ,基本的なものであることはもちろん,

社会の多くの問題とも直接 ･間接のつながりをもつものとなりました.このような状況におい

て私たちが遺伝学研究所に期待するところは更に大なるものがあります.一方,貴研究所の研

究者はこのスリリングな時代を迎えて,格段の新しい意欲とアイデアをもって,｢遺伝子の時

代における遺伝学｣の中核に迫られることでありましょう.

生物科学の進展は,多面的な要素が強く,古い衣をぬぎ去って新しい衣に替える,という作

業だけでは満たされないことが往々にあります.過去の古典的伝統の中には常に配慮を怠って

ほならないものがあるからです.40年 という良い歴史と,新時代の5年間の歴史とを合わせて

もたれている貴研究所が,21世紀に向け,正しい生物科学の進展のために,貴研究所ならでは

の活動を展開されることを期待しています.



所 感

元国立遺伝学研究所長

森 脇 大五郎

創立40周年というので30周年の記念誌を播いて見た.あれこれと思い当ることも多く感銘を

新たにしたが,特にその中で研究所の危機ともいえる環境問題を二度までも所員全員が力を合

せて克服された話に心をうたれた.その一つは故辻田光雄氏の ｢東中学校 (現 錦田中)の工

場転換騒動記｣(pl18-123)に詳しく述べられている.創立当時この中学校敷地は遺伝研で

確保していた区域内だったが三島市の要請にこたえて一先ず割譲した.しかし将来はなるべ く

早い機会に学校を他へ移して遺伝研敷地に復帰させることを当時の三島市長と小熊所長との間

で確約された,とのことである.ところが辻田氏によれば,創立6年目の昭和30年に突如この

中学校敷地の化学工場-の転換問題が起 り一波乱があった,とのことである.詳細は氏の記事

に譲るが,当時静養中でいられた小熊所長に代って田中義麿部長が先頭に立たれ,部室長以下

全員が協力して事態処理に当り,ついに円満な解決を見たのである.

今一つこれに似た環境問題として昭和39年におきた沼津コンビナー ト問題がある.木村資生

氏 (現名誉教授)も ｢遺伝研創設の頃と駒井先生の思い出｣(p52-66)の中でこれに言及さ

れている.氏はその時の長谷川市長,木原所長,松村部長の万々の見識を讃え,特に木原先生

が誘致反対の市長の要請に応じて松村氏を団長とし松永部長 (現所長)を重要メンバーとして

結成された ｢松村調査団｣が誘致反対の成果に貢献された事情を述べられている.なおこの件

に関しては松永氏も ｢遺伝｣21巻4号 (昭和42年4月)の ｢松村清二博士の人柄｣の中で "松

村さんが果した役割はわが国の 草̀の根'民主主義運動の歴史に永く残るであろう''と讃えら

れている.

いわゆる ｢新しい型の共同利用研究所｣について学術会議での検討がはじまったのには ｢生

科研連｣の下で生物研究所 (基生研)設立を討議したことも大いに与っている.この間におい

て研究所をどのような新しい型にするかは一つの大きな問題点だったが,昭和42年秋の第49回

総会での勧告 ｢共同利用研究所のあり方｣でようや くおさまった.このカテゴリーによる大学

共同利用研究所の第1号は筑波の高エネルギー研究所である.これにつづ く第2号は遺伝研だ

ろうということは,よりより文部省内でも考えられていたということである.元来遺伝研は全

国の遺伝学者はもとより生物学関係の各学会からも大きな期待をもたれ,研究センターとして

の使命を帯びて設立されたものである.もし創立当時 ｢大学共同利用研究所｣が認められてい

れば当然そのカテゴリーに従ったと思われる.私は昭和44年から6年間遺伝研をお預 りしてい

たが,丁度その頃遺伝研をそのカテゴリーに改組する件すなわち特別会計法移行の問題がおき,
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文部省からも強い勧奨があった.先に学術会議で基生研創設の討議に加わった経験を生かして

何とかその実現を計りたいと努めたが,それに伴う種々の問題の解決に力及ばず,ついに田島

次期所長に後をお願いする結果に終った.今改組5周年を迎え感慨一入である.

過日松永所長のお招きで現状を伺い新しい施設も見学したが,共同利用研究所の多岐に亘る

施策と管理に改めて理想に伴う現実の深刻さを今更のように痛感した.まだ整備途上にあり多

くの困難が伴うに違いないが,先に大きな環境問題を再度解決された伝統をふまえて,全員協

力の下に克服されることを確信し,益々学界に重きをなす研究所の輝かしい発展を心からおい

のりする次第である.



長 い 道 程

前国立遺伝学研究所長

田 島 弥太郎

去る4月24日の総合研究大学院大学の関学記念祝宴には私もお招きを受け出席致しました.

その折西岡文部大臣は祝辞の中で,｢今日までの道のりは実に長かった.昭和34年から本 日の

関学まで実に30年の歳月を要しました--｣と語られましたが,私はこの言葉を伺って,万感

こもごもでした.

遺伝研が創設されたのは昭和24年 6月ですが,当時文部省の研究機関の中には共同利用研と

いうカテゴリーはなく,文部省所轄研として設置を見ましたが構想としては今日の共同利用研

と同様な考え方であったと聞いて居ります.私が遺伝研に勤務したのは昭和31年末でしたが,

その頃国立試験研究機関のあるべき姿が問題として取上げられ,昭和36年には ｢匡Ⅰ立試験研究

機関を刷新充実するための万策如何｣という総理大臣の諮問が科学技術会議に出され,文部省

では行政目的に直結していない遺伝研をどうすべきかについて ｢遺伝研で自主的に検討を行う｣

よう指示がありました.

当時日本学術会議では共同利用研検討小委員会が,また国立大学研究所協議会でもほぼ似た

名称の小委員会が設置されて,共同利用研のあり方に関し熱心に検討が行われて屠りました.

そんな情勢下に当所でも検討を進め,昭和37年 6月には国立遺伝学研究所再編成第一次案とし

て ｢大学連合による国立遺伝学研究所｣という構想を打出しました.しかしこれは所詮絵に描

いた餅で,実現性はなく,もっと実現性のある案の作成を求められました.

その頃文部省は素粒子研究所設置の要望をかかえ,加えて国立大学の各種研究所について一

貫性ある方針の下に見直しを行う必要が感じられて屠りました.そのため学術奨励審議会に専

門分科会を設置致しました.遺伝研は数少ない直轄研の一つであったため,その意見を代表す

る者として私が委員の一人に加えられました (昭和39年).この審議会は昭和42年学術審議会

と改められて今日に至っています.

素粒子研究所は設立にも維持にも巨大な経費を要するためその当否はもちろん設置形態に関

しても大きな問題があり,審議は難航しましたが昭和44年末に結論が出て文部大臣に答申され,

45年から予算が計上されました.一方研究所設置方針や組織に関しての審議は手間どり,昭和

48年10月に結審されて ｢学術振興に関する基本施策について｣の答申が行われました.この中

には今後共同利用研の整備拡充に重点を置くべきことが詣われて居ります.

遺伝研 (当時森脇所長)としても,もちろんこの答申に基いて具体的に共同利用研 (国立学

校特別会計)に切 り替えた場合のメリット,デメリットが検討されました.ところが二つの難
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しい問題点が浮彫りになってきました.それは昭和43-44年頃国中を騒がした大学紛争に塞く

問題でした.紛争のあおりで,大学教官は管理能力なしという賂印を押され教育職の俸給を研

究職よりも低 く改められてしまった事です.遺伝研は他の各省の国立研究所なみに研究職です

からもし共同利用研に切替えるとするとそれによって給与が軒なみ下がることになります.莱

2は共同利用研になって学生が入ってくると紛争まで持ちこまれるのではないかという心配で

した.いずれも難題で見送るほか止むなしという結論になってしまいました.学術審議会での

議論を知っていた私には残念でなりませんでした.高エネルギー研の万は白紙に絵をか くよう

なもので,新任職員ばかりですから待遇のことは問題にならなかったらしく,理想的な研究体

制が作られて行きました.

昭和50年の春森脇先生が退職され,私がその後を継 ぐことになりました.所長就任の挨拶で,

私は次のように決意を述べました. ｢今 日わが国では学術振興のために大学院の改革に関しさ

まざまな構想が打出されて居りますが,これらの中で最も責任ある機関である大学審議会の答

申では大学の共同利用研究所を実質的な母体として,博士課程だけの大学院を置こうという考

え方が採択されていることに充分注意する必要があります.大きな制度改革の中で,当所だけ

が取残されてしまうことのない様,しかも従来の制度の長所も生かして行けるよう,この間題

に真剣に取組む所存です｣.

私は待遇問題の打開のために人事院に出向いて加藤人事官に再三お願いしたり,文部省人事

課とも折衝しましたが,なかなか思うように行きませんでした.また共同利用研の性格につい

て所員の理解を深めるため木田学術局長や笠木審議官に三島-おいで願って懇談会を設けたり

しました.昭和53年には文部省でDNA安全研究センターを設置したい意向があり,遺伝研に

特別会計移管の上で受入れられないかという打診がありました.これこそ切替を決断する絶好

の機会だと思いましたが,所内の空気は依然ノーでした.

そのうちにこの問題に思いきって結論を出さねばならない事態がやって来ました.それは定

員削減です.大学の教官は削減しないが本省や所轄機関の定員は削減するという行政整理の方

針が福田内閣によって決定され,既に10年近 く毎年定員削減が行われて来たのです.このまま

行けば遺伝研はどうにもならない事態に直面するということが誰の目にも見えてきたのです.

ここで所員一同が共同利用研に移管するより方法がないと決断したのでした.これまで実に長

い道程でした.

ー13-





1.目的 と使命 (大学共同利用機関への改組転換を含む)

国立遺伝学研究所は,昭和14年以来,日本遺伝学会を中心とした関連学会の大きな期待を担っ

て遺伝学に関する総合研究を行 う中枢機関として,昭和24年 6月1日 (1949年)文部省設置法

(昭和24年 5月31日法律第146号)の公布により,文部省所轄の研究所として設置された.同法

第23条には ｢国立遺伝学研究所は,遺伝学に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究を

つかさどり,あわせて,遺伝学の研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.｣ と規定され

ている.

以来,我が国唯一の総合的な遺伝学研究組織として,すべての生命現象の本質である遺伝とそ

の関連事象を研究対象の主眼とし,遺伝子本体の研究をはじめ遺伝子の形質発現機構,伝達機構

及びそれらに及ぼす人為または自然環境の影響の解明,ひいては生物の進化に関する基礎的研究

等あらゆる角度から総合的に研究を進めてきた.その間,数多くの優れた研究業績を上げ,国際

的にも高い評価をされるようになった.しかし,近年の学問の進展に伴い,生命科学の中核的役

割を担う遺伝学の研究は,遺伝現象の根幹がDNAレベルで解明されるようになり,組換えDN

A技法をはじめとする画期的な技術開発によって今や飛躍的な発展を遂げ従来からの生物学の一

分野にとどまらず,理学 ･農学 ･医学 ･薬学などの隣接分野とも極めて深い係わりを持つ学際的

性格を備えてきていることから,更なる遺伝学の研究を格段に発展させるためには,これら隣接

分野の研究者との共同研究,国際的レベルでの研究協力体制の強化がますます求められてきた.

これらの趨勢を踏まえて,国立遺伝学研究所は,昭和46年に大学共同利用機関として設置され

た高エネルギー物理学研究所の研究体制を一つの規範として昭和47年以来所内の関係者等で検討

が続けられ,更には昭和58年4月1日文部省学術国際局長の裁定により国立遺伝学研究所の国立

大学共同利用機関-の改組転換に関する調査検討を行うための会議 (主査山村雄一)が設置され,

その調査検討の結果について,昭和59年 1月31日同会議主査山村雄一から報告 (別紙)を受けた.

この報告に基づき,大学における学術研究の発展に資するため全国の大学及び研究機関等の研究

者に開かれた研究機関として,遺伝学に関する総合研究を行い,かつ,大学等との研究者と共同

研究 ･共同利用を目的として,昭和59年4月12日国立学校設置法の改正により,文部省所轄機関

から大学共同利用機関-改組 ･転換された.

爾来,国立遺伝学研究所は,生命科学の中核的役割を担う遺伝学の研究機関として,学術的並

びに国際的な研究協力の必要性がますます高まるなかで,幅広い研究者との共同研究 ･研究会を

実施し,大学の共同利用機関として広 く大学の教官その他の研究者に門戸を開き共同研究の実を

あげると共に,大学院教育に積極的に協力し大学院学生を受け入れ,若い研究者の育成と国民の
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科学知識の向上に貢献し,我が国における遺伝学に関する総合研究のセンター的機能を果たすべ

き目的と使命を担っている.

(別紙)

国立遺伝学研究所の国立大学共同利用機関への改組転換について (報告)

1.改組転換の必要性

国立遺伝学研究所は,我が国遺伝学推進の中枢機関として設置するようにとの関係学会から

の強い要請に基づいて,昭和24年に所轄研究所として設置された.以来,我が国唯一の総合的

な遺伝学研究組織として数多くのす ぐれた研究業績を上げてきているが,近年の学問の進展に

伴い生 じてきた次のような諸要請について,所轄研究所のままでは対応することが困難である

ことが明らかになってきた.

(1) 遺伝学は,生命関連諸科学はもとより,最近,遺伝現象の根幹がDNAレベルで解明され

るようになって,化学,物理学,数学等の諸分野とも関連を深めているが,今後,遺伝学の

研究を格段に発展させるためには,これら関連諸分野の研究者との共同研究体制の強化か求

められている.

(2) 学問の発展に伴い,遺伝学の研究においても高性能の研究施設 ･設備が必要となっており,

また,遺伝的特性の純化された実験生物が不可欠であるが,このような研究設備 ･材料等の

全国的な共同利用体制が必要である.

(3) 遺伝学及び関連分野の研究情報を収集,整理,提供するための核となる機関が必要である.

(4) 研究者の養成のために,大学院学生等を受け入れ,研究指導を行うことが求められている.

(5) 国内外の研究協力 ･交流の促進についてのセンター的機能を果たすことが求められている.

(6) 遺伝学が医学,農学,工学等の各方面に広い利用場面を持っていることから,民間等外部

からの委託研究,研究員の受け入れが求められている.

全国の大学及び関係研究者の意向を適切に反映し,かつ,連携 ･協力を強めて,以上のよう

な諸要請に応えるには,所轄研究所では,管理運営組織,予算制度,人事交流等の面からみて,

多くの障害があり,このために設けられた国立大学共同利用機関の制度による研究所として位

置づけるのが適切であると考える｡

2.改組転換の基本方針

(1) 上述の諸要請に適切に対処するため,国立遺伝学研究所を大学との共同利用,共同研究か

制度化されて運営される国立大学共同利用機関に改組転換することとし,同研究所を全国の

関係研究者の交流 ･協力の場とし,共同利用,共同研究を推進するとともに,情報の提供,

研究者の養成,国際協力の推進等の機能を果たす遺伝学研究の中心的な機関とする.

(2) 遺伝学の各分野の均衡のとれた発展を図ることを基本としながら,特に豊かな成果の期待

できる分野については最先端の研究を強力に推し進めることとし,この観点から最近のDN
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A等に関連する研究の飛躍的発展とその将来における重要性にかんがみ,その研究体制を強

化する.

また,実験生物の系統保存体制の整備に当たっては,研究用の遺伝資源確保の重要性の見

地から十分に配慮する.

(3) 社会の各方面からの要請に応え,可能な限りその研究活動に協力する.

3.国立大学共同利用機関としての設置構想の概要

(1) 研究所の名称

研究所の名称は,国立遺伝学研究所とする.

(2) 目 的

国立大学における学術研究の発展に資するための国立大学の共同利用の機関として,遺伝

学に関する総合研究を行い,かつ,国立大学の教官その他のものでこれと同一の研究に従事

するものに利用させることを目的とする.

(3) 設置の形態

独立の国立大学共同利用機関とする.

(4) 設置の時期

昭和59年度発足が望ましい.

(5)機 構

国立遺伝学研究所が共同利用機関としての機能を果たすための必要最小限の機構としては

次のようなものが考えられるが,これらについては､できる限り早い時期にその軽情を図る

ことか望ましい.

なお,更に長期的視野に立った将来の構想については,国立大学共同利用機関として発足

後,研究所の役割に対する学術的,社会的要請等を見なから検討されるべきである.

ア.運営のための組織

他の国立大学共同利用機関と同様に,評議員 (所外の学識経験者)及び運営協議員 (所

内及び所外の研究者)を置いて,全国の関係大学 ･研究者の意向がその運営に反映される

ようにする.

ィ.研究系組織

遺伝学の発展に柔軟に対応できる体制を整えるため,従来から設置されていた10研究部

を,研究対象のレベルに応じて分子,細胞,個体,集団の4研究系及びこれらにまたがる

総合遺伝研究系の5つに区分するとともに,研究系ごとに客員研究部門を設ける｡客員研

究部門については,内外のす ぐれた研究者を招-いして共同研究を行う.

ウ.附属施設等

m 最近のDNA等の研究の発展に即応するため遺伝情報研究センターを設置し,組換え

DNA研究,遺伝子の構造解析と合成,内外の遺伝情報 (DNAの塩基配列が主体)の
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収集 ･分析 ･提供等を行う.

抑 遺伝実験生物保存研究センターを告備し,動物の系統保存及び実験生物に関する内外

の情報の収集 ･解析 ･提供等の体制の強化並びに植物及び微生物の系統保存に関する活

動の充実を図る.

(,?) 図書室を電算機利用の検索システムを含む遺伝学文献センターに転換するとともに,

放射線 ･アイソトープセンター,共通機器センター,電子計算機室,電子顕微鏡室,実

験圃場等を整備する.

エ.技術系組織

研究室に分散所属していた技術系職員を技術課にまとめて,研究所全体 としての業務の

効率化を図る.

オ.事務組織

国立大学共同利用機関としての機能を果たし,事業を実施するため,所要の事務組織の

整備を罷る.

(機構図については,別紙参照)

(6) 研究事業等

ア.共同研究 ･共同利用の推進

m 所外の研究者との幅広い共同研究を推進する.また,研究会や討論会の開催等内外の

研究者の研究討議と交流の場を設ける.

州 特色ある施設 ･設備の共同利用及び実験生物の共同利用を推進する.また,長期的に

展望すると遺伝子バンクを設置し,共同利用に供する必要がある.

ィ.大学院教育-の協力等

全国の大学から大学院学生,ポストドクトラルフェロー等を受け入れ,研究者養成に当

たる.また,｢夏期コース｣の開催等により,教育訓練の役割を果たすように努める.

ウ.国際協力の推進

国際協力は遺伝学の発展のため不可欠であるので,研究者の受け入れ及び派遣,国際研

究集会の開催,研究情報の国際交流等により,国際協力を推進する.

工.民間等に対する協力 ･指導

社会の各方面からの要請に応え,研究所の自主性を保ちつつ可能な限り民間企業等の技

術者,研究者の教育訓練,協力研究等を実施する.

(7) 施設 ･設備

国立大学共同利用機関として,上に述べてきた機能を果たし,事業を実施するため,所要

の施設 ･設備の整備を図る.
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(別紙2)

研究系組織の構成 ･内容

それぞれの研究系及び部門の名称,主な内容は以下に示すとお りである.

分子遺伝研究系 生物の遺伝に関する分子レベルの研究を行 う.

部 門名 部門区分 部 門 内 容

専任 客員

分子遺伝研究部門 (⊃ 遺伝子の構造 と機能及び遺伝情報発現の機構に関する研
究を行 う.

変異遺伝研究部門 ○ 細胞の内的あるいは外的要因による突然変異誘発機構を
分子レベルで解析する.

核酸化学研究部門 ○ 核酸の構造及び機能に関する研究を化学的手法に基づい

細胞遺伝研究系 生物の遺伝現象を細胞の構造及び機能の面から研究する.

部 門 名 部門区分 部 門内 容

専任 客員

細胞遺伝研究部門 ○ 真核生物の遺伝現象を,細胞核特に染色体の構造及び機
能の面から研究する.

微生物遺伝研究部門 ○ 原核生物の遺伝現象を,細胞の構造及び機能の面から研究する.特に細胞の生長,分裂,増殖の機構の解析を対

,象する.

細胞質遺伝研究部門 ○ -遺伝現象に関与する細胞質因子の役割について研究する

個体遺伝研究系 個体レベルで表現される遺伝現象について研究する.

部 門名 部門区分 立 P 内 法 -

郡 ヨ 合専任 客員

発生遺伝研究部門 (⊃ 発生過程を制御する遺伝的機構及びその基本原理を研究
する.

形質遺伝研究部門 ○ 遺伝子発現の機構を突然変異などを用いて研究する.

生理遺伝研究部門 i ○ 遺伝子発現に関与する生理過程について研究する.
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集団遺伝研究系 生物集団を対象にして,その遺伝的構造を支配する法則を探求し,
生物進化の仕組みや種内変異の実態を解明する.

部 門 名 部 門区分 部 門 内 容
専任客貝

集団遺伝研究部門 ○ 集団遺伝学の研究を行う.

進化遺伝研究部門 ○ 生物進化の遺伝学的機構に関する研究を行 う.

理論遺伝研究部門 ○ 集団遺伝モデルの解析,実験データの統計的分析などの

分子,細胞,個体,集団の各レベルにおける研究技法を用いて各

総合遺伝研究系 種生物にみられる遺伝現象を環境 とのかかわりのもとに総合的に

研究する.

部 門 名 部 門 内 容

人類遺伝研究部門 ○
る.

育種遺伝研究部門 !動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行い,動植○ 物の生産性及び適応性を明らかにする.また,有効な育

種方法に関する理論的研究を行う.

応用遺伝研究部門 ○ 遺伝病の発生防止,動植物の新品種の開発など遺伝学の
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(別紙3)

附属施設の構成と内容

最近のDNA等に関する研究の発展に即応してその研究体制を強化するため新たに遺伝情報研

究センターを設置するとともに,遺伝実験生物保存研究センター等を整備充実して,所内外の研

究者の利用に供する.

施 設 名 内 容

遺伝実験生物保存研究センター (1) 実験生物の重要系統の維持保存及び所内外の研究者

晴乳動物保存研究室 への提供

無脊椎動物保存研究室 (2) 実験生物の遺伝的特性に関する基礎的研究

植物保存研究室 (3) 維持保存する実験生物を利用した共同研究

微生物保存研究室 (4) 実験生物の遺伝的特性に関する国内外の情報の収集

遺伝資源研究室 - 解析 及び所内外の研究者への提供

の5室で構成

遺伝情報研究センター (1) DNA等の構造解析,組換え実験,合成等の施設設

構造研究室 備 (DNA組換え施設は,Pl,P2,P3) を所内外の

組換え研究室 共同研究者の利用に供する.

合成研究室 (2) 実験技術の改良 .開発及び指導

遺伝情報分析研究室 (3) DNAの塩基配列その他のデータを電子計算機を主

の4室で構成 体として収集,整理し,所内外の研究者の利用に供す

る.

放射線 .アイソトープセンター ガンマー線,Ⅹ線等の照射設備及び トレーサーとして

のアイソトープ施設を整備し,所内外の研究者の共同利

用に供する.

共 通 機 器 セ ン タ ー 共通性のある高性能の機器を設置し,関係研究者の利

用に供する.

電 子 計 算 機 室 電子計算機及び関連機器を設置して,所内各所に設置

する端末機のセンター的役割を果たすと同時に関係研究

者の利用に供する.

電 子 顕 微 鏡 室 各種電子顕微鏡を設置し,関係研究者の利用に供する.

実 験 圃 場 圃場を維持管理し,関係研究者の利用に供する.

遺 伝 学 文 献 セ ン タ ー 遺伝学に関する文献を収集,整理し,電子計算機利用

.の検索システムを整備して,上記の電子計算機室に接続
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国立遺伝学研究所改組転換調査検討会議の構成

(学識経験者)

飯 野 徹 男

稲 田 献

井 上 英

内 薗 耕

江 上 信

一

二

二

雄

大 沢 文 夫

大 羽 滋

小 関 治 男

常 脇 恒一郎

野 村 達 次

○山 村 雄 一

渡 辺 格

(関 係 者)

田 島 弥太郎

松 永 英

木 村 資 生

吉 田 俊 秀

○印 主査

(症) 職名は,昭和59年 1月31日現在

(五十音順)

東京大学教授 (理学部)

大阪大学教授 (社会経済研究所)

愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所長

岡崎国立共同研究機構長

東京大学教授 (理学部長)

大阪大学教授 (基礎工学部)

束京都立大学教授 (理学部)

京都大学教授 (理学部)

京都大学教授 (農学部)

財団法人 実験動物中央研究所良

大阪大学良

北_51-_大学教授 (衛生学部)

財団法人 大 日本蚕糸会蚕品種研究所長

(前国立遺伝学研究所長)

国立遺伝学研究所長

〝 集団遺伝部長

〝 細胞遺伝部長
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2.沿革年表 (組織)

昭和24年 6月1日 文部省設置法により文部省所轄研究所として設置.庶希部,研究第 1部,研

究第2部及び研究第3部の4部門で発足

8月10日 小熊 梓 初代所長就任

昭和28年 1月1日 研究第 1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部に改組

8月1日 生化学遺伝部新設

昭和29年 7月1日 応用遺伝部新設

昭和30年 9月15日 変異遺伝部新設

10月1日 木原 均第2代所長就任

日野口35年 4月30日 人類遺伝部新設

昭和37年 4月1日 微生物遺伝部新設

昭和39年 4月1日 集団遺伝部新設

昭和44年 4月1日 森脇大五郎第3代所長就任,分子遺伝部新設

昭和49年 4月1日 植物保存研究室新設

6月13日 創立25周年誌発行

昭和50年 3月1日 田島禰太郎第4代所長就任

10月1日 遺伝実験生物保存研究施設 (動物保存研究室)新設

昭和51年10月1日 遺伝実験生物保存研究施設 (微生物保存研究室)新設

昭和58年10月1日 松永 英第5代所長就任

昭和59年 4月12日 国立学校設置法の一部改正により国立大学共同利用機関に改組

遺伝実験生物保存研究センター (晴乳動物保存研究室,無脊椎動物保存研究

室,植物保存研究室,微生物保存研究室,遺伝資源研究室),遺伝情報研究

センター (構造研究室,組換え研究室)新設

実験圃場新設

昭和60年 4月1日 遺伝情報研究センターに合成研究室,遺伝情報分析研究室新設

昭和62年 1月12日 DNAデータバンク稼動

9月 DNAデータベースオンラインサービス開始

10月1日 松永 英所長再任

昭和63年 4月8日 放射線 ･アイソトープセンター新設

遺伝情報研究センターに遺伝子ライブラリー研究室を新設
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(施設)

昭和27年 3月 別館新築

昭和36年 9月 研究本館第1期第1次工事竣工

昭和38年 1月 研究本館第1期第2次工事竣工

昭和39年 3月 研究本館第1期第3次工事竣工

昭和43年 3月 研究本館第2期工事竣工,研究本館計画完成

昭和46年 3月 図書館新築

昭和47年 3月 ネズミ飼育舎新築

昭和53年 7月 遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

昭和55年 5月 遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟,カイコ附属棟新築

昭和56年 3月 遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

昭和58年 3月 排水処理施設新築

昭和59年 3月 組換えDNA実験棟,野生イネ温室新築

昭和60年 3月 実験圃場管理施設新築

昭和62年 1月 遺伝情報研究センター棟,隔離温室, 日長調節装置新築

3月 水田温室,桑温室新築

昭和63年12月 RI実験棟,中央機械室,RI排水処理施設新築

3.機構定員

機 構 図

昭和24年 6月1日創設

(昭和24.8.5文部省令第30号,文部省所轄機関組織規程)

研究第-部

研究第二部

研究第三部
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機 構 図 (昭和51年10月1日現在)

形質遺伝部
第1研究室

第2研究室

細胞遺伝部-工 芸 ;…芸芸…

生理遺伝部

生化学遺伝部

所 長

評議員会議 応用遺伝部

微生物遺伝部
亡

1研究室

2研究室

1研究室

2研究室

3研究室

第1研究室

第2研究室

第3研究室

1研究室

2研究室

3研究室

1研究室 注 1)*1 昭和49年 4月1日設置
2研究室 *2 昭和50年10月1日設置
第 1研究室 *3 昭和51年10月1日設置
第2研究室

集団遺伝部{ 芸 :;芸芸≡

第1研究室

第2研究室

研究施hn*L [

分子遺伝部

遺伝実験生物保存研究施設
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動物保存研究室*2

植物保存研究室*1

微生物保存研究室*3



機 構 図

昭和59年4月12日 国立大学共同利用機関に改組

(昭59.4.12 国立学校設置法の一部改正 法律第13号)

(昭59.4.12 文部省令第30号)

管 理 部｣ = 芸

分子遺伝研究系

細胞遺伝研究系

個体遺伝研究系

集団遺伝研究系

総合遺伝研究系

評議員会議

所 長

運営協議員会議

{

I

= ■

モ

ー⊂

務 謀

計 課

分子遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

核酸化学客員研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

細胞質遺伝客員研究部門

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

理論遺伝客員研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

技 術 課

遺伝実験生物保存

研究センター

遺伝情報研究セン
ター

実 験 圃 場
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晴乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室

微生物保存研究室

遺伝資源研究室

構造研究室

組換え研究室



機 構 図 (平成元年9月30日現在)

管 理
普-⊂ 芸

分子遺伝研究系

細胞遺伝研究系

評議員会

所 長

運営協議員会

個体遺伝研究系

集団遺伝研究

総合遺伝研究系

- 研 究 施 設

務 謀

計 課

分子遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

核酸化学客員研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

細胞質遺伝客員研究部門

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

生理遺伝客員研究部門*1

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

理論遺伝客員研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

応用遺伝客員研究部門*1

技 術 課

遺伝実験生物保存

研究センター

遺伝情報研究セン
ター

晴乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室

微生物保存研究室

遺伝資源研究室

構造研究室

組換え研究室

合成研究室*2

遺伝情報分析研究室*2

遺伝子ライブラリー

研究室*3

放射線 ･アイソトープセンター*3

- 実 験 圃 場

注)※1 昭和60年 4月1日設置 (昭60.3.30文部省令第5号)

※ 2 昭和60年 4月1日設置

紫3 昭和63年 4月8日設置 (昭63.4.8文部省令第18号)
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定 員 (昭和50年度～昭和58年度)

年度別区分 50 51 52 53 54 55 56 57 58

所 長 1 1 1 1 1 1 1 1 1

部 衷 等 ll ll ll 12 13 13 13 13 13

室 長 等 17 19 19 18 17 17 17 17 17

研 究 員 24 23 24 25 26 26 26 26 26

研 究 補 助 員 21 20 20 20 19 18 18 16 16

計 74 74 75 76 76 75 75 73 73

事 務 職 員 等 18 19 19 19 19 19 19 19 19

技能 .労務職 月 5 5 4 3 3 3 2 2 1

定 員 (昭和59年度～平成元年度)

年度別区分 59 60 61 62 63 元

所 長 1 1 1 1 1 1

教 授 12 12 12 12 12 12

助 教 授 15 17 17 17 19 19

助 手 24 23 24 26 27 29

計 52 53 54 56 59 61

事務官等(管理部) 18 18 20 21 22 23

技 官(技術課) 22 21 19 19 20 19
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評議員 (文部省所轄機関) 50音順

昭和49年 6月1日～昭和50年 5月31日

氏 名 就任当時の所属 ･職名等 備 考

井 関 尚 栄

上 田 正 夫

江 川 友 治

越 知 勇 一

茅 誠 司

木 原 均

黒 田 俊 夫

坂 田 武 雄

高 橋 隆 平

竹 山 祐太郎

田 中 信 徳

藤 井 隆

牧 野 佐二郎

御園生 圭 輔

吉 川 秀 男

科学警察研究所長

人口問題研究所長

農業技術研究所長

麻布獣医科大学長

東京大学名誉教授

木原生物学研究所長

人口問題研究所長

坂田種苗株式会社社長

岡山大学教授農業生物研究所

静岡県知事

帝京大学教授医学部

東京大学名誉教授

北海道大学名誉教授

放射線医学総合研究所長

兵庫医科大学教授

49.6.4まで

49.10.1から

49.9.30まで

副会長

昭和50年 6月1日～昭和52年 5月31日

井 関 尚 栄

梅 沢 浜 夫

江 川 友 治

茅 誠 司

木 原 均

黒 田 俊 夫

近 藤 典 生

坂 田 武 雄

佐 々 学

篠 崎 信 男

高 橋 隆 平

田 中 信 徳

科学警察研究所長

国立予防衛生研究所抗生物質部長

農業技術研究所長

東京大学名誉教授

木原生物学研究所長

人口問題研究所長

東京農業大学教授農学部

坂田種苗株式会社社長

国立公害研究所副所長

人口問題研究所長

岡山大学教授農業生物研究所

帝京大学教授医学部
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51.6.1から

51.5.31まで

51.5.31まで

51.5.31まで

51.6.1から

51.5.31まで

51.6.1から

51.6.1から



長 倉 三 郎

藤 井 隆

御園生 圭 輔

森 脇 大五郎

諸 星 静次郎

吉 川 秀 男

東京大学教授物性研究所

東京大学名誉教授

放射線医学総合研究所長

理化学研究所理事

東京農工大学教授農学部

兵庫医科大学教授

昭和52年 6月1日～昭和54年 5月31日

井 関 尚 栄

井 上 英 二

梅 沢 浜 夫

大 澤 文 夫

木 原 均

近 藤 典 生

佐 々 学

篠 崎 信 男

高 橋 隆 平

長 倉 ≡ 那

藤 井 隆

御園生 圭 輔

向 坊 隆

森 脇 大五郎

諸 星 静次郎

科学警察研究所長

東京大学教授医学部

国立予防衛生研究所抗生物質部長

大阪大学教授基礎工学部

木原生物学研究所長

東京農業大学教授農学部

国立公害研究所長

人口問題研究所長

岡山大学名誉教授

東京大学教授物性研究所

東京大学名誉教授

放射線医学総合研究所長

東京大学長

理化学研究所理事

東京農工大学名誉教授

副会長

53.5.31まで

副会長

53.6.1から

昭和54年6月1日～昭和56年 5月31日

井 上 英 二

梅 沢 浜 夫

大 洋 文 夫

木 原 均

近 藤 典 生

佐 々 学

篠 崎 信 男

東京大学教授医学部

国立予防衛生研究所抗生物質部長

大阪大学教授基礎工学部

木原生物学研究所長

東京農業大学教授農学部

国立公害研究所長

人口問題研究所長
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高 橋寓右衛門

長 倉 三 郎

藤 井 隆

御固生 圭 輔

向 坊 隆

森 脇 大五郎

諸 星 静次郎

北海道大学農学部長

東京大学教授物性研究所

科学技術会議議月

原子力安全委員会委員

東京大学長

東京都立大学名誉教授

東京農工大学長

昭和56年 6月1日～昭和58年 5月31日

飯 野 徹 雄

井 上 英 二

梅 沢 浜 夫

大 洋 文 夫

近 藤 典 生

佐 々 学

篠 崎 信 男

高 橋寓右衛門

長 倉 三 郎

藤 井 隆

御園生 圭 輔

森 脇 大五郎

諸 星 静次郎

山 村 雄 一

東京大学教授理学部

東京大学名誉教授

東京大学名誉教授

大阪大学教授基礎工学部

東京農業大学教授農学部

東京大学名誉教授

人口問題研究所長

北海道武蔵女子短期大学長

岡崎国立共同研究機構

分子科学研究所長

東京大学名誉教授

原子力安全委員会委員

東京都立大学名誉教授

東京農工大学長

大阪大学長

昭和58年 6月1日～昭和59年 4月11日

飯 野 徹 雄

井 上 英 二

梅 沢 浜 夫

大 澤 文 夫

近 藤 典 生

佐 々 学

篠 崎 信 男

高 橋寓右衛門

東京大学教授理学部

東京大学名誉教授

東京大学名誉教授

大阪大学教授基礎工学部

東京農業大学教授農学部

東京大学名誉教授

人口問題研究所長

北海道武蔵女子短期大学長
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長 倉 三 郎

藤 井 隆

御園生 圭 輔

森 脇 大五郎

諸 星 静次郎

山 村 雄 一

岡崎国立共同研究機構

分子科学研究所長

東京大学名誉教授

原子力安全委貞全委員

東京都立大学名誉教授

東京農工大学長

大阪大学長
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評議員 (国立大学共同利用機関) 50音順

昭和59年 6月28日～昭和61年 6月27日

氏 名 就任当時の所属 ･職名等

飯 野 徹 雄

井 上 英 二

江 上 信 雄

大 澤 文 夫

岡 田 節 人

関

上

藤

井

々

島

倉

小

尾

斎

酒

佐

田

長

男

雄

向

徳

治

久

日

文

学

禰太郎

三 郎

中 島 哲 夫

名 取 示豊 二

野 村 達 次

諸 星 静次郎

山 村 雄 一

渡 辺 格

東京大学教授理学部

愛知県心身障害者コロニー

発達障害研究所長

東京大学理学部長

大阪大学教授基礎工学部

岡崎国立共同研究機構

基礎生物学研究所長

京都大学教授理学部

京都大学経済研究所長

東京大学応用微生物研究所長

日本学術振興会理事

富山医科薬科大学長

大日本蚕糸会蚕品種研究所長

岡崎国立共同研究機構

分子科学研究所長

東京大学教授農学部

東京慈恵会医科大学理事長

(財)実験動物中央研究所長

東京農工大学長

大阪大学長

北里大学教授衛生学部

60.1.1から

昭和61年 6月28日～昭和63年 6月27日

飯 野 徹 雄

井 上 英 二

江 上 信 雄

岡 田 節 人

小 関 治 男

尾 上 久 雄

酒 井 文 徳

東京大学教授理学部

東京大学名誉教授

国立公害研究所長

岡崎国立共同研究機構

基礎生物学研究所長

京都大学教授理学部

大阪産業大学経済学部長

日本学術振興会理事
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佐 々 学

佐 藤 了

田 島 禰太郎

中 井 準之助

長 倉 三 郎

名 取 示豊 二

野 村 達 次

諸 星 静次郎

山 脈 弘 忠

山 村 雄 一

渡 辺 格

富山医科薬科大学長

大阪大学蛋白質研究所長

大日本蚕糸会蚕品種研究所長

浜松医科大学長

岡崎国立共同研究機構長

東京慈恵会医科大学理事長

(財)実験動物中央研究所長

東京農工大学長

京都大学教授農学部

大阪大学名誉教授

北里大学教授衛生学部

昭和63年 6月28日～平成 2年 6月27日

飯 野 徹 雄

市 川 惇 信

堀

上

田

関

上

村

原

井

野

浪

内

井

倉

村

石

尾

願

村

辺

今

江

岡

小

尾

木

桑

酒

菅

高

竹

中

長

野

早

堀

山

山

渡

三

雄

人

男

雄

生

吾

徳

夫

宏

信

節

冶

久

資

章

文

晴

満

郁 夫

準之助

三 郎

達 次

修

一

息

一

格

式

弘

雄

早稲田大学教授人間科学部

東京工業大学大学院

総合理工学研究科長

鳴門教育大学長

国立公害研究所長

岡崎国立共同研究機構長

京都大学名誉教授

滋賀大学長

国立遺伝学研究所名誉教授

東邦大学理事長

日本学術振興会理事長

(財)癌研究会癌研究所長 ･癌研究会理事

京都大学化学研究所長

岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所長

浜松医科大学長

総合研究大学院大学長

(財)実験動物中央研究所長

(財)大阪バイオサイエンス研究所長

大阪大学蛋白質研究所長

京都大学教授農学部

大阪大学名誉教授

慶庵義塾大学名誉教授

副会長
元 .7.15まで

元.8. 1から

元.8.1から

副会長

元.6.30まで

会 長
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運営協議員 (所外50音順,所内省令順)

昭和59年 6月20日～昭和61年 6月19日

氏 名 就任当時の所属 .職名等 備 考

(所外)大 揮 省 三 名古屋大学教授理学部 副議長

大 羽 滋 東京都立大学教授理学部

岡 田 益 吉 筑波大学教授生物科学系

佐々木 本 道田 中 隆 荘 北海道大学教授理学部

附属動物染色体研究施設

広島大学教授理学部

常 脇 恒一郎 京都大学教授農学部

福 田 一 郎 東京女子大学教授文理学部

三 浦 謹一郎 東京大学教授工学部

向 井 輝 美 九州大学教授理学部

山 田 行 雄 京都大学教授農学部

(所内)松 永 英 所 長 議長60. 1.16-60. 3.3161. 4. 1から

石 清 明 分子遺伝研究系教授

賀 田 恒 夫 分子遺伝研究系教授

森 脇 和 郎 細胞遺伝研究系教授

鷹 田 幸 敬 細胞遺伝研究系教授

杉 山 勉 個体遺伝研究系教授

黒 田 行 昭 個体遺伝研究系教授

木 村 資 生 集団遺伝研究系教授

丸 山 毅 夫 集団遺伝研究系教授

中 込 禰 男今 村 孝 総合遺伝研究系教授総合遺伝研究系教授

沖 野 啓 子(森島) 総合遺伝研究系教授 60. 4. 1から
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昭和61年 6月20-昭和63年 6月19日

(所外)大 洋 省 三 名古屋大学教授理学部

大 羽 滋 東京都立大学教授理学部 副議長

岡 田 益 吉 筑波大学教授生物科学系

坂 口 文 吾 九州大学教授農学部

佐々木 本 道常 脇 恒一郎 北海道大学教授理学部

附属動物染色体研究施設

京都大学教授農学部

福 田 一 郎 東京女子大学教授文理学部

三 浦 謹一郎 東京大学教授工学部

向 井 輝 美 九州大学教授理学部

山 EB 行 雄 京都大学教授農学部

(所内)石 清 明 分子遺伝研究系教授

賀 田 恒 夫 分子遺伝研究系教授 61.ll.14まで

瀬 野 惇 二 分子遺伝研究系教授 63. 1. 1から

森 脇 和 郎 細胞遺伝研究系教授

席 田 事 故 細胞遺伝研究系教授 61.12.23まで

杉 山 勉 個体遺伝研究系教授

黒 田 行 昭 個体遺伝研究系教授

木 村 資 生 集団遺伝研究系教授 議 長

丸 山 毅 夫 集団遺伝研究系教授 62.12.11まで

今 村 孝 総合遺伝研究系教授

昭和63年 6月20日～平成 2年 6月19日

貞

省

益

本

三

吉

道

お茶の水女子大学教授理学部

名古屋大学教授理学部

筑波大学教授生物科学系

北海道大学教授理学部

附属動物染色体研究施設
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竹 内 拓 司

常 脇 恒一郎

中 島 哲 夫

福 田 一 郎

三 浦 謹一郎

吉 川 寛

(所内)

石 清 明

瀬

森

杉

黒

野 悼

脇 和 郎

山 勉

田 行 昭

原 田 朋 子

東北大学教授理学部

京都大学教授農学部

玉川大学教授農学部

東京女子大学教授文理学部

東京大学教授工学部

大阪大学教授医学部

分子遺伝研究系教授

分子遺伝研究系教授

細胞遺伝研究系教授

個体遺伝研究系教授

個体遺伝研究系教授

集団遺伝研究系教授

総合遺伝研究系教授

総合遺伝研究系教授
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4.職 員 等

名誉所員

氏 名 授 与 年 月 日

酒 井 寛 一 昭和48年 6月 1日

森 脇 大五郎 昭和 50年 3月 1日

大 島 長 造 昭和 54年 4月 1日

岡 彦 - 昭和 55年 4月 2日

名誉教授

氏 名 授 与 年 月 日

木 村 資 生 昭和 63年 7月5日
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現 職 員

平成元年 9月30日現在

所 属 . 官 職 名 学位 氏 名 任用年月日

所 長 医学博士理学博士 松 永 英 昭36.4.1

分子遺伝研究系 研究主幹 (併) 石 清 明

分子遺伝研究部門 理学博士 石 清 明 昭59.4.12教 授

助 手 理学博士 藤 田 信 之 59.8.1

肋 手 薬学博士 永 田 恭 介 60.2.16

助 手 理学博士 山 岸 正 裕 平元.9. 1

変異遺伝研究部門 瀬 野 惇 二 昭63.1.1教 授 理学博士

助 教 授 理学博士 山 尾 文 明 平元.9.1

助 手 手 塚 英 夫 昭56.ll.2

助 手 薬学博士 金 田 澄 子 63.9.1

核酸化学客員研究部門 水 本 清 久鮎 澤 大 昭62.4.163.4.1

助 教 授(併) 理学博士

東京大学肋教授医科学研究所

肋 教 授(併) 農学博士

東京大学肋教授応用微生物研究所

細胞遺伝研究系 研究主幹 (併) 森 脇 和 郎

細胞遺伝研究部門 一 ■ ■

教 授 理学博士 森 脇 和 郎 昭34.4.1

助 教 授 理学博士 今 井 弘 民 42.3.2

肋 手 理学博士 城 石 俊 彦 59.9.16

助 手 農学博士 後 藤 英 夫 平元.7.1

微生物遺伝研究部門 理学博士 堀 内 賢 介 平元.9.1教 授

助 教 授 理学博士 安 田 成 一 昭51.4.1

/ 助 手 理学博士 西 村 行 進 49.4.1
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細胞遺伝研究系 研究主幹 (併) 森 脇 和 郎

細胞質遺伝客員研究部門 理学博士理学博士 内 田 久 雄米 川 博 通 昭63.4.159.9. 1

客 員 教 授

帝京大学教授理工学部

客 員 助 教 授

東京都臨床医学総合研究所研究室長

個体遺伝研究系 研究主幹 (併) 黒 田 行 昭

発生遺伝研究部門 Ph.D. 杉 山 勉 47.9.12教 授

助 教 授 Ph.D. 藤 沢 敏 孝 49.4.1

肋 手 工学博士 清 水 裕 60.6.16

形質遺伝研究部門 理学博士 黒 田 行 昭 41.6.1教 授

助 教 授 農学博士理学博士 村 上 昭 雄 40.ll.16

助 手 理学博士 山 臼 正 明 40.6. 1

助 手 理学修士 湊 清 42.5.1

生理遺伝客員研究部門 Ph.D.医学博士 溝 田 康 次嶋 田 裕 平元.4. 1昭60.8. 1

教 授(併)

東北大学教授電気通信研究所

教 授(併)

千葉大学教授医学部

集団遺伝研究系 研究主幹 (併) 原 田 朋 子

集団遺伝研究部門 Ph.D.理学博士 原 田 朋 子(太田) 44.4. 1
教 授

助 教 授 理学博士 高 畑 尚 之 52.4. 1

助 手 理学博士 舘 田 英 典 63.12. 1

助 手 Ph.D. 田 嶋 文 生 平元.8. 1

進化遺伝研究部門 理学博士 土 川 活 昭26.5. 1

助 教 授

助 教 授 五候堀 孝 58.9.1
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集団遺伝研究系 研究主幹 (併) 原 田 朋 子

理論遺伝客員研究部門 Ph.D.理学博士 木 村 資 生 昭63.4.1
客 員 教 授

助 教 授(併) Ph.D. 青 木 健 一 平元.4.1

東京大学助教授理学部

総合遺伝研究系 研究主幹 (併) 今 村 孝

人類遺伝研究部門 医学博士 今 村 孝 昭61.4.1教 授

助 教 授 理学博士 藤 山 秋佐夫 62.12.16

助 手 医学博士 賓 来 鞄 57.9.1

助 手 中 島 衡 61.5.1

育種遺伝研究部門 農学博士 押 野 啓 子(森島) 36.4.1
教 授

助 手 農学博士 平 岡 洋一郎(佐藤) 58.3.16

応用遺伝客員研究部門 医学博士農学博士 過 辺 武米 揮 勝 衛 62.4.163.4.1

教 授(併)

九州大学教授生体防御医学研究所

客 員 教 授

京都産業大学教授国土利用開発研究所

遺伝実験生物保存研究センター センター長 (併) 井 山 番 也

肋 手

i無脊椎動物保存研究室 E 渡 辺 隆 夫上 田 均 41.4.162.10. 1芸 教 ≡ 度

植物保存研究室 佐 野 芳 雄 50.ll.1助 教 授 農学博士

助 手 農学博士 平 野 博 之 63.12.1

微生物保存研究室 農学博士 西 村 昭 子 49.5.16
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遺伝実験生物保存研究センター センター長 (併) 井 山 審 也

遺伝資源研究室 農学博士 井 山 審 也 昭33.4.1助 教 授

助 手 Ph.D.理学博士 舘 野 義 男 63.4. 1

遺伝情報研究センター センター長 (併) 瀬 野 惇 二

構造研究室 理学博士 嶋 本 伸 雄 63.7.16助 教 授

組換え研究室 理学博士 池 村 淑 遺 60.4. 1助 教 授

助 手 農学博士 松 本 健 一 63.4. 1

合成研究室 理学博士 麿 瀬 進 61.6.1肋 教 授

遺伝情報分析研究室 理学博士 宮 澤 三 造 60.12.1助 教 授

助 手 理学修士 林 田 秀 宜 62.4.1

放射線 .アイソトープセンター センター長 (併) 定 家 義 人

助 教 授 理学博士 定 家 義 元T43.4. 1
実験圃場 圃場長 (併) 沖 野 啓 子

助 手 i農学博士 中 村 郁 郎 63.7.1
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管 理 部 技 術 課

所属 .官職名 氏 名 任用年月日 所属 .官職名 1 氏 名 任用年月日

管理部長 原 俊男 昭63.6.1 技術課長 鬼丸喜美治 昭24.10.31

庶務課長 氏家 淳 62.4.1 動物班長 三田 一夏彦 35.7.20

庶務課課長補佐 内田 茂治 36.2.1 第一技術係長 原田 和昌 34.4. 1

庶務係長 偉人新一郎 63.4.1 第一技術係員 深瀬与惣治 32.8.1

庶務係員人事係長 鈴木 和代 32.4.1 杉本 典夫 37.ll. 1

山本すみ子 39.9.1 第二技術係長 榊原 勝美 34.6.1

酒井 清人 61.4.1 第二技術係員 芦川東三夫 36.4.1

人事係員 長揮 明子 50.3.15 植物 .微生物班 吉田 嵩 26.1.16

研究協力係長 秋山 啓剛 44.4.1 第一技術係員 妹尾 治子 38.1.16

共同研究係長 佐藤 隆司 35.9.1 永口 貢 63.4.1

共同研究係員 渥美 武 62.7.1 第二技術係長 EEl村 仁一 28.1.16

会計課長 谷口 博史 62.5.16 第二技術係員 芦川 祐毅 35.4.1

会計課課長補佐 岩城 英一 37.9.1 機器班長 越川 信義 36.8.1

経理係長 渡遠 裕 61.4.1 第-技術係員 石井百合子 39.7.1

経理主任 梅澤 三郎 48.4.1 原 登美雄 46.9.1

経理係員 小林 利成 63.4.1 谷田 勝教 63.4.1

用度係長 小田 敏雄 63.2.1 第二技術係長 原 雅子 30.6.12

用度主任 岩崎 久治 49.3.1 第二技術係員 井出 正美 32.4.1

用度係員自動車運転手管財係長施設係長施設係員 岩田 英子 48.3.1半田日露三 48.4.10山本 勉 45.4.1地中 剛 平元.6.1大石 剛 元.4.1 境 雅子 47.12.5
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旧 職 員

所属 ･官職名

49.1.1-49.12.31

土屋 公幸

福井 悌二郎

西山 佐代子

竹田 辰次

在職期間 備 考

細胞遺伝部研究補助員

庶務部会計課長

庶務課庶務係貞

庶務課課長補佐

50.1.1-50.12.31

森脇 大五郎

湯原 徳三郎

篠田 友孝

榎本 雅敏

所長

庶務部庶務課長

人類遺伝部研究月

微生物遺伝部室長

51.1. 1-51.12.31

手塚 朝一

玉手 茂男

渡森 一

山崎 常行

庶務部長

庶務部会計課長

会計課用度係長

集団遺伝部研究員

52.1.1-52.12.31

宮内 千枝

飯沼 和三

古市 泰宏

鈴木 秀穂

会計課用務員

人類遺伝部研究員

分子遺伝部研究員

微生物遺伝部室長

43.4.16-49.2.28

46.4.1-49.3.31

45.4. 1-49.ll.5

40.12.1-49.ll.30

44.4.1-50.2.28

47.4.1-50.3.31

37.4.16-50.5.31

37.7. 1-50.8.31

48.4. 1-51.3.31

49.4.1-51.3.31

46.4. 1-51.3.31

46.4.16-51.4.30

26.4.1-52.3.31

47.4. 1-52. 1.31

45.4.1-52.1.31

38.ll.1-52.ll.30

退職 (北海道庁衛生研究所研

究峨月-)

秋田大学 (経理部長)へ転出

退職

東京学芸大学 (庶務部人事課

課長補佐)へ転出

退職

一橋大学 (法学部事務長)へ

転出

退職 (東京都立大学理学部助

教授-)

岡山大学 (教授理学部)へ転

出

千葉大学 (庶務部長)-転出

名古屋大学(経理部経理課長)

へ転出

東京大学 (農学部附属演習林

用度掛長)へ転出

九州大学 (助教授理学部)へ

転出

退職

退職 (静岡県こども病院準備

室主幹-)

退職

東京大学 (助教授理学部)-

転出
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所属 ･官職名

53.1.1-53.12.31

備 考

54.1.1-54.12.31

大島 長造 生理遺伝部長

55.1.1-55.12.31

大石 達徳

大塚 春市

岡 彦一

荻野 歌子

安積 順一

32.5.1-54.3.31

庶務部長

庶務部庶務課長

応用遺伝部長

微生物遺伝部研究補助員

人類遺伝部研究員

56.1.1-56.12.31

河原 孝忠

井上 政義

木村 進

西川 元雄

天野 悦夫

応用遺伝部研究員

庶務課人事係員

庶務部会計課長

庶務部守衛

変異遺伝部研究員

57.1.1-57.12.31

51.4.1-55.3.31

50.4.1-55.3.31

29.8.1～55.3.31

44.7.1-55.4.12

53.1.1-55.4.30

29.7.1--56.3.8

38.12.1-56.3.31

51.4.1-56.3.31

24.9.30-56.3.31

41.7.1--56.3.31

死亡

豊橋技術科学大学 (教務部学

務課研究協力第二係長)へ転

出

宮崎大学 (経理部主計課長)

へ転出

退職

退職 (農林水産省農業技術研

究所放射線育種場放射線育種

法研究室長へ)
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所属 ･官職名 在職期間 備 考

58.1.1-58.12.31

下遠野 邦忠

北原 邦夫

三浦 謹一郎

篠崎 一雄

大沼 昭夫

田島 珊太郎

米田 好文

野口 武彦

分子遺伝部研究員

庶務部長

分子遺伝部長

分子遺伝部研究員

形質遺伝部研究補助員

所長

遺伝実験生物保存研究

施設研究員

遺伝実験生物保存研究

施設研究員

47.4.1-58.2.28

55.4.1-58.3.31

44.ll.16-58.3.31

53.6.1-58.3.31

36.10.1-58.3.31

31.12.ll-58.9.30

53.7.1-58.10.31

44.4.1-58.ll.24

退職 (厚生省国立がんセンタ

ー研究所ウイルス核酸研究室

長へ)

筑波大学 (学生部長)へ転出

東京大学 (教授工学部)-転

出

名古屋大学 (助手理学部)-

転出

退職

退職

東京大学 (講師遺伝子実験施

設)へ転出

死亡

59.1.1--59.12.31

伊折 利晃

木村 童最

吉田 俊秀

小川 恕人

関根 明雄

中堀 豊

庶務部庶務課長

遺伝実験生物保存研究

施設研究補助員

細胞遺伝部長

生化学遺伝部室長

庶務課課長補佐

人類遺伝研究部門助手

55.4.1-59.3.31

29.4.1-59.3.31

27.4.1-59.3.31

31.9.1～59.3.31

28.5.19-59.8.31

59.4.12-59.12.31

宇都宮大学 (庶務部長)-転

出

退職

退職

退職

鹿児島工業高等専門学校 (庶

務課長)-転出

退職 (厚生省国立小児病院研

究員-)

60.1.1～60.12.31

山田 正夫 人類遺伝研究部門助手 53.4.1--60.1.31 退職 (厚生省国立小児病院室長へ)大阪外国語大学 (会計課長)へ転出退職 (厚生省国立小児病院部長へ)

大出 幸夫 管理部会計課長 56.4.1-60.3.31
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氏 名 所属 .官職名 在職期間 備 考

添田 栄一斎藤 正己 遺伝情報研究センター 50.ll.1-60.5.31 退職 ((財)理化学研究所ラ助手 イフサイエンス推進部調査役へ)死亡技術課技術職員 35.9.16-60.10.6

61.1.1-61.12.31

赤塚 孝雄

楠田 潤

米滞 勝衛

賀田 恒夫

贋 田 幸敬

管理部長

遺伝実験生物保存研究

センター助手

応用遺伝客員研究部門

助教授

変異遺伝研究部門教授

微生物遺伝研究部門教授

62.1. 1-62.12.31

俵 功一

井上 寛

三浦 謹一郎

山根 国男

木島 博正

向井 輝美

藤井 大朗

松村 盾夫

藤島 通

山本 雅敏

丸山 毅夫

真野 朝吉

58.4.1-61.3.31

54.3.1-61.6.30

61.4.1-61.9.30

42.10.1-61.ll.14

48.8.1-61.12.23

管理部庶務課長

遺伝実験生物保存研究

センター助手

核酸化学客員研究部門

教授

核酸化学客員研究部門

助教授

生理遺伝客員研究部門

助教授

理論遺伝客員研究部門

教授

遺伝実験生物保存研究

センター助教授

管理部会計課長

育種遺伝研究部門助手

遺伝実験生物保存研究

センター助手

進化遺伝研究部門教授

会計課課長補佐

59.4.1-62.3.31

53.5.1-62.3.31

59.9. 1-62.3.3159.9. 1-62.3.31

60.8.1-62.3.31

59.9.1-62.3.31

25.9.30.-62.5.ll

60.4.1-62.5.15

39.5.1-62.9.4

55.1. 1-62.10.30

41.ll.1′-62.12.ll

26.4.16-62.12.31

富山工業高等専門学校 (事務

部長)へ転出

大阪外国語大学 (助教授外国

語学部)へ転出

任期満了任期満了任期満了任期満了

死亡

文部省 (留学生課課長補佐)

へ転出

退職

宮崎医科大学(助教授医学部)

へ転出

死亡

退職
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所属 ･官職名

63.1.1-63.12.31

植松 喜弘

風間 勉

近藤 和夫

木村 資生

宮澤 明

井上 正

鈴木 秀穂

井出 宏之

堀 寛

福田 龍二

青木 健一

管理部長

会計課経理係員

技術課植物 ･微生物姓長

集団遺伝研究部門教授

実験圃場助手

変異遺伝研究部門助手

細胞質遺伝客員研究部

門助教授

生理遺伝客員研究部門

助教授

理論遺伝客員研究部門

肋教授

分子遺伝研究部門

助教授

集団遺伝研究部門助手

64.1. 1-元. 9.30

玉井 勉

名和 三郎

遠藤 徹

鮎澤 大

宮田 隆

荏柄 則彦

技術課植物 ･微生物姓長

発生遺伝研究部門教授

育種遺伝研究部門助教授

変異遺伝研究部門助教授

理論遺伝客員研究部門

助教授

会計課施設係長

在職期間

61.4.1-63.3.31

51.4.16-63.3.31

26. 1.16-63.3.31

24.ll.30-63.3.31

24.10.5-63.3.31

52.7.1-63.3.31

59.9.1-63.3.31

62.12.1-63.3.31

62.10.1--63.3.31

)59･8･ 1-63･10･15㌔

26.8.16-元.3.31

28.8.1-元. 3.31

25.4.30-元. 3.31

63.6.1- 元. 3.31

59.9. 1-元.3.31

60.9.1-元.5.28

備 考

退職

統計数理研究所 (管理部会計

課)へ転出

退職退職退職

退職 (日本大学助教授農獣医

学部)へ

任期満了任期満了任期満了

金沢大学 (教授医学部)へ転

出

東京大学 (肋教授理学部)-

転出

退職退職退職

東京大学 (助教授応用微生物

研究所)へ転出

任期満了

核融合科学研究所 (管理部施

設課建築係長)へ転出
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5.予算等
(1) 予 算

一般会計
(単位千円)

区分(項)年度l国立遺伝学研 究 所 国立機関原子 国立機関公害防 特 別 研 究 計 備 考力試験研究費 止等試験研究費 促進調整費

50 670,215 21,582 16,000 3,033 710,830

51 550,710 32,922 15,400 2,003 601,035

52 612,612 25,551 15,611 9,417 663,191

53 732,918 29,221 10,700 6,437 779,276

54 786,320 35,496 8,418 3,887 843,121

55 733,269 38,750 12,338 8,901 793,258

56 732,536 38,462 13,458 13,910 798,366

57 807,347 38,462 13,211 18,504 877,524

国立学校特別会計

区分項)年度 国立学校 研 究 所 施設整備費(本省直轄工事はのぞく) 計 備 考

59 88,092 825,648 15,626 929,366 59.4.12.改組によ

60 55,508 879,634 19,027 954,169 り一般会計より国

61 60,314 1,078,431 3,261 1,142,006 立学校特別会計に

62 225,089 1,071,000 93,996 1,390,085 転換
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(2) 奨学寄附金の受入れ

年度 寄附者の住所 .氏名 寄附金額 寄附年月日 寄附目的

59 徳島県徳島市川内町加賀須 千 円2,000 昭和59年 6月30日 細胞遺伝研究部門教授

野463-10 森脇和郎の免疫遺伝に

大塚製薬株式会社徳島研究所取締役社長 三輪 英之 関する研究

大阪府大阪市淀川区 1,000 昭和59年8月2日 微生物遺伝研究部門数

十三本町 2-17-85 授広田幸敬のベニンリ

財団法人武田科学振興財団 ン結合蛋白質の分子遺

理事長 立岡 末雄 伝学的研究

徳島県徳島市川内町 1,000 昭和59年 8月17日 細胞遺伝研究部門教授

加賀須野463-10 森脇和郎のマウステラ

大塚製薬株式会社徳島研究所取締役社長 三輪 英之 トーマ研究への助成

神奈川県横浜市中区尾上町 600 昭和60年 3月11日 国立遺伝学研究所遺伝

6丁目81番地 情報研究センター添田

日立ソフトウエアエンジニ 栄一のDNA構造研究

アリング株式会社代表取締役 杉山 康男 発展のため

計 4,600

60 東京都中央区銀座6-17-2 4,750 昭和60年4月16日 高等動物細胞に対する

財団法人日産科学振興財団 環境変異原の複合効果

理事長 川又 克二 に関する研究の研究助成のため

静岡県富士市田島30番地日本食品化工株式会社研究所取締役所長 三輪 泰造 500 昭和60年4月30日 変異原に関する研究

徳島県徳島市川内町 1,000 昭和60年 5月21日 細胞遺伝研究部門教授

加賀須野463-10 森脇和郎のマウステラ

大塚製薬株式会社徳島研究所常務取締役所長 三輪 英之 トーマ研究への助成

静岡県三島市中田町9-34 500 昭和60年 7月1日 突然変異機構に関する

- 5 1 -



年度 寄附者の住所 .氏名 寄附金額 寄附年月日 寄附目的

60 徳島県徳島市川内町平石字夷野224-18大塚製薬株式会社大塚アッセイ研究所所長 中嶋 克行 千円2,000 昭和60年11月19日 変異原試験法の研究

滋賀県甲賀町大字五反田 300 昭和61年 1月9日 森脇教授の免疫遺伝学

1405番地塩野義製薬㈱油日ラボラトリーズラボラトリーズ長 林幸之 研究の援助

東京都中央区京橋 2丁目 2,800 昭和61年 1月10日 マウスの遺伝学モニタ

3番6号 リングシステムに関す

明子f浮L業株式会社代表取締役 島村 靖三 る基礎的研究の援助

静岡県三島市谷田1111 5,000 昭和61年 3月1日 ウイルス増殖を支配す

国立遺伝学研究所分子遺伝研究系教授 石浜 明 る細胞内部環境の解析

計 16,850

61 東京都中央区銀座6-17-2 3,450 昭和61年 5月2日 形質遺伝研究部門教授

財団法人 黒田行昭の高等動物細

日産科学振興財団 胞に対する環境変異原

理事長 川又 克二 の複合効果に関する研

究-の助成 (第11回

《昭和59年度》日産科

学助成金)

静岡県富士市田島30 500 昭和61年 6月3日 変異原に関する研究の

日本食品化工珠式会社研究所取締役所長 三輪 泰造 ため (賀田教授)

大阪府大阪市北区堂島浜 400 昭和61年 5月29日 集団遺伝研究部門教授

2丁目2番8号 木村資生の分子レベル

東洋紡績株式会社 における集団遺伝学の
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年度 寄附者の住所 .氏名 寄附金額 寄附年月日 寄附目的

61 東京都文京区小石川4丁目 千 円500 昭和61年 5月29日 集団遺伝学の研究のた

6番10号 め (第15回 《昭和61年

財団法人 度》内藤記念派遣助成

内藤記念科学振興財団理事長 内藤 祐次 金)

東京都新宿区大京町23-2 400 昭和61年 5月30日 集団遺伝学の研究のた

財団法人 め (昭和61年度研究者

機械工業振興肋成財団専務理事 加藤 正 海外研修助成金)

東京都中央区日本橋室町 5,000 昭和61年 6月17日 遺伝情報転写調節機構

2-8 の研究 (第26回 《昭和

財団法人 東レ科学振興会 60年度》東レ科学技術

会 長 伊藤 昌寿 研究助成金)

徳島市川内町加賀須野 6,200 昭和61年10月31日 晴乳動物遺伝学の研究

463-10大塚製薬株式会社常務取締役 三輪 英之 (森脇教授)

東京都中央区京橋 2丁目 1,700 昭和61年12月10日 マウスの遺伝学的モニ

3番6号 タリングシステムに関

明治乳業株式会社 する基礎的研究の援助

取締役社長 島村 靖三 (森脇教授)

計 18,150

62 東京都中央区銀座6-17-2 1,200 昭和62年4月17日 ｢高等動物細胞に対す

財団法人 る環境変異原の複合効

日産科学振興財団 呆に関する研究｣の研

理事長 川又 克二 究助成のため 〔第11回(昭和59年度)日産科学助成金〕

静岡県三島市中田町9-34 500 昭和62年 6月17日 国立遺伝学研究所変異

日活製菓株式会社 遺伝研究部門の微生物
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年度 寄附者の住所 .氏名 寄附金額 寄附年月日 寄附目的

62 東京都中央区日本橋室町 千 円500 昭和62年 6月17日 国立遺伝学研究所変異

2-1-1 遺伝研究部門の晴乳動

三井農林株式会社 物を用いての放射線遺

代表取締役社長 篠原 寛 伝学に関する研究のため

大阪肝大阪市北区堂島浜 200 昭和62年 6月16日 集団遺伝研究部門の分

二丁目2-8 子レベルにおける集団

東洋紡績株式会社常務理事研究総括部長宗像 秀明 遺伝学の研究

東京都新宿区大京町23-2 600 昭和62年 6月17日 集団遺伝研究部門の分

(財)機械工業振興助成財団 子集団遺伝学の研究助

理事 鈴木 修 成のため～晴乳動物遺伝学の研究徳島県徳島市川内町 6,600 昭和62年 7月10日

加賀須野463-10大塚製薬株式会社代表取締役 三輪 英之 (追加)

東京都中央区銀座6-17-2 1,600 昭和62年10月29日 高等動物細胞に対する

財団法人 環境変異原の複合効果

日産科学振興財団 に関する研究 (昭和62

理事長 川又 克二 年度後期分) 〔弟ll回

(昭和59年度)日産科

学助成金〕

東京都渋谷区神宮前6-26-1 200 昭和62年11月6日 遺伝情報研究センター遺伝情報分析研究室のキリンビール株式会社

研究開発部長 笹原 徹 DNAデータバンク事業運営のため

東京都文京区小石川4-6-10 1,000 昭和62年12月9日 真核生物遺伝子の転写

財団法人 制御研究のため (昭和

内藤記念科学振興財団 62年度 内藤記念科学

理事長 内藤 祐次 奨励金)

東京都千代田区大手町 200 昭和63年 1月30日 遺伝情報研究センター

1-6-1 遺伝情報分析研究室に

協和発酵株式会社 おけるDNAデータベ
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年度 寄附者の住所 .氏名 寄附金額 寄附年月日 寄附目的

62 東京都港区西新橋3-23-5富士フアコム制御株式会社 千 円500 昭和63年 3月10日 遺伝情報研究センター

常務取締役 村松 仁 宮洋三造教授の研究助成金として

神奈川県川崎市中原区上中 700 昭和63年 3月28日 遺伝情報研究センター

田中1015 のDNAデータバンク

富士通株式会社代表取締役社長 山本卓真 の整備のため｣

計 13,800

東京都中央区銀座6-17-2 2,500 昭和63年4月22日 晴乳類染色体の安定性

財団法人 ･不安定性を支配する

日産科学振興財団 遺伝子の研究 (日産学

理事長 石原 俊 】術研究助成金)

東京都新宿区大京町23-2 500 昭和63年 6月8日 ｢進化遺伝研究部門｣

財団法人 の分子進化学の研究助

機械工業振興助成財団理事長 鈴木 修 成のため

静岡県三島市谷田1111 300 昭和63年 7月15日 遺伝情報分析研究室の

国立遺伝学研究所 遺伝情報解析の研究助

助手 林臼 秀宜 成のため

加賀須野463-10大塚製薬株式会社細胞工学研究所所長 平井 義勝 (追加)

神奈川県鎌倉市手広1111番 1,000 昭和63年 9月22日 RNAレプリか-ゼの

地東レ株式会社理事 .基礎研究所長泉善二 研究

群馬県前橋市総社町1-2-2 200 昭和63年10月31日 遺伝情報分析室におけ

キリンビール株式会社医薬 るDNAデータベース
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年度 寄附者の住所 .氏名 寄附金額 寄附年月日 寄附目的

63 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町芋川澄 1 千 円300 昭和63年10月28日 進化遺伝研究部門の分

溝上 雅史 子進化学の研究

東京都目黒区下目黒二丁目9番3号プリストル .マイヤーズ研究所株式会社取締役社長 川口 洋 1,000 昭和63年12月26日 分子遺伝学の研究

東京都千代田区大手町 1,000 平成元年 3月24日 イネの日長感応性に関

一丁目8番3号 する遺伝育種学的研究

全国農業協同組合連合会総合営農対策部長 西田武 に賛同するため

東京都千代田区丸の内 250 平成元年 3月27日 植物のミトコンドリア

二丁目5番 2号 へのタ-ゲツテングシ

株式会社植物工学研究所 ステムの開発に関する

取締役社長 山谷 渉 研究
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(3) 受托研究の受入れ

年度 研 究 題 目 依頼者 研究担当代表者所属 .氏名 受入金額 受託研究期間

59 マウス .ラットの遺伝 理化学研 国立遺伝学研 千 円1,979 自 昭和59年12月5日

学的モニタリングにおける新しいシステム化の開発 究所 究所 .細胞遺伝研究系 .敬授森脇和郎 至 昭和60年 3月31日

動物細胞における遺伝 理化学研 国立遺伝学研 2,742 自 昭和59年12月5日

子の発現の機構解析に 究所 究所 .遺伝情 至 昭和60年 3月31日

関する研究 報研究センター .助手添田栄一

2 件 4,721

SPFミラルデイアの 理化学研 細胞遺伝研究 800 自 昭和60年 8月8日

60 系統維持 究所 部門 至 昭和61年 2月28日
教授森脇和郎

1 件 800

61 SPFミラルデイアの 理化学研 細胞遺伝研究 800 自 昭和61年 7月1日
系統維持 究所 部門教授森脇和郎 至 昭和62年 2月28日

＼ 1 件 800

62 SPFミラルデイアの 理化学研 細胞遺伝研究 900 自 昭和62年 9月4日

系統維持 究所 部門教授森脇和郎 至 昭和63年 3月31日

筋ジス トロフィー及び 国立精神 人類遺伝研究 800 自 昭和62年 9月4日

関連疾患の病態とその ･神経セ 部門 至 昭和63年 3月31日

病因に関する研究 ンタ-武蔵病院 助手賓来 聴

2 件 1,700

63 筋ジストロフィー及び 国立精神 人類遺伝研究 800 自 昭和63年 8月13日
関連疾患の病態とその ･神経セ 部門 至 平成元年 3月31日

-57-



年度 研 究 題 目 依頼者 研究担当代表者所属 .氏名 受入金額 受託研究期間

63 SPFミラルデイアの 理化学研 細胞遺伝研究 千 円600 自 昭和63年10月5日

系統維持 究所 部門教授森脇和郎 至 平成元年 2月28日

染色体のチミンストレ 放射線医 変異遺伝研究 5,488 自 昭和63年10月26日

スによる切断の分子機 学総合研 部門 至 平成元年 3月15日

構解析の開発 究所 教授瀬野惇二

(4)民間等との共同研究の受入れ

平成元年 3月31日 : 助教授 立像堀 孝 主任 内藤 公敏

(注) 米印は研究代表者
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6.科学研究費補助金一覧

昭和49年度

がん特別研究 8,700千円

総合研究 3,500

一般研究 35,150

試験研究 2,320

計 49,670

特定研究 20,400千円

総合研究 11,830

一般研究 28,340

奨励研究 840

計 61,410

がん特別研究 5,400千円

特定研究 34,800

総合研究 12,700

一般研究 29,300

奨励研究 300

試験研究 1,960

昭和50年度

昭和51年度

計 84,460

環境科学特別研究 10,000千円

特定研究 55,310

総合研究 11,400

一般研究 51,000

奨励研究 700

海外学術調査 6,400

昭和52年度

計 134,810
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環境科学特別研究 13,900千円

特定研究 21,700

総合研究 19,600

一般研究 32,800

海外学術調査 11,000

昭和53年度

計 99,000

環境科学特別研究 13,000千円

特定研究 55,300

総合研究 33,400

一般研究 35,000

奨励研究 2,720

試験研究 2,600

昭和54年度

計 142,020

環境科学特別研究 12,000千円

エネルギー特別研究 5,700

特定研究 93,500

総合研究 21,600

一般研究 25,100

奨励研究 1,460

試験研究 1,300

海外学術調査 850

昭和55年度

計 161,510



昭和56年度

環境科学特別研究 11,600千円

エネルギー特別研究 12,200

特定研究 54,300

総合研究 20,500

一般研究 39,340

奨励研究 800

試験研究 3,620

計 142,360

環境科学特別研究

エネルギー特別研究

特別推進研究

特定研究

総合研究

一般研究

奨励研究

12,000千円

13,000

29,000

51,200

14,750

34,040

1,400

計 155,390

がん特別研究 3,725千円

環境科学特別研究 11,800

エネルギー特別研究 14,000

特定研究 52,468

総合研究 18,400

一般研究 51,484

海外学術調査 5,200

計 157,077

昭和57年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

がん特別研究 10,400千円

エネルギー特別研究 1,200

特定研究 59,300

総合研究 3,900

一般研究 23,600

奨励研究 1,000

海外学術調査 4,400

計 103,800

がん特別研究 10,000千円

特定研究 53,500

総合研究 8,200

一般研究 37,500

奨励研究 900

試験研究 25,000

海外学術調査 10,600

計 145,700

がん特別研究 53,000千円

特定研究 25,000

総合研究 23,100

一般研究 23,700

奨励研究 2,800

試験研究 8,000

海外学術調査 6,239

昭和61年度

計 141,839
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昭和62年度

がん特別研究 40,000千円

重点領域研究 72,500

特定研究 25,100

総合研究 17,700

一般研究 15,533

奨励研究 2,500

試験研究 11,500

海外学術研究 5,700

計 190,533

昭和63年度

がん特別研究 53,900千円

重点領域研究 89,300

特定研究 30,800

総合研究 14,500

一般研究 12,600

奨励研究 4,650

試験研究 11,600

海外学術研究 8,400

計 225,750
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7.土地 ･建物 (平成元年3月31日現在)

土 地 総 面 積 105,957m2

内訳 研究所敷地 95,925mz

宿舎敷地 10,032m2

建物総面積 (建面積) ll,808m2

(延べ面積)20,130m2

建物内訳

面 積

区 分 構 造 建面積 延べ面積 建築年月日

(mZ) (mZ)

本館 鉄筋コンクリー ト造り3階建 1,602 4,763 昭和36年9月19日

別館 鉄筋コンクリー ト造り2階建 431 862 〝27年3月31日

職員集会所 木造平屋建 82 82 〝27年 3月1日

渡り廊下 鉄骨造り2階建 35 71 〝39年3月30日

自動車車庫 木造かわらぶき平屋建 52 52 〝26年10月1日

公務員宿舎 (22むね) 木造かわらぶき平屋建 1,250 1,250

放射線実験室 鉄筋平屋建一部地下室 392 535 〝31年3月25日

第2ネズミ飼育室 ブロック造り及び木造平屋建 272 272 〝33年4月24日

自転車置場及び物置 木造平屋建 41 41 〝33年6月30日

特別蚕室 ブロック造り一部地下 194 218 〝35年 3月20日

ボイラ一室 鉄骨造り平屋建 97 97 〝39年 3月30日

研修室 .さく葉庫 鉄筋コンクリー ト造り2階建 233 465 〝40年10月31日

屋根鉄板葺 8 〝40年10月31日渡り廊下 鉄骨造り屋根防水モルタル塗 8

僻卵育離合 鉄筋コンクリー ト造り平屋建 290 290 〝42年3月30日

フアイロン温室 (2むね) 鉄骨造りフアイロン張り平屋 284 284 〝42年 1月10日128 〝42年 1月10日6 〝44年 7月9日

逮

堆肥舎 鉄筋造り波型スレート葺平屋 128

逮

鶏糞処理小屋 ブロック造り平屋建 6

第2ネズミ飼育室機械室 ブロック造り平屋建 8 8 〝44年8月18日

麦温室 鉄骨一部補強コンクリー トブ 146 146 〝44年10月15日803 〝46年 3月25日

ロック造り平屋建

図書館 鉄筋コンクリー ト造り3階建 258

ネズミ飼育舎 鉄筋コンクリー ト造り平屋建 539 557 〝47年3月25日

水源ポンプ小屋 鉄骨造り平屋建 5 5 〝47年12月20日

第2ネズミ飼育舎洗浄室 // 12 12 〝48年2月28日

内部照射実験棟及び 鉄筋コンクリー ト造り平屋建 591 645 〝50年3月10日

62-



区 分 構 造 面 積

建面積(mz) 延べ面積(m2) 建築年月日

桑温室 鉄骨造り平屋建ガラス張り 106 106 昭和50年 3月10日

遺伝実験生物保存研究棟 鉄筋コンクリー ト造り2階建 370 739 〝53年 7月31日

機械株 鉄骨造り平屋建 380 380 〝53年 7月31日

廃棄物保管庫 鉄筋コンクリー ト造り平屋建 46 46 〝54年 3月15日

ネズミ附属棟 〝 388 388 〝55年 3月27日

カイコ附属棟 〝 254 254 〝55年 3月27日

微生物附属棟 〝 263 263 〝56年 3月15日

排水処理附属棟 〝 56 56 〝58年 3月15日

組換DNA実験棟 鉄筋コンクリー ト造り2階建 79 158 〝59年 3月15日

野生イネ温室 鉄骨平屋建一部鉄筋 185 185 〝59年 3月15日〝59年 1月9日動物飼育装置上屋 コンクリー ト 32 32鉄骨平屋建

実験圃場管理棟 鉄筋コンクリー ト造り平屋建 407 407 〝60年 3月28日

焼却炉上屋 鉄骨造り波型スレー ト葺平屋 22 22 〝61年10月31日〝62年 2月12日

逮

遺伝情報研究センタ一棟 鉄筋コンクリー ト造り5階建 446 1,855

隔離温室 鉄筋コンクリー ト造及鉄骨造 300 300 〝62年 2月12日〝62年 3月27日〝62年 3月27日〝63年12月5日

平屋建

水田温室 鉄筋コンクリー ト造及鉄骨造 183 183

平屋建

桑温室 鉄骨造及鉄筋コンクリー ト造 305 305

平屋建

ペレット温室 鉄骨造り平屋建 93 93

RⅠ実験棟 鉄筋コンクリー ト造り5階建 563 2,382 〝63年12月5日

中央機械室 鉄筋コンクリー ト造り1階建 344 346 〝63年12月5日

RⅠポンプ室 〝 30 30 〝63年12月5日
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8.施設及び主な機器

購入年度 品 名 型 式 製 造 著 名

49 液体シンチレーションシステム LS-230 米国ペックマン杜

自動式写真顕微鏡 フォトマイクロスコープIIl カールツァイス杜

50 島津デュポン高速液体 クロマトグラフ - ㈱島津製作所

分光光度計 PMQ3 カールツァイス社

51 自動液体シンチレーションカウンターウル トロベーダ- 】1210-002 スウェーテン LKB杜

52 ニコンビッカース走査型顕微鏡震度計 M85 日本光学工業㈱

液体シンチレーションカウンター 3255 米国パッカー ド杜

重窒素-全窒素分析装置 SM1-1 柳本製作所

53 液体シンチレーションカウンター 3255刊 米国パッカー ド社

大量酵素調整装置 スウェーデン､フアルマンア杜

5455 自動凍結乾燥機 10-145V-CR バーチス社

分離用超遠心機 L8-70 米国ペックマン社

付 し8-55 //

56 放射性有機廃液焼却装置 ㈱カロカ

エルゾーンバーチクルカウンター 80ⅩY-2 バーチクルデータ一社

57 分離用超遠心機 SPC-20H型 ㈱ 日立製作所

// L8-55 米国ペックマン社

58 万能型凍結試料作成装置 TFD-7000トリチウム汚染動物飼育装置パネル組立式 動物飼育装置オー トクレーブ lsRSⅠト 1012

59 液体シンチレーションカウンター LS-1800 米国ペックマン社〝 LS-5801 〝分離用超遠心機 L8-55M 〝

NK式人工気象室 LHR-2 ㈱ 日本医科機製作所T-2070 スイスコントロン社60 分離用超遠心機
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61 自動細胞解析分取装置(セルソーター) エピックス 753 米国コールタ一社

分離用超遠心機 L8-60M 米国ペ ックマン社

高速液体クロマ トグラフ ALC/GPC 米国ミリポア社

DNAシンセサイザー 380B-02 米国アプライド.

バイオシステムズ社

分光光度計 DU-70 米国ペックマン社

62 分離用超遠心機 L8-70M 米国ペ ックマン社

全自動ペプチ ド合成機 430A-01 米国770ライド.

バイオシステムズ社

全自動微量タンパク質 .ペプチ ドア11′｣-､ 477A //

ミノ酸配列決疋装置テツタルスパ｣液体シンチレーション 2000CA/LL f米国パッカー ド杜

アナフイサー (2台)万能写真顕微鏡フレンチプレス細胞破砕機 JアキシオフォトAFPS-20KM 西独カールツァイス社米国SLM .AM ⅠNCO社

デシントメーター 2202-001 スウェーデンLKB社

生体成分分離分取装置 FPLCシステム スウェーデンフアルマンア杜

63 多目的分光光度計 DVS-3000 ㈱浜松ホ トニクス

両面オー トクレーブ S-140WB 三浦工業㈱

プレ-ブ式恒温恒混室 540-LLH-ⅠS ㈱橋本製作所

･-ンドフットクロズモニター ]MBR-51 iアロカ㈱
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9.図書及び出版物
(1) 図 書

(a)蔵書

年度 和 書 洋 書 計 年度 和 書 洋 書 計

昭49 31冊 175冊 206冊 昭57 35冊 86冊 l 121冊

50 28 223 251 58 ll 345 356

51 17 110 127 59 41 131 172

52 23 256 279 60 65 383 448

53 18 901 919 61 35 1,309 1,344

54 23 545 568 62 30 439 469

5556 2627 20580 231107 63 56 636 692

(製本雑誌を含む)

(b)逐次刊行物

購 入 寄 贈 計 備 考

欧 文 123種 12種 135種 国内欧文誌含む

和 文 20// 22// 42//

(C) 論文別刷

ゴール ドシュミット別刷文献 56,964部

桑田別刷文献 5,735部

保井別刷文献 8,292部

(2) 出 版

○ 国立遺伝学研究所年報 第24号 (昭48)一第38号 (昭62)

O AnnualReport.NationalInstituteofGenetics,Japan.
No.24(1973)-N0.38(1987)

○ 国立遺伝学研究所要覧 (1984)- (1989)

O NATIONALINSTITUTEOFGENETICS (1988/89)
O DrosophilaStockListinJapan1985(1985)
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〇 回 ･公 ･私立大学等における実験生物系統 (昭和59年9月調査) (1985)

O RiceGeneticsNewsletterVolume1 (1986)-Volume5 (1988)
O DrosophilaStockListinJapan1986 (1986)
○ 国立遺伝学研究所における大腸菌遺伝系統 1986(1986)

〇 回公私立大学等に維持されている実験用マウス系統 1987(1987)

○ わが国におけるカイコ実験系統 1988(1988)

O DDBJニュースレター 第 1号 (1985)一第8号 (1989)
○ 遺伝研の樹木 (1988)

○ 遺伝研の桜 (1989)
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(1975年～1989年)

1.研究系

(1) 分子遺伝研究系

系の概要

遺伝学は固より生命科学全体を大きく変えた組換えDNA実験をめぐる諸問題を始めて国際

規模で集中して討議するためのアシマロ会議が開かれたのは,当研究所が創立25周年を迎えた

1975年 (昭和50年)のことであった.遺伝子クローニングの技術は,1970年代に入って開発さ

れたものであったが,この会議を契機として,実験室の現場に導入され一般化した.DNAシ

ークエンス決定技術の開発が,この動きを加速した.急速に蓄積するDNAシークエンスのデ

ータを収集し,それに基づいて蛋白質の機能,遺伝子の制御シグナル,蛋白質 ･遺伝子の進化

を解析する新たな研究分野が誕生した.そのためのDNAシークエンスのデータベースの構築

と利用のシステムが生れ,やがて国際協力事業-と発展した.いまや,遺伝子やDNAは, 日

常語と化し,生命科学の世界にとどまらず,一般社会でも大きな関心,期待を生むまでになっ

てきた.

こうした遺伝学,生命科学の現代革命の渦中で,当研究所もこの15年間で大きな変貌をとげ

た.なかでも,DNA,RNA,蛋白質などを分子の水準で取扱う分子遺伝学は,この革命の

主役であった.1984年 (昭和59年)4月,研究所が共同利用機関へと改組されるに伴い,分子

遺伝研究部,変異遺伝研究部はそれぞれ ｢分子遺伝研究部門｣, ｢変異遺伝研究部門｣として分

子遺伝研究系に編成された.併せて,｢核酸化学研究部門｣が客員部門として本系に設置され,

また1986年に決定された将来計画のなかでは,新たに ｢核酸物理研究部門｣を設置する構想が

盛り込まれた.

改組間近の1983年 (昭和58年)4月,分子遺伝部三浦謹一郎部長か東大工学部へ転出した.

三浦部長は,分子遺伝部創設以来14年間に亘る当研究所在任中に,遺伝学への分子生物学的研

究方法の導入に努力し,更に,改組に伴う ｢遺伝情報研究センター｣の設置実現に中心的役割

を果していた.一万,変異遺伝研究部賀田恒夫部長が,改組後の変異遺伝研究部門教授に就任

し,併せて分子遺伝研究系主管となった.1984年4月改組と同時に,分子遺伝研究部門教授と

して石浜明を京都大学ウイルス研究所から迎えた.しかし,不幸にも,1986年11月,賀田恒夫

教授が急逝された.賀田教授は,当研究所在任19年間に,変異遺伝研究部の研究体制を整備し,

変異とその修復に関して独創的研究を展開し,しかも研究所改組に伴う諸整備でも中心的な役

割を果していた.1988年 1月,幸いにもその後任教授として,瀬野惇二を埼玉県立がんセンタ



-より迎えることができた.DNA時代といわれる昨今,当研究所各研究部門でも,分子生物

学的研究方法が盛んになり,DNAレベルでの研究が一般化した.そうした流れのなかにあっ

て,改組後に当研究所に参加した両教授を中心 として,分子遺伝研究系は,所内外との交流の

核 としての役割を果している.

分子遺伝研究部門

1)1975-1983年

1969年 (昭和44年),文部省所轄時代の最後の研究部として分子遺伝部が設置された.設置

と同時に名古屋大学から赴任した三浦謹一郎部長を中心として研究体制の整備が進められ,刺

立25周年 (1974年)を迎えた頃より,その研究活動は最盛期に入った.第一研究室は部長三浦

を中心に,古市泰宏,添田栄一両研究員,第二研究室は室長杉浦昌弘と下遠野邦忠研究員 (徳

に篠崎一雄研究員)の構成であった.研究の中心は,遺伝子の化学構造の解析を基盤にして,

主として遺伝子上の複製 ･転写 ･翻訳の開始シグナルの実体を明らかにすることであった.

多くの業績のなかでも特筆されるのは,RNA5'端のキャップ構造の発見である.各種ウ

イルスのmRNAの5'端に発見された,この特異な構造は,やがて真核生物のmRNAの共

通構造として同定された.さらに研究はキャップ構造の形成機構 ･分解機構 と,キャップ構造

の生理的役割の解明に発展し,その知見を基盤として,真核生物やそのウイルスの転写や翻訳

の開始機構についての特徴をも明らかにした.

× ×

1975年以降の主要な研究課題と参加研究者は,下記の通 りである.

｢-モグロビンmRNAの5'末端修飾構造｣(三浦 ･古市), ｢レオウイルスmRNAの修飾構

造｣(下遠野 ･三浦), ｢イネ萎縮病ウイルスmRNAの修飾構造｣(下遠野 ･三浦), ｢青かび

Penicilliumchrysogenumウイルスの二本鎖RNAの構造｣(矢崎 ･三浦), ｢カイコ細胞質多

角体病ウイルスのmRNA5'末端修飾構造形成機構｣(下遠野 ･矢崎 ･三浦), ｢バクテリア

mRNAの5'末端構造｣(今本 ･三浦), ｢細胞核内低分子RNAの5'末端の修飾構造｣(下遠

野 ･漆原 ･三浦), ｢有核細胞mRNAの崩壊 と5'ェキソヌクレアーゼ｣(下遠野 ･三浦),
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｢mRNA5'端付近の構造｣(下遠野 ･日高 ･山口･畑 ･三浦),｢mRNA5'端キャップ構造の

立体構造｣(三浦 ･服部),｢mRNA5'末端修飾構造の生理活性における役割｣(下遠野 ･山

口･篠崎 ･三浦), ｢グアニル酸メチル化誘導体によるタンパク合成の阻害効果｣(三浦 ･下遠

野),｢mRNAの5'端修飾構造分解酵素｣(三浦 ･下遠野), ｢ワクシニアウイルスmRNAの

キャップ構造形成｣(漆原 ･三浦), ｢アデノウイルス5型DNA5'末端タンパク付着部付近の

一本鎖構造｣(有賀 ･下候 ･日高 ･三浦), ｢ジェミニウイルスの遺伝子構造と複製機構｣(森永 ･

下遠野 ･池上 ･三浦), ｢形質導入レトロウイルス｣(下遠野), ｢ポリオーマウイルスDNAの複

製起点付近の塩基配列｣(添田 ･三浦), ｢パポーバウイルスDNA複製起点の分子構造の類似

性と進化｣(添田), ｢ウイルスによる発癌機構の解明｣(添田), ｢非腫癌原性パポバウイルスK

の遺伝子構成｣(添田 ･軸屋), ｢内在性発癌遺伝子の活性化機構｣(添田 ･古市), ｢ファージT

4･RNAリガーゼの反応機構｣(杉浦),｢T4･リガーゼ精製法と同酵素を用いたオリゴヌ

クレオチド合成法 ･RNA塩基配列決定法の開発｣(杉浦), ｢タバコ･リブロース1,5ジリン

酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ遺伝子のクローニングと構造解析｣(篠原 ･杉浦), ｢タ

バコ葉緑体rRNA遺伝子のクローニング,構造解析と発現｣(楠田 ･篠原 ･高岩 ･東藤･杉浦),

｢タバコ葉緑体5S rRNAの仝塩基配列の決定｣(高岩 ･杉浦), ｢タバコ葉緑体 tRNA

遺伝子のクローニング｣(加藤 ･杉浦), ｢イネrRNA遺伝子群の検出とクローニング｣(杉

浦), ｢ソラマメrRNA遺伝子のクローニング｣(孫 ･杉浦), ｢大腸菌RNAポリメラーゼβ'

サブユニットの高塩感受性変異体｣(杉浦 ･瀬川 ･湯), ｢大腸菌RNAポリメラーゼβ'サブユ

ニットの機能｣(杉浦),｢DNAシークエンサーの開発と組換えDNAの簡易分析法｣(添田 ･

軸屋), ｢JCウイルスDNA塩基配列決定と遺伝子解析｣(添田 ･軸屋), ｢ヒト内在性発癌遺

伝子の探索と単離｣(添田 ･小柴 ･吉村 ･田代 ･牧), ｢ネズミ肉腫ウイルスのゲノム構造分析｣

(添田 ･古市 ･中野)

× ×

研究所改組の背景には,1970年代の遺伝子クローニングとDNAシークエンス決定技術の開

発に伴う遺伝学の大きな変革があった.そのために,改組に当っては,分子遺伝部が重要な役

割を果すことが期待されて,三浦部長を筆頭に鋭意努力を重ねた.しかし,同部の研究業績が

評価されて,改組を待たないで研究員は各地から求められて転出し,実質的に同部が解散する

こととなった.即ち,1983年 (昭和58年)4月,分子遺伝部創設 (1969年)以来,14年間に亘

って同部を主催した三浦謹一郎部長 (現 ･東京大学工学部教授)自らが転出し,相前後して,

1982年9月杉浦昌弘第二研究室長 (現 ･名古屋大学遺伝子実験研究施設教授)が名古屋大学理

学部生物学科に,1983年2月下遠野邦忠研究員 (現 ･国立がんセンター研究所癌ウイルス部部

長)が国立がんセンター研究所生物物理部に,同年4月には篠崎一雄研究員 (現 ･理化学研究

所筑波ライフサイエンスセンター主任研究員)が名古屋大学理学部-転出した.また,添田栄

一研究員 (現 ･理化学研究所筑波ライフサイエンスセンター ･ジーンバンク主任研究員)は,
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研究所改組 (1984年 4月)後遺伝情報センター構造研究室に一時移動 したのち1986年理化学柿

究所に転出した.

2)1984-1989年

1984年 4月研究所改組と時を同じくして,分子遺伝研究部門教授 として石浜明が,京都大学

ウイルス研究所より赴任した.同年 9月には,助教授に福田龍二 (京都大学ウイルス研究所),

助手に藤田信之が着任し,また翌1985年 2月には,米国留学中であった永田恭介が助手として

赴任した.新たに結集した4名のスタッフの共同作業で研究は早い時期に軌道にのり,業績が

発表されはじめた.その成果も評価されて,福田助教授は金沢大学医学部第一生化学教室教授

への就任の要請を受け,1988年10月同地へ赴任 した.なお,1989年 9月には,米国留学中の山

岸正裕が助手として参加する予定である.

分子遺伝研究部門の研究は,教授石浜が長年に亘ってライフワークとして来た転写制御の分

子機構の解明を目指して,大腸菌を中心とした原核生物系,インフルエンザウイルスを中心と

した動物ウイルス系を中心に展開された.転写制御が,ゲノムの鋳ff,I.j活性 とくにプロモーター

活性の調節を中心に考えられてきた歴史に対 し,本研究グループはゲノムを転写するRNAポ

リメラーゼの機能制御の重要性を指摘し,その実態を分子の水準で明らかにすることに焦点を

絞った研究を行ってきた.最近では,さらに真核細胞のRNAポリメラーゼの構造と機能の研

究系も加えた全面的な展開を試みている.

研究は4名のスタッフを中心とした集団研究として展開されているが,この間には研究生 ･

加藤篤,本田文江,長谷川雅一,上田健治,-ンキンズ ･ラー ))(R.Hankins),山崎由紀

千,板谷正行,久保田最代が参加した.英国ノッティンガム大学グラス ･ロバー ト (R.Glass)

博士は,2回に主モって来訪し,共同研究を実施 した.また,大学院生 ･野村照明 (京都大学理

学研究科),畑田意利子 (京都大学医学研究科),芹沢宏明 (静岡大学理学研究科,東京大学医

学研究科),竹内薫 (京都大学医学研究科),上島励 (筑波大学理学研究科),中山学 (名古屋

大学理学研究科),向川純 (東北大学医学研究科),山中邦俊 (大阪大学医学研究科),松本健

(東京大学薬学研究科),バルビエ ･パスカル (P.Barbier)(名古屋大学農学研究科),五十

嵐和彦 (東北大学医学研究科)が共同利用研究機関の指導依託制度などの形で参加し,1989年

4月より総合研究大学院大学の第-回生として,尾崎美和子,小林麻己人が加わった.なお,

この間,堰沢 (椎田)淑子,高橋美津恵,荻野みゆき,横井山晶子,渡辺たつのが研究を補佐

した.

共同利用研究制度を利用して実施 した共同研究も多数実施されたが,なかでも水本清久 (東

京大学医科学研究所),上田進 (日本生物科学研究所),橘香樹 (神戸大学理学部),清水-史

(日本大学医学部),大里克明 (理化学研究所),花岡文雄 (東京大学薬学部),遠藤静子 ･饗

場乱二 (筑波大学化学系),和田明 (京都大学理学部),坂上宏 ･原田宏 (昭和大学医学部)な

どの各氏は当地で共同実験を実施し,その成果を共著論文として発表する緊密な関係をもった.
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1984年以降の研究課題と参加研究者は,下記のとおりである.

i 細菌における転写制御機構の研究

｢RNAポリメラーゼの構造変換とプロモーター選択能変換の解析｣(石浜 ･藤田 ･野村･

本田 ･高橋 ･上島 ･中山 ･五十嵐 ･山崎 ･尾崎),｢大腸菌転写因子遺伝子の構造と機能の解

析｣(福田 ･矢野 ･芹沢 ･長谷川 ･石浜),｢大腸菌転写プロモーターの強度と個性の分子基盤

の解析｣(石浜 ･野村 ･藤田 ･橘 ･梶谷 ･上島 ･中山 ･五十嵐 ･小林 ･久保田 ･山崎 ･遠藤･

饗場),｢RNAポリメラーゼのプロモータ-選択に与えるDNA構造の影響｣(上島 ･野村･

藤田 ･大里 ･加納 ･今本 ･石浜),｢プロモーター選択識別に関与するRNAポリメラーゼの

サブユニットの同定｣(石浜 ･Glass･野村 ･藤田 ･五十嵐),｢RNAポリメラーゼ蛋白上

の機能部位のマッピング｣(石浜 ･Glass･藤田 ･野村 ･五十嵐),｢転写因子によるRNA

ポリメラーゼの機能変換｣(五十嵐 ･野村 ･中山 ･藤田 ･本田･Glass･石浜),｢RNAポ

リメラーゼ結合蛋白質遺伝子の構造と機能｣(芹沢 ･福田),｢tRNAプロセシングの制御

-supp遺伝子発現の調節｣(野村 ･石浜),｢新シグマ因子の探索｣(上島 ･藤田 ･石浜 ･

永田一鈴木),｢MicrococcusluteusのRNAポリメラーゼ と転写シグナル｣(中山 ･藤田･

大沢 ･石浜)

ii 動物ウイルスの転写と複製機構の研究

｢インフルエンザウイルスRNAポリメラーゼーRNA複合体の単離と分析｣(本田 ･上

田 ･永田 ･横井山 ･石浜),｢インフルエンザウイルスの転写開始機構と誤転写修復反応の研

究｣(石浜 ･水本 ･本田 ･加藤 ･永田 ･川上),｢インフルエンザウイルスRNAポリメラー

ゼの構造と機能｣(石浜 ･本田 ･加藤 ･永田 ･水本 ･上田),｢インフルエンザウイルスNP

蛋白の機能｣(本田･山中 ･永田 ･石浜),｢インフルエンザウイルスM蛋白による転写制御｣

(-ンキンズ ･永田 ･石浜),｢インフルエンザウイルス温度感受性変異株の解析-NS変異

株｣(長谷川･福EEl･畑田 ･清水),｢インフルエンザウイルス温度感受性変異株の解析-NP

変異株｣(向川･畑臼 ･清水 ･福田),｢レトロウイルス逆転写酵素の構造 と機能の解析｣(加

藤 ･野田 ･上田 ･石浜),｢インフルエンザウイルス感染細胞における転写と複製の制御｣

(竹内 ･永田 ･石浜),｢アデノウイルスDNA複製に関与する宿主因子の機能｣(永田･石見･

花岡),｢細胞性免疫標的インフルエンザウイルス蛋白の同定｣(山中 ･保坂 ･永田 ･石浜),

｢インフルエンザウイルスmRNAの翻訳効率制御｣(山中 ･永田 ･石浜),｢インフルエンザ

ウイルス増殖を支配する宿主因子-Mx蛋白の機能解析｣(横井山 ･永田 ･岩倉 ･中山 ･石

浜),｢核因子NFIの生理機能｣(松本 ･永田 ･花岡 ･石浜)

iii真核生物遺伝子の単離と解析

｢真核生物RNAポリメラーゼ遺伝子の構造と分子進化｣(上島 ･バルビエ ･中村 ･藤田･

永田 ･石浜),｢動物5'ヌクレオチダーゼの構造と機能｣(山崎 ･石浜)
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転写制御の主流は,遺伝子DNAの転写シグナル (プロモ-タ-やアテニュエーター,

ター ミネーター)の活性調節機構の解明であった.しかし,一万で転写装置 (RNAポリ

メラーゼとそれに結合する転写因子)の量 (細胞内濃度)と質 (プロモーター選択識別特

性)の制御が,少なくとも同じ程度に考慮されなければならないとする,当部門の主張は

国際的にも関心を集めるようになってきた.とりわけ,多数の遺伝子を含む細胞全体のグ

ローバルな転写制御を考えるときには,限られた数量のRNAポリメラーゼのプロモータ

ー認識能を調節することによる転写装置利用形態の制御が極めて重要である.大腸菌での

研究成果を基盤にして,動物ウイルスの転写制御に新たな展開をもたらした当研究部門に

は,更に現在は全く未知の領域である真核生物のRNAポリメラーゼの研究にも新時代を

拓く展開が期待されている.

ii 変異遺伝研究部門

前回の記念誌 (昭和50年)以降の変異遺伝部 (現変異遺伝研究部門)の研究活動の特徴は,

動物,植物,バクテリア,ヒト培養細胞を用いた放射線遺伝学の基礎的研究及び環境変異原に

ついての基礎的研究にある.詳細は年報各号に記載されているが,人事及び研究活動の概要は

以下の通りである.前回の記念誌を飾ったスタッフのうち4名 (賀田恒夫,藤井太朗,野口武

彦,船津正文)は故人となられた.悲しいことである.

人事面では昭和49年 (1974),藤井太朗が新設の系統保存植物研究室室長として転出,船津

正文は系統保存業務のため第1ネズミ飼育室 (細胞遺伝部)-出向し,昭和51年 (1976)野口

武彦が系統保存動物研究室へ転出した.代わって昭和52年 (1977),井上正が第1研究室研究

員に任官し,系統保存施設の原登美雄が第3研究室のRI管理技術者として転入した.昭和56

午 (1981)には終始放射線取扱い主任の要職を兼務していた天野悦夫が農林水産省放射線育種

場室長として転出した.同年代わって手塚英夫が第3研究室研究員に任官した.昭和59年(1984)

4月改組転換とともに変異遺伝部は変異遺伝研究部門と改称され,教授賀剛亘夫,助教授定家

義人,助手井上正,手塚英夫,技官原雅子,原登美雄のスタッフで組織されることとなり,土
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川清は助教授,原田和昌,芦川東三夫は技官として進化遺伝研究部門-移った.昭和61年(1986),

賀田恒夫が没し,代わって昭和63年 (1988)埼玉県立がんセンター研究所から瀬野惇二,鮎沢

大,金田澄子が各々教授,助教授,助手として着任し,また同年,定家義人は新設の放射線ア

イソトープセンターへセンター長として,井上正は日本大学農獣医学部-助教授として転出し

た.平成元年 (1989)には鮎沢大が東京大学応用微生物研究所助教授として転出し,代って山

尾文明が名古屋大学理学部より助教授として着任した.

第1研究室土川清,第1,2,3研究室賀田恒夫グループ,第3研究室天野悦夫の研究活動

は次のようにまとめられる.また,昭和63年より瀬野グループがすすめている動物細胞の細胞

増殖機構についての分子遺伝学的研究の成果については最後に述べる.

1)環境変異原に関する研究 (賀田 ･原 ･定家 ･土川)

工業生産の発展に伴い,化学物質による環境汚染の問題が戦後徐々に増大した.とくに遺伝

に与える環境汚染物質の影響に関する総合研究班A (班長 :田島弥太郎)が昭和47年に結成さ

れ,まず食品添加物の変異原性の点検が始められた.枯草菌のDNA組換欠損変異株が変異原

に対して高い感受性を示すことを利用したrec-assay法を開発し,我国で汎用されていた殺菌

剤であるAF2が強い変異原であることを兄いだした.この知見はその後国内の多くの遺伝学

者の指摘するところと合致し,まもなくAF2の使用を取 りやめる動機 となった (Jap.J.

Genet.48:301,1973).

その後,変異遺伝部においては,rec-assay法を駆使して,農薬,金属化合物,工業薬品等

の中から,多種の変異原を検出した.その後約10年にわたり,我国の文部省,厚生省,科学技

術庁や,米国のNIEHS,EPAなど,さらに欧州の関連諸機関の主催による変異原 ･がん

原の短期試験法の検討に関するプロジェクトに参加した.これらの成果に基づいて,ここ数年

来我国をはじめ欧州で変異原の毒性評価が法的に義務づけられるに至っている (HandBook

ofMutagenicityTestProcedures,Eds.,B.∫.Kilbeyetal.,EIsevier,2nded.(1984),pp.

13,守).

天然物や食品成分間の複合反応物や調理に際して生成する様々な変異原を生活環境から除去

することは非常に困難である.当研究部では,食品添加物であるソルビン酸と亜硝酸が互いに

反応して種々な変異原を生成することを兄いだす一万,種々の野菜抽出物がそれら変異原を直

接不活化する事を兄いだした.また,多くの野菜抽出物が,蛋白質性食品の加熱調理によって

生成する変異株類も直接失活させることを明らかにした.キャベツやブロッコリーの場合は,

有効因子としてパーオキシダーゼが分離された.また,野菜の繊維が煮沸加熱後も表面構造の

類似からDNAの "身代り''になって変異原を不活化することも推測された (Mutat.Res.125:

145,1984など).
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2)有用マーカー遺伝子をもつマウス系統の樹立とそれを用いた体細胞突然変異及び組み換えの

研究 (土川)

体毛や眼の色などの表現型を指標にして妊娠マウス中で胎仔が受ける環境変異原の遺伝的影

響を,定量的に解析する系を開発した.そのために,土川は有用遺伝マーカーをもつ独自のマ

ウス系統を幾多樹立してきた.進化遺伝研究部門に移ってからも同研究を発展させ,昭和63年

11月,｢マウス体細胞突然変異を生体内で検出するスポットテス ト系の確立｣の功績により日

本環境変異原学会奨励賞を受賞した.

3)抗突然変異因子と突然変異誘発機構 (賀田 ･井上ら)

放射線 (UVやγ線)や化学物質 (MNNG,4NQO, Trp-P･1など)で処理 した大腸

菌,サルモネラ菌,枯草菌などの突然変異誘発率を低下させる諸因子のスクリーニングを行い,

種々の有効因子を検出しBio-antimutagensと名付けた.すなわち,塩化コバル ト,ケイヒ因

子 (ケイヒアルデヒド),延命草の成分 (ェンメ-インなど),緑茶因子 (EGCgなど),プ

ロトアネモニン,ヒト胎盤因子,柿タンニン類,ゲルマニウム化合物である.作用機構として

は,DNAのerrorfreeの組換修復の促進,error-proneのSOS DNA修復機能の阻害,

あるいは紫外線などによるDNA障害の除去修復の促進があげられた.すなわち,下位ら (覗,

静岡県立大学薬学部)は,柿タンニン類が,紫外線に特異的なDNA障害の修復を促進し,請

発突然変異を低下させることを示している.その他,Bio-antimutagensの中には,哨乳動物

系においても働いているものがあり,現在も研究を進めている (Mol.Gen.Genet.192:309,

1981;Mutat.Res.誌上に1978年から1986年にかけて46論文を発表した).

上記の研究成果が関連分野の研究者に与えたインパクトは大きく,1986年第1回国際突然変

異 ･発がん抑制機構会議 (米国カンザス)開催の原動力となり,賀田は副会長を務めた.1988

年第2回の国際会議が伊豆 ･大仁で開かれたが,出席者一同,会長を務めるはずであった賀田

が故人となってしまったことを惜しんだ.

4)イオン化放射線によるDNA障害の修復に関する生化学的研究 (野口 ･井上 ･手塚 ･賀臼)

イオン化放射線によるDNA障害の修復には,切断されたDNAの3'末端をOHに変換す

る酵素活性 (プライマー活性化酵素,PA酵素 と仮称)の関与が必要であることが示唆され,

同活性を枯草菌より分離精製した.PA酵素活性の発見とそれに続く研究には,故野口の貢献

が大きい.PA酵素活性の一つはエキソヌクレアーゼで,他の一つは,アプリニックエンドヌ

クレアーゼであることが明らかにされた (J.Mol.Biol.97:507,1975;Biochim.Biophys.

Acta395:284,294,1975;478:234,1977;∫.Biol.Chem.253:8559,1978等).

一方,高発がん性の遺伝病ataxiatelangiectasia(AT)がイオン化放射線に高感受性を呈

することに基づき,AT患者より樹立した培養細胞のPA活性を検討したところ,正常人由来

の細胞に比べて著しい低下を認めた.さらに,PA活性を指標にATに相補性群の存在するこ

とを示した (Biochim.Biophys.Acta479:497,1977;655:49,1981).また,ATの疾患
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モデル動物とされた変異体マウスwastedでは牌臓におけるPA活性の低下や放射線照射後の

骨髄細胞における染色分体型異常の多発がみられ,発生学的観点からも興味深 く研究をすすめ

ている (Mutat.Res.161:83,1986;CancerRes.46:3979,1986).

5)枯草菌を用いたDNA修復及び細胞分化に関する研究 (定家 ･賀臼)

a)DNA修復 :イオン化放射線感受性株を枯草菌から分離し,そのうちの2株 (71eC-45,

71eCl43)について詳細な解析を行った.共に遺伝子組換え能を欠損し,DNA修復欠損と溶

原ファージ誘発欠損を示した.枯草菌71eC-45株の遺伝子はyleCEと命名され後に他の研究者に

よって大腸菌の71eCAに相当することが兄いだされたが,本株は前述のRec-assayに利用され

環境変異原の検出に多大の貢献をした (∫.Bacteriol.125:489,1976;126:1037,1976;155:

933,1983).

b)細胞分化 :枯草菌では代謝され易い炭素源,窒素源の枯渇により不等分裂が誘導され,

1つの細菌の中に大きさの異なる細胞質を持った2つの細胞が出来る.その結果,小さい万の

細胞質が胞子細胞へ分化する.この栄養源の枯渇による細胞分裂様式の変化の誘導機構につい

て研究を進めた(∫.Bacteriol.153:813,1983;Mol.Gen.Genet.190:176,1983;∫.Bacte

riol.163:648,1985).

6)大腸菌におけるMutation遺伝子 (賀田)

大腸菌K12THIO14株のスレオニン要求性について高頻度での復帰変異株がUVやγ線に対

する感受性を著しく増大する現象を解析した (Mutat.Res.10:91,103,1970).

7)大腸菌におけるUVによる変異誘導性 (賀田)
低線量のUV照射を受けた細胞を培養すると2回目のUV照射による突然変異率が著しく増

大することを,大腸菌B/rWP2try株において発見した(Mutat.Res.3:118,1966).こ

の発見は後のS0S DNA修復に相当する.

8)大腸菌と枯草菌の共生 (賀田 ･下位 ･定家)

異なったアミノ酸要求性を示す大腸菌 (B/rShilvtrp)と枯草菌 (NIG l121hismet)

を混合すると最小寒天培地で共に活発に生育する現象を見つけた.これは細胞同志の代謝物交

換によると解釈された (Agric.Biol.Chem.47:2145,1983).

9)放射線増感に関する研究 (賀田 ･野口･横井山)

ヨー ドの放射線増感に関する一連の研究を行った.その発端は,沃化カ1),モノヨー ド酢酸,

ヨー ドウラシルなどの水溶液 (pH～5)がγ線照射によって数時間以上にわたって0℃で安

定なラジカルを生じ,著しい殺菌性を示したことによる.この因子はDNA修復機能を抑制し,

突然変異率を低下させた.

10)放射線を受けたネズミの致死回復 (手塚 ･賀田)

γ線照射マウスに対してヒト胎盤抽出物の投与が延命効果を示した.しかし,標品の調整法

および有効成分の同定に関して多くの問題点が残された.
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ll)晴乳動物培養細胞における放射線照射とDNA修復 (賀田 ･横井山)

チャイニーズ-ムスターV79株において,γ線照射による変異率がPLD(潜在致死損傷)

修復の阻害剤であるCordycepin(3'-dA)処理によって経時的に低下した.このことは

error･proneなPLD修復がcordycepinによって阻害されたことで説明され,がんの放射線

治療の立場から重要である (Strahlentherapie160:695,1984など).

12)シンクロトロン軌道放射光 (SR)による放射線生物学の研究 (定家 ･賀田)

円型に加速された電子からUVからⅩ線にかけての領域の電磁波を取り出す方法が実用化さ

れ,東京大学物性研究所で各種の実験に利用されてきた.われわれはこの種の電磁波の遺伝的

効果を枯草菌胞子からの70ロファージ誘発について解析した (J.Rad,Res.25:170,1984).

13)トリチウムの遺伝的影響 (賀田 ･定家 ･井上 ･手塚)

種々な濃度の トリチウム水を含むSSC緩衝液に枯草菌DNAを溶かし,4℃に放置して,

形質転換能の失活を測定したところ,予期に反して失活の度合が トリチウム水の濃度低下に応

じて低下しなかった.すなわち, トリチウムに由来するβ線の照射吸収線量を同一とした場合,

トリチウム水の濃度が低い程DNAの失活効果は高くなった.この効果は"Kada-effect"と呼

ばれ国の内外の研究者によって論議された.この見かけ上のRBE (生物効果比)の増大は,

トリチウム水溶液で生成する過酸化水素のような安定な化学ラジカルによるDNAの失活でよ

く説明される (J.Rad.Res.22:387,1981).広島大学の山本らは過酸化水素の生成を確認し,

また,この現象は他の実験系で山本 (広島大),高倉 (国際キリスト教大)らが確認した.

14)線虫CaenorhabditiselegansにおけるDNA修復と突然変異生成に関する研究 (定家)

C.elegansは発生における全細胞系統樹が確立されているが, γ線とUVに被爆した卵子 と

精子による受精卵のごく初期の卵分割時において染色体異常誘発を調べた.そのために,染色

体を通常の光学顕微鏡で観察する簡便法を確立した.修復には yiad-2遺伝子の関与が観察され

た (Mutat.Res.1989,impress).

15)穀類におけるモチ澱粉変異体の解析 (天野)

モチ澱粉性遺伝子座の突然変異機構に着目し,EMS,熱中性子によって トウモロコシ,イ

ネから多数のモチ性変異体を誘発した.これらの変異体を利用して,wx座の微細構造を花粉

分析による遺伝子座内組換え頻度から解析するとともに,遺伝子の量的効果や中間型変異体の

頻度について, トウモロコシとイネの間で著しい差異を兄いだし,変異誘発機構上の差異を示

した.また,アミロースの2波長比色自動分析機を独自に開発し,モチ遺伝子座研究の進展に

貢献した.

16)γ線照射による突然変異の線量反応 (天野)

トウモロコシの生育期を通して放射線低線量照射を行い-テロ接合体の葉にみられる組換え

斑の頻度や花粉形質の変異について,線量反応は線量率に対して直線的に増加することを兄い

だした.この際,花粉自動分析計数システムを開発した.
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17)チミジル酸合成酵素遺伝子を指標にした動物細胞の細胞周期制御機構の研究 (瀬野 ･鮎沢 ･

金田)

DNA複製の律速酵素の1つであるチ ミジル酸合成酵素 (略称TS)を欠損する変異株の選

択分離法を開発したことは以下の研究進展を導いた.すなわち,マウス細胞FM3AのTS欠

損株細胞にヒトDNAを導入した結果,形質転換細胞からのヒトTS遺伝子及び同cDNAの

クローン化と全塩基配列の決定に成功した.本遺伝子の長さは約18キロ塩基対 (kb)で7つ

のエキソンと6つのイントロンからなり,313個のアミノ酸からなるTSを生産する.5'側制

御領域には既知転写制御エレメントであるCAAT,TATAA,GCの各ボックスのいずれ

も存在せず,増殖必須遺伝子の発現制御機構が特異なものであることが示唆された.ちなみに,

ヒト正常細胞の同調培養を用いた実験によって,TS遺伝子の発現が転写以降の過程で大きく

調節されている結果を得ている.今後,クローン化TS遺伝子上の発現調節領域,特に細胞周

期依存当'i発現の調節領域の同定が課榎である (Nucl.AcidsRes.,13:2035,1985;J.Mol.

Bio1.,190:559,1986;∫.Biochem.,1989a;1989b,impress).

18)DNA前駆体dNTPプール不均衡が誘発する染色体不安定化機構の研究 (瀬野 ･鮎沢 ･手

塚 ･金田)

動物細胞において,dNTPプールの不均衡が特異的なDNA2重鎖切断を誘発し,その結

果,突然変異,姐換え,染色体再配列など多岐にわたる遺伝的変化をもたらすことを明らかに

してきた.dNTPの生合成系は関与する酵素がアロステlトソクな正負の調節によって巧妙に

調節されているために,たとえば,TS酵素の阻害によってチ ミン飢餓を起こさせると,単に

dTTPが不足するだけではなく, 4種のdNTP間で著 しい不均衡が起る.われわれは,T

Sの完全欠損変異株 (前述)を用いてチミン飢餓の遺伝的効果を分子のレベルで解析してきた.

チミン飢餓が誘発するDNA2重鎖切断は50-lookbと均一な長さのDNA断片を蓄積する

ことを特徴とする.われわれは,この特異性を説明するために,切断がS期細胞において染色

体の特定領域のレプリコン群の複製開始点で集中的におこるという作業仮説を提唱し,研究を

すすめている.最近,チ ミン飢餓がエンドヌクレアーゼを誘導することを綿矢 (岡山大 ･薬)

との共同研究で生化学的に示し,同活性の精製と同定が緊急の課題 となっている (∫.Biol.

Chem.,262:8235.1987;Mutat.Res.,100:2211,1988).

iji 核酸化学客員研究部門

昭和59年4月当研究所の共同利用研究所への改組に伴い,分子遺伝研究系には,｢分子遺伝

研究部門｣･｢変異遺伝研究部門｣の2固定部門に加えて,｢核酸化学研究部門｣が客員部門と

して新設された.客員研究部門の設置は,開かれた共同利用研への改組の目玉のひとつであっ

た.なお,改組後昭和61年 2月に策定された将来計画のなかでは,更に ｢核酸物理研究部門｣

をこの系に付加することが提案されている.これらはいずれも,分子の水準で遺伝学を展開す
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るときには, 遺伝物質である核酸の化学や物理学が不可欠であるとの認識から生れたものであ

る.核酸化学研究部門初代の教官として,三浦謹一郎教授と山根国男助教授を,それぞれ東京

大学工学部及び筑波大学生物学系から迎えた.本研究所改組以前の分子遺伝部部長として,改

組のプランニングの中心的役割を果した後に,改組を待たずに転出された三浦教授には,客員

部門教授として引続き研究所の発展に協力していただくことを期待した.一方,吾国における

枯草菌の組換えDNA実験 ･遺伝子工学の第一人者である山根助教授には,変異遺伝研究部門

におけるyleCaSSay以来の枯草菌の分子遺伝学研究-の支援を期待した.

3年後,客員教官の見直しを機に,第二代の教官として,大阪大学医学部吉川寛教授と東京

大学医科学研究所水本活久助教授を迎えた.吾国の枯草菌分子遺伝学の指導者吉川教授には,

山根助教授に引続いて,枯草菌分子遺伝学の指導と共同研究を期待し,水本助教授には分子遺

伝研究部門石浜らによって本研究所に導入された,動物ウイルスの分子遺伝学的研究の強化の

ための支援が期待された.

なお,平成元年度変異遺伝研究部門助教授鮎沢大が,突然東京大学応用微生物研究所-転出

することとなった.そのため,吉川教授に代って,鮎沢助教授を核酸化学研究部門担当教官と

し,変異遺伝研究部門との共同研究を転出後も継続できる措置がとられた.

× ×

核酸化学研究部門の主たる業績には,次のようなものがある.

Ⅰ.第 1期 (1984-1986年 ; 三浦謹一郎教授,山根国男助教授)

1)mRNAの構造と蛋白合成効率の相関 (三浦)

プロムモザイクウイルス (BMV)mRNA先導配列を基準として,各種の改変先導配列を

もつmRNAの活性を調べ,先導配列構造が翻訳効率に影響することを実証した.

2)ジェミニウイルスの遺伝子の構造と活性 (三浦)

植物ウイルスではDNA型ウイルスは数少ない. 2種類の1本鎖DNAを含む双子型粒子構

造を示すジェミニウイルス群のうち,beangoldenmosaicvirus(BGMV)とmungbean

yellowmosaicvirus(MYMV)について,2種類のDNAを独立にクローニングし,その

塩基配列を決定した.ウイルス増殖には,2種類のDNAともに必要であった.

3)遺伝暗号の起源 (三浦)

tRNA上のアンチコドンがアミノ酸と直接相互作用をすることを実証し,この分子認識が

翻訳における遺伝暗号の転換にある役割を担っているとの仮説を提唱した.

4)放線菌プロテアーゼ ･インヒビター (SSI)遺伝子の構造と改変 (三浦)

遺伝子操作技術を応用して,放線菌プロテアーゼ ･インヒビター (Streptomycessubtilisin

inhibitor,SSI)を改造し,その構造一機能の相関を調べた.SSIの活性部位73位のメチ

オニンをリジンに変えたところ,改造SSIは,本来の基質Subtilisinのみでなく, トリフOシ

ンや リジンエ ドペプチダーゼまでも阻害した.
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5)枯草菌における分泌蛋白質の合成と分泌の機構 (山根)

細菌蛋白の高発現と分泌機構を明らかにする目的で,枯草菌αア ミラーゼをクローン化しD

NA塩基配列を決定した.1776塩基対 (592アミノ酸)の構造遺伝子中に蛋白分泌シグナルが

あり,また,比較的長いmRNA先導配列をもつ特徴が認められた.また,プロモーター上流

に,可溶性デンプンによる転写促進に作用するシグナルを発見した.

ⅠⅠ.第2期 (1987-1989年 ; 吉川寛教授,水本活久助教授,鮎沢大助教授)

1)枯草菌染色体複製蛋白 (DnaA)と制御DNAの相互作用 (吉川)

枯草菌染色体複製開始領域の構造を解析 し,dnaA遺伝子 と,その産物 DnaA蛋白の作用

シグナルを発見した.DnaAシグナルは,複製を負に制御した.これらの結果から,DnaA

蛋白が結合することによって,抑制が解除され,複製が開始すると想定したモデルを提唱した.

2)mRNAキャップ構造形成機構 (水本)

mRNAキャップ構造形成過程のうち初期 2反応の活性 (RNA5'ト))ホスファターゼ と

RNAグアニル酸転移酵素)を併せてもつ酵素を酵母と動物細胞より単離し,酵素-GMP共

有結合中間体を経る,特異な反応機構を明らかにする一万,遺伝子をクローン化し,その構造

を決定した.

3)センダイウイルス (HVJ)ゲノムの転写 ･複製機構 (水本)

非分節マイナス鎖RNAゲノムをもつセンダイウイルスのRNAポリメラーゼの反応機構を

解析 し,RNA合成のためには宿主細胞由来の蛋白質因子が必要であることを明らかにした.
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(2)細胞遺伝研究系

系の概要

昭和59年 4月,国立大学共同利用機関-の改組 ･転換に伴って,従来の細胞遺伝部 と微生物

遺伝部は,新しく設置された細胞遺伝研究系にそれぞれ研究部門として入ることになり,あわ

せて細胞質遺伝客員研究部門が新設された.

細胞遺伝研究部門

昭和24年研究所創立と同時に発足レJ､熊拝所長が部長を併任 した.昭和28年から41年まで竹

中要が,同41年から59年まで吉田俊秀が部長となった.第1研究室は部長が室長を兼ね染色体

の形態および構造の研究を行い,第2研究室は昭和42年から森脇和郎が室長となり染色体の機

能および遺伝子発現機構の研究を主体として研究を行った.昭和59年,森脇室長が,名称の改

まった細胞遺伝研究部門の教授に昇任し,この時従来の研究室制が廃止された.従来からこの

部門に大きな蓄積のあったネズミ類種分化の遺伝学的研究は,細胞遺伝学のほか,免疫遺伝学

や分子遺伝学の観点からのアプローチをも加え,マウス種を中心に進められるようになった.

また,核型進化に関する実験的および理論的研究については,アリ類を中心に晴乳類をも加え,

長年にわたる努力が続けられている.一万,これ迄続けられてきたマウスを用いた腫壕の細胞

遺伝学的研究は,免疫系,修復系をも包含し発癌を制御する宿主の遺伝要因の研究に発展した.

野生集団から新しい変異遺伝子を導入して基本的な生物機能のモデルとする試みは,H-2領

域のホットスポットにおける組換えの分子機構の研究に集約されている.

微生物遺伝研究部門

昭和37年新設され,木原所長が部長を併任したが,同40年から47年まで飯野徹雄が部長とな

った.昭和48年パスツール研究所から広田幸敬が部長として着任し,改組後の昭和61年12月病

没するまで,この部門を主宰した.この間,大腸菌の温度感受性突然変異体バンクの構築 とそ

れを利用した数々の共同研究,細菌細胞表層の蛋白質の生化学的 ･遺伝学的研究,細胞分裂を

支配する遺伝子の発見とその解析,大腸菌染色体の複製起点 (oriC)の世界最初のクローニ

ングとその構造 ･機能相関の徹底解析など,国際的に高 く評価される多くの華々しい成果を上

げた.平成元年 3月,米国ロックフェラー研究所の堀内賢介が後任の教授に選ばれた.

細胞質遺伝客員研究部門

昭和59年新設され,埼玉県がんセンター研究所の米川博通室長および東京大学理学部の鈴木

秀穂助教授がこの客員部門の助教授となった.米川客員肋教授は今 日まで細胞遺伝研究部門と

共同して,主としてマウスミトコンドリアDNAの制限酵素断片の遺伝的多型について研究を

進め,鈴木助教授は昭和62年まで微生物遺伝研究部門と共同して,大腸菌のペニシリン結合蛋

白質遺伝子,および染色体配分に関与する遺伝子の研究を行った.
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細胞遺伝研究部門

昭和49年度から63年度に至る15年間に,細胞遺伝部および改組後の細胞遺伝研究部門で進め

られた研究活動にはいくつかの流れがある.それらの概要と年毎の主な研究課題を次に記す.

(1) クマネズミ属における種分化の細胞遺伝学的研究 (吉田)

近代遺伝学の発展に伴って種の概念も,従来の人為分類的なものから遺伝学的および進化学

的なもの-変遷を遂げてきた.本研究部門で吉田部長を中心に昭和36年頃から定年退官の59年

まで約20年間にわたって進められた ｢クマネズミ属種分化と核型変異｣に関する一連の研究も

この方向に治ったものである.

1)クマネズミにみられる過剰染色体の分布調査 (吉田,昭50) アジア型 (2n-42),セ

イロン型 (2n-40),オセアニア型 (2n-38)3型にメタセントリックのB一染色体が

観察された.

2)クマネズミとドブネズミの人為交雑 (吉田 ･多屋,昭51) 実験用ラットに香港産クマネ

ズミを人工授精したが,13-15日令で流産した.

3)クマネズミ3型の交雑と雑種の妊性 (吉田 ･落合 ･岩崎,昭52) アジア型とオセアニア

型或はセイロン型のFlはいずれも半不妊性であった.

4)Lewisラットにみられた第1と第12染色体の転座 (吉田,昭52) No1-12転座系統と

して育成した.

5)インド洋諸島およびその沿岸地域におけるネズミ類の学術調査 (吉田 ･森脇 ･加藤 ･土屋,

昭53) 昭和52年11月1日より12月14日まで,ペナン,スリランカ,セイシェル,モーリシ

ャス,ナイロビでクマネズミを主体に採集調査を行った.250頭の内モー リシャス産のもの

はNo.14,18染色体が動原体切断をおこして2n-42となっていた.

6)クマネズミ属7種におけるNORsの分化と種の進化 (吉田,昭54) 核型が同じ種でも

NORsの存在する染色体は異なっている.

7)クマネズミにおけるC-バンドの多型と遺伝 (書軌 昭54) 日本産野生種の染色体Cバ

ンドに多型を見出した.

8)スリランカにおけるセイロン型クマネズミの分布 (吉田 ･森脇 ･加藤 ･土屋,昭54) 昭
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和53年秋の調査でセイロン聖が中央高地に,オセアニア型が沿岸周辺部に分布することを見

出した.

9)クマネズミ亜種間におけるミトコンドリアDNA塩基配列差異の推定 (林 ･米川 ･後藤 ･

田頭 ･森脇 ･吉田,昭54) 3型の肝mtDNAの間に5-8%の塩基配列の差異が認めら

れた.

10)CytogeneticsoftheBlackRat:KaryotypeEvolutionandSpeciesDifferentiation

(Yosida,1980)を東京大学出版から発行した.

ll)ガンマ線誘発ラット染色体変異 (吉田,昭58) F344系に誘発したNo9-18およびNo41

7転座はホモ接合体を得ることは出来なかった.

(2) ハツカネズミ種分化の細胞漣伝学,分子辻伝学および免疫辻伝学的研究 (森脇 ･城石 ･宮

下 ･米川)-ツカネズミ種は実験用マウスとして育成されたために,これまで数多くの遺伝

的特性が非常によく研究されてきた.このことは種分化の問題を遺伝学的な観点から取上げ

る上で大きな利点となる.世界的にみて,我々以外にいく::つかのグループがこの方向の研究

を進めてきた.Bonhommeを中心とするフランスのグループ,Sageを中心とするアメリ

カのグループ,細胞遺伝学的アプローチを進めた西 ドイツのGropp一派,t-complexおよ

びH･2complexに着目した西 ドイツのJ.Kleinスクール等である.

これまでの我々の知見を総合すると,-ツカネズミ種Musmusculusは遺伝学的にdomes-

ticus,musculus,bactrianus,castaneusの4亜種に分けられ,それらは大よそ100万年前に分

岐したと考えられる.-ツカネズミ種のもつ多空相勺遺伝変異の中にはミトコンドリアDNA

や リボソームDNAのRFLPのように各亜種の標識とするのに適したものもいくつか見出

されている.また,染色体Cバンドパターンの変異のように,-ツカネズミ種が4亜種に分

岐する前に,先ず musculus亜種とそれ以外のものに分かれたことを示唆する特性 もある.

一万,H-2COmplexの遺伝的多型は,種分化の前から存在した可能性がある.

以上の研究は昭和49年以来,森脇,城石,宮下を中心に多くの共同研究者の協力を得て進

められた.客員研究部門の米川助教授のミトコンドリアDNA分析による貢献も大きい.以

下,年度毎の主な研究課題を示す.

1)日本産およびアジア産野生マウス染色体Cバンドの分析 (森脇 ･原田 ･峰沢 ･宮下,昭51

-55) 日本およびアジア産野生のC-バンドが実験用マウスと大きく異なることがわかっ

た.国内各地の野生集団にNo.18のC-バンドの大きさの変異がある.

2)日本産マウス唖種の位置に関する研究 (森脇 ･城石 ･平井 ･峰沢 ･坂井 ･米川 ･小高,昭

53) 日本産とヨーロッパ産亜種との遺伝距離を生化学的遺伝子多型の頻度から約100万年

と推定した.

3)mtDNAを用いたマウス亜種間遺伝距離の推定 (米川 ･田頭 ･宮下 ･森脇,昭54) 主

要4亜種のmtDNAを比較し,各々約100万年前に分岐したという推定値を得た.
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4)ヨーロッパ産野生マウスRb型染色体変異集団間遺伝距離のmtDNAによる推定 (森脇･

米川 ･田頭 ･Winking･Gropp,昭55) Rb変異5集団をmtDNAで比較 し相互に,

またdomesticusとも,20-50万年の分岐時間を推定した.

5)野生マウス亜種mtDNAの制限酵素分解による分析 (米川 ･森脇 ･宮下 ･王 ･右田 ･田

頭 ･Hjorth･Bonhomme,昭55) mtDNAのRFLPからブルガリア産とデンマーク

産の musculw亜種に差異があること,中国西北部のものは日本産 と似ていることがわかっ

た.

6)mtDNAからみた日本産野生マウスの亜種内変異 (米川 ･森脇 ･宮下 ･後藤 ･田頭,昭

56) 東北,北海道のマウスのmtDNAはcastaneus型,関東以西のマウスのmtDNA

はmwculus型である.

7)｢-ツカネズミ亜種分化の遺伝学的研究｣(森脇,昭57) 日本動物学会賞受賞,第53回大

会 (大阪).

8)マウスリボソーム(r)DNAの亜種間変異 (鈴木 ･木南 ･村松 ･金久 ･森脇,昭58) r

DNAスペーサーのRFLPに亜種の特異性を見出した.実験用マウスはdomesticus亜種

由来らしい.

9)野生マウスリンパ球分化抗原の多型性 (栗原 ･森脇,昭58) Thy-1,Ly-1等に亜種特異

性を見出した.

10)マウス亜種染色体Cバンドパターンの地理的変異 (森脇 ･宮下 ･大川 ･米川,昭59) ニ

ューカレドニア,フィジー,トンガ産マウスのC-バンドはdomesticusE'-J_,韓国産はmusculus

型であった.

ll)マウス-モグロビンβ鎖の地理的変異 (宮下 ･森脇 ･右田,昭59) アジア ･ヨーロッパ

におけるHbb変異の分布を調べた.中国北部,韓国はHbb-p型単形的であった.

12)野生マウス亜種分化の遺伝学的分析 (森脇 ･今井 ･宮下 ･栗原 ･米川,昭60) 昆明産マ

ウスのmtDNA,rDNA,C-バンド等を分析しcastaneus型および bactrianw型を検

出した.

13)Rb型染色体変異をもつ野生マウス集団のrDNA多型 (栗原 ･鈴木 ･森脇 ･Winking･

木南 ･村松,昭60) ヨーロッパ産Rb変異マウスの大部分は byleVirostn'S型であったが,

一部にbactyianw型が見られた.

14)中国産野生マウスの遺伝学的分析 (森脇 ･宮下 ･嵯峨井 ･栗原 ･米川,昭61) mtDN

A,rDNA,C-バンドからみて蘭州産マウスはmusculus型,昆明,桂林産はcastaneus

型であった.

15.)野生マウスにおけるα-protein-1の地理的変異 (原田 ･森脇,昭61) domestl'cus亜種

はα -PR-1A型, musculw亜種はB型,castaneus亜種はA.B型である.

16)Y染色体DNAの亜種間変異 (Boursot･森脇,昭61,62) Y染色体特異のDNAプロ
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-ブを用いて,ヨーロッパ産,アジア産マウス亜種を探索したが,ヨーロッパ産 domesticus

亜種に特有なRFLPと,アジア産 musculus亜種に特有なRFLP以外の多型を見出すこ

とは出来ず,castaneus,bactrianus亜種は musculus亜種と,bactrianus亜種は domesticus亜

種と同じパターンを示した.

17)小笠原父島における野生マウスの染色体変異の検索 (栗原 ･酒泉 ･土屋 ･原田 ･森脇,昭

62) 昭和52年採集された (9.15)Rb聖変異は今回同じ場所での89個体の調査では見出

されなかった.

18)野生マウスにおける第1染色体HSRの分布 (森脇･宮下･栗原,昭62) 桂林産 castaneus

亜種にヨーロッパのものと形態的によく似た第1染色体中央部均質染色部位 (HSR)をも

つ変異があった.

19)野生マウスにおける補体系H蛋白アロタイプの地理的変異 (原田 ･Bonhomme･森脇,

昭62)H蛋白多雪riの内H.1が domesticusとcastaneus亜種に,H.2が musculus亜種に,

H.3が breuirostris亜種およびM sPretusに見出された.

20)中国産野生マウス亜種の遺伝的分化 (森脇 ･､宮下 ･嵯峨井 ･栗原 ･鈴木 ･米川,昭63)

中国の長江以北にはmuscul〟S亜種が,以南にはcastane紘S亜種が分布している.

(3) 野生マウス H-2complexの免疫遺伝学的研究 (森脇 ･城石 ･嵯峨井 ･後藤)

マウスのH-2complexは著しい遺伝的多型をもって知られている.この多型的抗原特異性

とそれを認識するT細胞レセプターのレパー トリーは亜種を超えた組合わせでも十分に適合す

るのであろうか ? 遺伝的に大きく隔ったマウス亜種はそれぞれ特有のH-2抗原性をもつの

ではないか ?

これらの問題を研究するため,我々は1975年以来日本産野生マウスのH-2染色体を実験用

マウスBIO系に導入して,10数系統のBIO.MOL-H-2コンジェニック系を育成した.そ

れらを用いてアジア産マウス亜種特有のH-2抗原を検出する抗血清を作り,アジア産亜種に

は,H-2fをはじめ少数の-プロタイプが高頻度に出現することを明らかにした.クラスⅠ

DNA分子の分析からもこの結果は確認されている.

一方,BIO.MOL-SGRコンジェニック系からは,H-2KとIA遺伝子座の間に遺伝

的組換えの著しい ｢ホット･スポット｣が見出された.このスポットはコスミド･クローンに

よる分析の結果,1Kbの間にマップされ,そこから得られたDNAクローンの塩基配列も明

らかにされた.

また,BIO･MOL-SGR系からは80KbのC4-210H遺伝子領域を欠く致死変異を生

じた.この亜系は病因となる遺伝子変異を共通にする優れたヒト疾患モデルである.現在正常

の210H遺伝子DNAによる治療の研究を進めている.

これまでの研究の推移を年毎の主な課題で示す.

1)日本およびアジア産野生マウスのH-2抗原特異性の血清学的探索 (森脇 ･城石 ･嵯峨
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井 ･青塚 ･峰沢,昭50-53) 日本およびアジア各地から数多くの個体を採集し血球凝集反

応で多数のH-2抗原特異性を探索した.ヨーロッパの野生集団とは特異性の分布に差異が

ある.

2)日本およびアジア産野生マウスからのBIO.H-2コンジェニック系および近交系の育成

(森脇 ･城石 ･宮下 ･嵯峨井 ･平井 ･原田,昭51-57) 日本およびアジア各地のマウスの

H-2染色体をBIO系に導入し10数系のコンジェニック系統の育成を行った.野生由来近交

系も数系統を育成した.

3)カナダ産野生マウスH-2抗原特異性の調査 (森脇 ･Petras,昭54) 細胞障害試験で

オンタリオ州のマウスを調べ,抗原特異性の偏りを見た.

4)日本産野生マウスH-2抗原の抽出と精製 (城石 ･森脇 ･竹内,昭54)BIO.MOLコ

ンジェニック系を用いNP40で溶かした細胞膜からH-2抗血清で抗原分子をとりカラムで

精製し分子量45,000のH-2分画を得た.

5)野生マウスHI2抗原多型の免疫遺伝学的研究 (森脇 ･城石 ･嵯峨井,昭55-56)BI0.

MOL-H-2コンジェニック系を用いてアロ抗体を作成し,平板式細胞障害法によって日

本およびアジア産野生マウスに特有なH-2抗原特異性を見出した.

6)BIO.MOL-H 2リコンビナント系およびコンジェニック系の開発と維持 (城石 ･嵯

峨井 ･鈴木 ･森脇,昭55-59) BI0.MOL-SGR系から31系のH-2内リコンビナン

ト系統を開発育成した.BIO.H-2コンジェニック系は最終的に11系統が完成し維持され

ている.

7)H-2領域内高頻度遺伝的組換え現象の免疫遺伝学的研究 (城石 ･嵯峨井 ･森脇,昭56)

BIO.MOL-SGR系はH-2KとIAとの間で従来の100倍をこえる高い遺伝的組換え

をおこすことがわかった.

8)日本産野生マウスH -2に対する単クロン抗体の作成と交叉反応性の亜種間分布 (嵯峨井･

城石 ･宮下 ･鈴木 ･森脇,昭58-61) BI0.MOL-SCR系を用いてMSシリーズ抗

H-2単タロン抗体を作り,多くの亜種における分布を調べた.全ての亜種に反応するもの,

アジア産亜種のみに陽性のもの, SCR系とDOM-PGNのみに反応するもの等があった.

9)マウスMHC領域内にみられる組換えのホット･スポット (城石 ･嵯峨井 ･Steinmetz･

森脇,昭61-62) SGR系H-2のK-IA間のホット･スポットをクロン化し,約2K

bの塩基配列を決定したが,高頻度組換えを規定する配列は決められていない.

10)マウスH -2領域における遺伝的組換えの性差 (城石 ･嵯峨井 ･後藤 ･森脇,昭61)

BIO.MOL-SGR系ではt座を含みH-2領域全体に組換え頻度が高いが,雄では観察さ

れず明らかな性差がある.

ll)H-2抗原の遺伝的多型とその生成機構の解析 (嵯峨井 ･城石 ･森脇,昭62-63) H-

2f抗原はα-3ドメインにMS54と反応する構造をもち特有のRFLPをもつ.亜種を超
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えるとα一1,α-2ドメインには変異があるが,α-3は保守的でありM.spretusにも存

在する古い構造である.

12)ステロイド21水酸化酵素遺伝子導入マウス (後藤 ･嵯峨井 ･城石 ･森脇,昭62-63) H

-2aw18染色体は210HAを欠損し致死性を示す.正常の遺伝子をトランスジンとして導

入したマウスを作 り遺伝子治療を試みている.

(4)マウスにおける発癌制御宿主遺伝要因 (森脇 ･宮下)

1960年代のHeston,Falconorらの研究以来発癌を制御する宿主遺伝子の探索は長年にわた

って続けられて来たが,マウス系統間の遺伝的背景の差異のため交配実験によるアプローチに

は限界があった.しかし,新しいコンジェニック系統や リコンビナントインブレッド (RI)

系統の開発育成の結果,道が開かれた.我々はウレタン誘発肺腫傷を実験システムとして,H-

2コンジェニック系やCXB RI系を用いながら発癌を制御する宿主の遺伝子を探る研究を

続けて来た.アジア産野生マウスからは発癌を抑制する優性遺伝子が見出された.

昭和55年以降の主な研究課題を下に記す.

1)ウレタン誘発肺腫壕発生に及ぼすH-2領域の効果 (宮下 ･城石 ･森脇,昭55-59) 各

種のBIOコンジェニック系およびA系コンジェニック系マウスを用いてウレタン誘発肺腫傷

発生におよぼす H-2complexの影響の分析を行い,E遺伝子の支配する免疫応対機能が,

腫壕結節数の大小と密接な関連をもつことを明らかにした.

2)マウス肺施療発生を制御する遺伝要因 (宮下 ･森脇,昭60-63) CXBリコンビナント

インブレッド系統を用いウレタン誘発肺腫壕発生を制御する主要な遺伝子座を探索した結果,

そのひとつがNo4染色体上のMup-1の近傍に存在する可能性を見出しPas-4とした.また,

アジア産野生由来Cas-Bgr系は高党系のA/ Sn系統とのFlで強い抑制効果を示 した.

この遺伝子を特定する研究が遺伝実験生物保存研究センターと共同で進められている.

(5)噂乳類およびアリ頬を中心とした核型進化の理論的 ･実験的研究 (今井)

アリ類と哨乳類は,系統学上の二大動物群 (旧口動物,新口動物)のそれぞれの頂点に位置

する.これらの動物群の核型を数量的に記述し,比較することにより,真核生物の核型進化

の一般法則とその生物学的意味を明らかにすることを目的としている.従来の核型進化の研

究は,近縁種の核型を相互に比較記載すると言う枚挙的手法によっていたため,核型間の相

同性が消失した数百の種を含む科以上の高次分類群について論 じることは難しかった.この

点本研究では,統計的 ･確率論的手法を導入して核型の数量的記述に力点をおいているので,

アリ類や晴乳類全体としての核型進化の一般傾向を解析することが可能になった.次にその

主要な成果を述べる.

1)動原体の不均等分布 (今井,昭51,52) 約1,000種の晴乳類核型を用い,動原体が染色

体上に不均等に分布する現象を発見した.

2)T染色体の起源 (今札 昭53) 動原体の不均等分布に基づいて染色体をT,A,両,の
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3種に分類する時,染色体の形態がT-(構成的異質染色質の多重化)-A-(AM逆位 or

動原体融合)一両一 (動原体開裂)-Tと循環的に変化することを理論的に導いた.

3)逆位の方向性 (今井 ･丸山,昭53) 逆位が一方的にA一両と変化することを確率論的解

析 とC-バン ド観察から結論した.このことから動原体融合が極所的に起 り得ても核型進化

の主流になり得ないことが理論的に推論された.

4)核 グラフ法による核刑進化の解析 (今井 ･Crozier,昭54) 核3'･J_を数値化しグラフ上の

一点として表わす手法 (核グラフ法)を開発した.約1,000種の晴乳類の核型分布パターン

から,核型進化が ｢全体として動原体開裂とA扇逆位により染色体数を増加させる方向に展

開することが明らかにされた.

5)最小作用仮説 (今井 ･丸山 ･五候堀 ･井上 ･Crozier,昭61) 核型進化において染色体

数の増加する生物学的意味が ｢転座に伴う遺伝的荷重を最小にする｣ことにあることをモン

テカルロ法を用いて理論的に導いた.

6)アリ類の核型進化 (今井 ･Taylor･Crosland･Crozier,昭63)

インド･インドネシア ･マレーシア ･オーストラリアおよび日本から採集した約700種のア

リ類の核型分析から,アリ類が低染色体群 (1≦n≦12)と高染色体群 (12<n≦42)に分

けられ,前者に転座多型が後者にロバー トソンナ望多型が多発する現象が発見された.この特

異現象は,｢低染色体群のアリに転座多型による遺伝的荷重が増加 し,その リスクを最小に

するため高染色体群は今正に染色体数を増加させつつある｣と解釈され,最小作用仮説を支

持する実験的根拠として提出された.

(6) 減数分裂機構の細胞遺伝学的研究 (今井 ･森脇)

1)キアズマ末端化の再考察 (今井 ･森脇,昭57) マウスではキアズマが末端化しないこと,

及び従来の末端キアズマがキアズマとは別の機構であることを細胞学的に明らかにした.こ

れはキアズマを用いて ｢交さ｣現象を解析する道を開くとともに,従来のキアズマ頻度は観

察値を大幅に下方修正する必要性を意味している.

2)ⅩY染色体の早期分離現象 (今井 ･森脇 ･松EEl･和田,昭56-58,62-63) マウス亜種

間雑種でⅩY染色体の末端結合が第-分裂中期以前に開離する現象が発見された.交配実験

の結果,本現象がⅩ染色体上のCr遺伝子座の近傍に存在する末端結合を支配する遺伝子Sxa

によることが分った.これはXYの末端結合がキアズマ末端化でなく遺伝的に制御された結

合であることを意味し,ダー リントンのキアズマ末端化仮説は否定的になった.

(7) 体細胞における姉妹染色分体交換の機構 (加藤)

加藤施夫は昭和46年以来この課題の研究を精力的に進め,その成果は二十数編の原著論文に

発表された.昭和52年 (1977)にInternationalReviewofCytologyに書かれた総説

｢SpontaneousandinducedsisterchromatidexchangesasrevealedbytheBUDR-1abel-

1ingmethod｣はその集大成のひとつである.SCE形成におけるDNA複製の役割に着目

-88-



される等,優れた発想の持主であったが,惜しくも昭和53年12月病没した.

昭和49年から53年までの主要な研究課題を下記にあげる.

1)体細胞における姉妹染色分体組換え現象の研究 (加藤,昭49)

2)姉妹染色分体交換の機構 (加藤,昭50)

3)姉妹染色分体交換 (SCE)の頻度に及ぼす血清の影響 (加藤,昭51)

4)姉妹染色分体交換 (SCE)に及ぼす温度の影響 (加藤,昭52)

5)姉妹染色分体の偏有性とその生物学的意味 (加藤,昭53)

6)活性炭吸着BrdUによる姉妹染色分体の分染法 (神田 ･加藤,昭53)

7)マウス各種臓器の分裂細胞におけるinvivoSCE (神田 ･加藤,昭53)

8)姉妹染色分体分染法による減数分裂細胞の研究 (神田 ･加藤,昭53)

(8)染色体の構造と遺伝子発現の機構に関する研究 (山本)

染色体構造の維持機構並びに染色体の構造の変化あるいはトランスポゾン様DNAにより誘
L̂

発される遺伝子発現の変動の機構が主たる研究対象である.染色体異常を研究するのに伴って

成虫原基における形態形成に関与する遺伝子,精巣の発生に関する研究も行った.染色体の構

造に関しては,特に反復配列DNAの生物学的な機能に注目し,組換え,減数分裂における対

令,染色体上での分布と構造との関係を明らかにしようと試みた.キイロショウジョウバエと

最も近縁でありながらゲノム構造が大きく異なるオナジショウジョウバエを用いて遺伝学的並

びに分子生物学的研究を行った.

昭和55年から62年の間の主な研究課題は下記の通りである.

1)キイロショウジョウバエ (Drosophilamelanogagter)の雄における相同染色体対合の機

構に関する細胞遺伝学的研究 (山本,昭55-57) 第4染色体の対合に重要な部位 (pairing

site)を細胞学的に決定した.この知見に基づき転座T (2;4),T (3;4)を作成し,

第2,第3染色体の対合に重要な領域の決定を細胞学的に行った.

2)-テロクロマチン (サテライトDNA)の機能に関する研究 :中間部介在-テロクロマチ

ンの組換え頻度に及ぼす影響 (山本,昭55-57) 染色体の中央部に異なったサイズの-チ

ロクロマチンが挿入された染色体を作成し,遺伝的組換えに及ぼす影響を調べた.顕著な抑

制の効果が得られる.

3)キイロショウジョウバエのⅩ染色体の部分的微小欠失により生じる形態形成の異常 (山本,

昭55,56) Ⅹ線による染色体切断のhotspotにおけるゲノムからの完全な微小欠失と形

態形成異常との関係を調べた.

4)キイロショウジョウバエの味覚突然変異体とその遺伝学的研究 (山本 ･磯野 ･谷村 ･昭55)

感覚神経の発生遺伝学や神経遺伝学的研究のための基礎的研究を行った.

5)キイロショウジョウバエの形態形成に関与する遺伝子extraorgansの発生遺伝学的研究

(山本,昭57,58)遺伝子eoが染色体異常により誘発される機構 と発生異常を細胞遺伝学
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的に解析した.分子生物学的研究も行った.

6)キイロショウジョウバエの生殖細胞における不等姉妹染色分体交換 (USCE)の遺伝的

分子生物学的研究 (山本,昭58,59) 染色体の主な構成成分である-テロクロマチンの量

的変動の要因としてのUSCEが自然発生的に生じていることの証明.

7)精巣の形態形成の分化を促す細胞群の生殖原基における位置の決定 (酒泉 ･山本,昭58)

生殖原基の発生にともない特定の位置に存在する細胞群と精巣の接着で精巣の形態形成が開

始される.その細胞群の生殖原基内での位置を推定した.

8)Drosophilasimulans における不安定な突然変異体wITkyの分子遺伝学的研究 (井上 ･渡

辺 ･山本,昭59-62)不安定な突然変異体が反復配列DNAの少ないオナジショウジョウバ

エでトランスポゾンとどの様な関係にあるのかを詳細に調査しキイロショウジョウバエのそ

れと比較した.

9)Drosophilasimulansにおける自然突然変異に及ぼすトランスポゾンの影響(井上･山本,昭60)

10)-テロクロマチン-ユークロマチンの接合部の分子細胞学的研究 (山本 ･Miklos,昭62)

染色体の特定の部位から直接DNAを採取してその構造を調べた.反復配列が他の染色体領

域よりきわめて多く遺伝子の発現調節も特異なものがあるようだ.

(9) 日本産野生メダカの遺伝的分化の研究 (酒泉 ･森脇)

日本に広く分布する野生メダカの地理的変異を遺伝学的な観点から明らかにするために,坐

国50地点以上から採集した材料を対象に26種の酵素及び血清蛋白等の電気泳動パターンの比較

を行った.日本の集団は,Adh,Pgm,Sdh,Sodの4つの酵素の遺伝子型により南北 2つのグ

ループに分けられる.この境界は岩手県北部と福井県を結ぶ線であり,両者の遺伝的距離 (D)

は0.25-0.30であった.一万,南日本集団内には,東日本型,瀬戸内禦,山陰型,九州型の4

つの分集団があり,相互の遺伝距離は0.07-0.12であった.昭和54年から58年の間に行われた

研究の主な課題は下記の通りである.

1)電気泳動法による日本産メダカ (Oriziaslatipes)の地理的変異に関する研究 (酒泉 ･江

上 ･森脇,昭54)

2)酵素多型による日本産野生メダカの遺伝的解析 (酒泉 ･江上 ･森脇,昭55)

3)酵素多型を用いた日本および中国産野生メダカ集団の遺伝学的解析(酒泉･江上･森脇,昭56)

4)野生メダカ南北集団の境界地域で見られる集団の遺伝的特性 (酒泉 ･江上 ･森脇,昭58)

5)メダカ近縁間種におけるParvalbumin分子の種特異性 (酒泉 ･江上 ･森脇,昭58)

(10) マウス精子形態形成に及ぼすY染色体および H-2complexの影響 (森脇)

精子形態の異常を分析した.この変異個体では精子形態の異常が明らかに高くなるが,Y精

子に異常が出現するのではなく,この変異をもつ雄の精子形成に異常を生ずるらしい.

1)マウス精子の形態および蛋白質組成におよぼすY染色体部分的欠損の影響 (Styrna･森
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脇,昭61)

2)日本産野生マウス由来Y染色体とH-2complexの精子形成に及ぼす影響 (徐 ･Styrna･

森脇,昭62)

3)マウス精子形態形成に及ぼすY染色体の影響 (森脇 ･三田,昭63)

昭和49年度から63年度までの15年間に,この部門の研究活動に参加した人々は次のとおりで

ある.

1)所 員

吉田俊秀 (部長49-58*1),森脇和郎 (室長49-58,教授59-),加藤族夫 (研究員49-51,

主任研究官52-53*2),今井弘民 (研究員49158,助手59160,助教授61-),山本雅敏 (研究

員55-58,助手59-62*3),城石俊彦 (助手61-),土屋公幸 (研究補助員49*4),榊原勝美

(研究補助員49-58),井出正美 (研究補肋員49-58,技官59-),岩崎久治 (研究補助員49-

55),三田寛彦 (研究補助員56-58,技官59-).

2)大学院学生等 (特別研究生,受託学生,学振特別研究生,研修生,研究生等)

原田正史 (九大49-53),青塚正志 (都立大50-51),多屋長治 (静太一阪大51-59),佐久

間隆 (日大51),芹沢治 (東京農大51-52),城石俊彦 (東北大51-57),大原たかぬ (お茶の

水大52-53),峰沢酒 (名大52-53),嵯峨井知子 (53-),平井啓久 (九大53-54),宮下信泉

(静大-金沢大54-61),酒泉満 (東大54-58),松田宗男 (都立大54-56),松田洋一 (名大54

-56),鈴木仁 (広島大-神戸大56-60),羽中田明子 (お茶の水大56-58),石田邦彦 (東邦

大58),竹島ユリ (京大58),井上存博 (早稲田大59-60),栗原靖之 (東邦大一神戸大58163),

原田良信 (名大60-63),後藤英夫 (東大60-63),大村徹 (信州大60),渡辺犀 (北里大61),

半沢直人 (東大62-63),増子恵一 (都立大62-63),丹羽倫子 (名大63-).

3)大学 ･研究機関 ･企業等の研究者 (学振流動研究員,受託研究員,研修員,特別研究生,

非常勤研究員等)

浜田俊 (沼津学園-桐陽高校49161),大森庸 (日本歯大49),正木重吉 (福生病院49-51),

神田尚俊 (東京女子医大49,52-53),島田弘康 (第一製薬49),辻秀雄 (大塚製薬49),佐野

邦俊 (田方農高49),佐渡敏彦 (放医研50-51),土屋公幸 (北海道衛研50-51),田中亨 (実

中研51),井上tf_(大塚製薬52),室伏誠 (日大三島53-58),春木孝祐 (大阪環境科研55),横

川泰 (九大55),加藤秀樹 (実中研55-56),伊藤富夫 (静大56),仁藤新治 (田辺製薬58-59),

平島司 (大塚製薬59),米川博通 (埼玉がん研57-58),白石行正 (高知医大58),矢崎和盛

(臨床研58),杉山賢司 (佐々木研58),黒川光男 (大鵬製薬58),和田政保 (日獣畜産大56-),

鈴木荘介 (清水検疫所58-60).

4)外国人研究者 (学振国際研究交流計画等による)

A.Lima-de-Faria (スウェーデンLund大49),B.B.Parida (イン ドUtakal大54-55),
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K.M.Zaw (ビルマBioIMedicalCenter55), B.G6ni(ウルガイ大57158),P.Boursot(フ

ランスMontpellier大60-61),J.Styrna (ポーランドJagie11anian大61),J.K.Nio (イン

ドネシアBandung大),徐東祥 (韓国科学技術院62),喚禅林 (中国蘭州生物製品研究所62),

呉暁梅 ･避荷 (中国蘭州生物製品研究所62-63).

*1 昭和61年 7月7日死去
*2 昭和53年12月19日死去

*3 昭和63年宮崎医科大学助教授

*4 昭和57年宮崎医科大学助教授

ii 微生物遺伝研究部門

昭和48年着任以来分子遺伝学の分野で国際的なレベルの数々の業績を残した教授席田幸敬は昭

和61年12月23日56歳の若さで他界した.その他の人事については,昭和49年西村行進が研究員に,

西村昭子が研究補助員に任命され,昭和50年には榎本室長が岡山大学理学部に転出し,鈴木秀穂

研究員が室長に昇格した.51年には安田成一が研究員に任命され,52年には鈴木室長が東大理学

部に転出した.53年には山田正夫を研究員に迎えた.55年安田研究員が室長に昇格した.昭和59

年には原弘志が研究員に採用され,昭和60年には休職中の山田正夫助手が人類遺伝部門に転出し

た.平成元年には堀内賢介が教授 として採用された.

共同研究者として松橋通生 ･田村俊秀の各氏が長期滞在し,その他特別研究生等として武田積,

高垣洋一郎,丸山一郎,溝口順三,中村正孝,山本明彦,相馬雅明,堀越和弘,高木勉の諸氏が,

外国からはヴォルフガンブ ･ケック,ヒルデガル ト･クラフト,愈益東,パイラー ･ティパヤシ

ャサナ,ニコル ･7-バ- ))ン,黄託徳,丘元盛,ニュエン ･ファン･ホンの諸氏が研究に参加

した.

研究面では,温度感受性突然変異体バンクの創設,細胞表層の研究,細胞分裂の研究,DNA

複製の研究と,微生物遺伝学の広範な分野にまたがって国際的に高く評価される数々の研究業績

をあげた.この15年間に行われた研究題目と内容は以下の通りである.

昭和49年度

1)細菌細胞の分裂機構 (鈴木 ･西村 (行) ･池谷 ･広臼)

細胞の形態を保ち,細胞分裂を行うムレイン分子に共有結合しているリポ蛋白質を解析した.
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2)iLIL度感受性変異体の系統的分離と同定 (広田 ･荻野 ･西村 (昭))

5,000株の独立に生起したiふし度感受性変異体を得,そのうち576株を調べて欠失変異を同定し

た.

3)DNA複製 (武田 ･広田)

上記iii度感受性変異株の中のDNA合成欠損株についてその変異のマッピングを行った.

4)べん毛形成に関する温度感受性突然変異体の研究 (榎本 ･鈴木 ･広田)

温度感受性無べん毛突然変異体は,べん毛形成能に関して2種類に分類された.

5)大腸菌におけるサルモネラベん毛遺伝子の発現制禦機構 :短べん毛突然変異体の分離と性質

(榎本 ･鈴木 ･西村 (昭))

抗べん毛血清による運動抑制を受けない変異体から短べん毛変異体を同定し,その性質を解

析した.

昭和50年度

1日Li度感受性変異体の系統的分析 (丸山 ･高垣 ･松橋 ･荻野 .広田)

高温で溶菌する変異体を検索して,2種類のD-ペプチジル トランスフェラーゼ (ペニシリ

ン作用の標的)欠損株を見出した.

2)細菌細胞の分裂機構 (鈴木 ･西村 (行) ･安田 ･池谷 ･広田)

リポ蛋白の欠失変異体を分離解析し,これが細胞の生存に必須でない事を明らかにした.

3)細胞分裂に共鞭する生体高分子生合成の調節 (西村 (昭) ･鈴木 ･広田)

細胞周期とべん毛形成か共醜している事を示した.

4)大腸菌の細胞分裂とDNA複製を制禦する外来性DNA (安田 ･武田 ･広田)

大腸菌染色体の複製が染色体に組込まれたF因子によって支配される現象を解析した.

5)細菌の突然変異系統の保存に関する研究 (広田 ･西村 (行) ･西村 (昭) ･荻野)

系統に関する情報をコンビュ-タ-で管理し,利用しやすい情報整理を行った.

昭和51年度

1)細菌細胞の分裂機構 (鈴木 ･西村 (行) ･池谷 ･荻野 ･小林 ･広田)

種々のペニシリン結合蛋白質変異体を温度感受性変異体収集から分離解析した.

2)細胞分裂を行う遺伝子DNAをになうプラスミド (安田 ･武田 ･西村 (行) ･西村 (昭))

クラーク･カーボンの人工プラスミド収集を検索して,種々の細胞分裂遺伝子を担うプラス

ミドを分離した.

3)細菌の突然変異系統の保存に関する研究 (広田 ･西村 (行) ･安田 ･斉藤 ･西村 (昭))

温度感受性変異体5,000株のうち,1,000株について系統的同定を行った.

昭和52年度

1)細菌細胞の分裂機構 (鈴木 ･西村 (行) ･池谷 ･萩野 ･小林 ･広田)

一連のペニシリン結合蛋白質の遺伝子をマップした.
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2)細胞分裂を行う遺伝子をになうプラスミドDNA(西村 (行) ･武田 ･西村 (昭)･鈴木 ･

広田)

一連のベニン))ン結合蛋白質の遺伝子を担うプラスミドを分離解析 した.

3)リポ蛋白の細胞分裂機構に対する役割に関する研究 (鈴木 ･西村 (行) ･安田･池谷 ･広田)

リポ蛋白の①修飾と構造の変異体,②欠失変異体の性質を解析 し,細胞分裂に直接関与しな

い事を示した.

4)温度感受性変異体の系統的分析 (広田 ･荻野 ･桑野 ･杉浦 ･西村 (過)･井上 (正順)･松橋･

磯野 ･斉藤)

mRNA分解,RNAポリメラーゼ,tRNAの微量塩基,外膜蛋白, リボゾーム蛋白等の

変異体を分離した.

5)DNA複製始点のクローン化 (安臥 広田)

大腸菌染色体の複製開始領域を,組換えDNA技術を用いて9.5kbのEcoRl断片から

なるプラスミドとして分離した.

昭和53年度

1)大腸菌のDNA複製開始域の構造 (安田 ･山田 ･西村 (昭)･広田 ･杉本 ･岡 ･椙崎 ･高浪)

大腸菌染色体の複製開始領域の約2,200塩基対の配列を決定し,複製に必須の領域を同定した

2)大腸菌の細胞分裂の分子機構 (鈴木 ･西村 (行) ･広田 ･松橋)

一群のペニシリン結合蛋白質の遺伝子を同定し,これらがサキュルスの生合成に関与し,細

胞の生長と分裂に働いていることを明らかにした.

3)大腸菌表層の構造形成 (鈴木 ･西村 (行) ･山田 ･安田 ･広田 ･井上 (正順) ･二階堂 ･

Henning)

細胞表層リポ蛋白質の突然変異株を分離し,この蛋白質が細胞表層構造を安定化する役割を

果たしていることを明らかにした.

4)大腸菌の高分子生合成 (磯野 ･西村 (過) ･野口･広田･P.Overath･G.Pluschke)

温度感受性突然変異体収集を検索して,① リボゾーム蛋白,② tRNAのQ塩基,③膜 リン

脂質の変異体を分離解析した.

5)窒細固定をする稲に関する研究 (藤井 ･佐野 ･井山 ･広田)

遺伝研に保存されている稲系統を検索して,窒素固定能を示す株を見出した.

昭和54年度

1)大腸菌のDNA複製開始域の構造と機能との対応に関する研究 (安田 ･山田 ･西村 (昭)･

広田 ･杉本 ･岡 ･高浪)

大腸菌染色体の複製開始領域のうち複製に必須の領域を440塩基対にまでせばめた.

2)大腸菌の細胞分裂の分子機構 (鈴木 (香) ･田村 ･西村 (行) ･溝口･広田)

ペニシリン結合蛋白質 la, 1b, 3を精製し,その酵素活性を調べた. 1bはペプチ ドブ



リカンの重合と架橋の両方を触媒する双機能性酵素であった.

3)大腸菌の高分子生合成 (西村 (過) ･野口･R-Sterngranz･小桧山 ･広田)

iLL度感受性突然変異体収集を検索して,① トポイソメラーゼⅠ,②- リか-ゼIIの変異体を

分離した.

昭和55年度

1)大腸菌のDNA複製開始領域の構造と機能との対応に関する研究 (広田 ･安田 ･山田 ･西村

(昭) ･杉本 ･岡 ･高浪)

大腸菌染色体の複製開始領域の245塩基対が複製に必要かつ充分であることを明らかにした.

2)DNA複製開始蛋白 (イ二シェ-タ-)をコー ドする構造遺伝子 (dnaA )を含む染色体

断片のクローニング及びその物理的地図の決定 (村上 ･井口 ･山岸 ･小関 ･広田)

大腸菌染色体の複製の開始に必須の働きをするdnaA遺伝子をラムダファージにクローン

化した.

3)大腸菌の細胞分裂の分子機構 (鈴木 (香) ･田村 (倭) ･西村 (行) ･溝口･広口 ･U.シ

ュワルツ)

ペニシリン結合蛋白質らの突然変異株がペニシリンに高感受性となることを見出し,この蛋

白質が細胞の生長と分裂に関与していることを示した.

4)大腸菌の高分子生合成 (西村 (行) ･R,スターングランツ ･J.ワン ･広田)

トポイソメラーゼ Ⅰの欠失変異体を分離し,この酵素が細胞の生存に必須でない事を示した

昭和56年度

1)大腸歯のDNA複製開始領域の構造と機能の対応に関する研究 (麿田 ･安田 ･杉本 ･岡 ･高

浪)

245塩基対からなる大腸菌染色体の複製開始領域内の各部位の構造と機能を明らかにした.

2)大腸菌のDNA複製開始に関する変異株の同定 (安田)

1温度感受性突然変異体コレクションの中のDNA合成欠損株の遺伝的,生化学的分類を行っ

た.

3)大腸菌のDNA複製蛋白のオーバープロダクション (安田 ･高木)

ランナウェープラスミドにクローン化することで蛋白が通常の50-200倍生産されることを

示した.

昭和57年度

1)大腸菌のDNA複製開始領域の構造と機能の対応に関する研究 (庸田 ･安田 ･杉本 ･岡 ･高

浪)

大腸菌染色体の複製開始領域の識別フレームモデルを検討し実証した.

2)大腸菌の細胞分裂遺伝子 (ftsI)の塩基配列の決定 (中村 ･丸山 ･相馬 ･加藤 ･鈴木 ･贋

田)

-95-



細胞分裂を行う蛋白質であるペニシリン結合蛋白質3の構造遺伝子の全塩基配列を決定し,

また,この蛋白質が前駆体 として生合成され,プロセシングを受けて成熟体となることを示し

た.

3)細胞分裂の調節機構に関する研究 (内海 ･田辺 ･中本 ･川向 ･酒井 ･姫野 ･駒野 ･佐藤 ･小

島 ･西沢 ･贋田)

cAMPは細胞分裂を阻止し,cGMPはその阻止作用を緩める現象を見出した.

4)HfrによるpBR322DNAの接合による伝達の研究 (山田 ･席田)

大腸菌染色体断片を担うpBR322はHfr株により,接合伝達する現象を見出した.

5)大腸菌染色体DNAのnrdA-nrdB-jisEglpT部分の物理的地図 (山田 ･贋田)

大腸菌染色体のnrdABjtsEglpT遺伝子を含むDNA領域の制限酵素地図を作成した.

6)大腸菌のDNA複製開始に関する変異株の同定 (安田)

DNA合成に欠損をもつ大腸菌変異株約100株についてその遺伝子の同定を行った.

7)大腸菌のDNA複製蛋白のオーバープロダクション (安田)

大腸菌染色体の複製に必要のdnaA遺伝子を通常の200倍まで大量生産させる方法を開発し

た.

昭和58年度

1)ペニシリン結合蛋白質-3.(広田･中村 ･丸山 (-)･相馬 ･加藤 ･鈴木 ･山本 ･丸山(毅))

大腸菌のペニシリン結合蛋白質3の構造を解析し,活性中心を推定するとともに,細菌のペ

ニシリン反応蛋白質の分子進化の検討を行った.

2)DNA依存性ATP分解酵素 Ⅰ (リンェ一 ･西村 ･広田 ･コヒヤマ)

DNA依存性ATP分解酵素I(- リカーゼII)はuv74)遺伝子産物である事を示した.

3)大腸菌のDNA複製に関する変異体の検索 (安田)

大腸菌のDNA合成に欠損をもつ突然変異株を約150株分離しその欠損遺伝子の同定を行った.

4)大腸菌の染色体複製開始反応の分析 (安田)

dnaA蛋白を部分的に精製し,その性質を調べた結果ATPと相互作用することが判明した

昭和59年度

1)ペニシリン結合蛋白質-3.(広田 ･鈴木 ･∫.Strominger･R.Nicholas)

大腸菌のペニシリン結合蛋白質3からペニシリンの結合したペプチ ド断片を分離し,活性中

心を307番のセリンであると同定した.

2)ペニシリン結合蛋白質-1ち.(鷹田 ･鈴木 ･J.Strominger･R.Nicholas)

大腸菌のペニシリン結合蛋白質1bからペニシリンの結合したペプチ ド断片を分離し,活性

部位のアミノ酸列を決定した.

3)大腸菌染色体複製開始反応の分析 (安臼 ･広臼)

dnaA蛋白がoricの245塩基対の中の3か所に特異的に結合することを明らかにした.
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昭和60年度

1)ヌクレオタイド･ディレクテッド･サイトスペシフィック･ミュタジェネシス法をPBP-

3へ適用した.PBP-3の活性中心の決定 (N.Houba-Herin･原 ･井上 (正順)･贋田)

大腸菌のペニシリン結合蛋白質 3の307番のセ リンを他のア ミノ酸に置換し,特にシステイ

ンに置換したもので弱い活性が残ることから,このセリンが活性中心であることを確認した.

2)大腸菌の ｢ペニシリン非感受性ムレインDD-エンドペプチダーゼ｣を欠損した突然変異体

と,その酵素の役割に関する研究 (飯田 (恭子) ･贋田 (幸敬) ･U.Schwarz.)

ペニシリン非感受性DD-エンドペプチダーゼA及びBの欠損変異株を分離して解析 し, こ

れらが細胞分裂に必須でないことを示す結果を得た.

昭和61年度

1)大腸菌のペニシリン結合蛋白質 (PBP)-3の修飾構造 (林 ･原 ･鈴木 ･贋田)

ペニシリン結合蛋白質3の一部の分子が,グリセリドと脂肪酸で修飾されて, リポ蛋白質と

なっていることを示した.

2)PBP-3のプロセシング (原 ･西村 (行) ･加藤 ･鈴木 ･贋田)

ペニシリン結合蛋白質3のプロセシングが既知の 2種のシグナルペプチダーゼとは異なる別

の酵素によることを示した.

3)fiBP13の膜通過 (原 ･伊藤 ･贋田)

ペニシリン結合蛋白質3が,蛋白質分泌機構により,細胞質膜の外側-運ばれて,細胞分裂

の機能を発現することを明らかにした.

4)イネ根圏の窒素固定菌の窒素固定能の向上 (贋田 ･西村 (行) ･東谷 ･丘 ･黄 ･藤井)

窒素固定遺伝群の調節遺伝子であるnifA遺伝子を菌に導入すると窒素固定能が上昇するこ

とを明らかにした.

昭和62年度

1)大腸菌のペニシリン結合蛋白質 (PBP)-3のカルボキシル末端でのプロセシング (原 ･

西村 (行) ･加藤 ･鈴木)

ペニシリン結合蛋白質3のプロセシングが,N末端のシグナルペプチ ドの切断によるのでは

なく,C末端部分の切除によることを明らかにした.

2)大腸菌の染色体複製の開始を調節する因子 (安臼)

大腸菌染色体の複製開始領域の試験管内複製反応を阻害する因子の存在を見出だした.

3)大腸菌のDNA複製におけるDnaK蛋白質の機能 (榊原 ･安田)

大腸菌dnaK変異株の一つがoriCの試験管内複製反応に欠損を示すことを明らかにした.

昭和63年度

1)大腸菌のペニシリン結合蛋白質 3のカルボキシル末端でのプロセシング (原 ･西村 (行)･

長沢 ･鈴木 (昭) ･鈴木 (香))
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ペニシリン結合蛋白質3のC末端プロセシングの切断部位を同定するとともに,このプロセ

シングに働 く遺伝子prcをクローン化して解析 し,またそのマッピングを行った.

2)大腸菌のファルネシルピロリン酸合成酵素 (藤崎 ･原 ･西村 (行) ･西野)

大腸菌の温度感受性変異株コレクションの中から,イソプレノイド生合成に欠損のあるもの

をスクリーニングし,その中からファルネシルピロリン酸合成酵素の突然変異株を見出して,

その遺伝子 (isp)のマッピングを行った.

3)大腸菌の染色体分配 (partition)を行 う遺伝子 pa7A の同定 と解析 (西村 (行) ･加藤 ･

鈴木)

pa7A変異遺伝子はジャイレース遺伝子gyrBの対立遺伝子である事を明らかにした.

4)onCDNAの複製を負に調節する因子 (安田)

orK:の試験管内複製反応を阻害する因子がDNA鎖の伸長以前の段階に働 くことを明らか

にした.

iii 細胞質遺伝客員研究部門

ミトコンドリアDNAの多型を指標にした野生-ツカネズミ(マウス)集団の遺伝的解析(米川)

これまで細胞遺伝研究部門と共同で,世界各地から採集した野生マウスの ミトコンドリアD

NA (mtDNA)を遺伝的に解析することにより,次に述べることが明らかにされた.

1.野生マウスはmtDNAの制限酵素切断型多型 (-プロタイプ)は亜種ごとに特異的であ

る.従って,-プロタイプより亜柿の推定が可能となる.

2. 1.の発見をもとに実験用マウスの由来を調べたところ,実験用マウスはヨーロッパ産の

亜種の 1梓であるM.m.domesticusが基本になって樹立されたことが明らかになった.

以上のような事実から,mtDNA多型によって野生マウス集団の遺伝的解析を行うのは非

常に有力な手段 となることが示されたので,昭和59年度細胞質遺伝研究部門発足以来現在に至

るまで,以下の2テーマを中心に野生マウス集団のmtDNAによる遺伝学的解析を行った.

1.日本産野生マウス (M m.molossinus)集団の成立ちを, 日本産野生マウスと中国,斡

匡L 台湾など日本の近隣諸国の集団との比較によって明らかにする.

2.大部分の実験用マウスの系統は1つのmtDNA-70ロタイプしかもっていないので異な

った-プロタイプを持つmtDNAを既存の近交系に導入してmtDNAのコンジェニックマ

ウスを作成して,移植実験などに利用価値の高い実験用マウスを作成する.

現在までに得られた結果を以下に示す.

1.日本産野生マウスは, M m.molossinusと亜種名はついているが,mtDNA多型解析

の結果からは, 日本固有の亜種ではなく,東南アジアから中Fjij楊+江以南に棲息するM m.

castaneusと中国中部 ･東北部から東部 ヨーロッパにかけて広 く分布するM m.mtLSCulusと

の交雑 したものが起源となっているらしいことが判明した.このことをもとに ｢日本産野生マ



ウスの雑種起源説｣という作業仮説をうちたて,現在その証明を行っている.また,mtDN

Aの結果をもとに推定したマウスの日本-の移動の様子がヒトが日本列島へ移動した様子と非

常によく類似するため,日本列島-のマウスの移動にも新大陸で見られたと同様ヒトの移動が

重要な因子となっていることが示唆されている.この点は現在研究中である.

2.日本で樹立されたRRと呼ばれる近交系マウスのmtDNAは, molossinus特異的な-

プロタイプを持っていることがわかった.この molossinus特異的な-プロタイプをC57BL

/6J,C57BL/10Sn,DBA/ 2Jに導入しコンジェニック系統を樹立した.それぞれ

のコンジェニック系統をC57BL/6J-mtJ,C57BL/10S∩-mtJ,DBA/ 2J

-mtJと命名した.このうちDBA/ 2J-mtとC57BL/6Jとの間でキメラマウスを

作成し,実験を行った結果,mtDNAの-プロタイプで高感度の細胞識別のできることが確

認された.
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(3) 個体遺伝研究系

系の概要

個体遺伝研究系は昭和59年4月,研究所が国立大学共同利用機関に改組 ･転換されたのにと

もなって,それまでの生化学遺伝部が発生遺伝研究部門と改称され,これに形質遺伝研究部門

を加えて,個体遺伝研究系 (研究主幹黒田行昭)として発足した.翌昭和60年には,この2つ

の固定部門に加えて,客員研究部門として生理遺伝研究部門が発足し,研究系の体制がととの

った.

発生遺伝研究部門では,杉山勉教授,藤沢敏孝助教授,清水裕助手が淡水産ヒドラを対象と

して,発生や再生過程に異常を示す突然変異を多数分離,同定し,それらを利用して,生物の

形態を決定する機構や細胞の分裂と分化を調節する基本機構の解明をめざして研究を行ってい

る.また,名和三郎教授 (平成元年3月退官)が昆虫や柄物などにおけるDNAによる形質転

換の研究,とくに新しいベクター開発の研究を進めていた.

形質遺伝研究部門では,黒田行昭教授,村上昭雄肋教授,湊清助手のほか旧生化学遺伝部よ

り山田正明を助手として加えた研究体制で,生物の発生過程や突然変異生成過程において各種

遺伝的形質がいつどのようにして発現するかのしくみについて,ショウジョウバエやカイコな

どの昆虫や晴乳類の培養細胞などを用いて研究を進めている.

客員部門としての生理遺伝研究部門では,主として研究所外の大学等の研究機関より教授,

助教授を兼任で迎え,生物の個体発生において,種々の組織や器官の分化する機構とそれに関

与する遺伝子の作用について,実験的および理論的研究を行っている.これまでに迎え入れた

研究者は,千葉大学医学部嶋田裕教授,九州大学理学部木島博正助教授,東北大学理学部井出

宏之肋教授である.

発生遺伝研究部門

15年前の創立25周年に当たる昭和49年には,当研究部門の前身は生化学遺伝部であった.当

時は,杉山勉教授が生化学遺伝部長として着任して間もない頃であったが,前任者の辻田光雄
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博士は大変元気で毎日研究所に見えていた.そして25同年記念誌には辻田博士が生化学遺伝部

設立以来の歴史について詳しい記録を残しているので,その後の15年の歴史につき以下簡単に

示す.

上述の通り辻田光雄博士は退官後も毎日のように研究所に来て,蚕室でカイコを飼育し,ま

た電子顕微鏡を使って昆虫の減数分裂細胞の構造の研究を精力的に続けた.そして天気のよい

日の昼休みには必ずテニスコー トに出て,若い研究員や大学院生を相手にテニスの練習,試合

をするのがつねであった.杉山部長もしばしばお相手をする機会があったか,技術および精神

力のいずれにおいても,辻田博士には遠 くおよばなかった.昭和55年の春,辻田博士はいつも

のように研究所でテニスをし,帰宅後急に発病,まもなく亡くなられた.現在若葉会のテニス

部には辻田博士を記念する辻田杯が残されている.杉山教授も退官まで元気にテニスを続け,

一度は辻田杯を手にすることを願っている.

昭和49年当時の生化学遺伝部の体制は第1研究室小川恕人室長,遠藤徹研究員,第2研究室

名和三郎室長,山田正明研究員,第3研究室杉山勉室長 (併),藤沢敏孝研究員の 6名であっ

た .

そしてこの体制は昭和59年の改組転換まで変わりなく続いた.またこの間研究テーマにも大

きな変化はなかった.小川室長は日本中型犬の遺伝,遠藤研究員は植物アイソザイム,名和室

長は高等動物の形質転換,山田研究員はショウジョウバエの雄性致死因子,杉山部長と藤沢研

究員はヒドラ発生遺伝を中心として研究を続けてきた.

昭和59年 3月,小川恕人室長は定年退官となった.

また同年 4月の国立大学共同利用機関への改組 ･転換にともない,生化学遺伝部は大きく変

化した.杉山勉教授,名和三郎教授,藤沢敏孝助手の3名は新発足の発生遺伝研究部門に移り,

遠藤徹助教授は育種遺伝研究部門に,山田正明助手は形質遺伝研究部門に移た.

その後,発生遺伝研究部門には昭和60年 6月に東北大学出身清水裕助手が任用され,昭和61

年 8月に藤沢敏孝助手が助教授に昇進,さらに平成元年 3月には名和三郎教授が定年退官した.

したがって発生遺伝研究部門の現在の研究体制は杉山勉教授,藤沢敏孝助教授,清水裕助手

の3名である.研究テーマは3名ともヒドラ発生機構の解析である.しかし杉山 ･清水は主と

してヒドラの形態形成の分野を,藤沢はヒドラの細胞分化と分子レベル解析の分野を担当して

いる.そして,両グループがそれぞれの独自性を保ちつつ,同時に協力体制も維持することに

努めている.

また研究支援のための体制としては,技術課の杉本典夫技官と増島 (旧姓後藤)育子補佐員

の両名が長年にわたりヒドラの研究にたずさわり,大事な戦力となっている.また最近は藤沢

(旧姓西宮)千笑と庄司喜美の両女性もパー トタイマーとして研究支援体制に加わっている.

最後に渡辺たつの氏の貢献にもふれなければならない.渡辺氏は辻田光雄生化学遺伝部長の

時代から研究室の裏方を一手に引き受け,縁の下の力持ちとして限りない尽力をつくしている.
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ガラス器具洗浄や実験室整理整頓で渡辺氏の貢献は非常に大きい.さらに研究室にきた大学院

生や外国人研究者の下宿探し,誕生日の赤飯,朝寝坊大学院生の目覚まし電話攻撃,その他種

々の渡辺氏の業績は筆舌に尽すことができない.今後も若い研究者のため仕事を続けてくれる

ことを希望する.(杉山勉 記)

ii 形質遺伝研究部門

形質遺伝研究部門は,昭和24年研究所の創立当初,研究第1部 (部長田中義麿)として発足

し,田中研究室,松村研究室,古里研究室の3研究室があり,カイコ,一粒コムギ,柑橘など

の遺伝学的研究が行われた.昭和28年 1月,文部省令第2号文部省設置法令施行規則の制定に

より組織規定が改訂され,形質遺伝部という名称になった.

昭和31年田中義麿部長が退任して,田島弥太郎が部長に就任し,家蚕の形質遺伝および人為

突然変異に関する研究を主な研究課題として研究した.また,コムギなどの植物の遺伝学的研

究も行われた.

その後,昭和32-36年には木村資生が室長として集団遺伝学の研究を行い,また,昭和36-

41年には坂口文吾が室長として,細胞質および細胞レベルでの形質発現の研究を行った.昭和

41年,坂口文吾室長の九州大学-の転出にともない,黒田行昭が大阪大学理学部より室長とし

て着任し,体外培養系を用いた動物細胞の形質発現の研究を開始した.研究部発足後昭和48年

までの研究部内の研究者の動向や研究活動のあらましは創立25周年記念誌 (昭和49年刊)に述

べられているので,ここにはそれ以降現在までの15年間の概要について述べることにする.

昭和49年 研究部の構成は,部長に田島弥太郎,第1研究室は部長が室長を兼任し,村上昭

雄研究員のほか,鬼丸喜美治,深瀬与惣治,大沼昭夫の3研究補助員が,カイコの遺伝系統や

実験系統の飼育に当った.第2研究室は,黒田室長のほか湊活研究員が,昆虫の形質分化に関

する研究を行った.

昭和50年 田島部長が3月1日に研究所の第4代所長に就任し,人類遺伝部松永英部長が形

質遺伝部長事務取扱いとして発令されたが,第1研究室は田島所長が併任して引続きカイコの

突然変異生成機構に関する研究を行った.第2研究室では,黒田室長が,昆虫および晒乳類の
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培養細胞を用いた遺伝子発現や突然変異の生成機構,がんの発現機構などの研究を行った.ま

た,この年から3カ年文部省科学研究費補助金総合研究(A)｢培養動物細胞の体細胞遺伝学的研

究｣(代表者黒田行昭)が認められ.研究の推進に大いに役立った.

昭和51年 9月16日,黒田室長が部長に昇任し,研究体制としては第1研究室長はとりあえ

ず田島所長が併任し,第2研究室長は黒田部長が併任して,これまで通り研究を進めた.第1

研究室ではカイコの卵母細胞法により検出された突然変異の特性やポテンシャル ･ミュータゲ

ンに関する基礎的研究を行った.第2研究室では,キイロショウジョウバエの伴性劣性致死突

然変異を用いて,致死膳の細胞を体外培養して致死遺伝子の発現する時期や組織特異性を明ら

かにすることかできた.また,ウズラ肱の軟骨細胞の分化に細胞の微細環境が大きく影響をも

つことや,ヒト胎児,チャイニーズ･-ムスターの肺細胞を用いた化学物質の突然変異検出系

を確立し,AF-2やフロキシン (赤色色素),亜硫酸などの変異原性を明らかにした.

昭和52年 第1研究室では,カイコを用いた突然変異生成機構に関する研究,ポテンシャル･

ミュータゲンに関する研究,低線量率放射線の遺伝的効果に関する研究,カイコの細胞遺伝学

的研究などを進めた.また,本年度から科学研究費補助金環境科学特別研究として ｢環境汚染

の人体に及ぼす影響｣(代表者田島弥太郎)が認められ,各分野の研究者の協力を得てプロジ

ェクト研究課題の取りまとめを行った.第2研究室では,昆虫および晴乳類,魚類などの培養

細胞を用いた遺伝子発現,形質分化,突然変異の生成機構などの研究を行った.黒田部長は,

7月連合王国エジンバラで開催された第2回国際環境変異原学会で講演発表を行い,また, 8

月東京で開催された第8回国際発生生物学会でも講演発表を行い,各国の研究者と親交を温め

た.

昭和53年 第1研究室では,村上昭雄研究員が室長に昇任し,5月1日付で発令された.研

究面では,カイコ脈を用いてγ線や化学物質の突然変異誘発効果が,生殖細胞の形成時期や産

下後の発生時期によって変動することを明らかにした.そのほか,カイコにおける行動異常の

突然変異を用いて,行動遺伝学の研究を行った.第2研究室では,引続いてショウジョウバエ

の体外培養による致死遺伝子発現の研究や,ヒト2倍体細胞を用いて,カビ毒や トリプ トファ

ン燃焼物の変異馴生を検出した.また,文部省科学研究費補助金総合研究(A)｢ショウジョウバ

エ ･カイコのDevelopmentに関する遺伝学的研究｣(代表者黒田行昭)が本年度より2カ年の

研究を行うことになった.また,学術振興会の外国人招-い研究者として,インドのバンガロ

ール大学動物学科主任A.R.Kastori･Bai博士が5月より9カ月間滞在し,昆虫による薬剤代謝

活性能の柱間差異について共同研究を行った.

昭和54年 第1研究室では,カイコの生殖細胞を通じて子孫に伝えられる突然変異を対象と

した変異原物資の同定やその生体内代謝,無作用量域の存在などの研究や染色体組換え,性モ

ザイクの研究,雌特異タンパク質の合成などの発生遺伝学的研究を行った.第2研究室では,

昆虫や哨乳類の培養細胞を用いた研究を続行した.黒田部長は,10月に開催された日本遺伝学
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会第51回大会で,シンポジウム ｢ショウジョウバエの発生遺伝学｣を企画し,講演を行い座長

をつとめた.同じく10月に開催された日本動物学会第50回大会では,｢下等動物の組織培養｣

と題するシンポジウムを企画し,昆虫や軟体動物,魚類,両生類など下等動物の組織培養の技

法とその成果について討議を行った.また,ショウジョウバエ研究者の全国的組織として,日

本ショウジョウバエ研究会事務所を当研究室におき,毎年日本遺伝学会に引続いて ｢Drosophi-

1aMeeting｣の開催や,研究者間の連絡を行うことになった.

昭和55年 第1研究室では,カイコの生殖細胞発育時期によるマイトマイシン誘発の突然変

異感受性の変動や突然変異のスペクトラムについて,卵色の特定座位法による解析を行った.

また,カイコの3倍体雌について,その不妊性が一般に考えられている染色体の分離異常だけ

ではなく,卵形成に関与する遺伝子の発現機構の異常によることを示した.第2研究室では,

ショウジョウバエの体外培養の研究で,伴性劣性不妊突然変異を用いて,その精巣や卵巣の成

熟分化の異常を解析した.また,哨乳類の培養細胞を用いた突然変異誘発機構の研究では, ト

リプトファン,グルタミンなどの熱分解物の変異原性を,これらの濃度と処理時間を変化させ

てしらべ,濃度率効果 (dose-rateeffect)の存在を明らかにした.

黒田部長は, 8月京都で開催された第16回国際昆虫学会議で ｢初代培養におけるキイロショ

ウジョウバエの肺細胞の特性｣と題するシンポジウム講演を行い,その後比叡山荘でのサテラ

イト･シンポジウムでも ｢体外培養によるキイロショウジョウバエの脈発生における遺伝子作

用の解析｣という講演を行った.また,10月にはフィリピン大学で行われた ｢東南アジア環境

変異原,がん原,催奇形成物質の検出と規制に関する会議｣に出席し,講演と実習指導を行っ

た.

昭和56年 第1研究室では,カイコの性染色体と常染色体との転座系統について,転座部位

の解析のほか,低温処理によって生ずる雌核および雄核などの単為発生個体の発生機構につい

て研究を行い,これらの単為発生個体は2精子合体や卵核 と極体との合体のほか,単一配偶子

の倍加によることを明らかにした.第2研究室では,ショウジョウバエの瞳細胞の培養液にエ

クジステロンを添加して培養したところ,成虫の肢,麹,複眼などの成虫原基の特徴をもった

構造が形成されることを見出した.また,哨乳類の培養細胞の突然変異検出系で,これまで微

生物の系では検出できなかったアニリンなど芳香族化合物の変異原性を初めて検出することが

できた.

黒田部長は, 8月スイスのバーゼルで開催された第9回国際発生生物学会で ｢体外培養によ

るキイロショウジョウバエ生殖細胞の発生の研究｣と題して講演を行い,また, 9月東京,三

良,京都で開催された第3回国際変異原学会議では,三島会議の委員長として会場の設営,プ

ログラム,懇親会などの企画,運営を行い,パネル討論会を司会した.科学研究費補助金総合

研究(A)｢昆虫における遺伝子作用の細胞 ･分子レベルでの研究｣(代表者柴田行昭)がこの年

に発足し,3カ年の研究を推進した.
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昭和57年 第1研究室では,カイコの発生初期卵を過冷却処理 して,3倍体のほか4倍体が

得られた.また,モザイク個体や染色体断片の欠失によるマグラ蚕も得られた.さらに,特定

座位法が用いられるカイコとマウスとで,種々の化学物質に対する突然変異反応の比較を行っ

たところ,マウスでのみ陽性の物質やカイコでのみ陽性の物質があり,両動物種の生理的差異

が示唆された.第2研究室では,晴乳類培養細胞の突然変真検出系で,前年のアニリンに続い

て,クロロアニ リン,ニ トロベンゼン,-キサクロロベンゼンなど染料や媒染剤,医薬品に使

用されるアニリン誘導体にいずれも変異原性が検出された.

この年,黒田部長は8月札幌で開催された ｢昆虫細胞の微細構造と機能｣の国際会議で ｢体

外培養によるショウジョウバエの成虫器官の分化｣について講演発表を行った.また,10月修

善寺において日本組織培養学会と日本環境変異原学会との合同大会を主宰 し,英国国立がん研

究所のL.H.Franks博士の特別講演や ｢組織士,:I,A-養研究の新しい展開｣および ｢各種短期変異原

性テストの意味するもの｣という2つのシンポジウムを企画して行った.

昭和58年 第1研究室では,マウスやヒトなどの雌 (女性)にみられる2本のⅩ染色体の中

の1本が不活化する現象が,雄ホモのカイコにおいてもみられるかどうかを,性染色体 と常梁

色体との転座系統を用いてしらべたところ,雄のもつ2本の性染色体の中の1本か不活化され

ていることが示された.そのほか,カイコの特定座位法を使用した生殖細胞におけるメチル化

合物やエチル化合物の突然変異誘発性の研究が進められた.第2研究室では,これまで主とし

て光顕レベルで観察されてきたショウジョウバエ旺細胞の体外培養による形質分化の解析を,

千葉大学医学部嶋田裕教授の協力を得て,電顕レベルで解析を行った.筋肉細胞ではサルコメ

ア (筋節)のQ域,J域およびZ膜の形成が観察され,上皮細胞には巌合やギャップ結合,チ

スモゾームなどそれぞれの細胞に特有な微細構造の形成が観察された.

黒田部長は, 6月に米国フロリダ州セント･オーガスナンで開催された第6回国際無脊椎動

物組織培養学会に出席して講演発表と座長をつとめ,次回第7回会議を参加者の要望に応えて

4年後に日本で主宰して開催することになった.また,12月にインドのニューデ リーで開催さ

れた第15回国際遺伝学会議に出席して,ショウジョウバエの旺細胞における遺伝子発現の解析

について講演発表を行った.

昭和59年 系の概要で述べたように,この年の4月,国立大学共同利用機関-の敗組,転換

が行われ,これまでの形質遺伝部は形質遺伝研究部門となり,発生遺伝研究部門とともに個体

遺伝研究系を構成することに組織換えされた.そして,これまでの2研究室も改められて,形

質遺伝研究部門の中に黒田教授,村上助教授,湊助手,山田助手という体制になった.

形質遺伝研究部門での研究内容は,これまでの研究をもとに,高等生物の種々の形質を支配

する遺伝子が生物の発生過程において,いつ,どの組織にどのようにして発現するかを,ショ

ウジョウバエやカイコなどの昆虫や高等動物の培養細胞を用いて研究を行うことである.また,

化学物質や放射線によって遺伝子に突然変異を起させて,その突然変異の形質が発現するしく
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みについて,晴乳類の体細胞系やカイコの生殖細胞を用いて研究している.

黒田教授は2月に名古屋において開催された老化研究委員会の20周年記念講演会において,

｢遺伝学からみた老化のしくみ｣と題する特別講演を行った.また, 5月には, 日産科学振興

では,開催のための諸準備 と運営に当り,講演を行った.11月には, 日本遺伝学会第58回大会

が三島で開催されたが,黒田教授は副委員長として開催の準備,運営に当り,一般講演のほか

特別講演,シンポジウム,公開講演など多彩な大会行事をとり行った.また,この大会後引続

いて第15回DrosophilaMeetingを伊豆長岡町において開催した.

昭和60年 男EB教授のショウジョウバエの培養細胞を用いた遺伝子発現の研究は,9月に仙

台で開催された第3回国際細胞培養会議のシンポジウムで講演発表した.この後,引続いて行

われた ｢体外培養における無脊椎動物細胞の応用｣の関連シンポジウムの企画,運営を行った.

培養細胞を用いた化学物質による突然変異誘発の研究に関しては, 6月スエーテンのストック

ホルムで開催された第4回国際環境変異原学会議で研究発表を行った.また,この会議の期間

中に開催された国際環境変異原学会連合 (IAEMS)の委員会には,黒田教授がわが国の代

表委員の1人として出席し,種々の国際的問題を協議した.

10月には,アメリカのカンサスで開催された ｢突然変異および発がんの抑制機構に関する国

際会議｣に出席し,講演を行った.そのほか, 9月に秋田市で開催された日本環境変異原学会

第14回大会では,｢環境化学物質の変異原性 とそのとらえ万｣ と題するシンポジウムの企画に

加わり,講演を行った.

昭和61年 形質遺伝研究部門での研究は,つぎの3つの課題に分けることができる.すなわ

ち, 1)ショウジョウバエの発生における眺細胞の形質分化の研究 (黒EB･湊 ･山田). 2)

カイコの発生遺伝学的研究 (村上). 3)晴乳類細胞における突然変異誘発と老化機構の研究

(黒田).本年もこれらの研究についてはそれぞれ進展があった.

本年度より文部省科学研究費補助金総合研究(A‖~細胞工学的手法による昆虫の遺伝子発現の

研究｣(代表者黒田行昭)が認められ,ショウジョウバエやカイコ,-エなどの昆虫を用いた

遺伝子工学や細胞工学の研究を3年間にわたって推進することができた.また, 日本遺伝学会

に対して文部省より要請のあった遺伝学用語の標準化について,黒田教授が代表者となり科学

研究費補助金特定研究 ｢遺伝学用語標準化の調査研究｣が本年度より発足し,遺伝学の12の専

門分野の研究者の協力を得て, 3年間にわたる同語の標準化の作業を開始した.

昭和62年 キイロショウジョウバエのRIji細胞の体外培養による研究は,ユタジステロン存在

下で分化してくる成虫の各組織や器官構造について,本年度は客員研究部門の嶋田裕教授の協

力を得て,電顕レベルでの観察を行い,とくに気管の形成過程を詳細に追跡することができた.

また,雄のみを殺すスピロプラズマSR因子を用いて,SR因子が雌雄の瞳細胞をどのように

識別し,また雄のどのような組織に傷害を与えて雄を致死に至らせるかについて,体外培養系

一106-



を用いて研究を開始した.

黒田教授は, 5月に伊豆 ･大仁ホテルで開催された第7回国際無脊椎動物および魚類組織培

養学会議の会長として,会議の準備と運営に当ったが,外国から約50名,国内から約100名の

研究者を迎え,7つの主要課題について51題の講演と21題の展示講演が行われた.会議の内容

はプロシーディングとして"InvertebrateandFishTissueCulture"(Kuroda,etal.編)と題

して,学会出版センターおよびSpringer-Verlag社より出版された.

昭和63年 環境変異原の研究の流れは,これまで環境中に存在する種々の化学物質の変異原

性の検出とその作用機構に関する研究が主要なものであったが,最近これらの環境変異原の作

用を抑制する物質の検索とその作用機構の研究が新 しい方向性として注目されるようになった.

本研究部門でも黒田教授が晒乳類の培養細胞を使って,ビタミンCおよびその誘導体による変

異原抑制作用を明らかにした.

黒田教授は12月,伊豆 ･大仁ホテルで開催された第2回突然変異 ･発がん抑制機構会議に会

長として組織委員会を組織し,会議を主宰した.この会議には,外国から約100名,国内から

は約200名の研究者を迎え,2つの特別講演,8つの主要課題についてのシンポジウムのほか,

50題の口頭発表と70題の展示講演など6日間にわたった会議は,国際交流の場 として大変有意

義であった.この会議で,黒田教授は,開,閉会式の挨拶のほか,｢日本における抗変異原の

研究｣と題する特別講演や,シンポジウム ｢晴乳類および人類遺伝学における局面｣での座長

をつとめ講演を行った.この会議の内容は,平成元年12月に, "AntimutagenesisandAnti-

carcinogenesisMechanismsII"(Kurodaetal.編)としてアメリカのPlenum社より出版

される.黒田教授は8月,カナダのモントリオールで開催された第4回国際細胞生物学会議お

よび トロントで開催された第16回国際遺伝学会議に出席し,それぞれ培養細胞を用いた加令に

ともなう自然突然変異の集積および電顕を用いた形質分化の研究について成果を発表した.

iii 生理遺伝客員研究部門

生理遺伝客員研究部門は,昭和59年4月,国立遺伝学研究所の改組,転換のあった翌年の昭

和60年に,個体遺伝研究系の客員部門として設置された.当研究部門では,生物の個体発生に

おいて,種々の組織や器官の分化する機構 と,それに関与する遺伝子の作用について,実験的

および理論的な研究を行っている.

昭和60年 千葉大学医学部嶋田裕教授および九州大学理学部木島博正助教授が8月より客員

として発令され,嶋田教授は,ニワトリの胸鼠および足筋に存在するそれぞれ特有の トロポニ

ンTのモノクローン抗体を作成し,蛍光抗体法により発生過程におけるトロポニンの変遷をし

らべ,これが肱子型-新生児巧u_-親型の3fEu_を経て形成されることを明らかにした.また,檀

養筋細胞における細胞骨髄の発生を電顕レベルで研究したほか,形質遺伝研究部門の黒田教授

と共同研究を行い,培養ショウジョウバエ脹細胞から分化した細胞を電顕レベルで観察した.
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木島助教授は,ヒドラの神経系に異常のある突然変異系統を用いて,神経細胞に含まれる神経

ペプチ ドFMRFアミドを免疫組織化学的方法により研究を行った.

昭和61年 前年度に引続いて嶋田教授,木島助教授がニワトリやヒドラを使用して,筋タン

パク質や神経系の分化について研究を行った.嶋田教授は,心筋の調節タンパク質 トロポニン

の遺伝子解析のため,心筋のcDNAライブラリーを作成して, トロポニンのcDNAを分離

し,その一部の塩基配列を決定した.木島助教授は,ヒドラの神経細胞を単離して体外培養を

行い,腫腸動物として最も原始的な網状神経系のネットワーク形成過程をしらべ,単離神経細

胞と刺胞細胞のデスモソームにパッチクランプ法を通用して,Maxi型に属すると思われるK+

チャンネルの単一チャンネル電流の測定に成功した.

昭和62年 嶋田教授は引続き客員として培養骨髄筋細胞および心筋細胞の微細構造の研究を

行い,またショウジョウバエの旺細胞の体外培養での分化の研究について,形質遺伝研究部門

黒田教授との共同研究を行った.また,木島助教授は,3月まで引続いてヒドラの神経系の分

化について,さらに東北大学理学部井出宏之助教授が12月1日付で発令され,ニワトリ腫脹芽

のパターン形成について研究を行った.嶋田教授は,ニワトリの培養骨髄筋細胞における細胞

骨髄が発生にともなってどのように変化するかを走査電子顕微鏡で観察した.その結果,膜直

下の細胞骨格が,細胞周期にともなって変化し,細胞の形の維持に大きな役割を果しているこ

とが分った.また,筋原繊維形成の方向性の決定について,各種抗体による染色法を用いてし

らべ,細胞の基質接着部にアクチンフィラメントと細胞膜とを結合するα一アクチニンやビン

キュリンが集積 し,細胞内で相対向する接着部間に発生した張力の方向に治って,筋節タンパ

ク質の重合が起ることを示唆した.
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(4)集団遺伝研究系

系の概要

集団遺伝研究系は, 1つ1つの個体でなく,それが集まってできた生物の集団を対象として,

その遺伝的構造を支配する法則や進化の遺伝的機構について研究を行っている.この系は,集

団遺伝研究部門 (前の集団遺伝部),進化遺伝研究部門 (前の生理遺伝部)および理論遺伝研

究部門 (客員部門)からなる.以下各部門ごとに過去15年の経過を述べる.

集団遺伝研究部門

集団遺伝研究部門では,生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探求をめざし,研究を進め

ている.分子レベルにおける種内変異と進化の仕組みを確率過程として扱う理論的研究が主な

課題である.特に木村が1968年に分子進化の中立説を発表して以来,この問題では当研究部門

が世界をリー ドする役目を果してきた.それまで実際のデータとは結びついていなかった確率

過程の理論が,分子レベルの進化と変異を理解する上で不可欠となったからである.一方人類

の進化を理解する上で大切な社会生物学の理論的研究も重要な課題であった.以下,集団遺伝

部門のあゆみを年を追って簡単に記録しておく.

昭和49年

第 1研究室においては分子レベルにおける進化と変異の問題を集団遺伝学の立場から研究し,

成果をGenetics,Nature,PNASなどに発表した.学会における研究発表としては,部長木

村資生がアメリカ数学会主催のシンポジウム ｢生物学における数学的問題｣に招かれて渡米し,

分子レベルでの集団遺伝学的研究について講演した.また,研究員太田朋子 (原田)はフラン

スのモンペ リエ-で開かれた分子進化に関する国際学会に招かれ,講演した.

第 2研究室では細分化された集団における遺伝子頒度の確率過程について数理解析を行うと

共に,自然集団における変異保有機構に関して理論的および実験的研究を行った.室長丸山毅

夫はテキサス大学 (ヒューストン)の人口統計および集団遺伝学センターに客員教授として研

究および講義のため出張した.
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ウィスコンシン大学のJ.F.Crow教授が 7月16日から12月23日まで遺伝研外国人客員とし

て来訪 され,集団遺伝部で共同研究に従事 された.また,シカゴ大学肋教授 M.Slatkin博士

も外国人研究員として6月2日から9月9日まで遺伝研に滞在,集団遺伝部の要員と協同研究

を行った.

昭和50年

部長木村はジオンス ･ホプキンス大学の100年記念シンポジウムに招かれ ｢集団遺伝学 と分

子進化｣ と題する講演を行った.この機会を利用 し,ジオンス ･ホプキンス大学のみならずウ

ィスコンシン大学,カリフォルニア大学,スタンフォー ド大学などを訪問 し多くの遺伝学者 と

研究連絡を行 うことができた.人事の面では研究員太田朋子 (原田)が4月1日付で主任研究

官に昇格 した.研究員山崎常行はアメリカ合衆国ノースカロライナ州にある国立保健科学研究

所 (NIEHS)の招 きを受け, 自然集団における遺伝的変異の集団遺伝学的研究を行 うため

出張 した.

50年に集団遺伝部に関係の深かった行事 としては第4回遺伝研夏期セ ミナーが 7月7, 8,

9の 3日間にわたって,｢集団遺伝学 と分子進化｣の題目で行われたことをあげねばならない.

全国から受講生100名余 りが出席し非常な盛会であった.このセ ミナーには講師 として木村,

丸山および太田が活躍 した外,外部からも講師 として向井輝美九大教授および根井正利テキサ

ス大学教授の参加を得ることができたのは幸いであった.外国からの来訪者をあげると,米国

ウィスコンシン大学のJ.F.Crow教授,テキサス大学 (ヒュース トン)の集団遺伝学教授の

根井正利博士 ,フランス国立血液研究所長 JacquesRuffie教授およびテキサス大学のWen-

HsiungLi博士.

昭和51年

第 1研究室では引続き集団遺伝学の立場から分子レベルにおける進化 と変異の問題を扱った.

部長木村はコレジ ･ド･フランスにおいて分子進化 と集団遺伝学に関する講義を行 うよう招待

を受けたので,英仏の遺伝学者 との研究連絡 も兼ね, 5月フランス国および連合王国へ出張し

た.また,11月学会出席および研究連絡のため渡米 した.木村の集団遺伝学および分子進化論

-の貢献は広 く認められ,11月3日文化勲章を受章 し,翌4日には文化功労者に選ばれた.ま

た仏国 トゥルーズの科学 ･考古学 ･文学アカデ ミー (L'AcademiedesSciences,Inscriptions

etBellesLettersdeToulouse)の外国人会員に選ばれた.人事の面では太田朋子 (原田)

が11月1日付で第 1研究室長に昇格 した.

第 2研究室では細分化された集団の遺伝的構造および遺伝子頻度の確率過程について研究を

行った.また自然集団における変異保有機構や人類進化の問題を集団遺伝学の立場から追究 し

た.室長丸山毅夫は米国ウィスコンシン大学で講義 と共同研究を行 うため渡米 した.また,ノ

ースカロライナ州にある国立保健環境科学研究所 (NIEHS)-共同研究のため出張中の山

崎常行研究員は帰国,九大理学部生物学教室 (細胞遺伝学研究室)の助教授 として転出した.

-110-



第2回谷口国際生物物理シンポジウムが分子進化と多型 ("MolecularEvolutionandPoly-

morphism")の題目の下に10月1日から10月5日まで遺伝研の会議室を借り,木村を委員長

として行われた.外国人5名と日本人13名が参加し,非常に有意義な会であった.外国からの

来訪者の主なものを列記すると次のようになる.ロンドン大学A.LMackay博士,ロン ドン

大学T･Blundell教授,フランス国立血液研究所長JacquesRuffie教授,オース トラリアC

SIRO数学 ･統計学部門J.Gani教授,フランス国立血液研究所H.Vergnes博士.

昭和52年

第1研究室での主な成果としては,進化の過程においてコドンの第3番目の位置に新しい突

然変異が蓄積する速度を算出し,これと中立説との関連を明らかにしたこと,および多重遺伝

子族の集団遺伝学的理論を発展させたことをあげることができる.部長木村は西独ゲッチンゲ

ンにあるマックス ･70ランク生物物理化学研究所のM.Eigen博士の招きを受け,集団遺伝学

と分子進化に関する講義と研究連絡のため渡欧した.木村は学術上の功績により7月1日付で

郷里岡崎市の名誉市民に選ばれた.

第2研究室ではウィスコンシン大学に出張中の丸山毅夫室長が帰国した.同室長は遺伝子頻

度の確率過程に関する研究成果をまとめ,これを"StochasticProblemsinPopulationGenetics

の題の下にドイツのSpringer出版社から (LectureNotesinBiomathematicsの1つとして)

発表した.第2研の研究員の席は前年山崎常行が九大助教授として転出以後空席となっていた

が,本年4月1日付で高畑尚之を研究員として採用した.外国からの来訪者の主なものを列記

すると次のようになる.ウィスコンシン大学J.F.Crow教授,同大学W.M.Fitch教授,エジ

ンバラ大学R.Ambler教授,カリフォルニア大学 H.Stern教授,フランス国立血液研究所

J.Constans博士,アメリカM.I.T.J.Yellin博士,テキサス大学根井正利教授,オース ト

ラリアC.S.Ⅰ.R.0.数学統計部門主任研究官C.C.Heyde博士.

昭和53年

第1研究室の主な成果としては,ステップ状突然変異モデルを仮定したとき有限集団中で各

種対立遺伝子の集団内分布がどうなるかという問題を解決したこと,集団個体数の制御下で淘

汰による遺伝子碩度の変化率がどのようになるかを解明したこと,量的形質に淘汰が働いたと

き関与する遺伝子座の各々にどれだけ淘汰がかかるかを表わす一般式を導いたこと,多重遺伝

子族に関する集団遺伝学的理論を免疫グロブリンの変異の問題にあてはめ新しい結果を得たこ

となどをあげることができる.部長木村は集団遺伝学に関する研究調査のため米国ウィスコン

シン大学に出張した.渡米中の6月9日,米国シカゴ大学から世界の集団遺伝学の進歩に貢献

したという理由で名誉理学博士の称号を授与された.また,5月3日付でアメリカ芸術 ･科学

アカデミーの外国人名誉会員に選ばれた.室長太田 (原田)朋子は米国ティル トン市で開かれ

た ｢理論生物学および生物数学に関するゴル ドン会議｣に招待され,講演した.

第2研究室ではステップ状突然変異モデルをより一般的な場合に拡張することを試み,中立
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突然変異と弱有害突然変異との両方を含む場合の数理的扱いに成功し,さらに,複合ステップ

モデルの定式化を行った.また,室長丸山は電算機を用い長いDNA塩基配列を種間で比較し

分子進化の研究を行うための新しいプログラムを作成し,分子遺伝部添田研究員との協同研究

を開始した.53年に集団遺伝部と関係の深かった行事の1つとしては10月9日,日本遺伝学会

第50回大会で ｢分子レベルでの変異と進化｣と題してシンポジウムが行われ集団遺伝部要員が

これに参加したことである.また木村は京都で行われた第51回日本生化学会大会に招かれ ｢分

子進化と変異の仕組｣と題し総会講演を行った.外囲からの来訪者の主なものを列記すると次

のようになる.ウィスコンシン大学J.F.Crow教授,テキサス大学根井正利教授,カリフォ

ルニア大学T.H.Jukes教授.

昭和54年

第1研究室では分子進化の中立説について,微弱有害突然変異の有害さがゼロに近づいた極

限として中立突然変異を扱う有効中立突然変異モデルを提唱した.また,分子進化中立説の総

合報告をScientificAmericanその他の雑誌に発表した.その他の成果としては遺伝子の重複

とそれに続く弱有害突然変異遺伝子の集団中への偶然的固定,量的形質に関する切 り捨て選抜

の一般理論,多重遺伝子族の進化の問題,および染色体間不等交叉を考慮した理論などをあげ

ることができる.

第2研究室では,重複遺伝子座におけるヌル (null)対立遺伝子の固定,確率過程時間逆

転理論の集団遺伝学への応用,重複遺伝子座における多巧IJ_と遺伝子発現の喪失の問題,時間的

相関を伴う淘汰強度の変動と突然変異の両作周のもとでの有限集団の遺伝的変異など研究した.

なお室長丸山毅夫は集団遺伝学研究のため米国テキサス州ヒューストン市にあるテキサス大学

の根井正利教授の研究室へ出張した.部長木村は,第20回日本医学会総会から招待され ｢集団

遺伝学｣と題する講演を行った.また京大創立記念講演や,北海道苫小牧で行われた王子国際

セミナーでの招待講演を行った.丸山は米国ノースウエスタン大学で開かれた第9回確率過程

とその応用学会で,招待講演を行った.集団遺伝部と関係の深い施設である電子計算機は,

TOSBAC3400に変り4月1日からFACOM M140が導入された.外国からの来訪者の

主なものを列記すると,米国シティー ･オブ ･ホープ ･メディカルセンターS.Ohno教授,

ウィスコンシン大学J.F.Crow教授,フランス国立血液研究所長J.Ruffie教授.

昭和55年

第1研究室ではDNA塩基配列の比較から進化速度を推定する統計的方法を研究し,新しい

有用な方法を見出したのでこれについて発表した.多重遺伝子族における同時進化の集団遺伝

学的研究については,これを免疫グロブリンのアミノ酸変異の問題に応用して新しい知見を得

たほか,座位間の連鎖不平衡を求めることにも成功した.部長木村は10月第7回国際CODA

TA会議に招待され講演を行った.室長太田朋子 (原田)は第2回遺伝学セミナーの講師とし

て講演した.また,太田は多重遺伝子族に関する集団遺伝学的研究をまとめ"Evolutionand
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VariationofMultigeneFamilies"と題するモノグラフをドイツSpringer-Verlagから出版

した.

第2研究室では細分化された集団の遺伝的構造について数理的研究を行った.また,集団遺

伝学で用いられる拡散モデルを計算機によって数値的に扱う新 しい方法を開発しこの応用を試

みた.室長丸山毅夫はICRP (InternationalCommissiononRadiologicalProtection)

会議出席ならびに遺伝学に関する調査研究のため連合王国-出張した.

人事の面では,丸山室長が3月16日付で生理遺伝部長 となり,集団遺伝部から生理遺伝部-

移 り,それに代って,部長木村が第2研究室長を兼任することになった.また,第2研の研究

員として青木健一を10月1日付で採用した.外国からの来訪者の主なものはウィスコンシン大

学J.F.Crow教授,米国シティー ･オブ ･ホープ ･メディカルセンターS.Ohno教授,およ

びモスクワのソ連手斗学アカデ ミー遺伝研究所のY.P.Altukhov博士.

昭和56年

第1研究室ではDNA塩基配列の比較から進化速度を推定する統計的方法や,-モグロビン

の進化速度などについても新しい結果を得て発表したが,最も重要な成果はコドン使用頻度に

関するものである.同義的コドンの不均一使用は分子進化中立説にとって不利な証拠であると

して,しばしば引合いに出されたが,この現象も中立説の枠内で定量的に説明できることが見

出された.多重遺伝子族については-モグロビンなど,構成員遺伝子の数が少ない ｢少数多重

遺伝子族｣を研究した.その他,SelfishDNAの集団遺伝学的理論や,核外DNAの伝播遺

伝の数理的研究などに成果を得た.部長木村は本年 1月から日本遺伝学会会長に選ばれ,1981

年と1982年の2年間の任期を務めることになった.これに関連し,10月12日～14日に広島で開

かれた遺伝学会第53回大会では ｢核酸の塩基配列の比較 と分子進化中立説｣と題し,特別講演

を行った.室長太田朋子 (原田)は ｢分子レベルにおける集団遺伝学の理論的研究｣に関しす

ぐれた業績を上げて来たことが認められ,第1回猿橋貴を与えられた.

第2研究室では染色体あたりの重複遺伝子の数の分布,塩基置換のモデルと偽遺伝子の進化

速度,核外遺伝子の数学的モデルと遺伝的変異, ミトコンドリアDNA制限酵素地図からの進

化的距離の推定法などの題目につき新しい知見を得た.また,表現型レベルの進化に関しては,

Hamiltonの法則を利他行動が1遺伝子座 2対立遺伝子によって決定されると仮定したモデル

を用いて解析 し,膜週 目ワーか-の進化モデルについても研究した.外国からの来訪者の主な

ものをあげると,米国ウィスコンシン大学J.F.Crow教授,テキサス大学集団遺伝学教授根

井正利博士,米国シティー ･オブ ･ホープ ･メディカルセンターS.Ohno教授,英国Imperial

CancerResearchFundLaboratories所長WalterBodmer博士など.

昭和57年

分子進化中立説を支持する証拠も次第に蓄積 して釆たが,これを集大成する著書の原稿をほ

ぼ完成することができた.多重遺伝子族の集団遺伝学的研究についても多くの成果が得られた.
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この年はダーウィン死後100年目にあたり,生物進化に関する記念行事が相次いで行われた.

部長木村はアメリカ進化学会とアメリカ ･ナチュラリスト協会をスポンサーとする ｢遺伝子と

タンパクの進化｣と題するシンポジウムで中立説に関する講演を行った.またドイツのHeide1-

bergで行われたEMB0 (ヨーロッパ分子生物学機構)の年次シンポジウムが,57年は

"GeneticFlux"と題され,最後の半日が進化の問題にあてられ,木村はここで講演を行った.

また,その機会を利用し,ロンドンのImperialCancer研究所で講演するよう招待を受けたの

で,分子進化中立説の現状について報告 した.さらに木村はスペインのBarcelona大学で行

われたダーウィン100年記念のシンポジウムに招かれ,集団遺伝学に基づ く進化機構論,特に

中立説について講演した.木村は本年も日本遺伝学会会長を務め,福岡で開かれた遺伝学会第

54回大会に参加した.なお,木村は12月13日付で日本学士院会員に選出された.室長太田朋子

(原田)は分集団の間で移住に制限がある時の連鎖不平衡の問題や多重遺伝子族の多型性につ

いて研究し, 日本生化学会のシンポジウム ｢真核生物遺伝子の構造と進化｣で講演を行った.

また日本遺伝学会第54回大会では,進化に関するミニシンポジウムで講演した.

第2研究室では連鎖したDNA塩基座位の間の連鎖不平衡,核外DNA分子における塩基置

換の推定,有性繁殖の進化的意義,グループ淘汰が逆方向に働 く個体淘汰に打勝つ条件,量的

形質としての利他行動の進化などの問題につき新しい結果を得て発表した.高畑は文部省在外

研究員として米国ワシントン大学において ｢集団遺伝学による分子進化および種分化の基礎的

研究｣を行うため渡米した.外国からの来訪者の主なものをあげると,米国ウィスコンシン大

学のJ.F.Crow教授,イギリスの有名な科学解説家NigelCalder氏, ドイツのマックス ･ブ

ランク生物物理化学研究所のManfredEigen教授 (ノーベル化学賞受賞者),米国シティー ･

オブ ･ホープ ･メディカルセンターS.Ohno (大野藍)教授がそれぞれ来訪された.

昭和58年

部長木村は中立説に関連した内外の研究を集大成し, "TheNeutralTheoryofMolecular

Evolution"と題する著書を英国のCambridgeUniversityPressから出版した (1983年10月).

木村は本年も日本遺伝学会会長をつとめ,仙台で開かれた遺伝学会第55回大会 (昭和58年10月

8日～10日)に参加 した.室長太田朋子 (原田)は利己的DNAがゲノム内でどのように増え

るかのモデルを作り解析 した.また多重遺伝子族がいくつかの染色体に分散して存在するとき

の協調進化について解析を行った.なお太田は多重遺伝子族の集団遺伝学的理論に関する業績

が認められ,遺伝学振興会から3月31日付で第2回奨励賞を受けた.

第2研究室では核外にあるミトコンドリアや葉緑体のDNAを対象とする集団遺伝学的理論,

特にこれら核外遺伝子の連鎖不平衡や自然淘汰の効果について新しい結果を得た.またグルー

プ淘汰が逆方向に働 く個体淘汰,互恵的利他者が "しっぺいがえLIl戦略を行使する新しいモ

デルなどにつき解析 した.研究員高畑は文部省在外研究員として米国ワシントン大学において

研究を継続した.なお,高畑はセントルイスで開かれた米国遺伝学会大会で核外遺伝子のディ
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ナミックスに関し研究を発表した.研究員青木は集団遺伝学にもとづ く利他行動の進化理論を

まとめ,海鴨杜 (東京)から ｢利他行動の生物学｣と題する著書を出版した.外国からの来訪

者の主なものをあげると,米国MassachusettsGeneralHospitalのJiriNovotny博士,米国

ウィスコンシン大学のJ.F.Crow教授,スウェーデンのルンド大学のB.0.Bengtsson博士,

米国CityofHopeのBeckmanResearchlnstituteのS.Ohno (大野艶)教授,さらに10月

19日にはイギリスの有名な科学解説家NigelCalder氏,イスラエルの-イ77大学進化研究

所所長EviatarNevo教授.

昭和59年

教授木村は中立説の発展として,互助的中立進化の概念を提唱し,それに関する数学的理論

を11月に遺伝研で行われた王子セミナーで発表した.また,グループ間競争を取り入れた拡散

モデルについても研究した.木村は本年も日本遺伝学会会長を務め,三島で開かれた遺伝学会

第56回大会に参加した.教授太田朋子 (原田)はケンブリッジ大学のG.Dover博士 と共同で

モレキュラー ･ドライブに関する集団遺伝学的研究を発表し,またトランスポゾンについても

理論的研究を行い新しい結果を得た.太田は米国マイアミ市のHowardHughesMedicalln-

stituteで開かれた ｢分子生物学と進化理論｣に関する国際集会に招待され講演したほか,ll

月当研究所を会場として開かれた第19回王子セ ミナーでは青木健一助手の協力を得てこの国際

研究集会の組織と運営にあたり,セミナーを成功裏に終らせることができた.このセミナーに

は外国 (英,栄,オーストラリア)から9名,日本国内から24名が参加し"Populationgene-

ticsandmolecularevolution"の題目の下にこの分野の最新の研究が発表され盛会であった.

なお,太田は分子レベルにおける集団遺伝学坪諭への優れた貢献が認められ, 5月9日付で米

国芸術 ･科学アカデミーの外国人名誉会員に選ばれた.高畑はテキサス大学で根井正利教授の

下でDNA塩基配列の比較から種の分岐年代を推定する方法について遺伝子系図学の立場から

研究した.その他,核外DNAや集団構造の問題についても研究を続け,新しい結果を得た.

高畑は6月米国コロラドで行われたアメリカ ･ナチュラリスト協会とアメリカ進化学会との合

同の1984年度の会合で核外ゲノムのintrogressionに関し研究を発表したほか,王子セ ミナー

に参加し講演した.助手青木健一は京大霊長研の野澤教授と共同でニホンザル群れについて近

縁係数の推定を行ったほか,ウィスコンシン大学のCrow教授と共同で集団が細分化している

ときの係数 G sTの性質について研究した.また,第19回王子セミナーの組織と運営を教授太田

と共に行った.外国からの来訪者の主なものをあげると次のようになる.オーストラリアのシ

ドニー大学生物科学科のJ.Sved博士,ノーベル化学賞および平和賞受賞者として高名な

LinusPauling博士,E.Zuckerkandl博士,米国NorthCarolina州立大学のB.S.Weir博

士,米国Stanford大学のS.Karlin教授, NorthCarolina州立大学のC.C.Cockerham教

授,米国BeckmanResearchlnstituteの大野乾博士,英国Leicester大学のH.C.McGregor

博士,仏回コレージュ ･ド･フランスのJ.Ruffie教授.11月13日から16日まで遺伝研を会場

-115-



に行われた第19回王子セミナーは当研究部門の要員によって組織 ･運営された関係上それに出

席した以下の外国人はすべて当部門への来訪者である (敬称略).米国からJ.F.Crow,D.L

Hartl,W.H.Li,R.Milkman,M.Nei,R.K.Selander,オーストラリアからG.A.Watterson,

英国からN.Calder,B.Charlesworth.

昭和60年

教授木村は英国ロンドン市にあるRoyalSocietyの主催で行われた "DNA配列の進化"と

題する国際研究集会において,"DNAと中立説''について講演した.この機会を利用し米国

Wisconsin大学にJ.F.Crow博士を訪ね研究連絡を行った.またパ リ市Singer-Polignac財
+

団主催の "生物進化と多様性"に関する国際会議において中立進化と自然淘汰について講演す

るよう招待を受け,出張した.国内における研究発表としては,6月に名古屋で行われた確率

論の国際会議 "The15thConferenceonStochasticProcessesandtheirApplications"にお

いて利他形質の進化に関する拡散モデルについて講演した外,7月に名古屋大学で行われた

"StochasticMethodsinMathematicalBiology"と題する日米セミナーで互助中立進化の確

率モデルについて講演した.教授太田朋子 (原田)は前年に引続き多重遺伝子族について数理

的研究を行い,イスラエルで開催された"Evolutionaryprocessesandtheory"と題する国際

会議に招待され,出張した.またノースカロライナ州立大学においてB.S.Weir博士と共同

研究を行うため海外渡航した.太田は青木健一肋手と共同で昨年の王子セミナーの講演をもと

に,英文のPopulationGeneticsandMolecularEvolutionと題する書物を編集し,学会出版

センター (東京)から刊行した.なお,太田は ｢分子レベルにおける集団遺伝学の理論的研究｣

に関する業績により60年度の日本学士院賞を受けた.また,｢国連婦人の十年｣を記念し,棉

人の地位向上に関し顕著な功績のあった者を内閣総理大臣が顕彰したが,太田 (原田)はこの

一人に選ばれ表彰を受けた.助手高畑尚之は核外DNAの集団遺伝学および遺伝子の系図に関

し理論的研究を行ったほか,米国ワシントン大学M.スラトキン博士と共同で細分された集団

における"privateallele"の分布について新しい結果を得たので発表 した.助手青木健一は

"成人乳糖吸収能力と乳使用の共進化モデル"について11月に筑波大学で行われた日本人類学

会大会で報告 した.また,教授太EEIと共同で英文著書 PopulationGeneticsandMolecular

Evolutionを編集した.外国からの来訪者は,米国のNIEHSのC.H.Langley博士,仏国

コレージュ ･ド･フランスのJ.Ruffie教授,英国の有名な科学評論家N.Calder氏,米国ウ

ィスコンシン大学のJ.F.Crow教授は日本学士院の客員として日本学士院の招きで訪日され,

当研究部門にも2週間滞在された.

昭和61年

木村は集団遺伝学および分子進化中立説に関する業績により米国Wisconsin大学から名誉

理学博士号を授与され,5月にWisconsin大学-出張した.その後,再び渡米し,6月米国

のMadison市で行われたJ.F.Crow教授70歳記念国際遺伝シンポジウムに出席し,HThirty
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yearsofpopulationgeneticswithDr.Crow"と題する講演を行った.続いてスウェーデン

国を訪ねUppsala大学で分子進化中立説に関し講義を行った.なお,木村が1983年にCambridge

Univ.Pressから出版した英文著書TheNeutralTheoryofMolecularEvolutionが向井輝

美 ･日下部真一両氏により日本語に翻訳され,10月に ｢分子進化の中立説｣と題し紀伊国屋書

店から出版された.教授太田朋子 (原田)は前年に引続き多重遺伝子族およびその他の反復配

列DNAについて研究を進めた.大乱 ま集団遺伝学の分野での業績により1986年度エイボン女

性大賞を受けた.助手高畑尚之は前年に引続き遺伝子系図学や分子進化時計に関する研究を行

った.高畑は8月1日付で集団遺伝研究系の助教授に昇格し,｢分子レベルにおける集団遺伝

学の数理的研究｣により昭和61年度日本遺伝学会奨励賞を受賞した.肋手青木健一は前年に続

き社会生物学の数理的研究を行った.青木は6月,Madisonで行われたJ.F.グロー教授,

70歳記念国際遺伝学シンポジウムに参加,講演すると共に,--バー ド大学のE.0.ウィル

ソン教授およびスタンフォー ド大学のM.W.フェル ドマン教授を訪ね,研究連絡を行った.

その後,青木はスタンフォー ド大学生物学科においてM.W.フェル ドマン教授と共同で遺伝

形質と文化特徴の共進化に関する集団遺伝学的研究を行うため10月に再渡米した.外国からの

主な来訪者は米国のScrippslnstituteofOceanographyのGeorgeSugihara博士,米国の

BeckmanResearchInstituteoftheCityofHopeのSusumuOhno博士, 0Xford大学の

W.D.Hamilton教授,仏国モンペ リエ-市のEcolePratiquedesHautesEtudesの所長

GeorgesPasteur博士,米国テキサス大学根井正利教授,英国CambridgeにあるM.R.C.

の分子生物学研究室のSydneyBrenner博士,英国の科学評論家 NigelCalder氏,スウェー

デンLund大学遺伝学教室Bengt0.Bengtsson教授.

昭和62年

教授木村は 1月に ｢集団遺伝学の研究,とくに分子進化の中立説の提唱｣の業績により昭和

61年度の朝日賞を受賞した.3月には全米科学アカデミーの1987年度の科学進歩に対するカー

ティ賞("John∫.CartyAwardfortheAdvancementofScience")の受賞が決り,Washington

D.C.で行われた同賞の贈呈式に出席のため4月アメ))カ合衆国に渡航した.木村の生物学へ

の貢献はフランスでも認められ,フランス政府から国家功績勲章騎士章 ("ChevalierdeI'

OrderNationalduMerite")を贈られることが昨年来内定していたが,5月仏大統領の特命

大便としてコレージュ ･ド･フランスのJ.Ruffie教授が来日,5月21日東京のフランス大使

館で叙勲式が行われた.木村の業績は英国でも認められ,5月に大英遺伝学会 (Genetical

SocietyofGreatBritain)から同学会の名誉会員の一人に選出された旨の連絡を受けた.教

授太田朋子 (原田)は遺伝子重複の生物進化における役割を集団遺伝学の立場から解明する仕

事に取組んでいる.大臣=ま長年に亘る集団遺伝学の数学的理論-の貢献が認められ1986年度の

ウェル ドン賞 (英オックスフォー ド大)の受賞者に選ばれた.Weldon賞メダルの贈呈式は7

月太田の渡英の機会を利用し,同大のSomervilleCollegeで行われた.なお,太田はパ リ市
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にあるコレージュ ･ド･フランスに招かれ6月講義を行った.続いて-ンガリーのブタペスト

市で行われた ｢進化の体制的制約｣に関する国際シンポジウムに出席し講演を行った.さらに,

モントリオール大学において多重遺伝子族の進化について講義を行うため8月カナダ-出張し

た.助教授高畑尚之はマックス ･プランク研究所のM.Eigen博士グループ主催の第22回冬期

セミナーに出席し,さらにモンペ リエ大学においてマウスの集団遺伝学に関する共同研究を行

うため,スイス国及びフランス国へ出張した.｢異種間浸透 と多刊細胞質を示す南インド洋地

域ショウジョウバエ群の学術調査｣の用務でレユニオン (仏領),モー))シャス,セイシェル,

に7月出張した.さらに,9,10月テキサス大学ヒューストン校で遺伝子系図学的問題の共同

研究のため,アメリカ合衆国に渡航した.助手青木健一は8月1日より10月15日まで米国スタ

ンフォー ド大学に滞在し,M.W.フェルドマン教授 と遺伝子 ･文化の共進化に関する共同研

究を行った.その間, 9月SantaFelnstituteで行われたWorkshoponComputational

ApproachestoEvolutionaryBiologyで研究を発表した.

外国からの主な来訪者をあげると2月7日に英国ImperialCancer研究所のSirWalter

Bodmer所長,英国B.B.C.のOpenUniversity(放送大学)で遺伝と進化のプログラムを担

当しているN.Brenton博士, ドイツTubingen市のMax-Planck-InstitutftirBiologieのJan

Klein教授.

昭和63年

人事面での移動が多く,まず木村教授は3月末日をもって停年退職し, 4月以降は理論遺伝

部門の客員教授として研究を継続することとなった.また7月5日付で名誉教授の称号が与え

られわ (遺伝研名誉教授第1号).青木健一助手は12月1日付で東京大学理学部人類学教室の

助教授として転出した.さらに12月1日付で舘田英典が助手として採用され,アメリカのノー

スカロライナ州立大学より赴任した.客員教授木村は8月カナダの トロント市で開催された第

16回国際遺伝学会では,honoraryvicepresidentに選ばれ,また総会特別講演の1つ"Kihara

Lecture"において ｢分子進化の中立説と中立説論者の世界観｣という題で講演し,注目され

た.10月京都で行われた日本遺伝学会第60回大会記念シンポジウムで中立説に関する講演を行

った.木村は集団遺伝学理論の近代的発展-の貢献及び分子進化中立説の提唱により第4回国

際生物学賞を受賞した.63年は集団生物学の分野で選考され,日本人としてこの質の最初の受

賞となった.11月30日,12月1日の2日間にわたり,｢遺伝子と分子の集団生物学｣と題する

国際生物学賞記念シンポジウムが東海大学校友会館で行われ,アメリカからJ.F.Crow,C.

Langley,M.Nei,W.Provine,M.Slatkin,H.Tachida,S.YokoyamaおよびB.S.Weirの

8博士,イギリスからW.G.Hill博士,オーストラリアからG.A.Watterson博士が参加 し

た.国内から講演参加者は遺伝研,九州大学,お茶の水女子大学などからの12名で,遺伝研か

らは,木村資生,太田朋子,高畑尚之,青木健一,五候堀孝,館野義男が参加した.教授太田

(原田)朋子はケンブリッヂ大学で行われたEMBOワークショップ,｢分子進化の過程｣に
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出席し講演した.また第16回国際遺伝学会では ｢分子進化｣のシンポジウムで講演した.助教

授高畑尚之はテキサス大学ヒューストン校に出張し根井正利教授と共同研究を行った.また第

16回国際遺伝学会では,理論集団遺伝学のワークショップおよび細胞小器官の進化というワー

クショップで講演を行った.外国からの主な来訪者としては,米国コ-ネル大学 WilliamB.

Provine教授が学術振興会の外国人招-い研究者として5月に来所した.目的は分子進化中

立説の起原とそれが近代進化学に与えた影響の研究である.

H 進化遺伝研究部門

昭和50年

生理遺伝部は,ショウジョウバエの自然集団における遺伝的変異の保有機構の研究から行動,

生態遺伝学的研究へと,次第に研究範囲を拡大しつつ,独特の遺伝学的手法によって環境悪化

の昆虫相への影響を解明することを目的として,大島長造部長及び渡辺隆夫研究員が中心にな

って研究活動を行った.

第1研究室の主なる研究課題は,(1)ショウジョウバエの行動遺伝学的研究,(2)キイロショウ

ジョウバエの自然集団における逆位および有害遺伝子の保有機構の研究,(3)ショウジョウバエ

に対する騒音環境および環境汚染の慢性影響の研究,(4)ショウジョウバエの生態遺伝学的研究

であった.

第2研究室は,横浜国立大学教育学部の永海秋三教授が,非常勤研究員として,キク属植物

の進化遺伝学的研究を行った.

大西近江特別研究生は4月から学術振興会奨励研究員に採用され,ショウジョウバエの行動

習性に関する形質の集団遺伝学的研究を行い,大西正道特別研究生 (京大 ･農 ･博士課程)お

よび水野谷住郎研究生 (東京教育大 ･文学修士)はショウジョウバエの行動遺伝学的研究を行

った.4月から,韓国の釜山大学校師範大学の李元縞講師が国費留学生として来日し,広島大

学理学部の大学院に籍を置いて,ショウジョウバエの行動遺伝学とくに騒音環境における生体

リズムの研究を始めた.また10月から,井上寛特別研究生 (都立大 ･理 ･博士課程)は,環境

悪化のショウジョウバエに与える影響の遺伝学的研究に参加した.
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昭和51年

第1研究室では,大西近江奨励研究員 (日本学術振興会)がショウジョウバエの行動習性に

関する形質の集団遺伝学的研究を行っていたが,京都大学農学部の助教授に採用されて3月末

に赴任した.大西正道特別研究生 (京大 ･農 ･博士課程)は,渡辺隆夫研究員の指導下に,約

5年の研究成果をまとめ,｢キイロショウジョウバエの変動温度環境における適応性の研究｣

によって11月24日京都大学より農学博士を授与された.赤井住郎特別研究生 (東京教育大 ･修

士)は筑波大学博士課程に入学し3月末に本研究室における実験を終結した.韓国の釜山大学

校の李元鏑講師は,広島大学大学院理学研究科に入学し4月から約半年間広島大学で研究して

いたが,11月に研究所に戻 り,ショウジョウバエの行動遺伝学的研究を再開し,環境庁の総合

研究に協力した.井上寛特別研究生 (東京都立大学博士課程)は,ショウジョウバエの唾腺染

色体の逆位の研究や環境庁の総合研究に協力した.韓国の梨花女子大学校の郡周容載教授は,日

本学術振興会の外国人招へい研究員として7月上旬から約 2ヶ月半にわたり来日し,主として

本研究所において ｢ショウジョウバエのアイソザイムの変異に関する研究｣を実施した.

第2研究室では,昭和50年度まで横浜国大の永海秋三教授が非常勤研究員としてキク属植物

の進化遺伝学的研究をしたが,本年度は遺伝生物系統保存研究施設において同研究を継続し,

神戸大学理学部の大石陸生助手が非常勤研究員としてショウジョウバエの性分化機構の遺伝学

的研究を行った.

昭和52年

いままでの実験集団遺伝学的研究に,キイロショウジョウバエの近縁種であるオナジショウ

ジョウバエの生態遺伝学的研究を加えて新しい方向へと発展した.

大西正道特別研究生 (京大 ･農 ･博士課程修了)は,約 5年間ショウジョウバエの行動習性

に関する研究を行っていたが,4月末に米国ノースカロライナ州の国立環境衛生科学研究所に

留学した.

昭和53年

渡辺隆夫研究員は,5月1日付で第1研究室の室長に昇任した.そして,汚染物質が障害遺

伝子の誘発と蓄積に与える影響の研究が,ショウジョウバエの自然集団 (勝沼)と実験集団に

よって継続された.

李元鏑特別研究生 (釜山大学校講師,広島大学理学部研究科在籍)は,ショウジョウバエの

行動遺伝学的研究を総括して広島大学に学位を申請し,3月13日に帰国した.その後を受けて,

高村継彦氏 (都立大学理学研究科,博士課程)は4月上旬から特別研究生としてショウジョウ

バエの行動遺伝学的研究を行った.また井上寛特別研究生 (都立大学理学研究科,博士課程)

は,5月1日付で遺伝実験生物保存研究施設動物保存研究室の研究員に新任され,ショウジョ

ウバエの系統保存を行うことになった.大島長造部長は,8月21-30日にソ連のモスクワで開

催された第14回国際遺伝学会議シンポジウムの行動遺伝学のセクションに招待を受け,ショウ
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ジョウバエの活動 リズムについて講演した.

昭和54年

昭和54年4月1日付で大島長造部長は定年退官し,その後は名誉所員として引続き行動遺伝

学的研究を行った.田島弥太郎所長が,以後部長を併任した.渡辺隆夫室長は,東南アジア ･

ニューギニアのショウジョウバエの調査 と採集 (文部省海外学術調査)のため,10月9日より

12月7日まで現地に出張した.城西歯科大学津野憲道講師は, 4月1日より非常勤研究員とし

て勝沼のアイソザイム調査を行った.残留農薬研究所井上連生研究員補は,9月1日より11月

30日まで特別研究生として農薬による突然変異誘発に関する研究を行った.

昭和55年

当研究部では,生物における遺伝形質の表現 と変異の形成に関する生理学的研究た特に力を

注いできたが,今後は理論的な面も強化することとした.このため,田島弥太郎所長が併任し

ていた生理遺伝部長には,丸山毅夫前集団遺伝部第2研究室室長が後任部長 として3月16日付

で発令された.

第1研究室では,ショウジョウバエとそれをとりまく自然環境 との相互関係を主な課題とし

て研究を進めた.第2研究室では,動柄物はもとより,微生物をも含むそれぞれの生物種を特

徴づけている遺伝構造を解析する理論の研究を主な課題とした.丸山毅夫部長は,米国 ミズリ

ー大学で行われた第12回スタッドラー遺伝学シンポジウムに招待され,4月12日に分子進化に

ついて発表を行った.また,丸山部長は, 8月4日から9月25日まで米国テキサス大学 ヒュー

ス トン校へ共同研究のため出向いた.

高村継彦特別研究生 (都立大)は, 3月末日をもって行動遺伝学の研究を修了した.4月1

日より, 日本学術振興会の奨励研究員として大西正道氏 (農博)がショウジョウバエの種分化

に関する遺伝生化学的研究を行った.非常勤研究員としては,神戸大学の大石陸生助教授がシ

ョウジョウバエの異常性比系統の遺伝学的研究を行い,城西歯科大学の津野憲道講師がショウ

ジョウバエ集団のアイソザイム分析を行った.

昭和56年

第1研究室は生物種の遺伝的特性とその変遷について,それを取り巻 く自然環境 との相互関

係の観点から,また種分化の遺伝的機構の分析をショウジョウバエを主な実験材料として研究

を進めてきた.これらの課題について,第2研究室は理論的な面の研究を行うと共に,種内に

おける遺伝的変異の動静力学理論の研究を行った.

国際交流の面では,韓国仝南大学金基元教授が日本学術振興会の招きで3月30日から9月10

日まで来所し,渡辺室長とオナジショウジョウバエの種間交配に関する共同研究を進めた.ま

た,丸山部長は4月 1日から6月29日まで米国オ- イオ州立大学の遺伝学教室-客員教授

(DistinguishedvisitingProfessor)として出向き,共同研究と講義を行った.丸山部長は,

11月30日から12月9日まで英国イーストボーン市で開かれたICRP会議 (InternationalCom一



missiononRadiationProtection)にmaincommissionの一員として出席し,続いて12月11

日から12月23日まで米国オ-イオ州立大学に滞在して,現在進行中の共同研究について協議し

た.

昭和57年

第 1研究室では,いままでの研究と平行して,アジア産ショウジョウバエの系統分化分類の

確立を目指した共同研究も進めた.

3月19日,河西正輿研究補助員が死去した.河西研究補助員は,昭和39年4月1日就任以来,

生理遺伝部におけるショウジョウバエの遺伝学研究で,大島部長 (昭和54年退官)ならびに渡

辺室長の研究補助をしてきた.有能な研究協力者を失ったことは大変残念であり,若くして他

界したことは誠に悲しい出来事であった.

丸山部長は8月22日から9月30日までオ-イオ州立大学へ,10月1日から10月31日までをテ

キサス大学へ,それぞれvisitingprofessorとして共同研究のため出向いた.また,同部長は

11月1日から11月5日までジュネーブのWHO本部で開かれたICRP (国際放射線防護委員

会)本会議に出席した.

今年度から,渡辺室長はショウジョウバェのmontium聴群の系統遺伝学を進めるため,非

常勤研究員として,愛媛大学の日原冬生助教授および北海道大学の木村正人肋手の協力を得て,

それぞれkikkawai-complexとauraria-complexの総合的研究を開始した.文部省統計数理

研究所の伊藤栄明主任研究官は,非常勤研究員として,遺伝学における数学的モデル,特に確

率論モデルの電子計算機による数値解法開発の研究に参加した.

昭和58年

第2研究室では,最近急速に増加している塩基配列データを利用し,遺伝子間の分子レベル

における比較計算に基づ く分子進化の研究を今年度から開始した.

丸山部長は5月29日から6月19日までオ-イオ州立大学へ共同研究のために出向いた.また,

同部長は10月9日から10月17日までワシントンDCで開かれたICRP(国際放射線防護委員

会)本会議に出席した.

第 2研究室の研究員として,五候堀孝が9月1日付で採用された.五候堀研究員は,九州大

学大学院で松田博嗣教授の指導を受け,昭和54年に数理生物学の研究で学位を得た.その後,

テキサス大学の根井正利教授の研究室でポストドクトラル ･フェローとして約 2年半分子進化

の研究に従事し,昭和57年 9月から1年間テキサス大学でassistantprofessorのポス トにあ

った.

外国からの来訪者は2名あった.オース トラリアのモナシ大学のG.Watterson教授は,10

月18日から10月29日まで滞在し,集団に保有される遺伝的変異の非平衡理論の共同研究をした.

米国オ-イオ州立大学のP.A.Fuerst助教授は,10月25日から11月29日まで滞在し,集団のビ

ン首効果について共同研究を行った.
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昭和59年

研究所の機構改革に伴い,旧生理遺伝部を母体 とし,土川活助教授を加えて,進化遺伝研究

部門が4月から発足した.これにより,丸山毅夫教授,渡辺隆夫助教授,土川活助教授,五候

堀孝助手の4名の教官によって当研究部門が構成されることになった.土川助教授は,マウス

のいくつかの遺伝子座のマーカー遺伝子を用いてより優れた毒性テストシステムの開発研究を

進めていた.

五候堀助手は6月1日から8月15日までテキサス大学へ,丸山教授は8月20日から10月24日

までオ-イオ州立大学-,それぞれ共同研究のため出向いた.

特別研究生の大西正道博士は種分化に関する生化学的研究を終了し, 3月15日日本メルク寓

有研究所-就職 した.韓国 ･檀国大学の金棒基助教授は3月6日来所し,外国人研究負として,

1年間の予定で, D.montium亜群の進化遺伝学的研究に従事 した.早稲田大学の修士課程学

生である桐生和宏氏は,D.bipectinatacomplexの生化学的系統樹作成に協力した.京都大学の

博士課程学生 ･木村澄氏は, D.melanogasterの勝沼集団の分析を開始した.山階鳥類研究所

の和多田正義奨励研究員は, D.simulansの地理的分布の研究に協力した.都立大学研究生 ･

初見真知子博士は,約6ヶ月間, D.simulansとD.mauritianaの隔離機構の研究を行った.韓

国 ･釜山大学の李元縞副教授は, 2ヶ月間D.melanogaster亜群の進化遺伝学的研究を行った.

また,フランス ･CNRSのJallon博士,韓国 ･中央大学の秋鍾吉博士,韓国 ･漢陽大学の

白龍均博士らが釆重し,活発な討論が行われた.また,米国ヒューストン大学のD.ジェ-ム

ソン教授は,1月5日から約 1ヶ月滞在し,カエルの種分化に関する共同研究を進めた.

昭和60年

丸山教授と五候堀助手は,昭和59年度から開始したDNAデータバンクの業務を担当し,D

NAデータベース構築,外国からのデータベースの導入,回内での配布,解析プログラム ･シ

ステムの編成,所外から依頼される解析,ニュース ･レターの発行などにたくさんの時間を割

いた.渡辺氏及び土川氏の両助教授は,いままでの研究を継続して行った.五候堀肋手は7月

1日から9月3日までワシントン大学へ出｢ETJいて,分子進化に関する共同研究を行った.

外国人研究員 ･金棒基氏及び修士課程学生 ･桐生和広氏は,2月末日をもって,それぞれ,

都立大学及び早稲田大学-移った.京都大学博士課程学生 ･木村澄氏は,引き続きD.simulans

の進化遺伝学を研究した.10月より,北海道大学博士課程学生羽田野泰彦氏がDmelanogaster

の集団遺伝学を,都立大学研究生 ･和多田正義博士が simulansの生態遺伝学を研究 した.共

同研究者として,神戸大学農学部助手 ･竹田真木生博士がコオロギの進化遺伝学的研究を開始

した.外国人研究員として,韓国釜山大学副教授の李元縞博士が9月より約 1年間の予定で来

室し, D.melanogaster亜群の進化遺伝学的研究に参加 した.

オ-イオ州立大学のP.ファースト博士 (助教授)は3月25日から5月10日まで滞在し,集

団遺伝学の理論,特に集団のビン首効果の理論的研究を丸山教授 ･五候堀助手と共同で進めた.
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昭和61年

丸山教授と五候堀助手は,今年予算の認められたDNAデータバンクの電子計算機機種選定

の作業に委員としてたくさんの時間をさいた.またDNAデータベースの構築,外国からのデ

ータベースの導入,国内での配布,解析プログラムの開発,データ入力,所外から依頼される

解析,ニュース ･レターの発行などの業務の一部を分担した.

今年まで渡辺助教授と共同研究を行ってきた都立大学研究生 ･和多田正義博士および京都大

学博士課程学生 ･木村澄氏は,4月および5月をもって研究を修了し,それぞれ,米国NIE

HSおよびアリゾナ大学へ移った.外国人研究員の韓国釜山大学校副教授 ･季元鏑博士は, 1

年間の共同研究を完了し,9月に帰国した.

来訪者 としては,韓国中央大学校教授 ･秋錘吉博士が8月に,ニュージーラン ドのオークラ

ン ド大学講師 ･D.Lambert博士が12月にそれぞれ短期滞在し,共同研究を行った.国外での

研究活動 としては,6月17日から8月16日まで五候堀助手が,続いて9月4日から11月5日ま

で丸山教授が,それぞれ米国 ミズリー州セン トルイス市のワシントン大学において横山殊三助

教授 と分子進化及び集団遺伝学の共同研究を行った.また丸山教授は, 6月11日から6月17日

まで米国ウィスコンシン大学で開催された.｢J.F.Crow教授記念国際遺伝学 シンポジウム｣

に出席し,研究発表を行った.

昭和62年

丸山毅夫教授が,12月11日急性心不全のため死去 した.同教授は前日まで通常どおりの研究･

勤務 を行ったが,11日早朝に倒れるという悲運に見舞われた.当研究部門にとっても研究所に

とっても大きな損失であった.

丸山教授は,昭和41年11月1日に旧集団遺伝研究部研究員として採用された後,前集団遺伝

研究系長木村資生教授の下で,確率過程論を用いて ｢集団の地理的構造 と遺伝的構成｣を集団

遺伝学的に解析 し,す ぐれた業績をあげた.また,昭和56年に旧集団遺伝研究部室長からrH生

理遺伝部門部長に昇格後,ひきつづき理論集団遺伝学を研究した.昭和59年 4月に研究所の改

組 と共に,本研究部門教授 となった.この間, 日本遺伝学会の種々の幹事を歴任 し,特に日本

遺伝学雑誌の編集幹事 として貢献した.さらに,昭和59年 4月に遺伝情報研究センター長を併

任 し, 日本DNAデータバンク設立に向けて多大な尽力をした.故丸山教授の英文による原著

論文 ･著書は102編に及び,また,テキサス大学やオ-イオ州立大学をは じめ とする米国大学

の客員教授を歴任した.昭和56年から国際放射線原子力安全委員会の委員をつ とめ,国際会議

などでも活躍した.

渡辺隆夫助教授は,昭和62年 4月遺伝実験生物保存研究センターに配置換えとなった.昭和

41年 4月に旧生理遺伝研究部に着任以来約20年間を通して,旧生理遺伝研究部及び現進化遺伝

研究部門に在籍 したことになる.この間,ショウジョウバエを材料に用い,種分化の研究で業

績をあげ,当研究部門の発展に大きく貢献 した.
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五候堀助手は,DNAの塩基配列データに基づ く遺伝子の分子進化の研究を行って,10月に

日本遺伝学会奨励賞を受賞した.

来訪者としては,ブラジルのA.Freire-Maia教授夫妻が10月に,米国テキサス大学 WJ.

Schull教授夫妻が5月に,米国NBRF (NationalBiomedicalResearchFoundation)

GeorgetownUniversityMedicalCenterのW.C.Barker博士が12月に,米国イリノイ大学

の横山殊三準教授が11月に短期に滞在し,活発な情報交換を行った.

昭和63年一現在

昭和62年12月に丸山毅夫教授が亡 くなって以来,本部門の教官は土用活助教授と五候堀孝助

手のみであったが,本年5月16日に五候堀助手が助教授に昇任した.また,11月16日には,お

茶の水女子大学人間文化研究科の森山悦子助手が本部門の助手として転任してきた.

土川助教授は,日本環境変異学会 ･晴乳動物試験分科会のマウスポットテストに関する共同

研究班を統括し,分担課題である体細胞突然変異検出法の改良について研究を行った.この

｢マウス体細胞突然変異を生体内で検出するスポットテス ト系の確立｣により,11月4日に日

本環境変異原学会奨励賞を受賞した.

五候堀助教授は,DNAの塩基配列データに基づ く遺伝子の分子進化学的研究を行っている.

とくに,RNAがんウイルスやAIDSウイルスの起源と進化に関して,コンピュータを用い

たデータ解析を精力的に行った.6月11日から10日間スウェーデンのストックホルムで開催さ

れた国際AIDS会議に出席し, ｢AIDSウイルスの分子進化学的解析｣ という題で発表 し

た.また同時に,イギリスのロンドンにあるICRF (帝国がん研究所)の研究部門の所長で

あるW.Bodmer博士と,MHC遺伝子の分子進化に関する共同研究について打ち合せを行っ

た.また,11月30日と12月1日の2日間,木村資生名誉教授の第4回国際生物学賞受賞を記念

しての国際シンポジウム ｢遺伝子 と分子の集団遺伝学｣が東京で開催されたが,12月1日に

｢ヒト免疫不全症ウイルスのヌクレオチ ドとアミノ酸置換のパターンとそのワクチン開発-の

応用｣という題で講演発表 した.

森山肋手は,ショウジョウバエ遺伝子の分子進化に関する理論的研究を行っている.特に,

ショウジョウバエ遺伝子の塩基置換速度が晴乳類に比較 してかなり高いことなど,興味深い発

見を行った.

2月26日から2日間にわたって,故丸山毅夫教授を追悼 して,研究集会 ｢分子 ･進化 ･集団･

確率｣が行われた.石清明分子遺伝研究系教授が代表者となり,約50名にのぼる所内外の研究

者が参加 して,故丸山毅夫と関係の深い研究や共同研究の発表及び討論が活発に行われた.ま

た2日目には,丸山清子夫人もオブザ-バーとして出席された.

本研究部門には,京都大学農学部研究生 ･伊奈康夫氏,国立小児病院研究センター研究員 ･

池尾-穂氏,東京大学医学部研究生 ･大口恵子氏が相当期間にわたって滞在し,DNA配列の

分子進化学的研究に参画した.また,技術課員角田範子氏と松嶋陽子氏の両名が研究の補佐を
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行った.

iii 理論遺伝客員研究部門

本研究部門は,集団遺伝研究系の客員部門として,集団遺伝研究および進化遺伝研究両部門

の欠けた所を補う研究を主眼とし,集団遺伝モデルの解析,実験データの統計的分析に関する

研究を進めている.とくに中立説を検証するための実験データの分析並びにDNAデータの比

較研究を行っている.本部門は昭和59年,遺伝学研究所が国立共同利用機関に改組転換して発

足したもので,初代教授として向井輝美九大教授,初代助教授として宮田隆九大助教授が就任

した.平成元年現在の教授は木村資生 ･遺伝研名誉教授,助教授は青木健一 ･東大助教授であ

る.以下,主な研究活動を述べる.

昭和59年

向井は転位性遺伝要素の理論的 ･実験的研究を進め,生存力ポリジーンとの関連を明らかに

した.また,タンパク質多型について中立説を支持するデータを得た.

宮田は逆転写活性を持つウイルス並びに転移性遺伝要素間の遺伝子配列の相同性について研

究し,ウイルスや転移性要素は進化の過程でDNAを部分的に交換しながら新しい機能を獲得

するという進化様式が存在するとの示唆を得た.

昭和60年

向井はキイロショウジョウバエ集団におけるDNA多型の調査,測定を行った.

宮削 まホモロジーの探査に基づ く遺伝子進化の研究を進め,geneshufflingによる進化と思

われる例を見出した.

昭和61年

向井は生存に有利な突然変異の探索を行い,汎世界的多型的逆位 〔In(2L)t〕と標準型染

色体のDNAの比較から,適応的である可能性か高い約4kbの挿入断片をアルコール脱水素

酵素遺伝子座の近傍に発見した.

宮田はホモロジー探査に基づ く遺伝子進化の研究を進め,2つのがん遺伝子mas及びfms

について,masはロドプシンfamilyのメンバーであり,fmsはIg超多重遺伝子族とsrc多

重遺伝子族に属する領域を合わせ持つことを見出した.
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(5)総合遺伝研究系

系の概要

総合遺伝研究系は,人類遺伝研究部門,育種遺伝研究部門,人類ならびに植物遺伝学の応用

に関する基礎的研究を行うための応用遺伝研究部門 (客員)からなり,それぞれ人類または植

物の分子から集団にまたがる種々のレベルの材料を研究対象として,総合的な基礎遺伝学の研

究を行うことを目的としている.人類遺伝研究部門ではヒトの遺伝病,発がん機構,遺伝的多

型と分子進化などに関して,育種遺伝研究部門では,有用植物の進化,遺伝,育種に関して,

また応用遺伝研究部門 (客員)では医学,または農学領域における遺伝学の応用に関して,そ

れぞれ研究を進めている.なお,近年の人類遺伝学および植物遺伝学の急速な進歩とその応用

ならびに人材育成に関する社会的要請に対応するために,総合遺伝研究系を発展的に改組して,

(1)人類遺伝研究系および(2)植物遺伝研究系に分けることか,遺伝学研究所の将来計画の基本万

策として運営協議員会,評議委員会等で誇られ,既に来年度から逐次実現を目指して人事等に

関する概算要求が準備されている.すなわち,人類遺伝研究系の一部としては病態遺伝研究部

門を開設し,ヒト･ゲノムのマッピングを中心とする遺伝子解析ならびに各種病態形質を手が

かりとしての遺伝的連鎖の解析および病態の宿主要因に関する基礎的研究を行う.また,植物

遺伝研究系の一部としては育種遺伝研究部門に加えて,新たに植物遺伝研究部門および植物遺

伝学の応用に関する植物生態遺伝研究部門 (客員)を増設し,併せて実験圃場を改組して植物

遺伝研究系の付属施設とする計画である.

人類遺伝研究部門

人類遺伝学の研究は,ヒトの生命現象の本質である遺伝とその関連事象を研究対象に,われ

われ人類が自分自身の遺伝的構成を知ることの意義に根ざしている.当研究部門は,主として

ヒトの正常ならびに異常形質に係わる遺伝子の形質発現機構,突然変異および人類の遺伝的個

体差,それらの伝達機構,ひいては生物としての人類の進化に関する基礎的研究等について,

分子,細胞,個体,集団のあらゆる角度から総合的に研究を進めるとともに,医学への応用の
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基礎的研究を遂行することを目的としている.とくに,医療を接点とするこれらの研究を通じ

て,広 く人類福祉の増進に寄与するとともに,新進の研究者の育成とヒトの遺伝学に関する知

識の普及を通じて,国民の科学知識の向上にも貢献する使命を担っている.さらに,人類遺伝

研究部門は,遺伝学研究所が大学共同利用機関として,我が国における遺伝学研究のセンター

的機能を果すべき使命を担っていることに鑑み,大規模のプロジェクトで進められようとして

いるヒト･ゲノム遺伝子解析にも積極的に参加して,研究協力と共同利用設備の充実を図りた

いと考えている.

かつて,ヒトは遺伝学研究の材料として極めて不適当なものと考えられた時代があった.し

かし,近年の分子生物学の革命的な進歩は,こうした考えを一変させるような多くの事実を明

らかにしたし,今では人類遺伝学はこうした生命科学の中核的な存在となった.それは,ここ

に述べるまでもなく人類遺伝学研究を支えるべき基盤が格段に進歩したことによる.ヒト･-

モグロビンの研究を例にとっても,ヒトは分子生物学の進歩に重要な寄与をなしうる材料とな

ったことが明らかである.また,僅か10年あまりの間に劇的な進歩を遂げた組換え遺伝子操作

法と染色体地図解析法によって,近年におけるヒト遺伝子の染色体上における物理的ならびに

遺伝的マッピングおよびDNAレベルでの遺伝子探索と塩基配列解析に関する研究技法が,か

って想像できなかった高い水準に達したことであろう.こうした背景のもとに,人類遺伝部で

は,-モグロビン,HGPRTなどの酵素タンパク質,インスリン ･レセプター分子などの構

造と合成の変異をタンパク質分子のアミノ酸配列構造ならびに遺伝子DNA塩基配列の変化と

して明らかにし,分子病の観点から先天性代謝異常症や成人に発症するインスリン非依存性糖

尿病などのありふれた病気に対する雁病性の個人差,遺伝要因の解析を行っている.また,白

血病やがん細胞を手がかりとして,体細胞レベルでのがん遺伝子変異や染色体改変に伴うがん

遺伝子の活性化機構,細胞の増殖と分化,がん化の仕組みについて研究を進めている.さらに,

分子進化学の立場から日本人の遺伝的特徴は何かを,グロビン遺伝子群や ミトコンドリアDN

Aの塩基配列の上から研究している.また,一般市民からの要望に応じて,随時に遺伝相談を

行っている.

人頬遺伝研究部門か,国立遺伝学研究所の歴史上,名実ともに本格的な研究活動を開始した

のは,昭和36年 4月に松永英研究部長 (現所長)が札幌医科大学から着任され,また,外相晶

研究部員 (現東京医不斗歯科大学 ･難治疾患研究所教授)が北海道大学から着任されてからであ

る.同年,血液型による淘汰の機構に関する研究 (松永,平泉),耳垢里と網膜躍膜に関する

遺伝疫学的研究 (松永),人類の染色体異常に関する研究 (外村,豊福)などが開始され,そ

の後の発展の基礎となった.遺伝学研究所の創立当初から,既に人類遺伝学の研究が駒井卓先

生によってなされており,同先生による小頭症などの多数の家系分析 と近親婚調査による日本

人の遺伝学的研究は,我が国の人類遺伝学の古典的業績として高く評価されている.また,木

原均先生が研究部長 (事務取り扱い)として,田中克巳先生が客員研究員として,さらに,木
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村資生名誉教授が研究室長として,また平泉雄一郎博士 (現テキサス大学教授)が研究員とし

て当研究部門の創立時代に係わっておられたことなども,人類遺伝研究部門の歴史にとってま

ことに記念すべきことである.

昭和58年10月,松永研究部長が田島前所長の後任として,第五代国立遺伝学研究所長に就任

されたために,中込弥男研究室長が当部門を主宰することとなった.さらに,昭和59年4月,

国立遺伝学研究所が全国国立大学共同利用機関に改組転換され,同氏は助教授に,さらに同年

10月に教授に任ぜられた.現在の当研究部門は,松永部長が主宰した22年間を第1期とすれば,

中込教授が国立′ト児病院研究所部長として転任されるまでの比較的短い期間の第2期を経て,

昭和61年4月,今村孝が九州大学医学部第1内科学教室から当部門の教授に着任したことによ

って,第3期を迎えたことになる.同年 6月,中島衡君が九州大学医学部から助手に,さらに

翌年12月,藤山秋佐夫君が大阪大学細胞工学センターから,米国コール ドスプリング･--バ

ー研究所を経て,シカゴ大学生化学 ･分子生物学教室に留学中であったところを,当部門の助

教授に選任され着任したことで,既に助手として当研究室でミトコンドリアDNAの人類遺伝

学的,分子進化学的研究を進めていた宝来聴君と併せて,ここにようや く現研究部門の人事が

完了し,部門全体の協力のもとに活発な研究活動を開始できたことは,まことに喜ばしいこと

である.なお,特筆すべきことは,昭和47年12月に技術補佐員として着任以来,当研究室で細

胞培養,染色体核型分析,実験室整備などについて中込前教授の技術的な薫陶を受けた境雅子

さんは,現在の人類遺伝研究部門の活動とこれからの発展にとっても,欠くことのできない存

在である.

かくして,当研究部門では,先述の研究プロジェクトに加えて,新たにヒト染色体の構造と

複製機構,とくに染色体の動原体,末端部,およびクロマチン骨格構造などの基本的な構造や

染色体脆弱部位の構造と遺伝子組換え変異の生成機構を理解するための研究を開始した.すな

わち,ヒト染色体の構造と複製起点の遺伝情報を担うDNA塩基配列を分離して,単純な酵母

の人工染色体複製系に移し換え,分子生物学的手法を用いてヒト染色体の複製機構を解析する

計画である.また,遺伝子マッピングを中心とするヒト･ゲノム遺伝子解析に関する基礎的研

究をとりあげることとした.遺伝子連鎖地図の上から各種ヒト難治性病態に係わる遺伝子の構

造とその変異を明らかにするため,臨床サイドの研究者と共同して患者および家族からDNA

資料を収集し,分子レベルの実験技法を用いて詳細な遺伝子地図を作成し,連鎖の解析を行う.

さらにこれらと関連して,ヒト遺伝子マッピング･ライブラリーの解析を行うための遺伝情報

ネットワークの構築と遺伝的連鎖の解析用 ･コンピューター ･プログラムの応用研究を行う.

また,将来予測される大規模なヒト･ゲノム遺伝子解析に備えて,各種ヒト遺伝子ライブラリ

ーの整備,染色体ならびに遺伝子DNA大断片のクローン化と広領域遺伝子マッピング等に関

する効率的な技法の開発研究を併せて行うことも計画している.

昭和61年度以降,3年間に科学研究費補助を受けた研究課題は,一般研究 ｢慢性骨髄性白血
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病の芽球性急性転化におけるがん遺伝子活性化機構｣(今村,中島),特定研究 ｢先天性代謝異

常の病因解析と治療,遺伝性血液疾患-サラセミアの病因解析｣(今村,中島),重点領域研究

｢新しい分子生物学の知見を取入れた集団遺伝学の研究｣(宝釆),｢同｣(中島,藤山,今村),

重点領域研究 ｢ミトコンドリアサイトパチ一におけるミトコンドリアDNA塩基配列の解析｣

(宝来),厚生省特定研究 ｢難病の宿主要因解析--モグロビン異骨症の病因解析｣(今村),

｢難病の宿主要因解析-インスリン受容体変異の解析｣(今村),同 ｢筋ジストロフィー症およ

び関連疾患の病態とその病因に関する研究｣(宝釆)などである.

ii 育種遺伝研究部門

当部門は,人間生活にかかわりの深い有用動植物の遺伝 ･育種に関する基礎的研究を行うこ

とを目的として昭和29年に設立された旧応用遺伝部の使命を引き継ぎ,昭和59年の改組後は育

種遺伝研究部門と名前を改めて研究活動を続けている.過去に行われた研究の内容はスタッフ

の異動にしたがって多岐にわたるが,最近15年間の活動の概要を改組前10年間と改組後5年間

にわけて以下に述べる.

初代部長酒井寛一のあとを継いで,岡彦-が昭和48年から昭和55年定年退官するまでのあい

だ部長を勤めた.応用遺伝部には3つの研究室がおかれ,第1研究室は動物,第2研究室は育

種理論など動植物に共通の基本的問題,第3研究室は植物に関する研究を分担した.以下に述

べるように3研究室は,材料も研究テーマも異なるが,昭和49年より5年間行われた環境庁の

プロジェクト ｢環境悪化の動植物に与える影響の遺伝学的研究｣およびその後3年間延長され

た継続プロジェクトには部の全員が参加し,第1研究室は騒音,第2, 3研究室は土壌汚染の

問題を分担した.

a.第1研究室

日本における重要な家禽であるニワトリとウズラおよびパイロットアニマルとしてのマウス

を用いて,河原孝忠 ･藤島通の両研究員が,遺伝育種学的あるいは行動遺伝学的研究を行った.

室長は同部長が併任した.しかし昭和56年3月河原研究員が交通事故により急死するという悲

しい出来事があり,このためウズラの家禽化に関する研究が中断し,残念ながら貴重な研究結
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果の多くが未発表のまま残されることになった.この期間に当研究室で行われた研究のうち主

要なものを以下に記す.なお,これらの研究は三田晃彦 ･-斉藤正己 ･杉本典夫の3研究補助員

の協力によるところが大きい.

(a-1)野生ウズラの家禽化に関する研究 (河原) : 日本で飼育化された唯一の動物とい

われるウズラを用いて家禽化の過程を遺伝学的に解析する目的で実験がスター トした.富士山

麓で捕獲した野生ウズラを人為的選抜を加えることなくケージで15代まで人工飼育した.この

間の形質変化を調査 したところ,性成熟の早期化 ･生産能力の増大 ･体の大型化 ･刺激に対す

る行動的反応性の低下などが明瞭に認められ,急速に飼育巧'-J_ウズラに近づいていることがわか

った.世代の経過に伴って集団内の遺伝的分散は減少した.これらは人工飼育環境下で働いた

無意識的選抜の結果と解釈された.

(a-2)マウスの学習能力に関する研究 (藤島) 近交系のマウスをY空'j迷路の中でライ

トとブザーをてがかりに回避 ･弁別の学習をさせその複合学習能力曲線を調査した.系統の比

較 ･ダイアレルクロス ･学習能力の高低 2方向-の選抜実験などを行い,学習能力が遺伝率0.2

前後の遺伝的形質であり選抜効果があること,回避能力と弁別能力との間には負の遺伝相関が

あること,などを明らかにした.

(a-3)騒音がウズラ ･マウスの行動に与える影響 (河原 ･藤島) : 公害の一つである騒

雷が動物の行動にいかに影響するかを遺伝学的立場から解明することを目的とした.ブザーに

よる騒音で飼育聖ウズラはほとんど影響を受けなかったが野生ウズラでは産卵率が明らかに低

下することがわかり,減産率 ･回復率の遺伝学的分析が行われた.マウスの学習能力は学習前

の騒音処理には影響されないが,学習後の騒音は記憶に悪影響を及ぼすこと,騒音環境下で継

代飼育すると情動性が高 くなりこの効果は継続することなどが明らかになった.

(a-4)ニワ トリ･ウズラの系統育成と保存 (河原) 実験用動物の遺伝的系統育成を目

標にして,ニワトリの各種近交系,ウズラの羽色 ･卵殻色 ･神経異常などの突然変異を持つ近

交系を育成保有した.河原研究員の急逝によって,ウズラの系統の保存は所外各地の研究室に

引き継がれた.

b.第 2研究室

この研究室では,研究室の主なテーマである育種法の理論的研究を,主として電算機による

シミュレーションによって井山審也室長が行い,また量的形質の遺伝育種学的研究を種々な材

料について行った.この間,T.C.YAP博士 (マレーシア農科大学副教授,学振招-い研

究者),古川力技官 (農林水産省畜産試験場研究員,回内留学),河崎久夫技官 (同,林業試験

場研究員,国内留学),T.∫.L.vanHintum (オランダ,ワーゲニンゲン農科大学大学院生)

らの諸氏が当研究室において,シミュレーション技術の修得と研究に参加 した.

この間に行われた研究のいくつかを以下に示す.

(b-1)自殖性作物の集団育種法 (bulkmethod)における集団の大きさ : 自殖性作物
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の集団育種法は両親系統の交配の後,組換えと固定を期待して,原則として無選抜のまま数世

代を自殖によって繁殖したのち選抜を始める.したがって,選抜のときに集団の中に希望組換

え型が存在しなければならない.希望型を失う危険率は,各世代を維持する集団の大きさに関

係する.Singleseeddecent法 (1親1子法)による集団維持は有用な方法であるが,F2か

ら後代まで同じ大きさの集団を維持しなければならない.初期世代には小さい集団から始めて,

次第に集団を大きくする場合について,関係する遺伝子の数,組換え率などの要素を考慮して,

必要個体数を理論とシミュレーションを併用して計算し,望ましい維持集団の大きさを示した.

(b-2)量的形質に関する個体選抜のシミュレーション: 種々の異なる効果のポリジーン

が混在するとき,選抜に対するそれら遺伝子の反応をシミュレーションを行って明らかにした.

相加的効果の小さい遺伝子は,大きい効果の遺伝子よりも選抜されにくく,また低い遺伝子頻

度から選抜を開始したとき,優性効果の負の遺伝子は正の遺伝子よりも選抜に対する反応がお

そいことが示された.とくに集団が小さいときには,このような遺伝子は遺伝的浮動の影響を

うけて消失する危険が大きいことが示された.

(b-3)イネの窒素固定能の研究 : 他の研究部門と共同して,イネの窒素固定能の研究を

行ったが,井山は主としてイネの窒素固定活性の遺伝と選抜に関して研究を行った.ダイアレ

ル交配および,交雑後代の変異の解析から,イネの窒素固定活性が,遺伝的形質で,交配と組

換えによってその後代に有用遺伝子を集積し,高活性の個体の選抜が可能であることを示した.

(ち-4)天然林の遺伝育種学的研究 : 酒井寛一元応用遺伝部長その他の研究者と共同して,

我が国の樹種およびインドネシアの熱帯性樹種の遺伝変異や繁殖様式の研究を行った.

(b-5)タロダイの筋化場集団における有効な集団の大きさの推定 : 谷口順彦博士 (高知

大学農学部)の得たクロダイの親集団と,婿化場での稚魚の集団における同位酵素および蛋白

の15種の多型の遺伝子頻度のデータから,遺伝的浮動の大きさを得て,繁殖に与った親の数を

推定した.その結果,有効な集団の大きさは,繁殖に用いられた親の数よりも著しく小さくな

ることが判り,繁殖法の改善に注意を払う必要のあることを示した.

C. 第3研究室

この研究室では野生イネおよび栽培イネ,耕地雑草を材料として進化と適応の遺伝的機作に

関する研究を行った.岡部長 (当初は室長併任)が森島 (本名津野)啓子研究員とともにこれ

らの研究を推進した.なお森島は昭和52年に主任研究官に,53年に室長に任命された.昭和58

年には佐藤 (本名平岡)洋一郎が研究員として赴任し,新たにイネの研究に加わった.この間

には,職員のほかに以下に記す人達が研究に協力し,当研究室の活動に大きく貢献した. P.

Jacquard博士 (フランス CNRS,昭和52年,学振招待研究者),山岸博氏 (京大博士課
程,昭和51年,特別研究生),LAccemat氏 (フランス,昭和53年-54年,文部省国費留学

坐),G.Second氏 (フランス ORSTOM,昭和55年一56年),白銀博士 (台湾中興大,昭

和55年),寺井謙次講師 (秋田大,昭和56年-57年,文部省内地留学生).この期間の研究の特
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徴は,野生イネの適応戦略や雑草の環境適応の問題などを通じて遺伝学と生態学の境界領域を

開拓しようとした点にあるといえる.以下にその概要を述べる.

(C- 1)野生イネおよび栽培イネの適応と分化 : イネ集団の遺伝的性質と環境条件との動

的な関係を探ることを中心課題として,以下のような研究を行った.アイソザイムを遺伝的標

識として利用し始めたのもこの時期である.a)野生稲の生活史と適応戟略の分化, ち)野生

稲の競争実験,C)雑種集団の自然選択実験,d)アイソザイムによる集団の遺伝的構造の解

析, e)温室内での野生稲の自然繁殖実験, f)グラベ リマイネの育種的研究, g)イネ品種

の成長様式と競争, h)アフリカの2栽培種混植田における種間相互作用, i)インド型一日

本型分化の数量的評価, j)矯性遺伝子の形質発現.この間に文部省科研費海外学術調査補助

金を得て,昭和52年には西アフリカ (岡,森島,佐野),昭和54年にはインド･ネノ●ヾ-ル ･タ

イ (岡,森島,佐野),58年にはタイ国 (森島,佐野,佐藤)で野外調査を行った.これらの

調査旅行は,上記研究に貴重な実験材料を提供したのみならず,私共の考え方の進展に大きく

寄与した.

(C-2)栽培イネにおける雑種不稔性の遺伝子分析 : 従来から岡が継続してきた,栽培イ

ネ遠縁品種間雑種不稔性の遺伝的基礎を更に確かめるため,各不稔性遺伝子を同質遺伝子系統

の中に単離することが試みられた.それを用いた遺伝実験の結果は重複した配偶子発育遺伝子

のモデルがよく適合し,従来の仮説を支持した.

2種の栽培イネ0り,ZaSatiuaと0.glaberrimaの種間雑種の不稔性の基礎を明らかにするた

め,岡は佐野 (植物保存研究室)の協力を得て不稔性遺伝子の同質遺伝子系統を作成し遺伝実

験を行った.その結果,この種間雑種の不稔性は-遺伝子座の母体 ･配偶子相互作用のモデル

が適合することがわかった.この研究は,岡の退官後佐野に引き継がれた.

(C-3)耕地雑草の生態遺伝学的研究 : 環境庁のプロジェクトで重金属汚染の問題を分担

した際,作物よりも自然選択を厳しく受ける雑草をとりあげたのを契機として,各種耕地雑草

の種内変異,さらに多種が共存する種社会の動態へと視点を拡げて,次のような問題にとりく

んだ.a)水田雑草における銅抵抗性の進化, b)重金属汚染が耕地雑草の種多様性に及ぼす

影響, C)イネとヒエの柱間競争と密度効果,a)野生大豆の自生能力の遺伝.これらの問題

の中で,植物の重金属耐性と正常環境下での適応度との間に一般的に見出される負の相関関係

いわゆるTrade･offの原因を探るための研究はその後も継続されている.

この期間に職月が国際的な場で研究活動を行ったのは以下のようである.昭和49年バングラ

デシュで開かれた第1回深水稲国際セミナーに岡と森島が招待され講演した.また同年,岡は

フィリピン国際イネ研究所に出張した他, 日ソ研究者交流計画により訪ソした.昭和50年に岡

は-ワイ大学東西センターで開かれた病虫害防除に関するワークショッ7て､招待講演をした.

昭和52年には岡がフランス,オーストラ))ア (SABRAO国際会議)に出張し,岡 .森島が

第14回IGC(モスクワ)に出席し,それぞれ研究発表した.昭和54年には森島が日本婦人科
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学者訪中団の一人として中既の研究機関を訪問した.昭和57年には森島がインド統計研究所100

閏年記念シンポジウムで研究発表を行った.

B.改組以後 (昭和59年-平成元年)

昭和59年の改組に際して応用遺伝部は育種遺伝研究部門と改称され,若干の人事異動もあっ

た.長年応用遺伝部にあってその活動を支えてきた井山番也室長は遺伝実験生物保存研究セン

ターに新設された遺伝資源研究室の助教授 (室長)として転出し,生化学遺伝部に所属してい

た遠藤徹主任研究官が育種遺伝研究部門の肋教授となった.岡前部長が退官後,長らく空席と

なっていた教授ポストには昭和60年に森島が昇格した.そこで森島教授と佐藤助手がイネの進

化遺伝学的研究を,遠藤助教授が植物のアイソザイム ･タンパクの生化学的研究を,藤島助手

がウズラ ･マウスの行動遺伝学的研究を行うという体制となった.しかし昭和62年藤島助手が

民間企業の研究所に転出し,その結果応用遺伝部発足以来の動物 ･植物両面からの研究体制が

植物だけとなった.諸般の事情から,将来とも当部門は植物を材料とした育種の基礎研究の道

を開拓してゆくことになると考えられる.なお遠藤助教授は平成元年 3月に定年退官した.

この期間に,職員以外の次の人々がイネの進化遺伝学的研究に参加し,当部門の研究推進に

貢献した.P.Barbier氏 (名大大学院,文部省国費留学生,昭和59年-),佐野礼子氏 (昭和

57年-60年),L.Gadrinab氏 (インドネシアBIOTROP,昭和59年,JICA研修生),

松浦誠司氏 (高知大学生,昭和59年,研修生),石川隆二氏 (北大大学院,昭和60年一63年),

湯陵華氏 (中国江蘇省農科院講師,昭和62年-64年).

また岡彦-前部長は,名誉所員として遺伝学研究所において後進の指導にあたりながら,S

ABRAO (アジア大洋州育種学会)の会長として,またRiceGeneticsCooperativeの委員,

およびその機関誌RiceGeneticsNewsletterの編集者として活動を続けていることを付記し

たい.この期間に当部門で行われた研究の概要を以下に述べる.なおこれらの研究は,植物関

係の技官特に近藤,玉井,吉臥 永口の各技官,および応用遺伝部時代から補佐を続けてくれ

ている妹尾 (旧姓増田)治子技官,その他多くの実験補助者の支接がなくては生まれなかった

ものである.動物実験の補佐のため最後まで当部門に残った斉藤正己技官が昭和60年に急死し

たことは悲しいことであった.

1.イネの進化と適応に関する研究 (森島 ･佐藤)

1984年から1985年にかけては,RiceGeneticsNewsletter創刊,第 1回国際イネシンポジ

ウム開催,RiceGeneticsCooperative発足など,イネ遺伝学研究者の国際的交流が組織化さ

れた時期であったが,当研究所のイネ研究者も積極的にこれらの活動に加わり研究を推進した.

この期間にとりあげられた主なテーマは,(1)タイ野生稲集団の繁殖様式と集団の遺伝的構造,

(2)アジアの野生イネ系統におけるインド型 ･日本型の分化,(3)野生イネの生活史を支配する遺

伝子の間の連鎖不平衡,(4)沖縄におけるイネの自生 ･定着に関する実験的研究,(5)雑草型イネ

の適応と分化,(6)出穂性の遺伝子分析,(7)雑種弱勢遺伝子の分析と地理的分布,(8)日本型イネ
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品種群内の分化,(9)インド型と日本型の雑種後代における遺伝子組合せ,(10)競争受精に関する

研究,(ll)アイソザイムの遺伝子分析,(12)遠縁品種間交雑にみられる分離の歪みの研究,(13)プラ

ントオパール法による過去のイネ品種の推定,などである.当研究室で行われたイネの進化に

関する研究の成果は岡によって英文のモノグラフ"OriginofCultivatedRice"(1988)として

出版された.

この期間にスタッフが国際会議などで研究発表を行ったのは次の通りである.昭和59年には

森島が第2回 ｢植物集団の構造と機能｣国際シンポジウム (オランダ)とNATO国際ワーク

ショップ ｢植物における集団生物学｣(フランス)に出席,発表した.昭和60年には森島が国

際イネ遺伝学シンポジウム (フィリピン, IRRI)で,また佐藤が第5回アジア大洋州育種

学会 (タイ)で発表した.昭和61年には国際シンポジウム ｢作物遺伝資源の開発と利用｣(台

湾)で森島,遠藤,佐藤が研究発表した.昭和62年には,森島が韓国遺伝学会シンポジウムで

招待講演を行い,また第14回国際柵物学会 (西 ドイツ)に出席しシンポジウムで研究成果を発

表した.

文部省科研費海外学術調本の補肋を受けて行っている ｢熱帯アジアにおけるイネ遺伝資源の

生態遺伝学的調査｣(代表者森島)は第2次調査を昭和60年に行い,森島 ･佐野 ･佐藤･Barbier

がインドネシア ･マレーシアに調査旅行した.またタイ国では,バンコック近郊に数カ所の野

生イネ定点観測地点を設け,長期的観察と採集および遺伝変異の調査を続け,環境変化と野生

イネ集団の動態との関係を研究しているが,昭和59年から61年の間にも上記メンバーが交代で

計7回調査に出かけた.もう一つの海外における活動としては,中国江蘇省農科院食糧作物研

究所との間に ｢プラントオパール分析による中国大潮地区の稲作の変遷｣という共同研究が中

国側で認められ,昭和63年森島 ･佐藤は訪申し予備調査を行った.

2.植物タンパク質の生化遺伝学的研究 (遠藤)

イネ科植物種子の貯蔵タンパク質を構成する4分子種のうち,アルブミン ･グロブリン ･プ

ロラミンについてはポリペプチ ドマップが作成されていたが不溶性のグルテリン抽出法は確立

されていなかった.遠藤は,4分子種分画の二次元ポリペプチドマップ分析の方法を開発した.

また一次元等電点法による精密分析法の確立にも努力した.この方法でイネの日本型およびイ

ンド型の代表的な品種の腿乳タンパク質を調べたところ,各分画で品種間に多数のバンドの差

異が見出された.

次にイモビラインゲル泳動法を試みた.イネの日本型 ･ジャワ型 ･インド型に属する品種の

駆乳タンパク質から4分子種を酸性およびアルカリ性の溶剤で抽出分画し, 7分画をイモビラ

イン膜で泳動した.イネの3つの型の間で見出される泳動帯の差異は非常に多く,さらに興味

深いことは,日本型に属する品種の間にも変異が検出できたことで,遺伝子分析の対象となる

と思われた.

さらにアサガオの形態突然変異遺伝子の準同質遺伝子系統の種子を用いてイモビライン分析
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を試みた.前処理によって多量の多糖類を除くと分析が可能になったが,形態形成変異を特定

できるバンドを同定するにはいたってはいない.

3.動物の育種遺伝学的研究 (藤島)

(1) ウズラの性成熟に及ぼす色光線環境の影響 二 色光線が鳥類の性成熟に影響を与えること

が知られているので,ウズラを自･赤 ･青の各色光線下で飼育し比較 した.青色光下では性成

熟が有意に遅れることがわかった.性成熟に関して高低両方向-の選抜実験を開始したが,藤

島の転出によって実験は中断された.

(2) マウスの時好性 : 動物の晴好性を決める遺伝的および環境的要因を探る目的で,マウス

の初期経験が時好性に及ぼす影響を調査した.出生後のいろいろな時期から3種類の飼料を与

A,成体になってからカフェテリア試験法によって,この3種類のえさを選択させた.その結

果,成体の時好性は出生後離乳前の経験に大きく影響されることがわかった.

iji 応用遺伝研究部門

応用遺伝研究部門では,現在,教授 2名が任命されており,医学または農学領域における遺

伝学の応用に関する研究を行っている.人類遺伝学の領域では,昭和62年4月から免疫遺伝学

の分野で活躍中の渡辺武教授 (九州大学生体防御医学研究所)が任ぜられており,同教授は人

類遺伝研究部門と協力して,ヒトBリンパ球細胞系における免疫グロブリン遺伝子の再構成と

発現の調節,ならびに重症複合性免疫不全症候群の成因について分子レベルの研究を行ってい

る.とくに,免疫グロブリン遺伝子の組織特異的な発現の調節機構とそれに係わる核内調節タ

ンパク質をコー ドする遺伝子群を同定し,それらの構造を解析することが主な課題である.

り,同教授は人類遺伝研究部門と協力して,ヒトBリンパ球細胞系における免疫グロブリン遺

伝子の再構成と発現の調節,ならびに重症複合性免疫不全症候群の成因について分子レベルの

研究を行っている.とくに,免疫グロブリン遺伝子の組織特異的な発現の調節機構とそれに係

わる核内調節タンパク質をコー ドする遺伝子群を同定し,それらの構造を解析することが主な

課題である.

農学分野では,昭和60-61年の間,米沢勝衛京都大学助教授 (当時)が客員助教授として任

ぜられた.同氏は京都産業大学教授となられたので昭和63年以降は非常勤教授として当客員部

門で活動を続けている.主な研究課題は植物集団の遺伝変異保有機構に関する理論的研究であ

る.遺伝資源の収集 ･維持の方法に関する研究,雑種弱勢遺伝子の集団内での行動,交配様式

と集団内の分構造の関係などについて主としてシミュレーションを用いて研究が行われている.

これらの問題は,育種遺伝研究部門のスタッフが現に直面している問題でもあり,実験と理論

の両側面からの協同研究が進行中である.
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2.研究施設

(1) 遺伝実験生物保存研究センター

センターの概要

昭和49年に,｢遺伝学研究に必要な実験生物の重要系統の維持保存及びその遺伝的特性に

関する基礎的研究を行う｣という目的で,遺伝実験生物保存研究施設が新設され,まず植物

保存研究室が発足した.ついで,昭和50年度に動物保存研究室が設置され,大島長造生理遺

伝部長が施設長に任命 (併任)された.さらに,昭和51年度には微生物保存研究室が設置さ

れた.昭和52年度には,新たに研究所用地になった西北隅の三島東中学校の跡地に新しい建

物が建設され,53年 3月に2階建て739平米の研究棟とそれに付随する機械株が完成し, 4

月から研究スタッフがこの建物に移って活動を開始した.昭和54年には付属施設として,ネ

ズミ飼育棟 (388平米)およびカイコ飼育棟 (254平米)が建設され,昭和55年 3月に完成し

た.昭和54年 3月大島施設長が定年退官され,4月から岡彦一応用遺伝部長が施設長に併任

された.昭和55年 3月に岡施設長が定年で退官され,4月から音圧目安秀細胞遺伝部長が施設

長に併任された.昭和56年には,資料室,管理室,恒温保存室,大量培養室,無菌室,変異

分離室 (RI実験室)及び暗室を備えた微生物保存研究棟 (263平米)が完成した.

昭和59年,国立大学共同利用機関への改組 ･転換によって,遺伝実験生物保存研究施設は

遺伝実験生物保存研究センターとなり,これまでの動物保有研究室が晴乳動物と無脊椎動物

保存研究室に分かれ,さらに遺伝資源研究室が新設され,5研究室の構成になった.吉田施

設長は,この年 3月に定年退官され,新センター長として杉山勉発生遺伝研究部門教授が任

令 (併任)された.

あたらしく発足したセンターは,従来と同じく,遺伝研究のための有用生物系統を収集保

有し,その特性開発の研究と,新たに遺伝学研究に有用な系統の育成を行い,また,実験生

物系統を含む遺伝資源に関する情報の収集整備を行って,共同利用研究機関としての活動の

一つの重要な役割を果たすことになった.
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センター長はその後,昭和62年に森脇和郎細胞遺伝研究部門教授が,昭和63年には杉山勉

教授が再度任命され,昭和64年4月からは遺伝資源研究室の井山審也助教授が任命されてい

る.

系統保存業務の運営について研究所内外からの助言と協力を得るために,昭和53年度から

｢国立遺伝学研究所系統保存委員会｣が設けられたが,所外からはつぎの諸氏が委員に委嘱

された.

植物 :常脇恒一郎 (京大),笠原基知治 (法政大),古里和夫 (浜松市フラワーパーク)

動物 :森脇大五郎 (理研),近藤恭司 (名大),坂口文吾 (九大)

微生物 :飯野徹雄 (東大),由良隆 (京大),吉川寛 (金訳大)

遺伝実験生物保存系統

昭和62･63年度 遺伝実験生物保存系統分譲実績

国立大学 63 57(187) 2(2) 20(270) 3(8) 4(26) 84(3218) 2 (4) 172(3715)

62 34(93),2(5) 14(93) 8(74) 73(3258) 3(5) 134(3528)

弓62. 6(14) 8日88) 24(48) 38(250)

公立大学 63 9(20) 1日 ) 2(4) 1 (2) 13(27)
62 p再十 1日 ) 5(6) 2(10) 17(26)

公立研究機関 63. 12(29) 1 (7) 1日 ) 2(18) 16(55)

私立大学 63 13(21) 9(54) ド←ト 1 (3) 7(32) 36(111)

民間研究機関等 63:ll(54) 2(5) 5(30) 4(1025) 14(31) 2(4) 1日 ) 39(1150)
62;21(80) 1(1) 1日 ) j再十 2(9) 40日03) 6(14) 3(16) 77 ( 233)

高等学校 rH 3(12) 12(59) 15(71)
62; 4(12) 1(7) 9(34) 1(1) 1 (8) 2(2) 18(64)

国外 63 3(45) 5(20) ふ6十 1(8) 5(8) 17(87)
62 5 (45) 9(17)10(21) 3 (55) 8(16) 8(16) 43日 70)

瀬(1)数字は件数･か/コ内は延系統数 (2)その他の微生物欄にはサルモネラ菌を含む0
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昭和59年度には,新たなセンターの発足と共に,系統保存委員会も,所外14名,所内10名

の委員によって系統保存委員会が組織された.所外委員の構成は,つぎの諸氏である.

晴乳動物 :近藤恭司 (八木記念パーク実験動物研),野村達次 (実験動物中央研)

無脊椎動物 :大羽混 (都立大理),坂口文吾 (九大農),向井輝美 (九大理)

植物 :笠原基知治 (法政大),阪本寧男 (京大農),古里和夫 (浜松市フラワーパーク)

微生物 :由良隆 (京大ウイルス研),吉川寛 (金沢大がん研)

遺伝資源 :木下俊郎 (北大農),駒形和男 (東大応微研),斎尾乾二郎 (東大農),常脇恒

一郎 (京大農)

このうち,向井輝美委員は昭和61年度で任期を終わり,昭和63年度から岡田益吉筑波大教

授に委員会に加わっていただいている.

なお,系統保存委員会の委員長には,次の各教官が就任した.

昭和53-54年度 大島部長,昭和55年度 岡部長,昭和56-58年度 吉田部長,

昭和59-61年度 杉山教授,昭和62-63年度 森脇教授.

当センターに保存されている実験生物系統に対して,国内外の研究者からの分譲依頼が次

第に増加している.最近 2ヶ年の分譲の状況は前頁の表のようである｡

嘱乳動物保存研究室

1)研究室の沿革

昭和51年 9月に,ネズミ,ショウジョウバエおよびカイコ等の動物系統を保有するために,

現在の哨乳動物保存研究室の前身である動物保存研究室が発足した.吉田俊秀細胞遺伝部長が

室長を併任し,米国Jackson研究所に出張中の野口武彦研究員が,変異遺伝部から配置換え

となり,同年12月に帰国着任した.ネズミ類の系統保存は,吉田室長,野口研究員および船津

正文研究補助員と細胞遺伝部の協力により進められた.

昭和55年度より,森脇和郎細胞遺伝部第2研究室室長が動物保存研究室長を併任した.また

同年よりマウス胚 (受精卵)の凍結保存事業が野口研究員により開始された.昭和55年 3月に

遺伝実験生物保存研究施設にネズミ付属棟が完成し,同年より同付属棟で,ネズミ類の系統維

持が開始された.野口研究員はマウスの自然発生テラトーマの研究を精力的に行っていたが,

昭和58年11月24日心筋梗塞で惜しくも逝去された.

昭和59年機構改組により,旧遺伝実験生物保存研究施設は遺伝実験生物保存研究センターに

改称されて新発足した.それに伴い動物保存研究室は,哨乳動物保存研究室と無脊椎動物保存

研究室の2重に分割された.晒乳動物保存研究室の教授は細胞遺伝研究部門の森脇教授が併任

し,同研究室の肋手には野口研究員の後任として,米国NIHに留学中の城石俊彦氏 (東北大

学大学院卒)が同年 9月に任命された.また無脊椎動物保存研究室の発足により,同年 5月に
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これまでネズミ付属棟を担当していた船津技官がショウジョウバエ系統の飼育管理を担当する

事になり,榊原勝美技官が細胞遺伝研究部門から晴乳動物保存研究室に配置香えとなり,ネズ

ミ付属棟における系統維持業務を担当することになった.昭和61年7月1日,城石助手は細胞

遺伝研究部門に配置換えとなり,後任に宮下信泉助手 (金沢大学大学院卒)が任命された.覗

荏,晴乳動物保存研究室は,森脇教授 (併任),宮下助手および榊原技官により運営されてい

る.

2)系統維持事業の経緯

(1) ネズミ頬の系統維持

国立遺伝学研究所におけるネズミ類の系統維持事業は,昭和26年以来細胞遺伝部で続け

られていたが,晴乳動物保存研究室の設置に伴い,その主体が本研究室に移管された.

晴乳動物保存研究室におけるネズミ類の系統維持は,野口研究員が昭和51年12月に米国

より帰国の際に数系統のテラトーマ高発系の系統を,Jackson研究所のDr.Stevensよ

り分譲を受けたのが始まりである.昭和56年から細胞遺伝部榊原勝美研究補助員の協力を

得て,マウス基準系統および免疫遺伝学研究用コンジェニック系統約50系統の維持をネズ

ミ付属棟で開始した.同年に近交系ラット5系統の飼育も併せて開始した.ネズミ類の系

統維持に関しては,昭和51年度より系統保存費の援助を受けている.

現在では,晴乳動物として基準系統,突然変異系統およびコンジェニック系統等のマウ

ス系統 (117系統)およびラット系統 (6系統)を主体に,インド産 ミラルディ71系統

をも併せてSpecificPathogenFree(SPF)条件下で維持保存し,所内の研究支援を

行うとともに,広 く国内 ･回外各地の大学 ･研究機関からの種系統の分与の要望に応じて

いる.これらの系統の分譲に関しては,種々のデータ ･ベースを作成する事により業務の

効率化を進めている.また研究所内外で維持されている重要なマウス系統を,帝王切開法

および受精卵移植法によりSPF化し,ネズミ付属棟に移管する業務も進められている.

これらの系統に対し,実験動物中央研究所の協力を得て,定期的に微生物および遺伝的モ

ニタリングを実施している.なお近交系マウスの基準系統,突然変異系およびH-2コン

ジェニックマウスの系統維持は,一部癌特別研究班の援助を得ている.また昭和60年度よ

り ｢免疫遺伝学用マウス系統維持事業費｣が認められ,その中より支出された委託事業費

により,石山晴生氏が日本クレアより派遣され,マウスの免疫遺伝学的モニタリングを担

当した.

(2) マウス膳および配偶子の凍結保存に関する研究

昭和55年6月から7月にかけて,野口研究員はJackson研究所のDr.Mobraatenの研

究室を訪問し凍結保存技術を研修した.また同年 8月にはDr.Mobraatenが遺伝研を来

訪した.マウスの膳 (受精卵)および配偶子 (精子および未受精卵)の凍結保存法による

系統維持は,それ以来現在まで継続されている.昭和57年および58年には科学技術振興調
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整費による ｢受精卵 ･膳等の凍結保存の開発に関する研究｣により,昭和56年以降は癌特

別研究総括班より,研究費の援助を受けている.

受精卵の凍結保存に関しては,これまでに8細胞期肱と2細胞期膳の凍結法が開発され

ている.当研究室では8細胞期陸の凍結保存を中心に行い,プログラム ･フリーザーで受

精卵を一定条件下で凍結することにより,融解後の蘇生率および移植後の出生率において

高い再現性を得ることが可能になった.今後は,未受精卵と精子を体外受精させ,さらに

試験管内で培養することにより得た2細胞期膳の凍結保存に重点をおく予定である.重要

な変異遺伝子の保存という観点からは,配偶子の凍結保存が最適であるため,特に精子の

凍結保存法を検討中である.これらの研究には,佐藤恵子 (日本大学卒),石山晴生 (日本

クレア)および大石幸彦 (静岡県実験動物農業協同組合)氏らが参加した.

3)研究活動

晴乳動物保存研究室の研究活動に関しては,歴代の研究員および助手により,主な研究テー

マが異なる.しかしながら,基本的にはマウスを用いた個体レベルの遺伝子機能の解析に重点

がおかれている点が共通である.

(1) 昭和51年12月～昭和58年11月

野口研究員は,当時わが国ではほとんど未開の分野であったマウスの自然発生テラトー

マの発生遺伝学的研究を行った.特にテラトーマ幹細胞株の樹立と,正常肺 との集合キメ

ラの作出による発生遺伝学的研究,精巣性テラトーマ高党系系統129/Sv-ter系統の維

持とその遺伝学的特性の解析,テラトカルシノーマの移植実験による月封生細胞の増殖と分

化の機構解析,および129/Sv-ter系統において精巣の奇形腫発現頻度を高め不妊を引

き起こす劣性突然変異遺伝子 terの発見と,その遺伝学的解析が中心に行われた.昭和58

年度にはがん特別研究費 (ⅠⅠ)の援助により,｢マウスの精巣性奇形腫による腫癌化の研

究｣が進められた.本研究はその後も,野口研究員の共同研究者であった野口基子助教授

(静岡大学理学部)に引き継がれている.これらの研究には,和田雪杏 (静岡大学卒),

多屋長治 (大阪大学大学院),花岡和則 (三菱化成生命科学研究所),佐藤正宏 (鹿児島大

学大学院)および石田邦彦 (東邦大学卒)氏らの特別研究生が参加した.

(2) 昭和59年 9月～昭和61年 6月

城石助手は,細胞遺伝研究部門と協力して,日本産野生マウスの主要組織適合性遺伝子

複合体 (H12complex)をBIO系マウスに導入したBIO.MOLコンジェニック系,お

よびそれに由来する染色体組換え系の開発 ･育成を行った.さらにここで得られた高額度

組換え系を用いて,その遺伝機構に関する分子遺伝学的解析を進めた.また組換え系の中

から確立された,ステロイド21-水酸化酵素遺伝子欠損モデルマウスを用いたDNA微量

注入法による遺伝子治療に関する研究等も並行して行われた.城石助手は細胞遺伝研究部

門に配置換え後も,これらの研究をさらに発展させている (詳細は細胞遺伝研究部門の項
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参照).これらの研究には,細胞遺伝研究部門の嵯峨井知子 (金沢大学卒),後藤英夫 (東

京大学大学院)氏らが参加した.

(3) 昭和61年 7月～

宮下助手は,主にマウス肺腫癌発生実験系による発癌におよぼす宿主の遺伝要因の解析

を行っている.特に腫壕発生に関与する免疫応答遺伝子の生物学的機能の解明, リコンビ

ナント･インブレッド系統を用いた発癌感受性遺伝子の探索,および野生マウスより新た

に育成された系統に存在する腫壕発生に抑制的に働 く遺伝子群の検索および機能解析等に

研究の重点をおいている.

ii 無脊椎動物保存研究室

ある.吉田俊秀室長 (併任)と野口武彦研究員,船津正文研究補助員によるネズミの研究と保

存に加えて,ショウジョウバエを大島長造施設長 (併任)が,カイコを鬼丸喜美治研究補助員

が担当し,研究と保存業務を開始した.その後,昭和53年 5月に井上寛が,昭和54年 3月に楠

田潤が研究員として採用され,それぞれ,ショウジョウバエおよびカイコの研究に着手した.

井上研究員は昭和58年 9月より2ヶ年,米国ノースカロライナ大学-出張した.

昭和59年4月,研究所の機構改組により,動物保存研究室は,ネズミの晒乳動物保存研究室

と,ショウジョウバエ ･カイコの無脊椎動物保存研究室に分離した.進化遺伝研究部門の渡辺

隆夫助教授は併任として,無脊椎動物保存研究室の責任者となるとともに,船津技官がネズミ

保存担当から,ショウジョウバエ保存担当となった.船津技官は翌昭和60年10月胃がんのため

死去,後任として,進化遺伝部門の原田和昌技官が配置換えされ,昭和62年4月に着任した.

昭和61年 7月楠田肋手が国立予防衛生研究所へ,昭和62年4月井上助手が大阪外国語大学へ,

それぞれ転出した.それに伴い,渡辺助教授が本研究室の専任として昭和62年 4月配置換えさ

れショウジョウバエの,また,上田均助手が昭和62年10月採用されてカイコの,研究に従事す

ることとなった.

本研究室設立以来,ショウジョウバエは生理遺伝部,進化遺伝部門の,カイコは形質遺伝部

および遺伝情報センター合成研究室の協力を得た.一万,所外からは,都立大学大羽滋教授や

宮崎医科大学山本雅敏肋教授によるショウジョウバエの,九州大学坂口文吾教授や基生研鈴木

義昭教授によるカイコの研究保存のための支援を受けた.受託学生としては,伴戸久徳 (名大

院 ･農)が昭和58年-61年,楠田助手の,沢村京- (早大院 ･理工)が昭和63年一平成元年,

渡辺助教授の指導を受けた.

ショウジョウバエの研究- 井上助手はキイロショウジョウバエの自然集団に保有されてい

る多型的な染色体逆位の頻度分布を調べ,国内外の自然集団と比較した.アメリカおよびオー

ストラリアでは緯度が低 くなるにつれて,逆位頻度が上昇する南北のクラインが明瞭であった
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が,日本では石垣島や小笠原の高頻度集団を除外すると,むしろ,日本本島は東高西低のクラ

インを示した.一方,山梨県勝沼集団の長期調査の結果から,逆位の種類別頻度は1960年代の

2Lt>2RNS>3RP>3LPから1970年代の3RP>2Lt>2RNS>3LPへの変

化が進行し,将来は2RNS>2Ltへの変化が予想された.これは,アメリカにおける1940

年代から1970年代-の変化と非常によく似ており興味深い.

井上助手はまた,キイロショウジョウバエに較べて,同胞種オナジショウジョウバエに多型

的逆位が存在しない理由を解明するために,自然界における偶発的逆位の頻度を両種で比較し

たところ,染色体腕あたり,前者は0.26%であったのに対して,後者は0.068%と有位に低か

った.一万,放射線による逆位の出現頻度は,前者の0.09%に対し,後者は0.04%と低かった.

放射線による優性致死頻度は両種ほぼ同一であることから,オナジショウジョウバiは染色体

突然変異の起こりにくい種と考えられた.

渡辺助教授はショウジョウバエの種分化機構を遺伝的に解析するために,キイロショウジョ

ウバエとオナジショウジョウバエの雑種致死を救済する遺伝子を探索し,その発現機構を調べ

ている.1979年に世界で最初に発見した救済遺伝子 Lhrはオナジショウジョウバエの第2染

色体に座乗するが,この遺伝子と機能的に同じ働きをするHmrが1987年にキイロショウジョ

ウバエのⅩ染色体上にあることがイギリスから報告された.1988年に沢村が第3の雑種致死救

済遺伝子mhrを発見した.沢村は1989年,第4の救済遺伝子 Zhrを発見し,現在これら4つ

の遺伝子を中心に,種分化機構の1つである雑種致死の遺伝的解明が進行中である.

カイコの研究- 楠田助手はフィブロイン遺伝子を指標としたカイコの品種と日本および中

国産クワコの近縁性を調べた.5'末端近傍から切 り出されるHinfIフラグメントを比較し

たところ,中国北部産支那 1化性種は3.8Kbを有したが,中国南部産支那 2化性種および日

本種では主として3･4Kbのフラグメントを有した.一方,中国産 クワコおよび日本産クワコ

は,ともに,3･4Kbのフラグメントを有した.クワコはカイコの祖先種と考えられているが,

カイコの中でも支那 2化性種に近縁であった.

楠田助手はカイコの卵巣凍結法を開発した.標識遺伝子をもつ5令2日目の幼虫より卵巣を

取り出し,グリセロールを1.5モルまで段階的に浸透させ,プログラムフリーザーで一40℃ま

で,毎分 1℃の勾配で冷却凍結させたあと,液体窒素中に移した.2日後,30℃のインキュベ

ーターで急速融解し,段階的にグリセロールを除いて,標識のないカイコに卵巣を移植 した.

75%の個体が蛾となり,そのうち,27%で10-20粒の成熟卵を認めた.この末受精卵を,46℃

で18分,温湯処理をして,単為発生を促し,浸酸処理による休眠を妨げると,全卵の16%が酵

化した.最終令幼虫はすべて標識遺伝子の斑紋を持っており,凍結卵巣は完全に蘇った.

上田助手はショウジョウバエのftz遺伝子プロモーターに塩基特異的に結合する因子,NFftzl

の機能を調べるために,結合部位に変異を生じさせ,その発現パターンを解析 し,NFftzlが

ftz遺伝子の空間的な発現調節に関与していることを見つけた.上田はまた,NFftzlに相当
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するカイコの塩基特異的DNA結合因子を検索した.カイコの受精卵および後部絹糸腺の抽出

液より活性を認めた.このNFftzl相当のカイコの因子を約50%程度まで精製した.

iii 植物保存研究室

植物保存研究室は遺伝実験生物保存研究施設の最初の研究室として,遺伝学研究に必要な実

験植物の重要系統の維持保存およびその遺伝的特性に関する基礎的研究を行うことを目的に昭

和49年新設された.同年,室長には変異遺伝部藤井太朗研究員が起用され,本研究室の活動が

開始された.保存業務については,創設当初より応用遺伝部岡彦一部長の指導の下で,同部 ･

宮沢明研究月らの支援によって運営し,昭和50年には佐野芳雄が本研究室の研究員として着任

した.圃場での栽培管理や保存業務に当っては,吉田嵩 ･玉井勉 ･原登美雄技官らが支援し,

さらに非常勤として藤中美枝子 ･室伏明美 ･勝又光子 ･山田初音の各氏が各々交代して保存業

務に加わった.その後の人事面での大きな変化は,国立大学共同利用機構への配置転換後の昭

和62年 5月に,本研究室を支えてきた藤井助教授が肺腫壕のため死去されたことである.その

後,昭和63年に佐野が助教授に昇任し,続いて平野博之が助手に着任し,現在に至っている.

本研究室における系統保存業務の対象とする植物は,当初よりイネ ･ムギ･サクラ･アサガ

オである.イネについては,昭和32年ロックフェラー財団の援助の下に,当時の木原均所長が

組織した ｢栽培稲の起源の研究｣以来,多数の所員らの海外旅行によって収集された系統を保

存 ･維持することから開始した.その後も積極的に収集を行い,応用遺伝部が組織した調査旅

行に佐野が参画し,西アフリカ (昭和51年),ネパール ･インド (昭和53年),タイ回 (昭和58

年)およびインドネシア (昭和60年)などから多数の新系統を導入して保存系統の充実に努め,

野生稲については現在20種7,178系統を保持し世界最大の収集となっている.コムギおよびそ

の近縁野生種に属する系統は,木原均前所長とその研究協力者によって細胞遺伝学の発展に大

きな貢献をしてきたものである.幾多の海外調査によって収集された系統は,京都大学植物生

殖質研究施設で保有され,本研究室ではその中から,特に遺伝学的に重要な235系統を中心に

保存業務を行っている.アサガオは,我国独特の園芸的価値の高い植物であり,故竹中要元細

胞遺伝部長が我が国各地の園芸家から収集したものを中心に約600系統を保存している.その

保存業務は従来通りEEl村仁一技官 (実験圃場)が担当し,保存体系を改善するため非常勤研究

員笠原基知治法政大学教授の支援を得て遺伝子の解析 ･整理を継続してきた.サクラは故竹中

要元部長がソメイヨシノの起源などの研究のため我が国各地 (一部は韓国 ･台湾)から収集し

た200系統余りを研究所構内に植栽し,重要系統については接木による増殖で保有している.

保存業務は,宮沢 ･田村 (実験圃場)が古里和夫非常勤研究員の指導の下で行ってきた.昭和

63年からは,井山実験圃場長がサクラ ･アサガオの保存業務を委託され,保存系統のデータベ

ース化に向けて調査を行ってきた.

本研究室は系統保存業務のほかに,植物系統を用いた遺伝特性の開発研究にも力を注いでき
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た.藤井助教授は変異遺伝部で実施していた高等植物における放射線遺伝に関する研究を精力

的に継続し, トウモロコシ･ダイズを用いる環境変異原の検出系の開発へと研究を発展させた.

特に,ダイズT219を用いての各種薬剤の変異原性テストは精力的に行われた.T219系統は葉

緑素欠乏を支配する不完全優性遺伝子yllにより-テロ個体 (yll/γ11)が識別できること

から,多種変異原による体細胞突然変異の検出が可能となるので,その出現頻度から変異原性

の有無 ･強弱を推定することができる.この一連の研究は,高等植物を用いた変異原性の検出

系に関し多大の貢献をなし数多くの論文が発表された.さらに,このT219を用いて核分裂中

性子による染色体組換え突然変異の検討も行った.この他,放射線照射花粉による形質転換 ･

キュウリの性表現の誘発変異 ･培養細胞系における放射線感受性や物質代謝など植物遺伝学の

多分野において多くの新知見を報告した.これらの研究は,変異遺伝部 ･故賀田恒夫部長 ･天

野悦夫研究員 ･井上正研究員や田野茂光 (東大農)･藤木博大 (国立がんセンター)･近藤宗平

(近畿大)民らとの協同研究をはじめ,特別研究生 ･加藤芳伸 (現 ･北海道衛生試)･志崎ま

すみ ･A.A.Baradjanegara (インドネシア原子力研究所)氏らが協力して行われたもので

ある.

本研究室では当初よりイネ系統の保存に主力を注いできたが,新しい遺伝資源とその特性開

発研究の一環として,微生物遺伝部および応用遺伝部と共に昭和51年より窒素固定能に関する

遺伝学的研究を開始した.まず,イネ根圏で起る窒素固定能の測定法の開発に取り組んだ.当

時 トウモロコシの切断根にみられる窒素固定活性は,反応開始後数時間を経て指数的に増加す

るので特定微生物の増加による副次的産物と解釈されていた.イネ根圏を擾乱しないで窒素固

定活性を測定する方法によって,特定のイネ系統では反応開始直後から大豆と同様に窒素固定

活性が認められ,イネ系統間で固定能に関し大きな変異が存在することが判った.続いて,イ

ネ根圏からKlebsiellaoxytocaなどの窒素固定菌を単離 ･同定することに成功し,窒素固定能

を支配するイネ側の遺伝子分析も行われた.さらに,単離された窒素固定菌は,無菌的に生育

したイネに再感染させ,重窒素希釈分析法によって空中の窒素が確かに固定されイネの生育に

利用されていることを証明した.これら一連の研究は,微生物遺伝部広田幸敬部長および藤井

が中心となって行ったが,他に井山審也 (応用遺伝部)･下遠野邦忠 (分子遺伝部)･西村行進

(微生物遺伝部)ら多くの所員の協力があっただけでなく,駒形和男 (東大応微研)･愈益東

(韓国農研)･米山忠克 (農研センター)･太田光輝 (静岡農試)･黄託徳 (中国科学院)･丘元

盟 (中国広東省微生物研究所)氏らの協力によって行われた.イネの窒素固定に関する研究プ

ロジェクトは,この研究の推進者であった広田教授が昭和61年に,さらに藤井助教授が昭和62

年に相次いで急逝され,継続することが不可能となったことは本研究室にとって計り知れない

打撃であった.一方,この研究プロジェクトの一環として始められたイネ細胞内のプラスミド

の探索は,所内の名和三郎 ･楠臥閏･山田正明らと協同で開始され, ミトコンドリア分画に出

現するプラスミド様DNAの存否が細胞質雄性不稔現象と密接に関連することを見出した.ニ
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の研究は,現在も不稔現象の分子遺伝学的研究として継続されている.

本研究室が保有する豊富なイネ系統を供試してその系統分化を明らかにする研究は,佐野が

着任後応用遺伝部岡彦一 ･森島啓子らの指導の下で始められた.数度にわたる海外調査によっ

てもたらされた新系統を用いてイネの進化遺伝の研究を進め,野生イネにおける適応戦略の分

化を明らかにして栽培稲の起源や遺伝資源の重要性について新しい知見を提出した.また,イ

ネの雑種不稔機構の解明は,長年にわたり岡彦一部長が品種分化の観点から研究してきたが,

同氏の指導下でより複雑な不稔現象を呈する種間レベル-と研究を進展させた.佐野は昭和56

年から57年にかけて,米国イリノイ大学のJ.R.Harlan教授のもと-留学し,作物進化なら

びに分子遺伝学的アプローチに基づ く植物系統分化を学んだ.帰国後は,イネ種間雑種に起る

不稔因子の単離を継続し,遺伝学上重要な標識遺伝子であるモチ (wx)遺伝子座の発現調節

変異の研究を進めた.昭和61年には, uIx座がコー ドする遺伝子産物を同定し,この産物量が

食味決定要因の一つで重要な農業形質であるアミロース含量を決定するという仮説を提出し,

系統分化および育種上における調節変異の意義を明らかにした.これらの研究は,変異遺伝部･

天野悦夫 (現農水省農生研)･奥野貝敏 (農水省技術会議)･前川雅彦 (北大農)･菊地治己

(上川農試)の諸氏の協力によって行われた.このテーマは,現在も精力的に継続され,昭和

63年に着任した平野により分子遺伝学的解析による発現制御に関する研究も開始された.

以上が,柄物保存研究室の最近15年間の経過であるが,これは研究室創設から現在までの経

過とほぼ一致し,また故藤井助教授によって絶えず広い視野に立って将来の研究方向を展望し

研究者間の信頼を大切にして組織された ｢藤井研究室｣の発展経過でもある.

iv 微生物保存研究室

微生物保存研究室は,主として当研究所で開発され使用されている大腸菌 ･枯草菌 ･サルモ

ネラ菌,及びそれらに感染するファージとプラスミドを中心として保存と特性開発の研究を行

う目的で1976年10月に設置が認められた.

1978年 ｢遺伝実験生物保存研究棟｣が完工し杉浦昌弘分子遺伝研究部第2室長が室長を兼任

し,米田好文民が研究員に採用された.

この年,第1回 ｢国立遺伝学研究所系統保存委員会｣が開かれ,微生物保存研究室の所外委

員には,飯野徹雄東大教授,由良隆京大教授,吉川寛金沢大教授,所内委員には広田幸敬微生

物遺伝部部長,賀田恒夫変異遺伝部部長が委嘱された.

1980年 西村昭子が研究員に発令された.

1981年 微生物保存付属棟 (263.3m･')が完成し,資料室,管理室,恒iL'L保存室,大量培養

室,無菌室,変異体分離室,暗室が完備した.

1982年 杉浦室長が名古屋大学理学部教授に転任した.

杉浦氏は当研究室兼任中 (1978年-1982年),特に大腸菌プラスミドの保存充実に努め,ま
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たラン藻菌株の保存に着手した.研究面では,特別研究生 ･富岡登や熊野正信らの協力を得て,

光合成関連の遺伝子機能の解明をめざして,ラン藻Anacystisnidulansを用いた研究に着手,

発展させた. リボゾームRNA遺伝子のクローニング (Mol.Gen.Genet.184:359-363,

1981),及び16S-rRNA遺伝子の全塩基配列の解明に結実した.その結果,ラン藻と葉緑

体の起源について,重要な示唆が得られた.更に,ラン藻を葉緑体遺伝子発現研究のための宿

主として用いるために,ラン藻に含まれる環状DNA分子のクローン化を行い,ベ クターとし

ての利用可能性を研究した.

1983年 米田研究員が東京大学遺伝子実験施設講師に転任した.

米田氏は当研究室在任中 (1978年-1983年),大腸菌各種突然変異体の特性開発を行い,煤

存分譲のための整備を行う傍ら,大腸菌のべん毛遺伝子regulonの調節制御についで研究した.

主としてlacZ遺伝子を組込んだMu･ファージを用いて,Mu･ファージの挿入によって得

られた挿入変異体,すなわち,lacZ遺伝子とべん毛遺伝子群 (fla,flb,hag,mot)との融合

変異体を用いた.融合遺伝子のlacZ活性を指標にして,鞭毛regulonは,大きく3つのグル

ープに分けられ,その間に一種のカスケー ド型の調節作用が存在することを明らかにした.

鞭毛構造の前駆体を電子顕微鏡を用いても分析 し,大腸菌の集合様式も,ネズミチフス菌で

既発表のモデルと一致することを確認した.この経路は,転写調節の先のモデルと対応させる

ことができ,鞭毛regulonの調節も鞭毛構造の集合のための重要な鍵であることを明らかにし

た.

1984年 遺伝実験生物保存研究センターに機構改組されたことにともなって系統保存委員会

も新発足することとなり改めて第1回目の委員会が開催された.微生物保存研究室の所外委員,

由良隆京大教授,吉川寛金沢大教授,所内委員,広田幸敬微生物遺伝部教授,定家義人変異遺

伝部助教授の各氏の肋言を得て微生物保存事業の充実整備に努めた.

1986年 文部省科学研究費補助金特定研究(A)｢実験生物系統情報のシステム化の研究｣(袷

永虹)により遺伝資源研究室 (井山助教授)と協同して変異株 リス ト ｢国立遺伝学研究所にお

ける大腸菌遺伝系統｣初版を刊行した.

この年, 日本微生物株保存連盟に機関会員として入会した.

1989年現在,西村昭子助手,石田啓子技官を中心に ｢Clark&Carbonの大腸菌ジーン ･バ

ンク｣, ｢広田の大腸菌温度感受性変異体バンク｣, ｢大腸菌の トランスポゾン挿入株｣等,微生

物遺伝学に有用な株の保存充実,文献調査,分譲のための整備を行ってきた.分譲依頼は数年

来驚異的に増加 し,年間150件3,000株にのぼる要望に応じている.

西村は,研究面では,大腸菌の細胞分裂の遺伝的調節機構について研究を行った.

(1)大腸菌の鞭毛遺伝子regulonは,細胞分裂を支配する遺伝的調節機構に組込まれているこ

とを明らかにした (Mol,Gen,Genet.216:340-346.1989).細胞分裂のiL'L度感受性変異体

(dna,par,jts)の培養温度を切換えることにより,細胞分裂の各過程を制御 した条件下で,
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鞭毛形成の各過程を定量した結果,鞭毛繊維の形成,運動性,走化性に関与する蛋白質の合成

制御は,mRNA転写のレベルで,細胞分裂を支配する遺伝的調節機構に組込まれていると結

諭した.これは細胞構成要素の整合的生合成を示唆する興味深い知見である.

(2)大腸菌の細胞周期を決定する遺伝子の解析を行った (Mol,Gen,Genet.215:286-293,

1989).大腸菌のDNA複製と細胞分裂の共純に,｢SOS調節機構｣が緊急誘導機構として関

与していることは分子レベルでよく解析されているが,正常に増殖する細胞がDNA複製の終

了を待って分裂を開始する機構については,全く不明である.この機構に欠損をもつ新しい変

異株の分離に成功した.この変異は,DNA複製の終了を認識し,細胞分裂の頻度を決定する

遺伝子に生じたもので,細胞周期を解明する鍵となる遺伝子と考えられる.

(3)大腸菌の細胞分裂に関与する全jts遺伝子群とその変異株の分離同定を行った (文部省科

学研究費補助金重点領域研究(1)｢細胞複製の分子遺伝学的展開｣1987-1989年).大腸菌の細

胞分裂の遺伝子は百数十存在すると推定されていて,従来の方法でマッピングを行うことは,

ほとんど不可能であったが,ここで保有している ｢変異体バンク｣｢ジーンバンク｣を駆使 し

て,jb変異の遺伝子座位とjts遺伝子を担うプラスミドの同定を行った (図1参照).

枯草菌の保存分譲事業は,人員の不足のため,研究室設立当初より所内系統保存委員 ･定家

義人助教授に委託されている.保有株は変異原性検定のための変異株を中心とし,変異遺伝部

(故賀田恒夫教授)で開発されたものを主として扱っている.定家助教授はまた,これらの変

異株を用いて以下の研究を行った.

枯草菌は不等分裂を経て胞子形成することに着目し,細胞分裂を支配する遺伝子の胞子形成

-の関与について研究を行った.今迄に知られている4つの細胞分裂開始を支配する遺伝子す

べてが胞子形成初期過程ないし後期過程に必須であることが分った.また多面的形質発現 (細

胞分裂,胞子形成,蛋白分泌,自己分解,形質転換能,発芽)に関与するdiv-341遺伝子のシ

ークエンスによる構造解析を行った (Mol.Gen.Genet.190:176-178.1983,J.Bacteriol.

163:648-653.1985,Jpn.∫.Genet.64:111-119.1989).

遺伝学研究所が40周年を迎えた現在,微生物保存研究室が当初の目的に治って正しく運営さ

れるに到る迄に,所外系統保存委員として常に適切なご助言をいただいた飯野徹雄博士,由良

隆博士,吉川寛博士,所内委員として創設以来懇切なるご助言とお力添えをいただいた故広田

幸敬博士,開設当初微生物保存事業と研究室の整備にご苦労された杉浦昌弘博士,米田好文博

士,また保存事業の充実に快 くご協力いただいた西村行進博士の各士の惜しみないご助力があ

ったことをここに記します.
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V 遺伝資源研究室

昭和59年の改組 ･転換に当たって遺伝実験生物保存研究センターに遺伝資源研究室が新設さ

れ,実験生物系統および広 く遺伝資源生物に関する国内国外の情報の収集,解析,整理を行い,

かつ所内外の研究者-の情報の提供を行うこととなり,この研究室の助教授に,応用遺伝部の

井山番也室長が任命された.昭和63年4月から舘野義男助手が任用されて,研究室の活動に加

わった.

熱帯樹種の遺伝 ･育種学的研究

井山は昭和61年以来酒井寛一名誉所員 (元応用遺伝部長),遠藤徹前育種遺伝部門助教授ほか

の林木育種研究者グループに参加して,国際協力事業団 (JICA)の援助計画によるインドネ

シアの有用熱帯樹種の遺伝･育種学的研究を,インドネシアのボゴールにある熱帯生物学研究所

BIOTROPと協力して,アイソザイムを主要な研究手段として,フタバガキ科樹木,Altingia,

Agathisなどの熱帯樹種について,つぎのような集団遺伝学的研究をおこなった.

1.井原正昭博士 ･LilianGadrinab･UlfaSiregarら(BIOTROP)とHoi)eaodoylataの人

工林について,ADH同位酵素を指標として集団構造の解析を行い,この樹種の他殖率 (0.63)

および700m離れた隣接の人工林との間の花粉移動率 (0.32)を推定した.

2.(1) 酒井寛一名誉教授らとの共同により,ジャバのAltingiaexcelsaとカリマンタンの

Agathisborneensisの集団構造をパーオキシダーゼ同位酵素を指標として解析したところ,A.

excelsaでは十数メー トルの範囲のいくつかの繁殖群に分けられることか明らかになった.ま

た,A.borneensisでは家系構造は認められず,いくらかの近交の存在が認められたが,個々

の樹木の部分的自殖によるものと推測された.

(2) Altingiaexcelsaの50年生の人工林の生育量 (胸高直径)と生育密度 (隣接樹との距維)の

解析から,競争効果は2メー トル以内で起こり,また密度効果は5-6メー トルの円形,また

は10×10メー トルの正方形の範囲の中の個体数と生育量により有効に推定されることを示した.

すなわち,この林分では,その範囲で1個体増す毎に胸高直径で0.75cm減少する.密度効果と

競争効果は異なる遺伝子が関係していると考えられ,遺伝子型によって異なるので,特に他殖

性の樹種の造林に当たっては,考慮すべき特性である.

分子系統樹作成法の研究

館野は分子系統樹の作成に関して,分子進化の節約性の概念を用いることの有効性をコンピ

ュータシミュレーションによる評価によって明らかにした.また,深海薫 (お茶の水女子大学

大学院生)と共同して,Felsenstein (1981)の最尤法を改良して,核酸配列を用いた分子系

統樹作成の計算時間を短縮した.
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生物学の実験には,性質のはっきり分かった純粋な生物系統を使うことが大切である.そし

て,生物実験に利用できるように収集,保有された実験系統の中から,実験の目的にかなった

特性をもったものを選んで使う必要がある.そのために,植物,動物,微生物,培養細胞株な

どの実験系統について,系統の特性,所在,保存状況,利用条件,関係参考文献などの情報を

整備し,研究者が利用できるようにすることが望ましい.また遺伝資源生物は,実験生物系統

が主として学術的利用目的から作られ,保存されているのに対して,現在および将来にそれら

が生産や学術研究に利用されることを考えて,広 く自然界に棲息する生物を対象としており,

これらについて同様な情報を整理することが要求される.

このような観点から,まず全国の大学などに保存れている実験生物系統について,系統情報

の収集,整理を行うこととし,昭和59年にアンケー ト調査を行った.その結果,18b余 りの国

公私立の大学および研究所の,940ヶ所の各種の実験生物系統保存担当者から回答を得,種々

の実験生物系統の所在と種類の全体があきらかになった.これを整理して,｢国 ･公 ･私立大

学等における実験生物系統 (昭和59年9月調査)｣(42頁)を昭和60年に印刷し,関係研究機関

と研究者に配布した.

この調査によって得られた各種の実験生物系統の特性その他の情報を,研究所内外の研究者

の協力を得て整理し,印刷物として刊行するとともに,データベース化する作業を進めている.

実験生物系統および遺伝資源に関する印刷物の刊行.

現在までに下記のような印刷物を刊行した.

｢DrosophilaStockListinJapan1985｣(61頁)およびその1986年 (昭和61年)改訂版

(56頁).わが国の40余か所の研究室に保存れているショウジョウバエの主要な実験系統1400

系統の所在を示す.

｢国立遺伝学研究所における大腸菌遺伝系統｣1986.(181頁)西村昭子 ･井山番也編

当センターの微生物保有研究室西村昭子助手と共同して,同研究室及び微生物遺伝研究部門

に保存れきている大腸菌の遺伝実験用系統主要をもの2,177株の標識遺伝子組成を記載したも

ので,資料の前半部に遺伝子 (欠損などを含み1,353種類)による系統の検索ができるような

索引部を付けてある.

｢国公私立大学等に維持されている実験用マウス系統｣1987.(186頁)井山審也 ･森脇和郎

柄.当センターの哨乳動物保存研究室と共同して,全国の大学 ･研究所などに保存れている実

験用マウス系統621種類,1032系統についての所在,遺伝的特性,維持状況および分譲に関す

る情報などを収録した.

｢わが国におけるカイコ実験系統｣1988.(87頁)井山審也 ･土井良宏 ･村上昭雄編

日本蚕糸学会カイコ遺伝子資源小委員会と共同して,全回の大学 ･研究機関などに維持され

ているカイコの実験系統900余系統の遺伝子組成,遺伝的特性その他の情報を保存機関別に収
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録し,カイコ遺伝子の解説を付けた.

｢RiceGeneticsNewsletter｣の刊行.

わが国のイネ遺伝学研究者によって組織されたイネ遺伝資源情報委員会および国際的なイネ

研究者の組織RiceGeneticsCooperativeと共同して,英文100頁内外のイネの遺伝資源に関

する情報と研究情報を掲載したニュースレターを毎年 1回発行している.現在までに第2巻か

ら第5巻までの4冊を発行し,内外の関係研究機関および研究者に配布している.この研究グ

ループの活動によって,国際的なイネ遺伝子命名規約か作られ,イネの遺伝子記号が整理され,

新たに発見された遺伝子の登録が行われている.また,イネ染色体の大きさを基準にした連関

群の整備の作業がおこなわれ,その中間結果がニュースレターに逐次発表されている.

そのほか,井山は実験圃場の宮沢明肋手および田村仁一技官と共同して,本研究所における

樹木およびサクラ保存系統を解説した遺伝研の樹木 (宮沢 ･井山)および遺伝研の桜 (田村 ･

井山)を編集した.

発 表 論 文

Ihara,M.,LilianU.Gadrinab,UlfahJ.Siregar,andS.Iyama (1986)Geneticcontrolof

alcoholdehydrogenaseandestimationofsomepopulationparametersinHopedodorata

Roxb.(Dipterocarpaceae)Jpn.∫.Genet.61:127-136.

Sakai,K.Ⅰ.,T.Endo,S.Iyama,Y.Miyazaki,S.Hayashi,Y.Shimamoto,LilianU.Gadrinab

andUlfahJuniarti(1987)Studiesonthebreedingstructureoftreespeciesinthetropical

rainforest.Ⅰ:Familyclumpsandintrapopulationdifferentiation.BIOTROPIA 1:1-25.

Sakai,K.I.A.,Rumbino,S.IyamaandLilanU.Gadrinab (1987)Studiesoninterference

amongtreesinaplantationofAltl●ngiaexcelsa.BIOTROPIA 1.'26-40.

Fukami,K.andTateno,Y.(1989)Onthemaximumlikelihoodforestimatingmolecular

trees:Uniquenessofthelikelihoodpoint.J.Mol.Evol.28:460-464.
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(2)遺伝情報研究センター

センターの概要

本研究センターは昭和59年 4月に国立遺伝学研究所が文部省直轄研究所から大学共同利用

機関に改組 ･転換されたのを機に,遺伝情報に関する分子レベルの研究の中核 となるべき付

属施設として同時に新設された.その後5年を経た現在,本センターは5研究室から構成さ

れ,全国公募により選考を行った助教授と助手によって運営されている.各研究室は,互い

に有機的なつながりを持ちながら独自の研究活動を行っている.また,大学共同利用機関と

しての活動の一環として,昭和62年より国内外の遺伝学および関連分野の研究者に対して,

｢大腸菌遺伝子ライブラリー (通称小原ライブラリー)｣の配布を行 うと同時にその結果各

研究者によって決定された塩基配列データの収集 ･解析 ･提供のための管理,さらにはデー

タ利用システム開発にも着手している.他方,故丸山毅夫 (進化遺伝研究部門教授,本セン

ター長を併任)が開設当初から情熱を傾けて準備をすすめたDNAデータバンク (DDBJ)

は,昭和61年にその運営費が予算化され,同62年秋からはDNAデータベースのオンライン

サービス開始の運びとなった.しかし,当初は国内研究者の利用を大きな目的としたDDB

Jも質的な転換をせまられることになる.すなわち,ヒトを含めた各種生物の仝ゲノム解析

という世界的な挑戦課題が実行に移されるに伴って,必然的に増加する洪水のごときDNA

データにどのように対処すべきかをめぐって,昭和62年 2月西独-イデルベルクで ｢分子生

物学におけるデータベースの将来｣と題するBJ際ワークショップが開かれた.同ワークショ

ップに出席した丸山は,DDBJが米国のGenBank,欧州のEMBLと共に国際レベルの

DNAデータバンクの一員としてDNAデータベースの共同構築に参加することに同意した.

また,そのような3バンクの共同事業を円滑にすすめるために国際諮問委員会の設置が同ワ

ークショップで勧告決議された.翌年 2月に第 1回の国際諮問委員会が3バンクのスタッフ

及び予算担当責任者の同席のもとに米国ワシントンで開かれたのであるが,その直前の丸山

の急逝は返すがえすも残念な出来事であった.

本センターの研究活動については以下に各研究室ごとの紹介があるが,当初 2研究室から

出発し,今日の5研究室に整備された経緯と新スタッフの着任等について述べる.昭和59年
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壁 :構造,組換えの2研究室が開設されたが定員の純増はなく,構造研究室には旧分子遺伝

部から添田栄一が助手として転任し,室長は丸山教授が併任した.組換え研究室も室長は石

清明教授が併任した.丸山はセンター長として-- ド･ソフト両面のセンターの発展に死の

直前まで全精力を注ぐことになる.昭和60年度 :助教授 2名の定員が認められ,また,合成

と遺伝情報分析の2研究室が新設された.その結果,全国公募によって組換え研究室には池

村淑道 (京都大学理学部生物物理学教室)が,同じく遺伝情報分析研究室には宮津三造 (栄

国NIH)がそれぞれ助教授として着任した.なお,合成研究室は石演が室長として併任し

た.なお,ポリオーマ ･ウイルスDNAの全塩基配列を決定してそのゲノム構造を解析した

添田は理化学研究所ライフサイエンス推進部付調査役に転出した.昭和61年度 :助手 1名の

定員が認められ,遺伝情報分析研究室のスタッフとして選考を開始した.他方,合成研究室

助教授には全国公募の結果,腐瀬進 (基礎生物学研究所)が着任した.昭和62年度 :遺伝情

報研究センター棟が竣工し,1階にセンター長が,2階に合成研究室,3階に構造と組換え

の両研究室,4階には大型計算機が並ぶ遺伝情報分析研究室が入り,本格的な活動を開始し

た.また,助手 1名の定員が認められ,組換え研究室のスタッフとして選考を開始した.公

募を進めていた遺伝情報分析研究室助手には林田秀宜 (九州大学理学研究科博士課程)が着

任した.昭和63年度 :遺伝子ライブラリー研究室の新設及びそのための助教授 1名,肋手 1

名の定員と運営費が認められた.構造研究室助教授には全国公募によって嶋本伸雄 (広島大

学総合科学部)が着任し,同じく組換え研究室助手には松本健一 (筑波大学大学院博士課程

農学研究科修了)が着任した.また,遺伝子ライブラリー研究室助教授には大腸菌遺伝子ラ

イブラ))-の作成者小原雄治が公募の結果,名古屋大学理学部から着任した.なお,センタ

ー長は瀬野が故 ･丸山に代わって併任した.この年,本センター棟は隣接して竣工した放射

線アイソトープセンター棟と連結され,平成元年に入って,両横には旧トレーサー棟で研究

を行っていた分子遺伝研究部門の全員をはじめ,微生物遺伝,細胞遺伝その他の部門の研究

勢が,仮住いながら大挙して入居した.互いの有機的なつながりがより多彩になったことは

言うまでもない.なお,平成元年度の定員増として助手 2名が認められ,合成,遺伝情報分

析研究室の助手各1名として公募中である.

以上,本センターが着実に整備充実されてきたことは明白であるが,今後は各研究室とも,

その後の活発な研究実績と内外に果たす重責の度合から,教授の定員化が課題となっている.

他方,遺伝情報分析研究室のスタッフが運営するDDBJは内外の期待と要請に答えるため

に質的 ･量的両面における転換期を迎えている.特に,そのような転換期に対応して新しく

生まれつつある学際的な ｢生物情報科学 (Bioinformatics)｣を学問体系として育てていか

ねばならないが,そのためには,-遺伝情報分析研究室で対応しきれるものではなく,多く

の関連分野の研究者との密接な共同研究を可能にする抜本的な研究システムの充実が現実の

課題として浮上している.
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l 構造研究室

構造研究室は,昭和59年度から60年度まで添田栄一助手が赴任したが,定員増の分として初

めて,昭和63年 7月に嶋本伸雄助教授が赴任した.現在のスタッフは,嶋本伸雄のみであるが,

当初予定定員の肋手 1名を実現するべ く,努力中である.構造研は,遺伝情報研究センター内

の実験系研究室として,独創的な研究と実験技術の開発を目的に設立された.ライブラリー研

究室とともに最も歴史が浅 く,まだ特記すべき活動も無いので,今後の目標を掲げて,記念す

べき40年の報告に代えさせていただきたい.

いろいろな遺伝現象がいくつかの個性を持った分子の相互作用として,説明されようとして

いる.この基盤となるのが,分子生物学であるが,現在分子生物学には大きな穴がある.それ

は,時間の概念が希薄なことである.例えば,生物の個体発生は,受精卵にすでに存在してい

る構造と,DNAに記述されている遺伝情報によってプログラムされている.このプログラム

を転写,翻訳,複製などを受け持つ分子機械が周辺環境からのシグナルによって制御されなが

ら化学的物理的法則に従って読みとり,生物体を形成していく,以上が現代の分子生物学者の

持つ認識である.従って,個体発生の時間経過は,複雑な化学反応の時間経過がマクロに反映

したものであるはずである.しかし一般に,化学反応の組合せは,なだらかな変化を生むこと

が多く,個体発生にみられるような,一定の段階で顕著な変化を生み出すようなことは希であ

る.また,一つの細胞内のDNA分子数はごく少数であり,もしリプレッサーやアクティベー

ターも同程度の分子数ならば,遺伝子発現は確率的に起こることになり,一定の段階での確実

な発現が困難になる可能性がある.このような困難を回避できる最も現実的な方法は,フィー

ドバック機構を持つ化学反応の組合せを用いることである.

遺伝子発現の分子機械においてそのようなフィー ドバック機構の存在を示すためには,分子

機械の時間的変化を追跡できるような新たな道具立てが必要である.このような試みとして,

固定化オペロンを開発した.転写調節部位を含むDNA断片の一端を,樹脂ビーズに固定化し,

転写反応中に反応液の組成を変化させたり,転写中のDNA･蛋白複合体を粗抽出液から分離

するというものである.DNAに,一定の幾何学的配置を与えて,光学顕微鏡下で1分子ダイ

ナミクスを追うことも可能である.すでに,大腸菌RNAポリメラーゼからの転写開始因子の

解離に,ATPが必要なことなどが明らかになっている.

単純な遺伝子発現機構を持つと考えられるバクテリアの場合でも,複製,転写,翻訳の3つ

の系の間には,細胞増殖をコントロールする系間調節機構が存在しているはずである.その最

初の例として,特定の遺伝子群のmRNAに協同的に結合して,翻訳を阻害する複製系のアク

セッサリー蛋白 (一本鎖DNA結合蛋白)を兄いだした.この協同性 (正のフィー ドバックの

一種)の生理的意義を明らかにすることをめざしている.

一 155 -



ii 組換え研究室

遺伝子組換え技術の確立を契機に,遺伝情報の解明が進み, 遺伝学を中心に,生命科学一般

に大きな進展がもたらされた.組換え研究室では,コドン選択に関する実験的ならびに理論的

研究を行っており,これらの研究成果を基礎に,分子レベルでの遺伝学的知見と光学顕微鏡レ

ベルでの知見とを総合的に理解しようと試みている.各生物種の遺伝子コドン選択パターンを

決める要因の解明は,遺伝子工学において有用遺伝子産物を純度高 く多量に生産させるための

基礎知識を与えるのみならず,遺伝子塩基配列に潜んでいる未知の機能や制約を知る重要な探

査針 ともなっている.同義コドン変異が,中立変異の浮動の効果を強 く受けるが故に,集団遺

伝学 ･分子進化学にも重要な知見を与えてきた.

(1) 遺伝子コドン選択パターンの網羅的解析 :NucleicAcidsResearch誌よりの依頼を受け,

遺伝子コドン選択パターンの網羅的解析を行った.進化遺伝研究部門との共同研究として,

GenBank DNAデーターベースを利用して,1986年に1638遺伝子のコドン使周を算出し,

Nucl.AcidsRes.14,Supplement,r151-r197に発表を行い,1988年に3681遺伝子の算出結果

を同誌 76,Supplement,r315-r402に発表した.なお塩基配列の解析の進んでいる代表的な生

物種については,生物種ごとに集計を行い,各生物種のコドン選択の特徴をも解析 している.

これらの研究結果は,米国 LosAlamos研究所が作成を開始した世界のMolecularBiology

に関する基礎データベースLiMBDatabaseに,CUTG (CodonUsageTabulationfrom

GenBank;byT.Ikemura)として登録されている.

(2) 単細胞微生物のコドン選択の研究 :単細胞微生物類の場合,各生物種の遺伝子は,遺伝

子の種類にはよらずに似たコドン選択の特徴を持つ (コドン選択の生物種による万言).池村

は,京都大学理学部に在職中より,大腸菌 ･酵母について,細胞内 tRNA量の定量を続け,

これらの生物種のコドン選択の万言を決める主要因か,細胞内 tRNA量にあることを示して

きた.タンパク質合成過程は細胞内で最も多量なエネルギーを消費する過程として知られてい

る.翻訳段階でのkineticproofreading機構を考察 した場合,少量 isoacceptingtRNAの

解読するコドンが使用されると,proofreadingのための非生産的なGTP消費の起こる可舵

性が高い.このエネルギーの非生産的消費を避けるために,多量にタンパク質を生産する遺伝

チでは,少量 tRNAの解読するコドンを極力避けようとしていると予想される.この細胞内

経済の立場に立つと,少量のタンパク質しか生産しない遺伝子については,同義変異に起因す

る適応度-の影響が小さく,この変異を中立変異と見なせるようになる.この考え方が正 しい

とした場合,中立説の予測より,タンパク質生産量の低い遺伝子ほど同義置換速度が速いと推

定される.これらのモデルの提唱ならびに当時解析可能であった腸内細菌遺伝子の解析例を

Mol.Biol.Evol.2,13-34とPopulationGeneticsandMolecularEuolutionに発表 している.

その後に配列が発表となった多数の遺伝子については,欧米研究者が同義置換速度の解析を行
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っており,いずれのグループの結果も上記の結論を支持している.

ゲノムGC含量が著しく偏っている微生物類のコドン選択については,大沢ら (名大)を中

心とした研究により,AT/GC圧を受ける中立変異の浮動効果により説明出来ることか示さ

れている.これらの生物種についても,タンパク質生産量の高い遺伝子と低い遺伝子を別個に

解析することで,前者のコドン選択に,翻訳機構に起因する (tRNA量と推定される)制約

の存在することが英国研究者により示されている.翻訳効率に起因する制約存在下に,AT/

GC圧を受ける中立変異の浮動が起きていると考えられる.より長い時間スケールでの進化を

考えた場合には,ゲノム塩基組成とtRNA壷との共進化過程を想定するのが適当であろう.

(3)高等動物遺伝子のコドン選択の研究 :膨大な細胞群よりなる高等生物のコドン選択につ

いては,『単細胞微生物で兄い出された原理をそのまま当てはめることが可能であろうか ?
別の原理を導入する必要はないか ?』等を問うことは興味深い.この問題ならびにそこから派

生して来た課題が,組換え研究室の最近の中心研究テ-マである.単細胞微生物のコドン選択

を細胞内経済の立場より解釈した考え方が正しいとすれば,そこでの原理をそのまま高等生物

に当てはめることは適当とは思えない.進化の過程で意味を持つ自然淘汰は,個々の細胞に働

くのではなく,個体に働いている.同義変異に起因するエネルギー消費差が生む適応度への影

響は,細胞そのものが個体である単細胞生物と膨大な細胞群よりなる高等生物では,格段に違

ったものになるはずである.これらの予備的考察のもとに,高等動物のコドン選択を解析した

ところ,単細胞微生物には見られない複雑さが観察された.その代表的な例は,各生物種の遺

伝子コドン3文字目に見られるGC%の顕著な分散である.一つの生物種に限っても,コドン

3文字目が顕著にGCに偏る遺伝子が多数存在する一万で,ATに偏る遺伝子の例も多い.1988

年の段階で解析可能な約1000のヒト遺伝子を解析 した場合,コドン3文字目の最高GC%は

SOD遺伝子の96%であり,約140遺伝子は80%以上のGC%を持つ.一万最低GC%はAC

ADBMの27%で,約70遺伝子は40%以下の値を持っていた.高等脊椎動物に見られるこのG

C含量の多様性を生む要因を解析する過程で,この性質が染色体DNA上の巨大GC含量モザ

イク構造と関係することが判明して来た (Mol.Biol.Euol.3,13-34;Nucl.AcidsRes.14,6345-

6355,&8702;IMol.Biol.203,1-13).すなわち,コドン3文字目が極端にGCに偏る遺伝子

の場合 (例えば80%以上),その周辺の広領域がGCに偏り (約60%),コドン3文字目がAT

に偏る場合 (例えば50%以下のGC%),その周辺の広領域がATに偏る (約40%)傾向を示

した.この解析で兄いだされたGC含量モザイクの実体を解明する目的で,GenBankのヒト

塩基配列を網羅的に遺伝子座の順に配列させ,グローバルなGC含量分布を解析した.興味深

いことに,数百kb以内に位置する塩基配列間では,ほぼ似た塩基組成を持つのに対し,遠 く

離れた (例えば>10mb)配列間では異なる組成を持つ例が多かった.これらの結果を総合し

た結論は,塩基配列レベルで観察されたGC含量モザイク構造が,仏国BernardiらがCsCl

密度勾配遠心により兄いだした1sochore構造に対応することを示している.lsochore構造の
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単位は300kb以上 と推定されてお り,作業仮説 として染色体バン ド構造 (G/Qbandと

Rband)との関係が提唱されている.この仮説を検証する目的で,HumanGeneMapを基

礎に,遺伝子塩基配列GC含量 とバンド構造との関係を解析 した.光学顕微鏡レベルでの研究

より,G/QバンドはAT塩基に富むことが推定されている.この推定と一致して,大部分の

(約8割)のG/Qバンド上の塩基配列は50%以下のGC含量を持っていた.一万Rバンドの

場合は,G/Qバンド程の一致ではないが,配列の主要部分 (約7割)は50%以上のGC含量

を持っており,概略の傾向は光顕レベルの知見と一致していた.高等動物のコドン選択パター

ンは,染色体バンド構造のみで説明できるわけではなく,他の要因も介在している.しかしバ

ンド構造を考慮せずには選択パターンを説明することができない.高等動物コドン選択パター

ンの多様性を生む要因を研究することで,染色体バンド構造にまで至ってしまった.研究の当

初には予想もしなかった展開である.分子レベルでの遺伝学的知見と光学顕微鏡レベルの知見

とを総合的に理解することの重要さとその可能性を感じている.

(4)RNAの高分解能分離法の開発 :大腸菌や酵母のコドン選択とtRNA量との関係の解

明は,tRNAの二次元ポリアクリルアミド分離法を開発したことで可能となった.現在もこ

の技術の改良を続けており,大腸 ･酵母 ･サルモネラ菌 ･マイコプラズマ ･枯草菌 ･ショウジ

ョウバエ ･ニワ トリ･ネズミの大部分のtRNA分子種が単離可能となった.分子量の大きな

RNAの分離法の開発も進めており,一次元目にアクリルアミドとアガロースの複合糸を用い

ることで,1000ヌクレオチ ド長程度までのRNAを高分解能に分離することが可能となった.

詳細はMethodsinEnzymology,180(RNAprocessing),14-25.PurificationofRNA

moleculesbyGelTechniques(byT.Ikemura)に発表している.

iii 合成研究室

合成研究室では,昭和61年6月助教授広瀬進が着任し,真核生物の遺伝子発現制御に関する

研究を開始した.遺伝実験生物保存センター助手上田均,東京大学大学院医学研究科太田力,

静岡大学大学院理学研究科田淵久大,水谷三津子,総合研究大学院生命科学研究科浦聖恵,中

国農業科学院蚕業研究所講師孫冠誠が研究に参加 した.また,｢アデノウイルス初期遺伝子の

転写調節因子の解析｣(代表者 ･東京大学医学部半田宏),｢ヒト白血病ウイルス遺伝子発現の

分子機構に関する研究｣(代表者 ･国立がんセンター研究所下遠野邦思),｢マウスホメオチッ

ク遺伝子の発現とクロマチン構造｣(代表者 ･名古屋大学農学部北川泰雄)を組織 し,共同研

究を行った.

(1) 真核生物のDNA超らせん化因子に関する研究 (太田 ･広瀬) :カイコ後部絹糸腺抽出

液中には閉環状DNAを超らせん化するDNAジャイレース様活性が存在することを見出した

(Hirose,S.etal.1985J.Biol.Chem.,260,10557-10562).抽出液をホスホセルロースカラ

ムにかけて分画すると,いずれの画分も単独では超らせん化活性を示さなかったが,素通り画
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分と0.6MKCl溶出画分を混ぜたときに超らせん化活性が再構成された (Hirose,S.and

Suzuki,Y.1988Proc.Natl.Acad.S°i.USA.,85,718-722).0.6MKCl溶出画分に含まれ

る有効成分はDNAトポイソメラーゼII(Hirose,S.etal.1988J.Biol.Chem.263,3805-

3810)であった.一万,素通り画分には精製したDNAトポイソメラーゼⅠⅠとATP存在下に

DNAを超らせん化する成分が存在し,超らせん化因子と名付けられた.この因子をDEAE

セファセルカラム,熱処理,フェニルセファロースカラム,DNAセルロースカラムの操作に

より精製した.最終標品はSDSポリアクリルアミドゲル電気泳動で50KDの均一なバンドを

与えた (OhtaandHirose,impress).精製したDNAトポイソメラーゼⅠⅠと超らせん化因子

による反応は,①比較的大量のDNAトポイソメラーゼIIと超らせん化因子を必要とする.(彰

ATPの水解を必要とする.(動低濃度のVP16により顕著に阻害されるなどの興味ある特性を

もっていた.

(2) 超らせん形成による遺伝子発現制御 (田淵 ･水谷 ･広瀬) :カイコ後部絹糸腺抽出液を

用いて真核生物の遺伝子を転写させると,閉環状DNAは超らせん構造をとり,高次構造を形

成できない線状や閉環状DNAより高い転写活性を示した.この閉環状DNA上での高い転写

活性は,フィブロイン遺伝子,セリシン遺伝子,アデノウィルス後期主要70ロモーターなど多

くの遺伝子について観察されたが,熱ショック遺伝子hsp70については検出されなかった.

どの程度の超らせん構造をとったときに転写が活性化されるかは各遺伝子ごとに異なり,フィ

ブロイン遺伝子は低い超らせん度でも活性化されるのに対し,セリシン遺伝子はより高い超ら

せん度で初めて活性化される.これらの結果は,真核生物の遺伝子発現がDNAの超らせん構

造によって調節されていることを示唆している (Hirose,S.andSuzuki,Y.1988Proc.Natl,

Acad.Sci.USA.,85,718-722).

カイコ後部絹糸腺抽出液によるフィブロイン遺伝子の転写はSarkosylに対する感受性に基

づき,次の3段階に分けられる:①0.025%Sarkosylに感受性な転写開始複合体形成,㊨).05

%Sarkosylに感受性な開始複合体からRNA鎖伸長複合体-の変換,③その後のRNA鎖伸

長.(参と(彰の反応は速く,鋳型DNAの トポロジーによって影響を受けなかったのに対し,(9

の段階は転写の律速段階であり,鋳型DNAの超らせん化により著しく促進されることが判明

した (Tabuchi,H.andHirose,S.1988J.Biol.Chem.263,15282115287).転写開始複合体

は,TFIIB,TFIID,TFIIEとRNAポリメラーゼⅠⅠから成ることが知られている.そ

こで,これらのタンパクをHeLa細胞核抽出液から部分精製して再構成転写系を組み,それ

に完全に精製したDNAトポイソメラーゼⅠⅠと超らせん化因子を加えて解析 した.その結果,

TFIID(TATAボックス結合タンパク)のプロモーター-の機能的結合が開始複合体形成

の律速段階であり,鋳型DNAの超らせん化によりこの段階が加速されることが分った.

この他に,基礎生物学研究所鈴木義昭教授らと共同してフィブロイン遺伝子上流に存在する

転写促進領域に関する研究を行った (Tsuda,M.etal.1986Mol.Cell.Bio1.,6,3928-3933;
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Suzuki,Y.etal.1986Proc.Natl.Acad.S°i.USA.,83,9522-9526).

(3) カイコのfushi-tarazu遺伝子に関する研究 (上田 ･孫 ･広瀬) :胚発生における形態

形成の機構を分子レベルで解明する端緒 として,カイコのfushi-tarazu遺伝子のクローニン

グを試み,候補となるクローンを得たので現在解析を進めている.また,ショウジョウバエ

fushitarazu遺伝子の発現調節領域に結合する因子NFftzと同一の塩基配列を認識するタンパ

クが,カイコ後部絹糸腺抽出液中にも存在することが分り,その精製を開始した.

(4) マウスホメオチック遺伝子の発現とクロマチン構造 (浦 ･北川 ･広瀬) :腫発生におけ

る形態形成の機構を探る別のアプローチとして,マウスのホメオボックス遺伝子 Hox2.1の発

現について調べた.F9細胞をレチノイン酸処理して分化を誘導すると,誘導前には検出され

なかったHox2.1mRNAが24時間をピークとして出現し,5日目には消失することが分った.

DNAトポイソメラーゼⅠⅠの特異的阻害剤VP16により,この発現は抑えられ, Hox2.1遺伝

子の発現にDNAの高次構造が関与していることが示唆された.

(5)アデノウイルス初期遺伝子の転写調節因子の解析 (半田 ･広瀬) :アデノウイルスE4

遺伝子の上流に存在するエン-ンサーは,カイコ後部絹糸腺抽出液を開いてDNAを超らせん

化させるとinuitroでも転写促進機能を果す.ェン-ンサー領域内のいろいろな部分を欠失し

たDNAの転写活性を測定した結果,鋳Jfjr-1の超らせん化による転写促進にはサイク))ックAM

P応答領域が関与していることが示唆された (Handa,H.etal.1989FEBSLETTERS,249,

17-20).

(6) ヒト白血病ウイルス遺伝子発現の分子機構に関する研究 (下遠野 ･広瀬):HTLVI

は通常のレトロウイルス遺伝子の他に,自身の転写活性促進に関係する遺伝子を持っている.

この転写促進機構を明らかにする目的で,カイコ絹糸腺抽出液にヒトHTLVI感染細胞抽出

液を補うことにより,HTLVIDNAのinL'itro転写系を開発した.この系においても鋳型

DNAの超らせん化により転写活性の促進がみられた.

iv 遺伝情報分析研究室 (宮洋三造 ･林田秀宜)

1984年遺伝学研究所が国立大学共同利用研究所に改組されたのを機会に遺伝情報研究センタ

ーが設立されたが,その中に日本DNAデータバンク (DDBJ)を担当する研究室として遺

伝情報分析研究室の設置が1985年認められた.そのスタッフとして宮洋三造が1985年12月に助

教授として着任し,また1987年4月に林田秀宜助手が着任した.

DDBJ関連としては,データベース設計及び構築のためのソフトウェア開発とその維持,

DNA,蛋白質配列解析の手法の研究及びソフトウェア開発を行っている.また宮沢は主にD

NA,蛋白質の高次構造の視点から,林EEIは分子進化の視点からDNA,蛋白質の一次配列解

析を研究している.今後はbioinformatics,biocomputingの視点からの研究も指向していき

たい.
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V 遺伝子 ライブラ リー研 究室 (′ト原雄治)

染色体の遺伝子の配置や,遺伝子の構造 ･機能 ･発現機構を解明する目的には,遺伝子ライ

ブラリーの利用が不可欠となってきた.本研究室では下記に述べる大腸菌についての同ライブ

ラリー以外に他の生物種についても手を広げ,遺伝子ライブラリーの構築原理や利用システム

の開発に当たるとともに,遺伝子ライブラリーを利用した遺伝解析を進める.

小原 (当時名古屋大学理学部)と磯野 (神戸大学理学部)によって作製された大腸菌染色体

DNA整列クローン ･ライブラリー (略称 ｢大腸菌遺伝子ライブラリー｣)はCell誌 (1987年)

に発表されるや世界中の研究者からその分与希望が殺到した.以来同ライブラリーの管理 ･維

持 ･配布は小原の英国MRCへの長期出張も考慮され,文部省科学研究費重点研究領域 ｢細胞

複製｣の総括班によって支援を受け,小原の本センター着任以前に名古屋大学より本研究所に

移管された.その実務は石浜明教授と永田 (鈴木)妙子さんによって代行された.その実績 と

時代を先取 りした生命科学研究への貢献の重要性にかんがみ,本センターにおける遺伝子ライ

ブラリー研究室の設置は予定を早めて認められたと聞 く.国内外のクローン配布の実績は下記

の通 りである.発送先の研究者には,その地域の需要者への配布について協力を求めているの

発送先 件数

日本 44

アメリカ合衆国 92

英国 16

オーストラリア 4

西 ドイツ 8

フランス 6

デンマーク 2

スウェーテ小ン 3

スペイン 2

カナダ 2

ユーゴスラビア 1

中華人民共和国 2

イスラエル 2

ベネズェラ 1

東 ドイツ 2

ポーランド 2

191
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クローン数

7,784

9,651

2,084

498

534

966

492

482

479

480

14

26

482

4

10

11

24,453

(1988年12月現在)



で,本クローンの使用者はこの実績よりはるかに多いと予想される.今後とも,本研究室の活

動の一つとして同ライフう リーの管理 ･維持 ･配布をひき続き行うが,さらに,クローン配布

先の研究者によって決定された遺伝子地図,制限酵素地図と塩基配列データの収集と管理,チ

ータベース構築等を遺伝情報分析研究室とタイアップしてすすめている.

vi 日本DNAデ-タバンク ;DNADataBankofJapan(DDBJ)

現在,DNAデータを計算機に蓄積 しデータベース化することの重要性を疑う人はいないだ

ろうと思う.DNA塩基配列のデータを計算機を用いて解析する研究は,塩基配列が実験的に

解析可能になった時から盛んになされてきたが,1970年代末頃からの報告されるデータの急増

は,個人の努力でデータを収集管理することを困難なものにした.そこで,DNA塩基配列デー

タを計算機に可読の形で収集蓄積し,データベースとして研究者間で共有しようとする考えが,

欧州,米国で生まれ,1982年欧州にEMBL,米国にGenBankがDNAデータバンクとして

国の援助の下で設立された.一万,8本では計算機によるDNA塩基配列,蛋白質アミノ酸配

列のデータ解析は1970年頃からなされていたものの,データバンクを設立しデータベースを研

究者間で共有する必要性への理解は欠けていたように思う.日本におけるデータバンク設立に

関する動きは,EMBL,GenBankが設立された1982年頃から,そのような世界の動きに注

目する研究者のグループにより始まった.データバンクの重要性を認識し,官公民を合わせた

DNAデータバンクの育成を目的としてDNAデータバンク運営委員会が科学研究費を資金源と

して1983年8月設置された.委員長は当時東大医科学研究所,現帝京大学内田久雄教授である.

データバンクをどのような機関に設置するかいろいろ議論があったようであるが,当時委員会の

メンバーであった遺伝学研究所故丸山教授と五修堀助教授は,DNAデータバンクの運営機関と

しては共同利用研究所である遺伝学研究所が最もふさわしいと考え,データバンクを運営してい

けるよう準備をすすめていた.また,データバンクを遺伝学研究所に誘致するという考えは研究

所の方針でもあった.そのような考えがDNAデータバンク運営委員会でも支持され,データバ

ンク設置機関として遺伝研が推薦され,1986年4月DNAデータバンクが遺伝学研究所遺伝情

報研究センター遺伝情報分析研究室に予算処置をともなって正式に設立された.そのスタッフ

として宮洋三道が1985年12月に助教授として着任し,また1987年4月に林田秀宜助手が着任した.

DNAデータバンク設立の目的はもちろんDNAデータの収集管理である.DDBJは1987

年 3月に導入された計算機を用い管理システムを構築し,1987年に1版をリリースした.その

後半年毎にリリースし1989年 7月にリリースした5版では,395エントリー,679Kbを収集し

ている.これまでデータ収集は主に日本で出版される学術雑誌を対象としてきたが,1989年の

後半からは雑誌によらず日本で解析されたDNAデータの収集入力を行う計画である.データ

の収集,管理に関してはデータバンク (DDBJ,EMBL,GenBank)は互いに密接な協

力関係を築きつつある.日本のDDBJは1987年 5月より,データの共同収集,同一データベ
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-スの共同構築,共同管理の計画に参加している.データバンクは,電子郵便を用いて情報交

換,データ交換をすると同時に,最低年 1週間程度,担当者による実務協議を持ち,さまざま

な事柄に関し共同作業を行っている.1989年 6月には三島で会議を開催した.1990年にはDD

BJ計算機を高速ディジタル回線により米国のネットワークに接続し,GenBank,DDBJ

で同一のデータベースを構築維持する計画である.またDDBJは回内の関係諸機関との計算

機ネットワークのセンターとしても機能できるよう計画している.DDBJは 1)1986年4月

よりDNA (GenBank,EMBL),蛋白貰 (PIR)データの定期配布, 2)DNA,蛋白

質配列解析システムの開発,及びDDBJ用計算機を用いてのDNAデータ,解析システムの

オンラインによる利用を1987年 9月より研究者に解放, 3)約 1年に一度ニュースレターを発

行している.DDBJ用計算機はDNAデータを計算機を用い直接提出してもらう目的で国公

立の大学,研究所だけでなく,会社の研究所を含む全ての研究者に解放されている.

データベースの利用は進み,最近学術雑誌に報告されるDNA配列データを扱う論文では多

少の違いこそあれ,その大部分はデータベースを利用していると思われる.分子生物学の研究

の上でデータベースの必要性は高まるばかりである.一万データの加速度的増加は,各データ

バンクが現在のような方法で独自にヂ-タを収集,入力していては追いつけない状況をもたら

した.またそれに伴う多額の費用は,予算当局をしてデータバンクに,国際協力を強いる状況

をもたらした.このような状況のなか1987年 2月西独の-イデルベルグでNIH (米国国立保

健研究所)/EMBL (欧州分子生物学研究所)の主催で開催された ｢分子生物学におけるD

NAデータベースの将来｣と題するワークショップでは,DNAデータバンクの成功はデータ

バンク間の協力関係の緊密さ如何に依るとの認識に至り,日本もデータバンク間の国際協力に

参加しするよう要請された.また,データベースの利用者の立場から国際協力を調整する目的

で国際諮問委員会の設立が勧告された.この勧告に従い,第一回国際諮問委員会が1988年 2月

米国NIHで開かれ,引き続き第二回国際諮問委員会は1989年 2月-イデルベルグで,第三回国

際諮問委員会は1990年 3月三島で開催予定である.このように世界の動きは, 日本DNAデー

タバンク (DDBJ)発足時には予測できなかった程急速に変化している.データベースに関

しては日本も使用するばかりでなく作成の面でも応分の寄与を果たすべ く対応する必要があろ

う.近年,データバンク側の努力が実り,学術雑誌の多くが論文の受理の条件としてDNAデ

ータバンク-の提供を条件づけるようになった.データ収集を取り扱うセンターが日本に存在

することは,日本の研究者にとっても有用であろう.

しかしデータバンクの維持はたやすいことではない.現在DDBJにとっての最大の問題は

データバンクとして機能するに必要とされるスタッフが確保できないということである.Gen-

BankはPh.D.クラスが生物系,情報科学系あわせて4- 6名,プログラマー8名,生物学

修士相当者6名,タイピスト4名程度のスタッフを抱えている.EMBLも若干少ないものの

同様である.このようなスタッフ構成を考えれば,技官だけでデータバンクを運営することが
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不可能であることは自明であろう.また,研究抜きでは長期的視野にたった時データベース構

築はおぼつかない.例えば,最近,実験解析の進歩を背景にして,いくつかの生物のゲノムを

総体として解析しようとの計画が世界のあちこちで発足しつつある.その象徴が人間のゲノム

解析である.DNA配列の長さが一桁,二桁あがる時,新しい実験技術が必要とされるのと同

様に,データベースに関しても新しい手法が必要でありそのための研究が不可欠である.一万,

データ量の増加にともなってより高速の解析プログラムが要求されよう.また一次配列から遺

伝情報を読み取る情報解析の手法の開発が必要不可欠である.ゲノム解析においては,マップ

データベースも必須である.残念ながら日本はbioinformaticsや biocomputingと言われる

境界領域科学は非常に遅れている.DDBJの健全な発展はこのような分野の発展と無縁では

ありえない.過去2年程の経験からDDBJを取り巻 く諸問題が明らかになりつつある今,チ

ータバンクを機能させるための万策を再度考察する必要があろう.
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(3)放射線 ･アイソトープセンター

当センターは昭和63年4月に発足した.センター長として変異遺伝研究部門から移った助教

授定家義人,技官としてやはり同部門から移った技術課所属の原登美雄,4月に新規採用され

た同課所属谷田勝教がセンターの研究活動と管理運営に当ることとなった.

当センターは遠 く昭和27年に建設されたⅩ線実験室に端を発し,昭和31年に新設された放射

線実験室を母体として,永年変異遺伝部第三研究室の組織の中にあって徐々に発展してきた歴

史を持っている.

この間に,当施設において,唯一の被爆国である我が国の放射線遺伝学を支える多くの研究

が所内外の研究者によってなされてきた.これを可能にしたのは紫外線,Ⅹ線,ガンマー線,

中性子線の発生装置の装備と各種測定器の整備であった.一方分子遺伝学の隆盛と共に遺伝子

の機能と構造の解析のために放射性同位元素の使用が頻繁となり,この要求を満たす施設の整

備拡充にも力が注がれ今日に到っている.今年度は新RI棟が竣工したので当センターの総面

積は3千平米を超える.

初期には放射線遺伝学の研究が必然的に放射線機器ならびに放射性同位元素の管理であった

が,純粋に生化学反応のみに放射性同位元素の使用を限る研究人口が増加の一途をたどり,放

射線および放射性同位元素の管理も全く研究を離れた事務的な要素を多く持つようになってき

ている.ちなみに今日までの延べ登録者数247名,昨年度66名,年間RI購入数296件.

当センターでは次のような研究を行いながらこの施設の管理運営に携わっている.

1.線虫Caenorhabditiselegans生殖細胞におけるDNA修復機構に関する研究

生殖細胞におけるDNA修復機構の解明には,分子遺伝解析可能な変異株があり,多数扱え,

充分な数の子を作り,生殖細胞の起源がはっきりしている材料が望ましい.このような条件を

満たす生物はせいぜいショウジョウバエであるが,線虫 Celegansはより多くの長所を持って

いる.生殖系体細胞も含めた千に満たないすべての体細胞の細胞系図が確立しているし,分子
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遺伝解析が急速に進んでいる.半透明なために,いままで放射線遺伝学において最も良く研究

されてきた紫外線の生殖細胞に及ぼす影響をも調べられる格好の材料なので,高等生物の生殖

細胞におけるDNA修復機構の解明のためのモデル動物となりうる.DNA修復機構解明の手

段 として,この生物における染色体標本作成法を開発し放射線で誘発された染色体異常の観察

を行った.

ガンマー線或いは紫外線を成虫に照射した後,被爆卵或いは被爆精子由来の初期肱の染色体

異常を観察するとrad-2遺伝子に依存した修復が観察された.この修復過程は被爆から受精

までの期間に行われると考えられるので, rod-2遺伝子は生殖細胞の修復にとって重要な働

きをしていると考えられる.一万同じエビスタシスグループの 71adll遺伝子は生殖細胞にお

いては染色体異常の修復には見かけ上関与していないらしい.しかしながら被爆卵或いは被爆

精子由来の卵の筋化率はどちらの変異株でも大きく低下していたのでfad-1, rod-2遺伝

子とも脹発生の過程でおそらく体細胞DNAの修復には必要と思われる.これらの遺伝子の機

能と構造を解析することによって生殖細胞における遺伝子修復の機構を明らかにすることを目

指している.詳しくはMut.Res.DNAReport218(1989)25-31参照.

2.枯草菌における細胞分裂による胞子形成の制御に関する研究

枯草菌では栄養劣化によって細胞分裂が止まり不等分裂が起きて胞子形成が始まる.栄養劣

化によって引き起こされる細胞分裂様式の変換の機構を調べるために,高温で細胞分裂の開始

が停止するdiu株の胞子形成に対する影響を調べてきた.そのうちdiu-341遺伝子は,最も多

面的な形質を示し,細胞分裂,胞子形成 (多分不等分裂),蛋白分泌,形質転換能,自己分解,

胞子発芽に必須であることが解った.この遺伝子をはじめにp1lファージ,つぎに≠105フ

ァージにクローン化した.さらにpBR322プラズミッドに移 して制限酵素地図を作成した.

Cfr13Ⅰによって切 り出される約3kbの染色体断片にこの遺伝子がのっており,酵素による

制限位置順序はCfr13Ⅰ, ApaLl,MluI,StuI,ClaI,Cfr13Ⅰであった.また部分

二倍体では野生の形質を示したので,diL71341変異は劣性であると考えられる.目下塩基配列

の決定による構造解析を行っている.

枯草菌の胞子形成過程の分子遺伝解析は非常に進んでおり,やがては細胞分化の最も解析の

進んだ生物としてみとめられるようになるであろう.しかしながら研究の主流が転写調節因子

の解析に偏りすぎていて,形態変化を直接説明する研究が少なすぎた.本研究で取り上げてい

る遺伝子などの発現調節機構の解明はこのような意味からも重要になるであろう.詳しくは

Mol.Gen.Genet.190,176(1983),∫.Bacteriol.163,648(1985),Jpn.∫.Genet.66,111(1989)参

照 .
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(4)実験圃場

研究所創立と同時に植物に関する実験のために圃場 ･温室などの施設が設けられ,｢農場｣

と呼ばれた.主要な業務は,研究用植物 ･研究所が系統保存を行っている植物 ･カイコ研究用

のクワの栽培管理,およびそれらを栽培する施設の管理 ･整備である.農場長は教官が併任し,

業務担当者は組織上は研究部に所属する形がとられ,昭和49年当時は,宮沢明研究員,近藤和

夫 ･玉井勉 ･吉田嵩 ･田村仁一 ･芦川祐毅技官が応用遺伝部第二研究室に,木村壱真 ･原登美

雄技官が遺伝実験生物保存研究施設植物保存研究室に属していた.しかし実際の業務実施面で

はそれぞれが役割分担をし,各研究者と連絡をとりなから全員で研究所の植物研究を支援する

形をとり,この体制は現在まで続いている.農場長は岡彦-応用遺伝部長が昭和48年-55年の

間勤め,その後は藤井太朗植物保存研究室長が引き継いだ.昭和59年の改組に際して,研究施

設としての ｢実験圃場｣が認められ,宮沢助手が配属された.実験圃場長は,昭和62年 5月に

亡くなった藤井助教授の後をうけて,遺伝資源研究室井山番也助教授が併任した.平成元年4

月からは育種遺伝研究部門の森島教授が引き継いでいる.改組後は技官はすべて技術課所属と

なり,平成元年現在,植物関係は吉田 ･田村 ･芦川 ･永口貢の4技官である.

宮沢助手は昭和24年着任以来,農場長 (実験圃場長)を補佐して植物研究の支援業務の総括

に努力し実験圃場の管理 ･運営に大きく貢献して,昭和63年 3月定年退官した.同年 7月には

中村郁郎助手が新しく採用され,研究条件の整備に努力しながらイネ ･ダイズを用いた分子遺

伝学的研究を開始した.

研究材料として栽培されてきた植物は,イネ ･コムギとそれらの野生種 ･トウモロコシ ･ダ

イズ ･クワなどであったが,最近はイネとクワが主体となった.また地力増進のために青刈大

豆を栽培している.圃場総面積は35,000mZでそのうち水田は500m2であった.イネ研究者の割

合が増えたので昭和63年,750mZの畑地を水臥こ転換した.サクラとアサガオは研究者がいな

くなった後も田村技官によって系統保存業務が続けられている.

温室は昭和49年当時は,調節温室 ･タバコ温室 ･ファイロン温室 ･隔離温室 ･水田温室 ･桑

温室 ･麦温室があった.老朽化したタバコ温室 ･調節温室は取 り壊されたが,昭和52年にはエ

ネルギー節約型のペレット温室が試作され,昭和59年には野生イネ温室ができた.昭和62年-
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63年にかけて,センター棟建設のために,隔離温室 ･水田温室 ･桑温室 ･ペレット温室が7基

の自動短日圃場と共に次々と研究所敷地の西北端に移設され,昭和60年に長年の希望がかなっ

て建設された実験圃場管理棟 と共に,植物関係の実験施設のゾーンが整備された.

研究所構内には多くの美しい樹木が植栽されているが,昭和62年藤井実験圃場長と宮沢助手

の手によって,101種150本の樹木にラベルがつけられ,昭和63年にはその解説書 ｢遺伝研の樹

木｣(宮沢 ･井山編)が作成された.所員のみならず多くの市民に愛されてきた桜の解説書も

平成元年に作成された (｢遺伝研の桜｣田村 ･井山編).また余 り見ばえは良くないが短日圃場

の西北部に生育する一群の樹木は,昭和55年の研究所創立30周年記念事業の一つとして,当時

の農場長であった岡部長の発案により,箱根 ･三島地区の原始植生からなる自然林を再構成し

ようという構想の下に約600本の苗木を植えたものである.その後,施設整備のために一部は

除去され,現在はこの構想の意義を知る人も少なくなったのは残念である.
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3.管理部

(1) 組 織

昭和24年 5月31日文部省設置法 (昭和24年法律第270号)の施行により,本研究所は,研究

第1部,研究第2部,研究第3部および庶務部の4部をもって発足し,庶務部は,庶務課及び

会計課の2課で構成されていた.創立以来現在までの組織の変遷の大略をみると,昭和59年度

に国立大学共同利用機関となり庶務部から管理部となり庶務課に研究協力係が,昭和61年度に

庶務課に共同研究係,平成元年度に会計課に施設係が新設された.

4.技術課

(1) 技術課の設置

技術課は,研究所における技術に関する専門業務に従事する技術職員 (技官)の集団組織で,

昭和59年に研究所が国立学校設置法第9条の2に規定する大学共同利用機関に改組転換された

ことにより,新たに設置されたものである.これにより昭和24年創立以来,各研究部門に直属

していた技術職員は,この画期的な新制度の下に,研究所における技術職員の集団として組織

上の一体化が実現した.

技術課は,所長直属の組織として位置づけられており,研究所におけるすべての研究活動に

対し側面的に技術提供を行うことで,研究支援体制をとっている.技術職員は全員が技術課に

所属しているが,通常は研究部門や研究施設へ常時出向して,出向先教官の指示により日常業

務に従事している.

技術課の業務についての具体は,｢国立遺伝学研究所技術課業務組織及び業務分掌規則｣が

改組4年後の昭和63年7月12日に制定施行され,はじめて研究所における技術的業務について

の明確な位置付けが示された (本分は省略).

(2) 技術課の機構と業務

技術課は,動物蛙,植物 ･微生物班,機器班の3姓で構成され,各班にそれぞれ第1技術係,

第2技術係が置かれ,研究関係の技術職員はすべてここに所属している.~技術課には現在19名

の技術職員 (技官)が配置されており,各班に班長,係には係長が任命され,課長をはじめ全

員が技術職員で構成されている.

技術課機構図

｢ 働 物班 ⊂ 芸三琵諾漂■

技株 丁 植物 ･微生物旺-{ 芸…琵芸漂

■
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業務内容 ;動物班の第1技術係は主としてカイコ,ショウジョウバエ.ヒドラなどの無脊椎動

物に関する飼育管理,保存,研究業務などに従事し,第2技術係は主としてネズミ類の飼育管理,

保存,研究業務などにあたっている.

柄物 ･微生物班の第 1技術係は主としてイネ,ムギ,アサガオ,サクラなど植物の栽培に関係

する温室管理,圃場管理,保存,研究業務などに従事し,第2技術係は主として大腸菌,枯草菌,

サルモネラ菌,ウイルスなどの微生物について培養,保存,研究業務などに従事している.

機器姓の第1技術係は放射線発生装置の保守,管理,操作指導及び放射性同位元素の安全管理,

障害防止など法的規制を含めた業務にあたり,第2技術係は各研究室における共通機器の維持管

理,測定,分析および研究業務にあたっている.

(3)技術課の活動

技術課は設置以来日が浅 く,独自の活動としてはまだ見るべきものは少ないが,過去 5年間

の活動についてのあらましを記述する.

技術課では,その主目的とする技官の出向先における研究支援活動の他に,技術課独自の活

動として ｢技術課ミーティング｣を行っている.このミーティングは毎週月曜日に開かれ,定

期的に開催される教授会議 (月2回)に技術課長が列席していることからの研究所全体の情報

提供,技術課の業務連絡,技術情報の交換,新技術の紹介などが行われ,技術者としての研頭

と相互交流に役立っている.

この他,技術者研修のための企画として ｢技術課セミナー｣を随時開催している.これまで

に ｢遺伝学講座｣と名づけて63回開催した.講座の内容は,DNAを中心とした現代遺伝学の

基礎,遺伝子組換え,人間の遺伝病,海外研究旅行の話など,広範囲に亘って判り易く解説さ

れ好評であった.この講座は初代技術課長の丸山教授 (併任)の発案により自らその講師を買

って出られ,初回から35回までを担当し,その後,後任の杉山教授 (併任)に引きつがれ,所

内の教官に講師を依頼して継続した.また,昭和63年9月19-21日の3日間,庶務課で創立以

来はじめて開催した職員研修にも2名参加した.

丸山教授は,昭和62年12月11日に急性心不全のため51歳の若さで急逝されたが,併任とはい

え初代技術課長としての責任感から技術課職員の相互交流と知識向上のために,一つの方向を

示されたものといえよう.

その他の技官研修としては,放射線技術者の特別講習などがあり,それぞれ関係する技官が

参加し講習を受けた.また,それぞれの技官業務に関係の深い学会や研修会にも独自の立場で

出席し,知識技術の修得に努めている.

対外的には岡崎国立共同研究機構生理学研究所技術課主催の生理技術研究会に過去 5回2名

ずつ参加し,技術に関する体験発表及び情報交換を行った.任意の勉強会としては,過去に動

物関係技術者7-8名による ｢木曜ナイター｣(10年継続,400回余)などがある.
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(4) これからの技術課

近年,遺伝学の目覚ましい発展に伴い,当研究所においても研究施設の増設や設備の近代化

が急速に進み,これらの業務に携わる技術者の需要は,ますます増大している.この需要を満

たすには,現在の技術課の整備充実を図らなければ到底応じきれない.即ち,既存の3班 6係

を5班10係に拡張し,将来に向けては技術部への昇格も充分検討されるべきである.また精密

な分析機器の操作や,複雑な遺伝情報の分析,遺伝資源の正確な保存など技術的に高度なもの

が要求される現在,必要に応じて小グループによる高度の技術研修会の開催が必要である.更

には今後予想される技官の高学歴化に備えて機構改革を含めた技術課の躍進が期待される.
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5.共同研究 ･国際交流等

(1) 共同研究

(昭和59年度)

研 究 課 題

ヒドラパターン形成機構の数理生物学的解析

アルデヒド脱水素酵素遺伝子の制限酵素断片長の多fFi●.J_に関

する研究

遺伝機構と生理活性,とくに植物分化に関する研究

精巣性テラトーマ高発系統マウスの育成

遺伝機構と生理活性,特に化学構造との関連性に関する研

究

遺伝機構と生理活性,とくに天然抗酸化因子に関する研究

培養細胞を用いた有害物質の検出に関する研究

Staphylococcalexfoliativatoximに対する免疫応答の

遺伝学的研究

遺伝機構と生理活性,とくに植物起源の抗変異原因子に関

する研究

代表者及び共同研究者数

東北大学電気通信研究所

教授 沢田康次 7名

東京大学医学部

教授 逸見武光 3名

京都大学農学部

教授 駒野 徹 5名

静岡大学理学部

講師 野口基子 3名

東京大学農学部

教授 高橋信孝 4名

名古屋大学農学部

教授 並木満夫 7名

農林水産省畜産試験場

農林水産技官 相川勝弘 3名

東京慈恵会医科大学

室長 桜井 進 2名

静岡薬科大学

教授 富田 勲 6名

孟芸ガネラDNAの制限酵素分析によるイネの系統関係の l京都大芸芸学芸脇恒_郎 4名

ショウジョウバエ培養細胞の微細構造に関する研究

インフルエンザウイルスの転写機構

カイコにおける遺伝的モザイクの発現とその制御機構

千葉大学医学部

教授 嶋田 裕 4名

東京大学医科学研究所

助教授 水本活久 12名

九州大学農学部

助教授 土井良 宏 4名
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研 究 課 題 l 代表者及び共同研究者数

納豆菌由来機能性プラスミドによる分泌型枯草菌ベクター 九州大学農学部

の作製 教授 上田誠之助 4名

DNAデータバンクの構築 と利用に関する共同研究日本人におけるDNA多型の研究 京都大学化学研究所教授 大井龍夫 10名東京大学医学部教授 宮本昭正 4名

(昭和60年度)

研 究 課 題

大腸菌の変異体をもちいたリボゾーム生合成の研究

大腸菌遺伝子群の構造と機能の研究

ヒドラパターン形成機構の数理生物学的解析

精巣性テラトーマ高発系統マウスの育成

蛋白合成系遺伝子の分子進化

インフルエンザウイルスの転写機構

遺伝機構と生理活性

ショウジョウバエ培養細胞の微細構造に関する研究

マウスのC3コンベルターゼおよびその制御系蛋白群の遺

伝的研究

転写信号の分子的基盤の解析

代表者及び共同研究者数

神戸大学理学部

教授 磯野克己 3名

京都大学ウイルス研究所

教授 由良 隆 5名

東北大学電気通信研究所

教授 沢田康次 9名

静岡大学理学部

講師 野口基子 5名

新潟大学理学部

助手 大西耕二 4名

東京大学医科学研究所

助教授 水本活久 9名

名古屋大学農学部

教授 並木満夫 8名

千葉大学医学部

教授 嶋田 裕 5名

金沢大学がん研究所

助教授 坂井俊之助 4名

京都大学理学部

助手 泉井 桂 9名

ー 173-



研 究 課 題 代表者及び共同研究者数

オルガネラDNAの制限酵素分析によるイネの系統関係の

研究

納豆菌由来機能性プラスミドによる分泌型枯草菌ベ クター

の作製

カイコにおける遺伝的モザイクの発現とその制御機構

ショウジョウバエ系統保存の省力化に関する研究

大腸菌変異株を用いることによるtRNA修飾塩基の生合

成に関する研究

日本人におけるHGPRT遺伝子の多型の研究

ヒトHLAclassII抗原遺伝子の多野!性の解析

遺伝資源生物の画像情報のデ-タベース作成に関する研究

Staphylococcalexfoliativetoxinに対する免疫応答の遺

伝学的研究

突起状構造形成の機械モデル

DNAデータバンクの効率的な構築とその有効利用に関す

る共同研究

トリチウムの遺伝的影響

転写装置の分子遺伝学的解析

培養細胞を用いた有害物質の検出に関する研究

京都大学農学部

教授 常脇恒一郎 6名

九州大学農学部

助手 原 敏夫 3名

九州大学農学部

教授 土井良 宏 5名

東京都立大学理学部

教授 大羽 磁 5名

国立がんセンター研究所

部長 西村 過 5名

東京大学医学部

教授 宮本昭正 5名

東京大学医学部

助手 前田平生 3名

東京大学農学部

教授 斎尾乾二郎 2名

東京慈恵会医科大学共同利用研

究部 室長 桜井 進 2名

広島大学理学部

教授 三村昌泰 10名

京都大学化学研究所

教授 大井龍夫 12名

広島大学原爆放射能医学研究所

助教授 山本 修 12名

筑波大学化学系

助教授 饗場弘二 12名

農林水産省畜産試験場

研究員 相川勝弘 3名
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研 究 課 題 F 代表者及び共同研究者数
遺伝機構と生理活性,とくに植物起源の抗原異変因子に閑 静岡薬科大学

する研究 教授 富田 勲 5名

遺伝機構と生理活性, とくに化学構造との関連性に関する 東京大学農学部

研究 教授 高橋信孝 5名

Velarifictorus属コオロギの種分化の様式と方向 神戸大学農学部

助手 竹田真木生 2名

マウス脳で発現する遺伝子群の塩基配列の解析細胞質雄性不稔イネの小環状DNAに関する研究

I 教授 山口彦之 5名

7(0,Do三三て禁 三誓 讐 警 ター桝 として) f島根医冨歪芸医書芸 敬 4名
)

霊長類におけるミトコンドリアDNAの多型解析 京都大学霊長類研究所

所長 野澤 謙 5名

(昭和 61年度)

研 究 課 題

tRNA･グアニントランスグリコシラーゼ遺伝子のクロ

ーニングと構造解析

大腸菌遺伝子機能における相互作用の解析

大腸菌の変異体をもちいたリボゾーム生合成の研究

霊長類におけるミトコンドリアDNAの多型解析

インフルエンザウイルスゲノムの転写一複製の機構

代表者及び共同研究者数

国立がんセンター研究所

部長 西村 過 4名

京都大学ウイルス研究所

教授 由良 隆 3名

神戸大学理学部

教授 磯野克己 3名

京都大学霊長類研究所

所長 野澤 謙 5名

東京大学医科学研究所

助教授 水本清久 7名
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研 究 課 題

細胞質雄性不稔イネの′ト環状DNAに関する研究

アイソザイム遺伝子によるイネ染色体の標識化に関する研

究

力イコにおける遺伝的モザイクの発現とその制御機構

ヒドラ網 目状神経ネットワーク形成機構

オルガネラDNAの制限酵素分析によるイネ属Aゲノム種

の系統関係の研究

転写信号の分子的基盤の解析

マウスのC3コンベルターゼおよびその制御系蛋白群の遺

伝的研究

蛋白合成系遺伝子の分子進化

精巣性テラトーマ高発系統マウスの育成

インフルエンザウイルス感染による宿主細胞蛋白質生合成

の抑制機構の解析

昆虫卵殻タンパク質コリオンを支配する多重遺伝子族の分

子遺伝学的研究

転写における核酸と蛋白の相互作用の理論的ならびに遺伝

学的解析

ヒドラパターン形成機構の数理生物学的解析

ショウジョウバエ系統の低温保存による省力化の研究

代表者及び共同研究者数

東京大学農学部

教授 山口彦之 8名

北海道大学農学部

教授 木下俊郎 5名

九州大学農学部

教授 土井良 宏 5名

九州大学理学部

助教授 木島博正 10名

京都大学農学部

教授 常脇恒一郎 6名

京都大学理学部

助手 泉井 桂 6名

金沢大学がん研究所

助教授 坂井俊之助 5名

新潟大学理学部

助手 大西耕二 3名

静岡大学理学部

講師 野口基子 5名

日本大学医学部

助教授 清水-史 6名

九州大学農学部

教授 坂口文吾 4名

神戸大学大学院自然科学研究科

助手 橘 秀樹 4名

東北大学電気通信研究所

教授 沢田康次 10名

東京都立大学理学部

教授 大羽 滋 3名
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～研 究 課 題 く 代表者及び共同研究者数
アナナスショウジョウバエ亜群のリボゾームRNA遺伝子 東京都立大学理学部

の変異 助教授 戸張よし子 4名

ヒト白血病細胞増殖 .分化の遺伝機構に関する研究 九州大学医学部

教授 仁保喜之 5名

キラーT細胞により認識されるインフルエンザウイルスN 大阪大学微生物病研究所

P遺伝子 トランスフエ 助教授 保坂康弘 2名

東アジア産大 .中型コオロギ3属の生活史と系統進化 神戸大学農学部

ショウジヨウ--培養細胞の微細構造に関する研究 E神蒜 ≡…≡… ……

(
転写装置の分子遺伝学的解析 筑波大学化学系

助教授 饗場弘二 8名

DNAデータバンクの構築 と利用に関する共同研究 京都大学化学研究所

教授 大井龍夫 13名

的研究 f 助教授 高橋 敬 3名

】 肋教授 醐 和彦 6名
7

マウス脳で発現する遺伝子群の解析 (京都大学理学部
教授 小関治男 4名

ヒトT細胞白血病ウイルスがコー ドする転写活性促進因子 国立がんセンター研究所

の作用に関する研究 部長 下遠野邦忠 2名

動物細胞における転写制御因子の解析 東京大学医科学研究所

助教授 半田 宏 2名

- 17 7 -



(昭和62年度 )

研 究 課 題 代表者及び共同研究者数

酵母のミトコンドリアにおける高分子合成系の解析

カイコにおける遺伝的モザイクの発現とその制御機構

一神経系形質の解析

アイソザイムおよび生化学マーカーによるイネ染色体標識

化に関する研究

マイコプラズマとマイクロコッカスのRNAポリメラーゼ

と転写シグナルに関する研究

高度な多型を示すヒト核内DNAの進化遺伝学的解析

霊長類のミトコンド1)アDNAの多望'.J_と塩基配列の解析

-モグロビンならびに自己免疫疾患の遺伝子異常に関する

研究

Aゲノムをもつイネ野生2倍種における葉緑体ゲノムの分

化

ウイルス遺伝子 トランスフェクト細胞を用いたインフルエ

ンザウイルス特異的キラーT細胞クローンの解析

遺伝子転写の緊縮制御機構の解析

ヒドラパターン形成機構の数理生物学的解析

ヒドラ散在神経系ネットワーク形成機構

昆虫卵殻タンパク質コリオンを支配する多重遺伝子族の進

化と発現調節

ショウジョウバエの遺伝子組換えの分子細胞遺伝学

神戸大学理学部

教授 磯野克己 5名

九州大学農学部

教授 土井良 宏 5名

北海道大学農学部

教授 木下俊郎 6名

名古屋大学理学部

教授 大洋省三 7名

東京大学理学部

助手 植田信太郎 4名

京都大学霊長類研究所

所長 野滞 譲 5名

九州大学医学部

教授 仁保喜之 8名

京都大学農学部

教授 常脇恒一郎 6名

大阪大学微生物病研究所

助教授 保坂康弘 4名

東京大学医科学研究所

教授 上代淑人 5名

東北大学電気通信研究所

助教授 宮野健二郎 7名

福岡女子大学家政学部

助教授 小泉 修 4名

九州大学農学部

教授 坂口文吾 5名

東京都立大学理学部

助教授 戸張よし子 5名
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研 究 課 題

培養ショウジョウバエ腫細胞分化の微細構造的研究

転写活性と鋳型DNAの超らせん構造

コムギ突然変異誘発遺伝子の発現とそのマッピング

マイナス鎖RNAウイルス遺伝子の転写 ･複製に関する研

究

インフルエンザウイルスの転写及び複製機序の解析

プロテアーゼ遺伝子におけるクリングル構造の分子進化学

的研究

核因子Ⅰ(nuclearfactorI)の精製およびその遺伝子
のクローニング

遺伝資源生物の画像情報のデータベース化に関する研究

terコンジェニック系統マウスの育成と解析

分子系統樹の作成における最尤法の理論的検討

多型的逆位染色体の切断部域におけるDNAレベルの構造

解析

動物細胞における転写制御因子の解析

ヒト白血病ウイルス遺伝子発現の分子機構に関する研究

インフルエンザウイルスRNA合成の調節系

代表者及び共同研究者数

神戸大学理学部

助教授 大石陸生 4名

神戸大学大学院自然科学研究科

助手 橘 秀樹 4名

横浜市立大学木原生物学研究所

助教授 野田和彦 4名

国立予防衛生研究所

研究員 竹内 薫 5名

東京理科大学理工学部

助手 中田 進 3名

島根医科大学医学部

助教授 高橋 敬 3名

東京大学薬学部

助教授 花岡文雄 3名

東京大学農学部

教授 斎尾乾二郎 3名

静岡大学理学部

助教授 野口基子 3名

東京大学理学部

教授 尾本意市 3名

大阪外国語大学外国語学部

教授 油谷朝子 3名

東京大学医科学研究所

助教授 半田 宏 2名

国立がんセンター研究所

部長 下遠野邦忠 3名

京都大学ウイルス研究所

教授 畑中正- 3名
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研 究 課 題 代表者及び共同研究者数

インフルエンザウイルスRNA合成関連遺伝子の温度感受 日本大学医学部
性突然変異株の解析 助教授 清水-史 3名

ヒドラ細胞の超微細構造 広島大学総合科学部

教授 重中義信 3名

マウス核小体DNAの抽出精製及びその構造解析 東京慈恵会医科大学医学部

助手 鈴木 仁 2名

イネの自生集団における遺伝変異の保有機構と人工的維持 京都産業大学国土利用開発研究

に関する研究 所 教授 米洋勝衛 4名

mRNAキャップ構造の形成機構と生理機能 東京大学工学部

教授 三浦謹一郎 4名

枯草菌の胞子形成期に出現するシグマ因子 広島大学生物生産学部

教授 小林奉天

葉緑体DNA複製機構に関する研究 京都大学農学部

助教授 大山莞爾 4名

マウス脹発生の制御機構に関する遺伝学的研究 醐東京都臨床医学総合研究所

研究月 酒泉 満 5名

大腸菌染色体の複製開始dnaA蛋白質の機能に関する研 金沢大学遺伝子実験施設
究 助教授 山口和男 3名

ショウジョウバエにおける媒精反応の生化遺伝学的研究 岡山理科大学理学部

助手 浅田伸彦 3名

大腸菌のDNA複製におけるDnak蛋白質の機能 国立予防衛生研究所

室長 榊原祥公 2名

(昭和63年度)

研 究 課 題 代表者及び共同研究者数

インフルエンザウイルスのRNAポリメラーゼの機能解析 東京理科大学工学部助手 中田 進 5名
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研 究 課 題

核因子Ⅰ(nuclearfactorI)の生理的機能に関する研究

マイコフロラズマとマイクロコッカスのRNAポリメラーゼ
と転写シグナルに関する研究

ChickenAnemiaAgent(CAA)の分子的実体の解析
と標的分子の同定

枯草菌の胞子形成期に出現するシグマ因子

メタロチオネイン遺伝子の発現調節領域の解析 とその応用

RNA複製酵素蛋白質の人工的改変によるインフルエンザ
ウイルスRNA複製機構の解析

インフルエンザウイルス核 タンパク質 (NP)の発現細胞
を用いたNP機能の解析

大豆の体細胞突然変異の生成機構

消化器癌に対する5-FU/Leucovorin大量投与の基礎
的研究および5-FU耐性発現遺伝子の検索

ネマ トーダCaenorhabditiselegans変異株の細胞系統樹
による解析

マウスにおけるリボソームRNA遺伝子及びPRI多重遺
伝子族の進化

野生-ツカネズミ亜種の遺伝的および形態的分化の比較検

石寸

terコンジェニック系統マウスの育成と解析

ショウジョウバエの遺伝子組換えの分子 ･細胞遺伝学

代表者及び共同研究者数

東京大学薬学部

助教授 花岡文雄 4名

名古屋大学理学部

教授 大洋省三 7名

酎)日本生物科学研究所

副研究員 中村俊博 4名

広島大学生物生産学部

教授 小林春夫 6名

労働省産業医学総合研究所

主任研究官 小泉信滋 3名

慶応義塾大学医学部

助手 井口義夫 3名

日本大学医学部

助教授 清水-史 2名

近畿大学原子力研究所

教授 近藤宗平 3名

埼玉県立がんセンター ･消化器

内科医長 赤沢修吾 2名

国立がんセンター研究所

室長 宗像信生 3名

東京慈恵会医科大学

助手 鈴木 仁 5名

宮崎医科大学医学部

助教授 土屋公幸 3名

静岡大学理学部

助教授 野口基子 3名

東京都立大学理学部

助教授 戸張よし子 3名
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研 究 課 題 代表者及び共同研究者数

大腸菌のDNA複製におけるDnak蛋白質の機能

大腸菌の染色体分配突然変異体の解析

大腸菌染色体の複製開始dnaA蛋白質の機能に関する研
究

ヒドラの散在神経系における神経網の形成機構

ヒドラパターン形成機構の数理生物学的解析

ヒドラ細胞増殖因子様物質の再生に果す役割

ミトコンドリアDNAの多型からみた腔腸動物ヒドロゾア
の系統分類

培養ショウジョウバエ膳細胞の性分化の微細構造的研究

カイコにおける遺伝的モザイクの発現とその制御機構

一神経系形質の解析

カイコ肱休眠の発生遺伝学的研究

プロテアーゼ遺伝子におけるタリンブル構造の分子進化学

的研究

難治性疾患の遺伝子異常に関する研究

日本人の遺伝子地図に関する研究

同位酵素分析法による作物の品種分化に関する研究

国立予防衛生研究所

室長 榊原祥公 2名

東京大学理学部

助教授 鈴木秀穂 3名

金沢大学遺伝子実験施設

助教授 山口和男 3名

福岡女子大学家政学部

肋教授 小泉 修 7名

東北大学電気通信研究所

教授 沢田康次 6名

九州大学理学部

助手 花井一光 3名

北海道大学理学部

助手 久保田 信 3名

神戸大学理学部

助教授 大石陸生 4名

九州大学農学部

教授 土井良 宏 6名

甲南大学理学部

教授 園部治之 3名

島根医科大学医学部

助教授 高橋 敬 4名

九州大学医学部

教授 仁保書之 7名

東京医科歯科大学難治疾患研究

所 教授 安河内幸雄 4名

岡山大学農業生物研究所

助教授 小西猛朗 2名

-182-



研 究 課 題 ! 代表者及び共同研究者数

カイコ保存系統の分子遺伝学的開発研究 九州大学農学部

教授 坂口文吾 4名

キイロショウジョウバエグループの種間雑種致死を救済す 早稲田大学教育学部

る遺伝子の遺伝学的研究 教授 平 俊文 3名

芸 三二三……三;≡…≡…≡…1nb…≡≡:≡究 !≡ニ≡警 彦 3名

遺伝資源生物の画像情報のデ_タベース化に関する研究 f東京大…≡…部山本雅俊 2名

教授 斎尾乾二郎 3名

大腸菌ゲノムの構造的 .機能的特徴の解析 神戸大学理学部

教授 磯野克己 5名

マウスホメオテック遺伝子の発現とクロマチン構造 名古屋大学農学部

助手 北川泰雄 2名

アデノウイルス初期遺伝子の転写調節因子の解析 東京大学医学部

助教授 半田 宏 2名

染色体バンド構造と遺伝子塩基配列 .反復配列 との関係の 筑波大学生物科学系

解析 i 講師 岡田典弘 3名
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(2)研究集会

(昭和59年度)

研 究 課 題 代表者及び共同研究者数 開催時期

晴乳動物のDNA多型解析の研究会転写装置の遺伝学無脊椎動物組織培養研究会ショウジョウバエの進化遺伝学的研究 国立遺伝学研究所 60.3.14-

所長 松永 英 13名 60.3.15

国立遺伝学研究所 60.3.18-

教授 石清 明 13名 60.3.19

国立遺伝学研究所 60.1.26

教授 黒田行昭 10名

国立遺伝学研究所 60.3.23-

助教授 渡辺隆夫 20名 60.3.24

(昭和60年度)

研 究 課 題 代表者及び共同研究者数 ≧開催時期

無脊椎動物組織培養 研究会 金沢大学理学部 60.8.30

教授 大滝哲也 11名

植物の自然集団における遺伝学と生態学の 東京女子大学文理学部 60.9.9-

接点を探る 教授 福田一郎 16名 60.9.10

日本におけるDNAデータベースの現状と壬国立遺伝学研究所 60.ll.28-

三…:芸≡るストレス回避の遺伝学 長 農…≡究:山毅夫 22名 60.ll.2960.12.14～
I 教授 高橋成人 13名 60.12.15

篭 雷雲誓 言至芸芸諾霊討 助手 橘 秀樹 28名恒 ～線虫C.elegansの遺伝と発生研究会 61.1.24-教授 鈴木撃之 19名 61.1.25DNA診断の現状と今後の課題 61.3.12-所長 松永 英 16名 61.3.13

遺伝子レベルにおけるイネ遺伝資源の評価 京都大学農学部 61.1.27-
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研 究 課 題 t 代表者及び共同研究者数 開催時期

集団遺伝学における確率モデルの研究 名古屋工業大学工学部 61.3.18-

助教授 清水昭信 24名 61.3.20

(昭和61年度)

研 究 課 題 代表者及び共同研究者数

胎芽性腫壕の発生に関する学際的研究

パターン形成機構の発生遺伝学的解析

一細胞質の役割

大型昆虫における形質発現と制御に関する

研究会

コムギにおけるゲノムの再編成と発生異常

造血幹細胞増殖分化の遺伝機構

ウイルスベクターの基礎と応用

無脊椎動物組織培養の基礎と応用に関する

研究

RNAウイルスの病原性の分子的基盤

新しい分子生物学をとり入れた進化集団遺

伝学の発展

イネ遺伝子資源の開発と同定

集団遺伝学における確率過程の問題

山梨医科大学医学部

教授 若林一彦 15名

筑波大学生物科学系

教授 岡田益吉 14名

東京大学農学部

教授 吉武成美 名71

京都大学農学部

教授 常脇恒一郎 17名

九州大学医学部

教授 仁保喜之 14名

国立がんセンター研究所

部長 下遠野邦思 22名

金沢大学理学部

教授 大滝哲也 13名

東京大学医科学研究所

助教授 中島捷久 23名

九州大学理学部

教授 向井輝美

九州大学農学部

教授 大村 武

名古屋工業大学工学部

助教授 清水昭信

名

名

名

5

4

7

1

2

1

開催時期

62.1.22--

62.1.23

61.10.23-

61.10.25

～8

9

2

2

,J3
rL

l

1

6

6

61.7.28-

61.7.29

62.1.17

61.ll.13-

61.ll.14

61.9.18-

61.9.19

61.12.19-

61.12.20

l

1

2

2

2

2

6

6

6

6

6

6
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研 究 課 題 代表者及び共同研究者数 開催時期

トリチウムの遺伝的影響植物における種分化機構の解析 広島大学原爆放射能医学研究所 61.6.20-

助教授 山本 修 19名 61.6.21

東京女子大学文理学部 61.8.7/-

- 染色体レベル､DNA.タンパク質など分子レベルからの追究-突然変異 .発がんの抑制機構に関する研究 教授 福田一郎 19名静岡薬科大学薬学部 61.8.862.3.6-

A二三二 教授 富田 勲 18名 62.3.7

(昭和62年度)
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(昭和63年度)

研 究 課 題 ! 代表者及び共同研究者数 開催時期

染色体転座 .組換え機構の分子遺伝学的研 明治薬科大学薬学部 63.5.20--

究 教授 安藤俊夫 21名 63.5.21

体細胞変異株を用いた細胞増殖機構の研究 !横浜市立大学木原生物学研究所 63.12.8-

枯草菌の分子遺伝学と菌株及びDNAの系 ;大阪大学医学部

統保存に関する研究会 教授 吉川 寛 20名 63.5.14

ヒドラ多細胞体制ワークショップ 九州大学理学部 63.12.15-
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研 究 課 題 代表者及び共同研究者数 開催時期

突然変異及び発がんの抑制機構に関する研 国立遺伝学研究所 63.ll.7-

究会 教授 黒田行昭 19名 63.ll.8

造血幹細胞増殖分化の機構の学際的研究植物の起源をめ ぐる諸問題植物の酵素遺伝と蛋白質育種の研究イネ穀粒成分の多様化と遺伝子資源植物の分子遺伝学日本産アリ類の系統進化に関する基礎研究 九州大学医学部教授 仁保喜之 20名東京女子大学文理学部 1.2.463.9.13--

教授 福田一郎 20名 63.9.14

岐阜大学農学部 64.2.9-

教授 西川浩三 20名 64.2.10

北海道大学農学部 63.ll.15-

教授 木下俊郎 20名 63.ll.16

国立遺伝学研究所 63.12.26-

教授 石清 明 20名 63.12.27

国立遺伝学研究所 63.8.13--

助教授 今井弘民 13名 63.8.14
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(3)研究交流

主な来訪者 (敬称略)

49年度

2月19-20日 G.Nace,°ept.ofZoology,UniversityofMichigan,U.S.A.

4月22-23日 T.D.C.Grace,DivisionofEntomology,C.S.I.R.0リCanberra,

Australia.

5月18日 N.Sueoka,°ept.ofMolecular,Cellular&DevelopmentalBiology,College

ofArtsandSciences,UniversityofColorado,U.S.A.

8月23日 M.Grossman,AnimalSciencesLab,.Universityoflllinois,U.S.A.

8月30日 ElieL.Wollman,ⅠnstitutPasteur,France.

9月24-26日 S.Abrahamson,°ept.ofZoology,UniversityofWisconsin,U.S.A.

10月21-23日 C.Petit,LaboratoiredeGenetiquedesPopulations,UniversitedeParis,

France.

10月22-23日 R.H.Rownd,°ept.ofMolecularBiology&Biochemistry.Universityof

Wisconsin,U.S.A.

R.CurtissIII,°ept.ofMicrobiology,UniversityofAlabama,U.S.A.

50年度

2月23-28日 JamesF.Crow,LaboratoryofGenetics,UniversityofWisconsin,U.S.A.

4月20-22日 Wen-HsiungLi,CenterforDemographic&PopulationGenetics,Univer-

sityofTexas,U.S.A.

4月24-25日 R.LKirk,°ept.ofHumanBiology,AustralianNationalUniversity,

Australia.

5月19日 G.Rangaswanmi,Vice-Chancellor,TamilNaduAgriculturalUniversity,

India.

6月23日 C.J.Stormont,Dept.ofVeterinaryMicrobiology,UniversityofCali-
fornia,U.S.A.

9月12日 JanN.deVilliers,UniversityofStellenbosch,SouthAfrica.

51年度

2月24日 PierreJacquard,Centred'EtudesPhytosociologiquesetEcologiques,

Montpellier,France.

2月25日 UziPlitman,DepartmentofBotany,TheHebrewUniversity,Israel.

3月31日 ⅠvanPanayotor,InstituteforWheatandSunflower,Bulgaria.

4月9-11日 R.E.Comstock,°ept.ofGeneticsandCellBiology,UniversityofMin-
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nesota,U.S.A.

4月13日 S.P.Raychaudhuri,HaryanaAgriculturalUniversity,India.

4月14日 A.Nygren,DepartmentofGeneticsandPlantBreeding,AgriculturalCol-

1egeofSweden,Uppsala,Sweden.

S.M.Samarrai,CollegeofAgriculture,UniversityofRizadh,Rizadh,

SaudiArabia.

7月30-31日 AlanMackay,°ept.ofCrystallography,BirkbeckCollege,Universityof

London,England.

8月17日 産粉砕, 梨花女子大学校, 韓国

8月27日 M.N.Oram,C.S.Ⅰ.R.0.,DivisionofPlantIndustry,CanberraCity,

Australia.

〝 RobertJ.Lawn,C.S.Ⅰ.R.0.,DivisionofTropicalCropsandPastures,

St.Lucia,Queensland,Australia.

9月6日 T.LBlundell,°ept.ofCrystallography,BirkbeckCollege,University

ofLondon,England.

9月7日 JacquesRuffie,Centred'Hemotypologie,CNRS,France.

〝 M.Kownacki,PolishAcademyofSciences,InstituteofGeneticsand

AnimalBreeding,Poland.

10月1-5日 JackLesterKing,°ept.ofBiologicalSciences,UniversityofCalifornia,

U.S.A.

〝 FranciscoAyala,°ept.ofGenetics,UniversityofCalifornia,U.S.A.

〝 LeroyHood,DivisionofBiology,CalifornialnstituteofTechnology,

U.S.A.

RichardE.Dickerson,DivisionofChemistryandChemicalEngineering,

CaliforniaInstituteofTechnology,U.S.A.

A.D.McLachlan,MRCLaboratoryofMolecularBiology,University

PostgraduateMedicalSchool,Cambridge,England.

J.Gani,DivisionofMathematicsandStatistics,CommonwealthScienti-

fic&ResearchOrganization,Australia.

11月10-11日 H.Vergnes,Centred'HemotypologiedeToulouse,France.

11月18日

2月23日

E.H.Chu,DepartmentofHumanGenetics,UniversityofMichiganMe-

dicalSchool,AnnArbor,Michigan,U.S.A.

52年度

F.Gros,L'InstitutPasteur,France.
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4月7-14日

4月18-19日

4月22-23日

6月29日～

7月12日

9月6--7日

10月9日

10月13日

11月8日

11月23日

11月22-24日

11月26日

12月5日

//
12月16日

1月12日

1月28日

1月31日～

2月1日

2月28日～

3月6日

3月7日

3月13-21日

3月14日

3月24日

4月27日

5月11日

//

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

WalterM.Fitch,UniversityofWisconsin,U.S.A.

RichardP.Ambler,UniversityofEdinburgh,UK

M.G.Joneja,Queen'sUniversity,Canada

HowardA.Schneiderman,UniversityofCalifornia,U.S.A.

HerbertStern,UniversityofCalifornia,SamDiego,U.S.A.

JacquesConstans,CentreNationaldelaRechercheScientifique,France

KhushnoodAhmedSiddiqui,AtomicEnergyAgriculturalResearch

Center,Pakistan.

N,Narayanswami,CommissionerforSericulture,GovernmentofIndia.

H.Fraenkel-Conrat,UniversityofCalifornia,U.S.A.

A.S.Spirin,InstituteofProteinResearch,U.S.S.R.

VeronicaM.Maher,MichiganStateUniversity,U.S.A.

J.JustinMcCormick,MichiganStateUniversity,U.S.A.

C.F.Arlett,UniversityofSussex,England.

53年度

S.S.Rajan,C/0UnitedNations,Rangoon,Burma.

AshokJaiれ,EmbassyofIndia,Tokyo.

R.D.Brock,PlantBreedingandGeneticsSection,FÅoIAEA,Austria.

G.P.Sharma,PanjabUniversity,India.

韓国科学財団学術事情視察団 崖相葉他 5名

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

S.Lamseejan,AtomicEnergyLab.,KasetsartUniversity,Bangkok,

Thailand.

タイ国学術事情視察団 P.Bunnag他4名

M.S.Balal,FieldCropsRes.Inst.,AgriculturalResearchCenter,Giza,

Egypt.

M.A.Klingberg,Israellnst.forBiol.ResリNess-Ziona&Tel-AvivUni･

versityMedicalSchool,Israel.

W.Klingherg,IsraelInst.forBiol.Res"Ness-Ziona&Te1-AvivUniver-

sityMedicalSchool,Israel.
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5月18日

5月23日

M.Shadaksharaswamy,BangaloreUniversity,India.

KuoNanKao (高国楠),PrairieRegionalLab.,NationalResearch

CouncilofCanada,Canada

5月23日 J.D.Soriano,UniversityofthePhilippines,Philippines.

7月20日 P.G.Mankad,EmbassyofIndia,Tokyo,

8月7- 8日 BruceSheldon,C.S.Ⅰ.R.0.,Sydney,Australia.

8月8日 WaridA.Warid,UniversityofCairo,Egypt.

8月10-11日 R.C.King,NorthwesternUniversity,U.S.A.

8月28-29日 T.H.Jukes,UniversityofCalifornia,U,S.A.

9月17日 S.Krishnaswami,CentralSericultureResearchandTrainingInstitute,

Mysore,India.

〝 M.N.Narasimhanna,CentralTasarResearchStation,Ranchi,India.

9月18日 中国科学院代表団 泰力生他 2名

9月26-27日 B.B.Shahi,ParwanipurAgricultureStation,Nepal.

10月11日 中国食品科学技術代表団 4名

10月19日 HerbertG.Baker,UniversityofCalifornia,U.S.A.

11月18-22日 LeroyC.Stevens,JacksonLaboratory,U.S.A.

12月8日 S.Brenner,UniversityPostgraduateMedicalSchool,Cambridge,

England.

54年度

1月10日

//
2月10日

2月28日～

3月1日

4月21日

5月2日

5月17日

5月19日

5月19-21日

5月24日～

6月5日

6月1日

6月22日

SiranutLamseejan,KasetsartUniversity,Thailand.

AmanaCampiranan,KasetsartUniversity,Thailand.

NoboruSueoka,UniversityofColorado,U.S.A.

C.Ramel,UniversityofStockholm,Sweden.

CarlA.Price,UniversityofRutgers,U.S.A.

R.R.Sokal,UniversityofNewYork,U.S.A.

∫.D.Soriano,UniversityofthePhilippines,Philippines.

TonyaSearle,MedicalResearchCouncil,RadiobiologyUnit,England.

M.Schaechter,UniversityofTufts,U.S.A.

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

R.H.Haynes,UniversityofYoke,Canada.

王徳宝他4名,中国科学院
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8月14日

8月14-15日

9月5-6日

9月6日

//

10月1-3日

10月15日

//
10月22日

//
10月24-27日

10月25日

10月25-26日

11月8日

1月14日

1月21日

1月31日～

2月15日

2月21日

3月12-14日

3月17日

3月21日～

4月9日

3月20日

3月27日

4月1-3日

4月9日

4月14-15日

6月28日

7月4-5日

DaisukeNakada,UniversityofPittsburgh,U.S.A.

JamesR.Miller,UniversityofColumbia,Canada.

B.A.Barlow,UniversityofFlinders,Australia.

WanneeRojanapo,NationalCancerInstitute,Thailand.

邸 宏播, 中央研究所, 植物研究所, 中華民国

∫.Harlan,UniversityofIllinois,U.S.A.

J.Ruffie,Centred'HemotypologieduCentreNationaldelaRecherche

Scientifique,C.H.U.France.

D.0.Schmid,MunchenUniversity,WestGermany.

Dr.Pavan,UniversityofSaoPaulo,Brazil.

Dr.Paterniani,UniversityofSaoPaulo,Brazil.

D.F.Poulson,UniversityofYale,U.S.A.

金英異,韓国原子力研究所

JeandeGrouchy,LaboratoiredeCytogenetique,HospitaldesEnfants-

Malades,France.

J.D.Watson,ColdSpringHarborLaboratory,U.S.A.

55年度

FraneoisChapeville,UniversiteParisVII,France.

次田暗,EuropeanMolecularBiologyLaboratory,WestGermany.

NeeloboINeungton,MahidoIUniversity,Thailand.

J.G.Torrey,HarvardUniversity,U.S.A.

F.H.Stich,B.C.CancerResearchCenter,Canada.

G.P.Georgiev,InstituteofMolecularBiology,U.S.S.R.

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

∫.M.Legay,UniversitedeLyon,France.

KnudNierhaus,MaxIPlanck-1nstitutfurMolekulareGenetik,West

Germany.

井上正順,StateUniversityofNewYork,U.S.A.

E.S.Anderson,CentralPublicHealthLaboratory,England.

直良博人,AustralianNationalUniversity,Australia.

JeanR.David,LaboratoiredeBiologieetGenetiqueEvolution,France.

大坪栄一,StateUniversityofNewYork,U.S.A.
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7月16日 GbrenLevan,UniversityofGothenburg,Sweden.

7月30日 柴谷篤弘 CommonwealthScientificandIndustrialResearchOrganization,

Australia.

8月1-2日 SorenWilkenRasmussen,CarlsbergLaboratory,Denmark.

8月2日 Jean-PierreGarel,UniversiteClaudeBernardLyon-1,France.

8月1日 MichaelF.W.Festing,MedicalResearchCouncilLaboratoryAnimals

Centre,England.

Hans.J.Hedrich,ZentralinstitutfurVersuchstiere,WestGermany.

HaroldA.Koffman,NationalInstitutesofHealth,U.S.A.

LarryMobraaten,TheJacksonLaboratory,U.S.A.

R.Moutier,CentredeSelectionetd'ElevagedesAnimauxdeLaboratoire,

C.N.R.S.,France.

Cz.Radzikowski,PolishAcademyofSciences,Poland.

8月9日 N.B.Krishnamurthy,UniversityofMysore,India.

B.N.Chowdaiah,BangaloreUniversity,India.

8月9-10日 P.S.Chen,UniversitatZtirich,Switzerland.

8月13-14日 A.Dubendorfer,UniversitatZurich,Switzerland.

9月1-2日 F.∫.deSerres,MichaelD.Shelby,NationalInstituteofEnvironmental

HealthSciences,U.S.A.

M.LMendelsohn,LaurenceLivermoreLaboratory,U.S.A.

9月5-7日 DonaldC.Shreffler,WashingtonUniversity,U.S.A.

9月13日 清同慶 他2名, 西南農学院, 中華人民共和国

9月29日 鹿延祥 他4名, 華南熱帯作物科学院奥西試験貼, 中華人民共和国

10月14-15日 A.A.Moscona,UniversityofChicago,U.S.A.

10月16日 LA.Herzenberg,StanfordUniversity,U.S.A.

10月20日 0.H.Frankel,W.J.Peacock,CommonwealthScientificandIndustrial

ResearchOrganization,Australia.

10月27日 謝順景, 台湾省農業試験所, 中華民国

J.Pernes,C.N.R.S.,France.

10月28日 許運天, 古月啓徳, 李継耕, 頼俊銘, 中華人民共和国

11月6日 E.Poulsen,NationalFoodInstitute,Denmark.

11月12日 C.C.deNava,UniversidadNationalAutonomadeMexico,Mexico.

11月12-13日 NormanH.Giles,UniversityofGeorgia,U.S.A.

11月13-14日 大野乾,CityofHopeNationalMedicalCenter,U.S.A.
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11月18日

11月27日

12月18-19日

3月16-20日

3月17日

3月20日

3月21-23日

3月30日へ

4月23日

4月2日

4月10-11日

4月17-20日

4月20日

4月24日～

5月15日

5月2日

5月13-16日

5月27日

5月29日

6月19日

7月16日～

8月31日

8月19日

8月20日～

9月4日

8月28日

9月10-26日

9月24日

9月26日

RalphRiley,AgriculturalResearchCouncil,Ihgland.

A.A.Sandberg,他3名,RoswellParkInstitute,U.S.A.

C.LMarkert,YaleUniversity,U.S.A.

56年度

RobertK.Fujimura,OakRidgeNationalLaboratory,U.S.A.

山崎 洋,∫nternationalAgencyforResearchonCancer,WorldHealth

Organization,France.

SpetrovP.Petrov,InstituteforWheatandSunflower,Bulgaria.

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

TristanA.Dyer,PlantBreedinglnstitute,England.

徐一志, 呉政安, 中国科学院発育生物学研究所, 中華人民共和国

RolandM.Jefferson,U.S.NationalArboretum,U.S.A.

PaulR.Whitfeld,CommonwealthScientificandIndustrialResearch

Organization,Australia.

Leon打irth,UniversitedeStrasbourg,France.

UliSchwarz,Max-Planck-1nstittlt,WestGermany.

D.A.Walker,UniversityofSheffield,England.

LC.Stevens,TheJacksonLaboratory,U.S.A.

AndiH.Nasoetion,∫nstitutePertanianBogor,Indonesia.

利根川進,Basellnstituteforlmmunology,Switzerland.

A.RobertPeacocke,ClareCollege,Cambridge,England.

李金泳, 全北大学校理科大学, 大韓民国

郭俊彦他 2名, 中国科学院華南植物研究所, 中華人民共和国

根井正利,UniversityofTexas,U.S.A.

W.J.Gartland,JrリNationalInstitutesofHealth,U.S.A.

A.K.Sharma,UniversityofCalcutta,India.

B.A.Kihlman,UniversityofUppsala,Sweden.

∫.K.Rob,KoreaAdvancedlnstituteofScienceandTechnology,Korea.

K.Okamoto,UniversityofNewSouthWales,Australia.

S.Smutkupt,KasetsartUniversity,Thailand.
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9月28日～

10月1日

10月15日

10月15-16日

10月15日

10月19日

10月20-21日

10月21日

10月23日

10月23-24日

10月31日～

11月1日

11月11日

11月17-18日

11月20-21日

11月20日

S.P.Bhunya,UtkalUniversity,India.

McKenna,P.G.TheUniversityofUIster,NorthernIreland.

J.Bogajewski,InstituteofHumanGenetics,PolishAcademyofSciences,

Poland.

Ⅰ.Chouroulinkov,InstitutdeRecherchesScientifiquessurlaCancer,

France.

C.Auerbach,TheUniversityofEdinburgh,England.

G.S.Omenn,UniversityofWashington,U.S.A.

B.A.Kihlman,UniversityofUppsala,Sweden.

W.∫.Schull,UniversityofTexasHealthScienceCenter,U.S.A.

W.L Russell,Russell,L.B.,Selby,P.B.,OakRidgeNationalLabora-

tory,U.S.A.

C.Y.Lim-Sylianco,UniversityofthePhilippines,Philipines.

N.Hashem,Ain･ShamsUniversity,Egypt.

R.D.Wood,UniversityofCalifornia,U.S.A.

H.K,Fischman,NewYorkStatePsychiatricInstitute,U.S.A.

談家頼, 夏旦大学, 中華人民共和国

DietrichRanft,Nickel,Dietmar;Max-PlanckGesellschaft,WestGermany.

黄永秀, 吉林省延辺農学院, 中華人民共和国

梶昭,UniversityofPennsylvania,U.S.A.

KennethJ.Frey,IowaStateUniversity,U.S.A.

JackStrominger,HarvardUniversity,U.S.A.

M.S.Jolly他7名,CentralSericulturalResearchandTrainingInstitute,

India.

大野藍,CityofHopeResearchInstitute,U.S.A.

HansJ.Gross,WtirtzburgUniversitat,WestGermany.

Werner,Arber,BaselUniversitat,Switzerland.

R.Rieger,InstituteofGeneticsandResearchinCultivatedPlants,

AcademyofSciences,GermanDemocraticRepublic.

BruceAlberts,UniversityofCalifornia,U.S.A.

HeinzFraenkel-Conrat,UniversityofCalifornia,U.S.A.

WalterF.Bodmer,ImperialCancerResearchFund,England.
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11月20日

12月5日

12月8日

12月23日

12月28日

55年 5月1日～

57年 4月30日

56年 2月16日～

57年9月30日

1月12-18日

1月16-17日

2月26日へ

3月7日

3月11日

3月24-25日

3月25-26日

4月1-3日

4月13-16日

5月10日

5月20-21日

5月28日

6月6-7日

6月11-13日

//

6月11-15日

6月14日

Walter,Fiers,RijksUniversiteit-Gent,Belgium.

史混仙,中国科学院発育生物学研究所,中華人民共和国

ThowHwaTaiTeh-yuan,中国科学院植物研究所,中華民国

繁 盛臣 他 2名,中国科学院植物研究所,中華人民共和国

∫on,Beakwith,HaⅣardUniversity,U.S.A.

57年度

JosefAchermann,UniversitatZurich,Switzerland.

孫崇栄, 夏旦大学, 中華人民共和国

堀田康雄,UniversityofCalifornia,U.S.A.

大坪栄一,StateUniversityofNewYork,U.S.A.

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

谷愛秋, 中国科学院, 中華人民共和国

S.S.Rajan,F.A.0.Expert,UnitedNations,Iraq.

W.Szybalski,UniversityofWisconsin,U.S.A.

Mass.Wernek,UniversityofNewYork,U.S.A.

RolandJefferson,M.,U.S.NationalArboretum,U.S.A.

Cristian,Raetz,UniversityofWisconsin,U.S.A.

J.M.Ghysen,UniversitedeLiege,Belgium.

PetterC.Hoppe,TheJacksonLaboratory,U.S.A.

末岡登,UniversityofColorado,U.S.A.

BernardWeisblum,UniversityofWisconsin,U.S.A.

C.I.Kado,UniversityofCalifomia,U.S.A.

盛祖嘉, 夏旦大学, 中華人民共和国

童克中, 中国科学院, 中華人民共和国

6月14-15日 JohnM.Watson,AustralianNationalUniversity,Australia.

7月16日 何卓培, 中国科学院, 中華人民共和国

〝 陳英, 陳正章, 黄斌, 中国科学院, 中華人民共和国

7月17-20日 AndreasJ.Muller,AkademiederWissenschafter,Germany.

8月22-23日 ManfredEigen,Max-PlanckJnstitut,Germany.

8月23日 RichardD.Brock,C.S.I.R.0.,DivisionofPlantIndustry,Australia.

9月6-8日 孫玉昆, 中国科学院, 中華人民共和国
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9月20日 RobertC.King,NorthwesternUniversity,U.S.A.

10月4-12日 A.A.A.Baradjanegara,PusutPenelitionTeknikNuklir,Indonesia.

10月26日 M.K.R.Naomani,Benchamin,K.ⅤリVenugopalaPillai,S.,Chandrashe-

kharaiah,CentralSericulturalResearchandTrainingInstitute,India.

10月26日～ 王琳清, 朱斗北, 中国農業科学院, 中華人民共和国

11月21日

11月26日 RobertKokke,UnitedNationsUniversity,Tokyo.

11月29-30日 HansKbssel,UniversitatFreiburg,Germany.

12月13-14日 大野乾,CityofHopeResearchInstitute,U.S.A.

58年度

1月26日 RolandM.Jefferson,U.S.NationalArboretum,U.S.A.

3月20-21日 T.H.Weil,InstitutdeBiologieMoleculaireetCellulaire,France.

3月28日 劉治園, 洛陽農学院, 中華人民共和国

3月29-30日 除孟室, 中国農業科学院, 中華人民共和国

〝 鐘生泉, 華南省農学院, 中華人民共和国

〝 李緯情, 華南省農学院, 中華人民共和国

4月1日 G.K.Manna,KalyaniUniversity,India.

// 厚光正, 台湾省蚕業改良場, 中華民国

4月24-26日 AリUllmann,InstitutPasteur,France.

6月8日 EugeneF.Oakberg,OakRidgeNationalLaboratory,U.S.A.

〝 WilliamP.Shaw,KetteringResearchLaboratory,U.S.A.

〝 Aly-Raza,Nazerali,TheUnitedNationsUniversity,Tokyo.

〝 RobertKokke,TheUnitedNationsUniversity,Tokyo.

〝 ChandraH.Soyasa,TheUnitedNationsUniversity,Tokyo.

6月15日 0.B.Bengt,UniversityofLund,Sweden.

8月24-25日 JiriNovotny,TheMassachusettsGeneralHospital,U.S.A.

9月7-10日 MauriceGreen,UniversityofSt.Louis,U.S.A.

10月1-31日 JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

10月4-5日 OscarG.Ward,UniversityofArizona,U.S.A.

〝 DorisH.Wurster-Hill,DartmouthMedicalCollege,U.S.A.

10月7日 穆光禎他 3名, 北京同報社 日文部, 中華人民共和国

10月10-16日 CharlesN.David,UniversitatMunchen,Germany.

10月14日～ 大野乾,CityofHopeResearchCenter,U.S.A.

10月18-25日 Geoff,Watterson,UniversityofMonash,Australia.
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10月21-22日 J.G.Hawkes,UniversityofBimingham,U.K.

10月29日 FloreF.Cherry,UniversityofTulane,U.S.A.

11月9日 HermanW.Lewis,NationalScienceFoundation,U.S.A.

11月17-18日 CharlesW.Walker,UniversityofNewHampshire,U.S.A.

11月21日 A.R.Kasturi-Ba主,KarnatakaStateSericulturalDevelopmentInstitute,

India.

11月24日 B.S.S.Jalaludn,UniveritiPertanianMalaysia,Malaysia.

〝 M.0.B.Mohammod,UniversityofMalaya,Malaysia.

〝 M.S.A.Rahim,UniversityofMalaya,Malaysia.

11月26日 Tahir,M.

J.P.Srivastava, InternationalCenerforAgriculturalResearchin

B.H.Somaroo, theDryAreas,Syria.

M.M.Nachit,

11月26-29日 根井正利,UniversityofTexas,u S.A.

11月27-29日 AlfredL.Goldberg,UniversityofHarvard,U.S.A.

12月5日 EviatarNevo,HaifaUniverslty,Israel.

〝 柳寅彦, 農林振興庁農業技術研究所, 大韓民国

12月15日 DanielArnould,BelglumEmbassy,Belgium.

59年度

1月1-31日 DavidL.Jameson,UniversityofHouston,U.S.A.

1月14-29日 G.C.Loresto,∫nternationalRiceResearchinstitute,ThePhilippines.
1月30日 章一華 ･藩主銘 ･施-辛, 国立稲研究所,中華人民共和国

2月1日 梁漢語, 高麗大学校農科大学, 大韓民国

〝 JohnSved,UniversityofSydney,Australia.

2月29日- N.V.Aswashanarayana,UniversityofMysore,India.

3月13日

3月5-6日 ChrisHouba,UniversityofLiege,Belgium.

3月13-14日 許洪旭, 釜山大学校師範大学, 大韓民国

3月26-27日 AntonyG.Searle,MedicalResearchCouncil'sRadiobiologyUnit,U.K.

3月28日 RobertS.Edgar,UniversityofCalifornia,U.S.A.

〝 DonaldW.Bailey,TheJacksonLaboratory,U.S.A.

3月29日 IshematSoerianegara,SEAMEORegionalCenterforTropicalBiology,

Indonesia.

〝 LinusPauling;EmileZuckerkandl,LinusLaulinglnstituteofScience
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&Medicine,U.S.A.

4月4日 HeinzFrankel-Conrat,UniversityofCalifornia,U.S.A.

4月13日 GabrielGachelin,PasteurInstitute,France.

4月23-24日 JamesT.Park,TuftsUniversity,U.S.A.

5月9日 井上正順,StateUniversityofNewYork,U.S.A.

5月10日 F.H.Sobels,LeidenUniversity,TheNetherlands.

5月21日 JohnC.W.Shepherd,BiocentreoftheUniversityofBasel,Switzerland.

5月26日 呉維光･唐維六･呉鴎博 ･黄観賢 ･陳作博,広州華南農学院,中華人民共和国

5月28日 WernerK.Maas,NewYorkUniversityMedicalCenter,U.S.A,

〝 KennethC.Burtis,StanfordUniversitySchoolofMedicine,U.S.A.

6月17-18日 D.M.Shankel,UniversityofKansas,U.S.A.

6月22-26日 BennettM.Shapiro,UniversityofWashington,U.S.A.

7月12日 SamiaA.Temtamy,NationalResearchCenter,Cairo,Egypt.

7月21日 金輿培 ･金宗麿 ･金洪哲,東国大学校農科大学,大韓民国

8月3日 郡略載,梨花女子大学校師範大学,大韓民国

8月8-20日 HansR.Bode,UniversityofCalifornia,U.S.A.

8月17-20日 VolkerSchmid,UniversityofEasel,Switzerland.

8月24日 HerbertC.Macgregor,UniversityofLeicester,England.

8月24-25日 WongchanC.Wongkaew,SouthEastAsianRegionalCenterforTropical

Biology,Indonesia.

8月29日～ GeraldL.Hazelbauer,WashingtonStateUniversity,U.S.A.

9月1日

〝 LindaLRaldall,WashingtonStateUniversity,U.S.A.

8月30-31日 BruceS.Weir,NorthCarolinaStateUniversity,U.S.A,

9月6-7日 SamuelKarlin,StanfordUniversity,U.S.A.

9月10日 呉仲賢 ･師守望, 北京農業大学, 中華人民共和国

9月10-11日 MalcolmA.Martin,NationalInstitutesofHealth,U.S.A.

9月11日 G.S.Khush,InternationalRiceResearchInstitute,ThePhilippines.

9月14-16日 C1arkCockerham,NorthCarolinaStateUniversity,U.S.A.

9月17-18日 D.H.Wurster-Hill,DartmouthMedicalSchool,U.S.A.

〝 0.G.Ward,UniversityofArizona,U.S.A.

9月21日 大野乾,CityofHopeBeckmanResearchInstitute,U.S.A.

10月8日 A.M.Kuliev,WorldHealthOrganization,Switzerland.

10月9日 J.H.Tjio,NationalInstitutesofHealth,U.S.A.

-200-



10月18日 JacquesRuffi･e,CollegedeFrance,France.

10月23日 F.Eschbach,D.Stuckenschmidt,DAAD,Germany.

10月25日 崖泰山 ･王暁鳴, 中国科学院外事局, 中華人民共和国

10月31日 J.Lederberg,TheRockefellerUniversity,U.S.A.

11月6日 GeorgeDuda,U.S.DepartmentofEnergy,U.S.A.

11月13-16日 DanielLHartle,WashingtonUniversity,U.S.A.

〝 JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

〝 根井正利,UniversityofTexas,U.S.A.

〝 R.Milkman,UniversityofIowa,U.S.A.

〝 R.K.Selander,UniversityofRochester,U.S.A.

〝 W.H.Li,UniversityofTexas,U.S.A.

〝 G.W.Watterson,MonashUniversity,Australia.

〝 B.Charlesworth,UniversityofSussex,England.

〝 N.Calder,England.

11月23日 胡含,中国科学院遺伝研究所,中華人民共和国

11月27日 Jean-Mar°Jallon,LaboratoiredeBiologieGenetiqueEvolutives,CNRS,

France.

12月12日 AntonioGarcia-Bellido,UniveridedAutonoinddeMadrid,Spain.

12月24日～ 李元鏑,釜山大学校自然科学大学,大韓民国

60年度

1月19日 又吉暫次,CentrodeGeneticaMedicale,Argentina.

1月25日～ 秋鐘吉,中央大学校 ･文理科大学,大韓民国

2月15日

2月6-12日 PaulSimpson,AustralianNationalUniversity,Australia.

2月6-7目 白龍均,漢陽大学校 ･医科大学,大韓民国

2月8日 C.W.Langley,NationalInstituteofEnvironmentalHealthSciences,

NIH,U.S.A.

3月18-19日 F.Vogel,InstitutfurAnthropologieu.HumangenetikderUniversitat

Heidelberg,WestGermany.

3月21-28日 IanBoussy,AustralianNationalUniversity,Australia.

4月1-4日 EdiGuhardja,InstitutPertanianBogor,Indonesia.

4月5日 呂鴻声,中国科学院蚕糸試験場,中華人民共和国

4月6日 TomaszMajewski,ⅠnstituteofBotany,PolishAcademyofSciences,

Poland.
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4月22日 張旭静,中国青海畜牧獣医学院,中華人民共和国

〝 方喜業,中国医学科学院 ･医学実験動物中心,中華人民共和国

〝 張成桂,中国実験動物雲南霊長類中心,中華人民共和国

5月22日 JacquesRuffie,Laboratoired'AnthropologiePhysique,CollegedeFrance,

France.

5月22-24日 RobertE.Glass,UniversityMedicalSchool,Nottingham,England.

5月23日 S.Richards,BritishCouncil,Tokyo,

5月30日 RobertRabson,OfficeofBasicEnergySciences,U.S.A.

6月3日 GerardSecond,Centred'EtudesPhytosociologiquesetEcologiques,France.

6月12-30日 JamesF.Crow,UniversityofWisconsin6,U.S,A.

6月12-13日 JoaoLuciodeAzevedo,UniversityofSaPaulo,Brazil.

6月19日 RobertHaselkorn,UniversityofChicago,U.S.A.

7月5日 WaridA.Warid,UniversityofCairo,Egypt.

7月16日 SriSudarwarti,BandungInstituteofTechnology,Indonesia.

8月 1日 妾永善,大韓民国

9月2日 T.K.Mukherjee,UniversityofMalaya,Malaysia.

9月7-20日 PierreJacquard,Centred'EtudesPhytosociologiquesetEcologiques,

France.

9月9日 頁士茶 ･王妃万 ･博幼英,中国農業科学院 ･競業研究所,中華人民共和国

〝 平継明 ･張如玉,中国牧漁業部,中華人民共和国

9月17日 朴澗柿,大韓民国

9月19日 WilliamF.Benedict,Children'sHospitalofLosAngeles,U.S.A.

9月20日 AnnM.Fallon,UMDNJ-SchoolofOsteopathicMedicine,U.S.A.

9月20-21日 PalVentetianer,HungarianAcademyofSciences,Hungary.

10月11日～ PascaleBarbier,文部省留学生,France

l0月21日 JeffreyA.Frelinger,UniversityofNorthCarolina,U.S.A.

11月13日 RalphRiley,AgriculturalResearchCouncil,England.

11月19日 FrancoisBonhomme,InstitutdesSciencesdeI'Evolution,Universite,

Montpellier,France.

11月19-22日 HansMeinhardt,Max-Planck-InstitutftirVirusforschung,WestGermany.

11月26日 AlinaCzarnomska,ⅠnstituteofOncology,Poland.

12月4-6日 A.T.Natarajan,UniversityofLeiden,TheNetherlands.

61年度

60年 2月26日～ Boursot,PierreUniversiteMontpellier,France.
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61年7月25日

60年 3月1日～

62年 2月28日

60年10月15日～

62年10月13日

1月14日

1月24日

4月30日

6月11日

7月7日

7月29日

7月30-31日

9月1-2日

9月4日

〟

9月10-24日

9月29-30日

10月1- 2日

10月2-5日

10月3-7日

10月8日

10月15-16日

10月15-24日

10月15日

//
10月17-18日

10月18-19日

11月10日

11月12日

11月27日

12月9日

12月12日

//

黄託徳,中国科学院上海植物生理研究所,中華人民共和国

丘元盛, 広東省生物研究所, 中華人民共和国

DonDennis,Univ.ofDelaware,U.S.A.

SydneyBrenner,M氏cLaboratoryofMolecularBiology,U.K.

大野藍,BeckmanRes.Inst.oftheCityofHope,U.S.A.

RoyH.Doi,Univ.ofCalifornia,Davis,U.S.A.

R.H.Crozier,Univ.ofNewSouthWalesリAustralia.

AndrewCzeizel,NationalInstituteofHyglene,Hungary.

W.D.Hamilton,oxfordUniversity,U.K.

JoHilgersリNetherlandsCancerlnstitute,Netherlands.

R.T.Walker,Univ.ofBirmingham,U.K.

J.A.Richards,BritishCouncil,Tokyo.

SongkranChitrakon,DepartmentofAgriculture,Thailand.

ArneHagberg,TheSwedishUniversityofAgriculturalSciences,Sweden.

顔済,四川農業大学小麦研究所,中華人民共和国

都啓全,中国科学院遺伝研究所,中華人民共和国

RusdyE.Nasution,NationalBiologicalInstitute,Indonesia.

TiborSik,UniversityofAgriculturalSciences,Hungary.

Bengt0.Bengtsson,UniversityofLund,Sweden.

GeneshPrasad,UniversityofGorakhpur,India.

施立明,中国科学院昆明動物研究所,中華人民共和国

UlfurArnason,UniversityofLund,Sweden.

UddaLundquist,SwedishUniversityofAgriculturalSciences,Sweden.

F.Scholz,ZentralinstitutftlrGenetikundKulturpflanzenforschung,

GermanDemocraticRepublic.

GeorgesPasteur,UniversiteMontpellier-ⅠⅠ,France.

ShozoYokoyama,WashingtonUniv.SchoolofMedicine,U.S.A.

JamesL.Manley,ColumbiaUniv.,U.S.A.

梁乃請,中国科学院｢州分院

DavidM.Lambert,UniversityofAuckland,NewZealand.

AnthonyJ.Huges,AucklandHospital,NewZealand.
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12月19-20日

59年4月9日～

1月16日

2月7- 8日

2月7- 8日

3月14日

3月17-19日

3月18日

4月9日

5月6日

MasatoshiNei,TheUniversityofTexas,U.S.A.

62年度

PascaleBarbier,UniversitedesSciencesetTechniquesduLanguedoc,

Montpellier,France.

陳正竿,中国科学院遺伝研究所,中華人民共和国

WalterF.Bodmer,ImperialCancerResearchFundLaboratories,U.K.

愈益東,韓国科学技術院遺伝工学センター,大韓民国

NickBrenton,BBCOpenUniversityProductionCentre,U.K.

JozefaStyrna,JagiellonianUniversity,Poland.

JanKlein,Max-Planck-InstitutftirBiologie,WestGermany.

孫崇栄,夏旦大学,中華人民共和国

呂群,夏旦大学遺伝研究所,中華人民共和国

5月25日 新井賢一,DNAXResearchInstituteofMolecularandCellularBiology,

U.S.A.

〝 UrsulaWienhues,UniversityofClogne,WestGermany.

5月27日 DanielPardo,FrenchEmbassy,Tokyo.

5月29日 WilliamJackSchull,RadiationEffectsResearchInstitute,Hiroshima

(AshbelSmithProfessor,UniversityofTexas,U.S.A.)

6月20日 Hee-SupShin,WhiteheadInstitute,MIT,U.S.A.

6月25日 YoshihideTsujimoto,TheWistarinstitute,U.S.A.

7月10日 杉野明雄,LaboratoryofGenetics,NIEHS/NIH,U.S.A.

7月22日 JohnGrote,TheBritishCouncil,Tokyo.

10月9日 LeslieFowden,RothampstedExperimentalStation,Agriculturaland

FoodResearchCouncil,U.K.

10月27日 GabrielGachelin,InstitutPasteur,France.

11月10日 播以宏, 国立台湾大学医学院, 中華民国

11月14-22日 易豪雄, 江西大学, 中華人民共和国

11月16日 那雇全, 中国科学院遺伝研究所, 中華人民共和国

11月16-17日 AdemarFreire-Maia&DertiaV.Freire-Maia,SaoPauloStateUniver-

slty,Brazil.

11月7-22日 RusdyE.Nasution,BogorBotanicalGarden,Nationallnstituteof

Biology,Indonesia.

11月30日 BruceD.Korant,E.Ⅰ.duPontdeNemours&Co.,U.S.A.

-204-



12月4日 W.C.Barker,GeorgetownUniversityMedicalCenter,U.S.A.

63年度

62年12月4日～ 越荷, 中国衛生部蘭州生物別品研究所実験動物室

2月20日 i王松, 中国科学院動物研究所, 中華人民共和国

3月18-19日 MichaelMcClelland,UniversityofChicago,U.S.A.

4月14日 武藤誠,TheJacksonLaboratory,U.S.A.

4月19日 李徳夜,水稲研究所,中華人民共和国

熊振民, 〝 〝
古月国文, 〝 〝
張孝安,農牧漁業部, 〝
杜毅

4月26日 JohnW.B.Harshey,UniversityofCalifornia,U.S.A.

4月27日 WilliamF.Dove,UniversityofWisconsin,U.S.A.

〝 AlexandraSheldlovsky,UniversltyOfWisconsin,U.S.A.

5月9日 SamuelWilson,NationalInstitutesofHealth,U.S.A.

〝 川上潔,TheRockefellerUniversity,U.S.A.

5月25日 K.Sankaranarayanan,StateUniversityofLeiden,TheNetherlands.

5月27日 Jean-LouisGuenet,InstitutPasteur,France.

5月30日 JamesR.Miller,UniversityofBritishColumbia,Canada.

6月2日 前田和俊,WayneStateUniversity.

7月15日 Ir.JamBalzarini,RegaInstitute,Belgium.

8月11日 EdwardOrias,UniversityofCalifornia,U.S.A.

9月2日 MarneyThone,CSIRODivisionofAnimalProduction,Australia.

9月9日 UshaGoswami,NationalInstituteofOceanography,India.

9月17-19日 JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

10月14日 MasahiroYamagishi,UniversityofCalifornia,U.S.A.

10月19日 JamesC.Cassatt,NationalInstitutesofHealth,U.S.A.

10月24日 ChrisSander,EuropeMolecularBiologyLaboratory,WestGermany.

10月31日 C.∫.P.Grimmelikhuijzen,UniversitatderHamburg,WestGermany.

11月1日 JamesW.Erickson,UniversityofWisconsin,U.S.A.

11月4日 AmauriB.Simonetti,UniversityofSaoPaulo,Brazil.

11月14日 銭錦銘,斬江省温州市農業科学研究所,中華人民共和国

〝 RolandoSaboritReyes,RafaelSanzoManceboRiceExperimentalStation.

〝 WagdyMohamedKhalilEIswaidy,AgricultureDepartment,Dumiat
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11月14日

//

//
//

12月2日

ル
ル

Goernorate,Egypt.

EmmanuelTetteh-Bio,KpongFarms'Project,Ghana.

Md.JasinBinAb.Rahman,MudaAgriculturalDevelopmentAuthority,

Malaysla.

AgustinAntonioMartinezL6pez,NationalInstituteforAgricultural

Research,Mexico.

RafiqullahShah,AgriculturalResearchlnstitute,Pakistan

SaQIAntonioOrregoPuelles,EnterpriseofRiceCommercialization,

North･Coast,Peru.

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A､

W.G.Hill,InstituteofAnimalGenetics,Scotland.

CharlesLangley,NationalInstituteofEnvironmentalHealthSciences,

U.S.A.

〝 MasatoshiNei,UniversltyOfTexas,U.S.A.

〝 MontgomerySlatkin,UniversityofCalifornia,U.S.A.

〝 GeoffreyA.Watterson,MonashUniversity,Australia.

〝 B.S.Weir,NorthCarolinaStateUniversity,U.S.A.

〝 ShozoYokoyama,UniversityofIllinois,U.S.A.

12月7日 AbrahamEisenstark,UniversityofMissouri,U.S.A.

12月12日 富沢純一, NationalInstitutesofHealth,U.S.A.

12月14日 MasayasuNomura,UniversityofCalifornia,U.S.A.

12月24日 KotokoNakada,NationalCancerInstitute,U.S.A.

12月28日 LaurenceA.Loeb,UniversityofWashington,U.S.A.

平成元年度

元年 1月12日 藩以宏,国立台湾大学,中華民国

3月6-16日 WilliamB.Provine,CornellUniversity,U.S.A.

3月20日 JoeNadeau,TheJacksonLaboratory,U.S.A.

3月20-22日 AlanCoulson,LaboratoryofMolecularBiology,U.K.

〝 DieterSoll,YaleUniversity,U.S.A.

3月21-28日 WilliamR.Engels,UniversityofWisconsin,U.S.A.

3月23日 王威懐,中国衛生部蘭州生物製品研究所,中華人民共和国

4月7日 E.Liseecki,RERF,Hiroshima

5月12日 BruceM.Cattanach,MRCRadiobiologyUnit,U.K.

5月16-17日 Michael'Bulmer,UniversityofOxford,U.K.
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5月30日～ DorisBucher,NewYorkMedicalCollege,U.S.A.

6月2日

6月1-2日 Masayorilnoue,UniversityofMedicine&DentistryofNewJersey,
U.S.A.

6月15日 A.T.Bachin,Cambridge,U.K.

C.Queen,PaloAlto,CA,U.S.A.

6月21-23日 GrahamCameron,EMBLDataLibrary,Heidelberg,Germany

〝 PatriciaKahn,EMBLDataLibrary,Heidelberg,Germany

〝 DavidHazledine,EMBLDataLibrary,Heidelberg,Germany

〝 JanePeterson,GenBank,NIH,Bethesda,U.S.A.

〝 JulieRyals,GenBank,MountainView,CA,U.S.A.

〝 DavidBenton,GenBank,MountainView,CA,U.S.A.

〝 ChristianBurks,LosAlamosNationalLaboratory,U.S.A

〝 PaulGilna,GenBank,LosAlamosNationalLaboraatory,U.S.A.

〝 MichaelCinkosky,GenBank,LosAlamosNationalLaboratory,U.S.A.

6月29日 AnneAndrouais,CNRS,France

7月19日 S.N.Raina,UniversityofDelhi,India

〝 A.V.Shurkhal,N.Ⅰ.VavilovInstituteofGeneralGenetics,U.S.S.R.

〝 DouglasSoltis,WashingtonStateUniversity,U.S.A.

〝 PamelaSoltis,WashingtonStateUniversity,U.S.A.

〝 StevenB.Browles,UniversityofGeorgia,U.S.A.

〝 WilliamF.Grant,McGillUniversity,Canada

7月26日 N.Schuppl,NエVavilovInstituteofGeneralGenetics,U.S.S.R.Academy

ofSciences,U.S.S.R.

H V.Kolubelov,InstituteofBioorganicChemistry,U.S.S.R.Academyof

Sciences,U.S.S.R.

8月25-26日 William氏,Taylor,NationalInstituteforMedicalResearch,U.K.

8月28-29日 RussellLande,UniversityofChicago,U.S.A.
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(4)国際交流

氏 名 所 属 研 究 課 題 受入れ研究部門 受入れ期間

李 澤 俊 韓国中央大学校文

理科大学大韓民国

A.Lima-de- 1nstituteofMole-

韓国と日本におけるショウジョウバエ集団 生理遺伝部

の遺伝変異の比較研究

46.6.10-49.9.9

正常及び隆壕細胞におけるリポソームDN 細胞遺伝部 49,9.1-49.10.30

Faria cularCytogenetics, A増複に関する研究

UniversityofLund

Sweden

AbdulAziz BandungReactor

BaradJanegara CenterIndonesia

PlerreJacquardCentred'Etudes

イネにおける放射線育種 植物保存研究室 50.1.13-50.427

植物の生態遺伝学的研究 ･特に種間競争に 応用遺伝部 5010.1-50.12.20

PhytosociologlgueSetついて

Ecologigues,

France

鄭 稀 載 韓国梨花女子大学校

大韓民国

UliSchwarz Max-Planck-1ns

titutfurVirusfor

schung,WestGerma-

ny

A.R.Kasturi °ept,ofZoology

Bal CentralCollege

BangaloreUniver-

sityBangalore

560001,India

BeverlyA. Universityof

Marcum Carifornia,U.S.A,

ショウジョウバェの自然集団におけるアイ 生理遺伝部 51.7.3-51.9.31

ソザイム変異に関する研究

細菌の細胞分裂の生化学 微生物遺伝部 53.2.5-53.3.6

昆虫矧 こおける化学物質代謝活性の比較生 形質遺伝部 53.5.ll-54.1.7

物学的研究

rLi度感受性ヒドラの分析 生化学遺伝部 53.6.18-53.9.12

CollnS. HopklnSMarine 生物時計の研究 生理遺l云部 54.1.5-54.3.5

Pittendrigh StatlOn,Stanford

Universlty,U.S.A.

B.B.Parida UnlVerSltyOfUtkal. 野生ネズミ類の核空'-J_分析に関する細胞遺伝 細胞遺伝部 54.9.3-55.3.30

India 学的研究

Hildegard Max-Planck-Institut 細菌の細胞分裂に関する研究 微生物遺伝部 55.2.1-57.5,4

Kraut furVirusforschung,

WestGermany
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氏 名 所 属 研 究 課 題 受入れ研究部門

YapThoo UniversltyOf 量的形質の選抜に関する遺伝育種学的研究 応用遺伝部

Chai Agricultureof

Malaysia.Malaysia.

黄 君 蓬 中国農業科学院蚕業研 形質発現と突然変異の研究

究所 中華人民共和国

Yassuda Universityof Sao 動物の細胞遺伝学

Yatiyo PauloBrasil

Yonenaga

受入れ期間

57,6.1-57.12.31

形質遺伝部 57.7.29-58.7.28

細胞遺伝部 57.9.20-57.12.10

葬 幼 民 中国農業科学院蚕業研 カイコ細胞質多角体病ウイルスの分子生物 分子遺伝部 58.2.7-58.3.31

究所 中華人民共和国 学的研究

愈 益 東 大韓民国農村振興庁農 遺伝学的手法による窒素固定系の解析 と制 微生物遺伝部 58.5.22-59.6.30

業技術研究所 大韓民 御に関する研究

国

竺 廼 鎧 中国科学院環境化学研 環境変異原に関する基礎的研究

究所 中華人民共和国

変異遺伝部 58.6.24-59.9,24

AbdulAzIZ NationalAtomic 大豆における物理的並びに化学的変異原の 植物保有研究室 58.8.8-58.ll23

BaradJanegara EnergyAgency. 処理法に関する研究

Ⅰndonesia

Theo.van WagenlngenUniver- イネの窒素固定能の遺伝的研究

Hintum sityNetherlands

Watterson, UnlVerSityofMom- 2種分化に関する遺伝学的研究

Geolf ash.Australla

応用遺伝部 58.8.ll-59.3.ll

生理遺伝部 58.10.18-58.ll.25

PaulA. Dept.ofGenetics 分子進化の数学的モデルに関する共同研究 生理遺伝部 58.10.24-58.ll.30

Fuerst OhioStateUnlVer-

sltyU.S.A

PalrOrThi °ept.ofBiochem1- イネの窒素固定に関する組換えDNA手法 微生物遺伝 59.1.21-59.6.20

payathasana stryFacultyof による研究 研究部門

SclenCeChulalong-

kornUniversity

Thailand

何 毅 蘇州蚕孟専科学校 クロ-ニング技術の習得

中華人民共和国
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氏 名 所 属 研 究 課 題 受入れ研究部門 受入れ期間

HaraldWo1- Max-Planck-Institut 細菌の細胞分裂に関する研究 微生物遺伝部 55.2.1-57.5.4

fgangKeck furVirusforschung,

WestGermany

YuriiPetro- Academicof 人類並びに魚類の集団遺伝学的研究 細胞遺伝部 55,5.1-55.5.31

vIChAltukhov Sciencesof

U.S.S.R.

Joseph UniversitatZurich, 淡水ヒドラの発生遺伝学的研究 生化学遺伝部 55.5.1-57.4.30

Achermann SwltZerland.

Gerard ORSTOM,France 野生イネ集団の遺伝変異の研究 応用遺伝部 55.5.1-56.12.31

Second

KhinMaung DepertmentofMedi一 実験動物管理技術の習得 細胞遺伝部 55.5.12-55.7.ll

Zaw calResearch

Hisn-KanWu lnstituteofBotany, イネ染色体の核狩-J.研究 応用遺伝部 55.7.15-55.9.15

AcademiaSlnica.

Taiwan.

NancyL Universityof キメラヒドラの発生機構の研究 生化学遺伝部 55.9.18-56.12.16

Wanek California,U, S.A.

RobertK. BiologyDivision. 原核生物と真核生物のDNA合成に対する 微生物遺伝部 55.10,1-55.ll.9

Fujimura OakRidgeNational 放射線の効果

LaboratoryU.S.A.

白 組 国立中興大学農学院 イネ ･アイソザイムの遺伝学的研究 生化学遺伝部 55.102-56,3.31

糧食作物研究所,台湾

孫 崇 栄 夏旦大学 タンパク質成分の二次元泳動法によるイネ 生化学遺伝部 56.2.16-57.8.31

中華人民共和国 の遺伝的変異の研究

金 鉄 元 韓国全南大学校自然科 オナジショウジョウバエの生態及び進化遺 生理遺伝部 56.4.1-56.7.2

学大学大韓民国 伝学

Shankel, Universityof 環境変異原に関する研究 変異遺伝部 56.9,16-56.10.31

DelbertM. Kansas,U.S.A.

Crow,James Universityof ショウジョウバエの推憧劣性発生機構に関 集団遺伝部 56.9.24-56.10.28

F. Wisconsin,U.S.A. する研究

GoniBeatriz Universityof アリ類及び捕乳類の核型進化に関する細胞 細胞遺伝部 57,4.6-57.10.4

Uruguay 遺伝学的研究

Uruguay
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氏 名 所 属

金 棒 基 韓国檀国大学校生物学

科 大韓民国

NicoleHouba °ept.ofMicrobiology

Herin lnstltuteOfPatho

logyLiegeUnlVer-

SityBelgium

Pascale UniversiteMontpト

Barbier lier,France

AbdulAziz BandungReactor

Baradjanegara CenterNational

AtomicEnergy

Agency,Bandung,

Indonesia

LilianUngson SEAMEORegional

Gadrinab CenterforTropi-

calB10logy,

Indonesia

lrwansyah NationalAtomic

Loekman EnergyAgency

lndonesia

Pierre UniverslteMont-

Boursot pellierIIFrance

課 額 .受入れ研究部門 受入れ期間

ショウジョウバエの遺伝学的研究 生理遺伝部 59.3.1-60.2.28

大腸菌のペニシリン結合蛋白質の分子遺伝 微生物遺伝部 59.3,16-60.4.30

学

イネ科草本植物の雑種強勢に関する生態遺 育種遺伝研究 59.4,9-61.10.10

伝学的研究 部門

大豆における物理的並びに化学的変異原の 植物保存研究室 59.9.16-59.ll.14

処理法に関する研究

電気泳動法による生態遺伝学と実験計画法 育種遺伝研究 59.9.29-60.12.19

の研究 部門

栽培植物に及ぼすイオン化放射線の遺伝学 変異遺伝研究 59.9.29-60.12.19

的及び細胞遺伝学的研究 部門

マウス集団の分子生物学一自然集団におけ 細胞遺伝研究 60.2.25-61.6.10

るミトコンドリアDNAの多型研究一 部門

黄 詑 徳 中国科学院上海植物生 イネの根圏の窒素固定菌の遺伝学的研究 微生物遺伝 60.3.1-62.2.28

理学研究所 中華人民

共和国

Robert °eptofBiochemi一 転写装置の遺伝学

E.Glass stryUniversity

MedicalSchool

NottinghamNG7

2UHU,K.

研究部門

分子遺伝研究 60.3.4-60.5.25

部門

PaulA. Dept,ofGenetics 進化遺伝学の数学的モデルに関する共同研 進化遺伝研究 60.3.26-60.5.4

Fuerst OhioStateUniver一 究 部門

sityU.S.A,

AjayKumar KingGeorgeMedi一 高等動物細胞に対する環境変異原の複合効 変異遺伝 60.4,1-60.9.30

Jain calCollegelndia 果に関する研究 研究部門
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氏 名 所 属 研 究 課 塔 受入れ研究部門 受入れ期間

李 元 鏑 韓国釜山大学校師範大 ショウジョウバエの進化遺伝学

学 大韓民国

進化遺伝研究 60.9.10-61.9.9

部門

丘 元 盛 広東省微生物研究所 イネと細菌の共生による窒素固定の研究 微生物遺伝 60.10.15-61.8.14

中華人民共和国 研究部門

Jozefa JagiellonianUniver- 妊性に関与する遺伝的要因 :マウス複合遺 細胞遺伝研究 61.1,30-62.1.29

Styrna sityPoland 伝子 部門

KiauwNio °ept.ofBiology マウスとラットの染色体の解析

Tjan Bandunglnstitute

ofTechnology.

Indonesia

XuanHong °ept.ofGenetlCS イネの窒素固定に関する研究

Nguyen FacultyofBiology

UniversityofHanoi

Vietnam

細胞遺伝研究 61,3.15-61.6.12

部門

微生物遺伝 61.3,29-62.3.28

研究部門

Robert °ept.ofBiochem. 大腸菌RNAポリメラーゼの構造と機能に 分子遺伝研究 61.9.1-61.9.30

E,Glass Queen'sMed.Cent. 関する分子遺伝学的研究 部門

NottlnghamNG7

2UHU.K.

呉 禅 林 中国衛生部生物製品研 野生ネズミの遺伝変異の研究

究所 中華人民共和国

細胞遺伝研究部 62.1.21-62.3.19

門

除 東 祥 韓国高等科学技術院 実験用マウスの遺伝的品質管理技術の習得 細胞遺伝研究部 62.5.26-63.3.31

遺伝子工学センター 及び細胞遺伝学的研究

大韓民国

金 三 銀 韓国農村振興庁蚕業試 遺伝形質の発現機構に関する研究

験場 大韓民国

揚 陸 草 江蘇省農業科学院 食 イネ遺伝資源の進化遺伝学的研究

糧作物研究所 中華人

民共和国

超 荷 中国衛生部蘭州生物製 野生マウスの遺伝的特性の分析

品研究所 中華人民共

和国

呉 晩 梅 中国衛生部蘭州生物製 野生マウスの遺伝的特性の分析

品研究所 中華人民共

和国
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形質遺伝研究部 62.9.1-63.2.10

門

育種遺伝研究部 62.9.5-元.3.31

門

細胞遺伝研究部 62.12.21-元.2.20

門
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氏 名 所 属 研 究 課 題 受入れ研究部門 受入れ期間

Willlam CornellUniv,Ithaca, 分子進化中立説の科学史的研究

B.Provine N,Y.,14853,U.S.A.

Delbert UniversityofKansas 突然変異の抑制機構に関する研究

M.Shankel Lawrence,kansas

66045,U.S.A.

孫 冠 誠 中国農業科学院蚕業研 蚕の遺伝子発現に関する研究

究所 中華人民共和国

王 永 紅 中酷衛生部蘭州生物製 野生マウスの遺伝的特性の分析

品研究所 中華人民共

fllLI.I

王 風 山 中国実験動物開発セン 医学実験動物について

タ- 中華人民共和国

DjokoTJahjono LaboratoryofGene- ヒト及びその他の晴乳類におけるミトコン

集団遺伝研究部 63.5.1-63.5.30

門

形質遺伝研究部 63.9.1-63.12.25

門

遺伝情報研究 セ 6 3 . 9 .1- 2.8 .31

ンタ-合成研 究

.L＼E"

細胞遺伝研究部 64.1.7-2.1.6

門

細胞遺伝研究部 元.4.ll-2.4.10

門

細胞遺伝研究部 元.3.2-元.5.30

Iskandar ticsDept.ofBiology ドリアDNA,染色体並びに染色体70ロー 門

FacultyofMathema- ビング技術修得

ticsandScience

BandungInstitute

ofTechnologyBan-

dungIndonesia
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(5)公開講演会

遺伝学の知識の普及を目的として毎年本研究所職員による公開講演会を行っている.

遺伝学公開講演会

日 時 場 所 演 題 講演着

49.ll.16(土) 国立科学博物館 1.遺伝学から見た人類の未来 木村 資生

2.環境の遺伝的安全性 田島禰太郎

50.ll.1(〟) // 1.集団遺伝学からみた分子進化の機構 太田 朋子

2.細菌の分裂機構の解析 贋田 幸敬

51.ll.13(〟) // 1.ベん毛形成の調節 鈴木 秀穂

2.昆虫の体内時計 大島 長造

52.ll.19(〟) // 1.メッセンジャーRNAの構造 三浦謹一郎

2.分子進化中立説 木村 資生

53.ll.ll(〟) // 1.遺伝子工学 杉浦 昌弘

2.ショウジョウバエの活動 リズム 大島 長造

54.ll.10(〟) // 1.淡水ヒドラの発生遺伝学 杉山 勉

2.遺伝学における植物の突然変異の利用 藤井 太朗

55.ll.22(〟) // 1.環境汚染は植物にどんな遺伝的影響を与えるか 森島 啓子

2.遺伝学における数学的モデル 丸山 毅夫

56.ll.14(〟)l // 1.多重遺伝子族の進化 太田 朋子

2.発がんにおける環境 と遺伝 松永 英

57.ll.6(〟) // 1.動植物体に含まれる抗突然変異因子と生物制御 賀田 恒夫

2. トランスポゾンとしてのRNA腫傷ウイルス 下遠野邦忠

58.ll.5(〟) // 1.ガラス器の中の細胞の遺伝学 黒田 行昭

2.染色体 と生物の進化 (講演と映画) 吉田 俊秀

59.10.27(〟) // 1.ショウジョウバエの生態と進化 渡辺 隆夫

2.DNAの傷害とその修復一発がんとの関連 井上 克

60.10.26(〟) // 1.遺伝情報発現の調節 石浜 明

2.ミトコンドリアDNAの進化 高畑 尚之

61.ll.1(〟) // 1.細菌の細胞複製の分子機構の解析 安田 成一

2.染色体進化の理論的研究 今井 弘民

62.ll.14(〟) // 1.マウス亜種分化の遺伝学的研究とその展開 森脇 和郎

2.遺伝暗号の使い方の生物種による特徴 池村 淑道

63.ll.12(〟) // 1.ヒドラ幹細胞の分化制御 藤津 敏孝
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(6)所内一般公開

本研究所では,昭和43年以来,科学技術週間における行事の一環とし,所内の一般公開を

行っており,各研究部門の研究内容の紹介,学術講演及び学術映画の上映を行い,遺伝学-

の理解を深めている.来所者は年々増加しており,平成元年には3,000人にも達し,本研究

所への関心が高いことを示している.

一般公開

年 度 実 施 内 容

49 (学術映画)

かけがえのない地球

化学公害- 発ガン物質を追及する-

蛋白合成と遺伝暗号

オランウータンの知恵

50 (学術映画)

ヒトの染色体- 生命の秘密を探る-

地球 と生命

小麦の祖先

51 (学術映画)

染色体に書かれたネズミの歴史

海は飢えている

52 (学術映画)

ひなにとつて親とはなにか

酵素

53 (学術映画)

カルスの世界- 培養された植物細胞-

昆虫記の世界- カリパテの習性と本能-

54 (学術映画)

タンパク質- 生物を作る物質-

メンデルから遺伝子操作まで

55 (学術映画)

たまごからヒトへ

健康に役立つ微生物
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年 度 実 施 内 容

56 (学術映画)

動物の天国- ガラパゴス諸島-

カエル- 遺伝発生学の開拓-

ガンの予防

57 (学術映画)

マリン .フラワーズ- 腔腸動物の生活圏--

細胞- そのしくみとはたらき-

染色体に書かれたネズミの歴史

(学術講演)

｢染色体の話 .- ウイルスから人間誕生まで ...｣

細胞遺伝部長 吉田俊秀

58 (学術映画)

ひなにとつて親とはなにか

植物の実験,観察

細胞融合

(学術講演)

｢われわれの明日のために遺伝学は何をしつつあるか｣

変異遺伝部長 賀巨=重夫

59 (学術映画)

奄美大島の森の動物たち

晴乳の比較生物学

老化- ヒトのからだはなぜ老いるのか-

染色体 と生物の進化

60 学術映画,講演なし

61 (学術映画)

富士山- その植物社会-

細胞のしくみとはたらき

染色体に書かれたネズミの歴史

遺伝子組換えつて何だろう

(学術講演)

｢アリはどのようにしてアリになったか｣
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年 度 実 施 内 容

62 (学術映画)

動物の行動を探る

生物資源を保存する

カラコルム

63 (学術講演)

｢ヒトの個性,自然と生存｣

人類遺伝研究部門 今村 孝

｢分子がささや く進化のつぶやき｣

進化遺伝研究部門 五候堀孝

元 (学術映画)

バイオ博士の科学絵本

あぶら虫の生態

(学術講演)

｢ショウジョウバエの世界｣

遺伝実験生物保存研究センター 渡辺隆夫

｢染色体からDNAまで - .生命の設計図としてシナリオとして - .｣
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1.論 文

本業績目録は1975年より1989年6月までの間,当所職員等によって発表された研究論文で,

"国立遺伝学研究所業績"として登録されたものだけを登録番号 (ContributionNo.)順に掲

載したものである.なお,登録番号が ( )で括られているものは,現在,各種刊行物にそれ

ぞれ投稿,または寄稿中のものであることを示す.
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FLOURET,B.1519.

FREIRE-MAIA,A.1091.

FUERST,P.A.1510,1511,

1576.

FUJII,Ⅰ.1038.

FUJII,T.(藤井太朗)

1103,1224,1232,1320,1344,

1347,1389,1413,1464,1474,

1483,1557,1596,1665,1675,

1715,1725,1733.

FUJIKI,H.1483.

FUJITA,H.1133,1394.

FUJITA,N.(藤田信之)

1676,1705,1717,1735,1739,

1745,1754,1755,1757,1771,

1775,1799.

FUJIWARA,Y.1628.



FUKAMI,K.(深海 薫)

1780.

FUKUDA,F.1377.

FUKUDA,R.(福田龍二)

1631,1683,1727,1764.

FUKUI,T.1683.

FURUHASHI,A.1067.

FURUICHI,Y.(古市泰宏)

1048,1049.

GLASS,R.E.1704,1705,

1706,1736,1745,1753,1775.

GOJOBORI,T.(五修堀孝)

1573,1697,1698,1702,1714,

1723,1731,1765.

GOTO,M.1202.

GOTO,T.1253.

GOTOH,H.1770.

GOTOH,0.1322,1368,1437,

1539,1663,1750.

GRIFFIN,B.E.1499.

GROPP,A.1539.

HAGIWARA,T.1430.

HAMADA,T.(浜田 俊)

1311,1595,1618,1620,1626,

1632.

HAMAZAKI,M.1245.

HARA,H.(原 弘志)

1687.

HARA,M.(原 雅子)

1206,1275,1751.

HARADA,M.1185,1302,

1321,1611,1622,1625,1641,

1647,1654,1680.

HARADA,Y.1746,1784.

HASE,T.1683.

HASHIMOTO,H.1115.

HASHIMOTO,J.1150.

HASHIMOTO,T.1279.

HATA,∫.-Ⅰ.1770.

HATA,T.1148.

HATTORI,S.1641,1647.

HAYASAKA,K.(早坂謙二)

1708,1723.

HAYASHI,∫.-Ⅰ.1322,1368.

HAYASHI,S.1362.

HENG,H.-Q.1679.

HENNING,U.1242.

HIEDA,K.1558.

HIGASHIHARA,E.1068.

HIGASHITANI,A.1733.

HIGURASHI,M.1037,

1144,1154,1164.

HIHARA,F.1418,1533.

HIMENO,M.1412.

HIRANO,K.1179,1209,

1430.

HIRASHIMA,A.1127.

HIROTA,Y.(広田幸敬)

1127,1167,1168,1169,1181,

1183,1188,1189,1203,1208,

1224,1226,1237,1239,1242,

1248,1253,1268,1286,1310,

1316,1332,1343,1347,1353,

1358,1362,1363,1369,1370,

1380,1381,1392,1398,1401,

1402,1412,1443,1452,1458,

1473,1475,1513,1519,1529,

1575,1598,1600,1601,1603,
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1604,1605,1607,1608,1609,

1644,1658,1659,1662,1675,

1687,1693,1733,1801.

HJORTH,J.P.1437.

HONDA,A.(本田文江)

1706,1707,1718,1736,1752,

1782.

HONDA,T.1184,1767.

HONNA,T.1073,1075.

HORAI,S.(賛来 聴)

1523,1573,1640,1697,1700,

1708,1714,1723.

HORI,K.1181.

HOSONO,F.1058,1160.

HOUBA-HERIN,N.1687

HUANG,Y.-D.1733.

IGARASHI,Y.1309.

ⅠIDA,K.1644.

ⅠINO,T.(飯野徹雄)

1059,1283,1284.

ⅠINUMA,K.(飯沼和三)

1010,1037,1068,1085,1114,

1144,1245,1355,1453.

IKADAI,H.1626.

IKEMURA,T.(池村淑遺)

1702,1709,1731,1765,1766.

IKETANI,H.1127,1183.

IMAI,H.T.(今井弘民)

1051,1331,1336,1431,1440,

1476,1496,1502,1508,1684,

1696,1698,1767.

IMAMOTO,F.1736.

INANA,Ⅰ.1295.

INOKUCHI,H.1358.



INOUCHI,Y.1014.

INOUE,T.(井上 正)

1163,1179,1192,1231,1269,

1277,1350,1357,1365,1417,

1435,1474,1592,1596,1664,

1694,1700,1715,1725,1751.

INOUE,Y.(井上 寛)

1108,1180,1228,1229,1480,

1534,1552,1692,1698.

INOUE,Y.H.(井上薯博)

1737,1747.

INOUYE,M.1127,1183,

1188,1226,1687.

INOUYE,S.1183.

INOUYE,T.1245.

INUKAI,M.1362.

ISE,T.1542.

ISHIBASHI,F.1765.

ISHIBASHI,M.1595.

ISHIHAMA,A.(石浜 明)

1627,1628,1629,1631,1652,

1656,1676,1683,1686,1703-

1707,1717,1718,1734,1735,

1736,1739,1745,1752-1755,

1757,1762,1771,1775,1777,

1779,1781,1782,1785,1799.

ISHIKAWA,R.(石川隆二)

1729.

ISONO,K.1168,1169,1237,

1381.

ISONO,S.1169,1237,1381.

ITO,N.1607.

ITO,T.1558.

IWAGAMI,S.1771.

IYAMA,S.(井山番也)

1224,1347,1456,1464,1557,

1675,1733.

JONES,J.S.982.

JONES,S.T.1704,1705,

1753.

KADA,T.(賀田恒夫)

895,963,1025,1027,1036,

1052,1055,1067,1071,1077,

1117,1143,1156,1163,1179,

1192,1205,1206,1209,1231,

1269,1275,1277,1294,1357,

1365,1395,1396,1417,1421,

1424,1426,1430,1435,1451,

1459,1463,1466,1467,1482,

1487,1544,1558,1592,1633,

1664,1670,1694,1715,1751.

KAGEYAMA,A.1295.

KAMIMURA,K.1085.

KAMOSHITA,S.1069.

KANDA,N.1238,1278,

1331.

KANEHISA,T.1517,1643,

1763.

KANEMATSU,N.1205,

1275.

KASUYA,T.1758.

KATAOKA,K.1058.

KATO,A.1627,1656,1718.

KATO,H.(加藤施夫)

920,989,1029,1034,1044,

1051,1097,1098,1122,1179,

1238,1249,1266,1278,1281,

1282,1302,1317,1318.
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KATO,∫.1085,1601,1662,

KATO,∫.-Ⅰ.1529.

KATO,K.1067,1117.

KATOH,H.1645.

KATUMATA,M.1160.

KATZ,E.1226.

KAWAHARA,K.1439.

KAWAHARA,T.(河原孝忠)

1081,1131,1241.

KAWAI,K.1115,1244.

KAWAKAMI,K.1629,

1718.

KAWAMUKAI,M.1412.

KAWANISHI,M.(河西正興)

1089,1108,1158,1198,1199,

1200,1261,1404,1405,1406,

1407.

KERN,R.1369.

KIKUCHI,Y.1161.

KIKUTA,Ⅰ.1245.

KIM,K.-W .1535.

KIMURA,G.1171,1176.

KIMURA,M.(木村資生)

952,995,996,997,1040,1041,

1057,1094,1116,1166,1173,

1177,1187,1196,1219,1220,

1247,1252,1262,1265,1276,

1290,1314,1327,1330,1338,

1339,1341,1351,1354,1364,

1445,1488,1518,1541,1610,

1615,1653,1716,1756,1759,

1769,1778,1804.

KIMURA,S.1779.

KING,∫.L.1247.



KITA,F.1235,1236.

KITAGAWA,T.1114,

1295.

KITAKAWA,M.1381,

KOBAYASHI,H.1020,

1024.

KOBAYASHI,K.1558.

KOBAYASHI,N.1542.

KODAMA,Y.1150.

KOHIYAMA,M.1369,

1598.

KOHNO,S.1630.

KOIZUMI,T.1215.

KOJIMA,A.1646.

KOJIMA,K.1402.

KOMAGATA,K.1347,

1675.

KOMANO,T.1412.

KOMEDA,Y.(米田好文)

1283,1284,1486.

KOMINAMI,R.1643.

KONDO,K.1243,1440,

1476.

KONDO,N.1527.

KOSHINAGA,J.1008.

KRAUSS,∫.1168.

KUMARI,P.1561.

KURIHARA,Y.(栗原靖之)

1630,1667,1763.

KURODA,Y.(黒田行昭)

993,1004,1005,1026,1045,

1046,1055,1063,1077,1135,

1156,1178,1202,1233,1335,

1383,1416,1485,1486,1566,

1660,1742,1748,1758,1786,

1787.

KUROKI,Y.1024,1053,

1066.

KUSAKABE,S.1636.

KUSANO,T.1520.

KUTSUKAKE,K.1284.

KUWANO,M.1181.

KUYAMA,M.1279.

LAI,J.-S.1362.

LEDUC,M.1519.

LEE,N.1183.

LEE,W .H.1108,1110,1111,

1744.

LI,W.-H.1091.

LIENARD,F.1117.

LIMING,S,1678.

LU,D.-Y.1642,1643,1710.

MAEKAWA,T.1736.

MAKINO,K.1779.

MARUYAMA,Ⅰ.N.1529,

1575,1608,1609.

MARUYAMA,M.1279.

MARUYAMA,T.(丸山毅夫)

903,980,1011,1040,1056,

1074,1091,1092,1099,1101,

1174,1177,1221,1327,1333,

1346,1489,1491,1492,1494-

1512,1575,1576,1698,1702,

1765.

MATSUBARA,H.1683.

MATSUBARA,T.1170,

1355,1377,1386,1393,1394.

MATSUDA,H.1245.
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MATSUDA,M.1418.

MATSUDA,Y.1336,1440,

1476,1767.

MATSUHASHI,M.1608,

1609.

MATSUI,I.1024,1053,

1066,1144.

MATSUI,M.1659.

MATSUMOTO,H.1430.

MATSUMOTO,M.1546.

MATSUNAGA,E.(松永 英)

970,1008,1060,1073,1075,

1080,1090,1093,1114,1132,

1133,1139,1140,1161,1175,

1190,1195,1197,1204,1240,

1256,1258,1267,1285,1289,

1297,1306,1307,1309,1315,

1384,1438,1457,1461,1514,

1523,1542,1573,1640,1697,

1700,1708,1713,1714,1723,

1726,1805.

MATSUSHIMA,Y.1663,

1750.

MATSUSHIRO,A.1366.

MATSUTANI,E.1233,

1335,1383.

MATSUURA,E.T.1795.

MATSUYAMA,M.1646.

MAYEDA,A,1628.

MIGITA,S.1437,1642,

1691,1773.

MINATO,K.(湊 清)

1738.

MINEZAWA,M.1243,1539,



1642.

MINODA,K.1457,1726,

1805.

MISAWA,S.1115,1136,

1244,1453.

MITA,A.(三田寛彦)

1591,1614.

MITA,Ⅰ.1482.

MITANI,K.1546.

MIURA,K.-I.(三浦謹一郎)

1047-1049,1105,1146-

1153,1171,1176,1629.

MIWA,M.1146,1147.

MIYAO,K.1544.

MIYASHITA,N.(宮下信泉)

1322,1331,1367,1368,1388,

1437,1538,1630,1642,1643,

1655,1663,1667,1677,1691,

1750,1773.

MIYAZAWA,S.(宮沢三造)

1802.

MIZOGUCHI,J.1310,1353.

MIZUMOTO,K.(水本清久)

1629,1656,1707,1718.

MOCHIZUKI,H.1396,1417,

1421,1424,1435,1451,1459,

1544.

MONTY,∫.1249,1266.

MORIMOTO,Ⅰ.1395.

MORINAGA,R.1085.

MORISHIMA,H.(森島啓子)

1021,1031,1033,1072,1113,

1134,1137,1165,1213,1215,

1260,1270,1288,1301,1308,

1349,1373,1376,1415,1532,

1621,1729,1730,1749.

MORITA,K.1192,1206,

1357.

MORITA,M.1115,1605.

MORIWAKI,D.(森脇大五郎)

1006.

MORIWAKI,K.(森脇和郎)

920,1051,1104,1119,1122,

1138,1243,1249,1266,1282,

1302,1304,1322,1331,1336,

1340,1366,1367,1368,1375,

1388,1409,1431,1437,1440,

1455,1476,1538,1539,1595,

1630,1642,1643,1645,1655,

1663,1667,1681,1691,1701,

1710,1720,1721,1743,1746,

1750,1763,1767,1770,1773,

1784,1803.

MORIYA,M.1067,1117.

MOTOJIMA,K.1316.

MUKAI,T.(向井輝美)

930,1023,1636.

MURAKAMI,A.(村上昭雄)

961,1036.

MURAKAMI,A.1358.

MURAMATSU,M.1643.

MUROFUSHI,M.1255,

1273,1298,1469,1472,1521,

1522,1548,1553,1582.

MUTO,A.1771.

NAGAHARA,N.1542.

NAGASAWA,M.1497.

NAGASAWA,Y.1754.
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NAGASAWA-FUJIMORI,

H.1736.

NAGASE,S.1556.

NAGATA,K.(永田恭介)

1734,1752,1762,1782,1785.

NAKAGAWA,Ⅰ.1148.

NAKAGOME,Y.(中込弥男)

1020,1022,1024,1030,1037,

1038,1053,1058,1066,1068,

1069,1076,1107,1114,1115,

1136,1139,1140,1144,1154,

1160,1164,1170,1184,1244,

1245,1256,1279,1295-1297,

1309,1355,1360,1377,1386,

1393,1394,1453,1542,1546,

1547.

NAKAHORI,Y.1542,1546,

1547.

NAKAJIMA,S.1069.

NAKAJO,T.1542.

NAKAMOTO,Y.1412.

NAKAMURA,A.1471.

NAKAMURA,K.1181.

NAKAMURA,M.1401,

1529.

NAKASO,A.1171.

NAKATA,A.1779.

NAKATSUGAWA,S.1435.

NAMIKI,M.1294.

NARUI,K.1088,1143.

NATSUUME-SAKAI,S.

1721,1784.

NAWA,S.(名和三郎)

1411.



NEI,M.1074,1492,1504,

1509,1649,1790.

NENE,V.1705.

NEVO,E.1743.

NICHOLAS,R.A.1658,

1693.

NIITSU,N.1066.

NIKAIDO,H.1189.

NISHI,Y.1646.

NISHIKAWA,S.1298,

1469,1472,1521,1522,1553.

NISHIMUNE,Y.1366.

NISHIMURA,A.(西村昭子)

1188,1248,1268,1286,1316,

1380,1398,1764,1800,1801.

NISHIMURA,C.1049.

NISHIMURA,S.1253,

1452.

NISHIMURA,Y.(西村行進)

1127,1167,1183,1188,1208,

1248,1253,1343,1353,1363,

1370,1392,1398,1452,1598,

1608,1609,1733.

NISHIOKA,K.1136.

NISHIYA,0.1295.

NISHIZAWA,K.1402.

NISHIZUKA,Y.1646.

NODA,A.1627.

NOGUCHI,M.1366.

NOGUCHI,S.1253,1452.

NOGUCHI,T.(野口武彦)

1359,1366,1375,1563.

NOGUTI,T.895,963,1052,

1664.

NOMURA,T.(野村照明)

1652,1676,1705,1717,1735,

1739,1753,1757,1777.

NOZAWA,K.1536,1708,

1723.

OCHIAI,Y.1249,1266.

OGASAWARA,N.1386.

OGATA,K.1085.

OGINO,U.1608.

OGISO,Y.1366,

OGYU,H.1090.

OHGI,T.1253,

OHNISHI,S.(大西正道)

1028,1407,1418,1535,1540,

1658.

OHNO,T.1147.

OHSAWA,Y.1542.

OHSHIMA,T.1628.

OHTA,K.1557.

OHTA,T.(大関朋子)

995,997,998,1041,1057,

1064,1087,1096,1112,1141,

1157,1172,1182,1196,1210,

1211,1262,1271,1312,1313,

1329,1334,1341,1378,1382,

1391,1400,1414,1419,1427,

1441,1442,1478,1530,1550,

1560,1568,1578,1612,1616,

1673,1674,1690,1695,1699,

1711,1719,1732,1760,1761,

1768,1772,1774,1783.

OHTA,Y.1269,1430,1558.

OHTAGURO,K.1068.

OHTAKA,C.1795.
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OHZEKI,T.1068.

OIKAWA,S.1298.

OISHI,H.1161.

OISHI,K.(大石陸生)

1014.

OKA,A.1268,1286,1332,

1380,1401,1443,1513,1600,

1603,1605,1659.

OKA,H.Ⅰ.(岡 彦-)

958,967,1021,1031,1061,

1113,1129,1130,1134,1165,

1212,1213,1215,1216,1222,

1225,1246,1259,1260,1270,

1280,1288,1308,1349,1373,

1415.

OKA,S.1139,1140,1154,

1160,1164,1170,1184,1297,

1309,1386.

OKADA,Y.1147.

OKAJIMA,M.1584.

OKAMOTO,E.1542.

OKAMOTO,K.1458.

OKITSU,T.1395.

OKUNO,T.1014,1136.

ONIMARU,K,(鬼丸喜美治)

1446.

ONO,K.1024,1038,1170.

ONO,M.1181.

ONUMA,A.(大沼昭夫)

1447.

OSAWA,S.1771.

OSAWA,T.1294,1395,

OSHIMA,C.(大島長造)

1039.



OVERATH,P.1239.

OZEKI,H.1358,1731.

PAI,C.967.

PALUMBI,S.R.1577.

PARIDA,B.B.1300.

PARK,J.T.1343.

PARQUET,C.1519.

PETRAS,M.L.1322,1368,

1437,1630,1643,1710.

PHILBRICK,W.M.1362.

PLUSCHKE,G.1239.

RALPHS,N.T.1775.

RAOMOVVA,N.1226.

RICHET,E.1369,1598.

RUSSELL,LB.1277.

SABARATNAM,M.1282.

SADAIE,T.(定家多美子)

920,1559,1797.

SADAIE,Y.(定家義人)

963,1071,1088,1143,1269,

1417,1426,1466,1467,1482,

1487,1558,1559,1592,1633,

1797,1798.

SAGAI,T.(嵯峨井知子)

920,1042,1367,1409,1455,

1645,1710,1720,1721,1770.

SAITO,K.1081.

SAITO,S.1542.

SAKAI,H.1412.

SAKAI,Y.1527.

SAKAIZUMI,M.(酒泉 満)

1340,1763.

SAKAMOTO,Y.1426.

SAKURAI,M.1542.

SAKURAI,S.1120,1121.

SANDBERG,A.A.1454.

SANO,K.1613.

SANO,R.1532.

SANO,Y.(佐野芳雄)

1118,1212,1215,1224,1235,

1236,1246,1280,1299,1308,

1347,1349,1376,1415,1464,

1481,1532,1557,1621,1675,

1729.

SASAKI,H.1600,1603.

SASAKI,M.S.1805.

SATO,C.1402.

SATO,Y.Ⅰ.(佐藤洋一郎)

1621,1728,1729,1730,1749.

SATTA,Y.1795.

SAWAGUCHI,S.1073,

1075,1542.

SCHNIER,∫.1381.

SCHWARZ.H.1242.

SCHWARZ,U.1363,1644.

SEGAWA,K.1607.

SEGAWA,M.1144.

SERIZAWA,H.1727,1764.

SHATKIN,A.∫,1047.

SHI,L.1750.

SHI,L.-Ⅰ.1663.

SHIGESADA,K.1731.

SHIMADA,H.1044.

SHIMADA,Y.1742,1748.

SHIMAMOTO,Y.(.F'去本義也)

1621,1729.

SHIMOI,K.1487.

SHIMOTOHNO,K.
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(下遠野邦忠) 1105,1146-

1150,1153.

SHIMURA,K.1245.

SHINAGAWA,H.1779.

SHINODA,T.(篠田友孝)

1008,1032,1050,1114.

SHINOZAKI,K.1293.

SHINOZAKI-

YAMAGUCHI,K.1629.

SHINSHI,H.1146,1147.

SHIOTA,K.(塩田浩平)

1132,1190,1195,1258,1267.

SHIRAISHI,Y.(白石行正)

1454,1484.

SHIRASU,Y.1067,1117,

1209.

SHIROISHI,T.(城才7-俊彦)

1138,1243,1304,1331,1336,

1366,1367,1409,1455,1710,

1720,1721,1770.

SHIZAKI,M.1483.

SHOTAKE,T.1708,1723.

SHULTZ,LD.1664,1694.

SITTIYOS,P.1729.

SLATKIN,M.1092,1099,

1528,1572,1792,1793.

SMITH,D.W.1604.

SOEDA,E.(添田栄一)

1171,1176,1499,1501,1505,

1507.

SOMA,M.1529.

SONNTAG,Ⅰ.1242.

STERNGLANZ,R.1370,

1392.



STEVENS,LC.1563.

STICH,H.F.1097.

STOCKER,B.A.D.988,1062.

STROMINGER,J.L.1658,

1693.

STYRNA,J.1803.

SUGIMOTO,K.1268,1286,

1332,1380,1401,1443,1513,

1600,1603,1605.

SUGIMURA,T.1146,1147,

1435,1463,1483.

SUGISAKI,H.1268,1286.

SUGIURA,K.1202.

SUGIURA,M.(杉浦昌弘)

1047,1151,1293,1607.

SUGIYAMA,K.1556.

SUGIYAMA,T.1498.

SUH,D.-S.1803.

SUZUKI,H.(鈴木秀穂)

1059,1127,1167,1183,1188,

1208,1248,1310,1343,1353,

1398,1529,1601,1608,1658,

1662,1693.

SUZUKI,H.(鈴木 仁)

1462,1468,1470,1517,1520,

1643,1667,1743.

SUZUKI,K.1571,1586,1655.

SUZUKI,0.1715.

SUZUKI,S.1602,1623.

SUZUKI,Y.1038,1170.

TABATA,S.1513,1600.

TACHIBANA,H.1686.

TACHIDA,H.1673.

TAGASHIRA,Y.1322,

1368,1437,1645,1663,1750.

TAIRA,T.1737.

TAJIMA,F.1636.

TAKADA,S.1321,1641,

1647,1654.

TAKADA,Y.1542,1758.

TAKAGAKI,Y.1608,1609.

TAKAGI,T.1543.

TAKAHATA,N.(高畑尚之)

1218,1221,1234,1265,1333,

1345,1346,1354,1361,1372,

1374,1385,1390,1408,1445,

1448,1449,1450,1528,1572,

1577,1589,1617,1649,1688,

1722,1767,1788-1796.

TAKAMURA,T.1287.

TAKANAMI,M.1268,1286,

1332,1380,1401,1443,1513,

1600,1603,1604,1605,1659.

TAKANO,T.1542.

TAKEDA,Y.(武田 穣)

1188,1398,1458,1473.

TAKEMURA,K.1628.

TAKESHITA,K.1038,1453.

TAKEUCHI,K.1734.

TAKEUCHI,M.1751.

TAKINO,T.1115.

TAMAKI,S.1608,1609.

TAMURA,T.1310,1353.

TANABE,H.1412.

TANAE,A.1010,1068.

TANAKA,G.1010.

TANAKA,H.1628.

TANAKA,T.1279.
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TANO,S.1665.

TATEI,K.1628.

TATENO,Y.(舘野義男)

1372,1780.

TATSUNO,Y.1795.

TAYA,C.1159,1274,1305,

1366,1375.

TAZIMA,Y,(田島弥太郎)

923,924,1016,1036,1095,

1250,1432,1433,1446,1447.

TERAMOTO,S.1117.

TERAMURA,F.1058,1160.

TEZUKA,H.(手塚英夫)

1117,1664,1694.

THOHARI,M.1642,1710.

TOBARI,Y.N.1480.

TOMIOKA,N.1293.

TOMITA,T.1746,1784.

TONOMURA,A.(外村 晶)

1161.

TORIBA,M.1671,1672.

TOYOHARA,N.1795.

TOYOSAKA,A.1542.

TSAI,K.-H.1222.

TSUCHIDA,Y.1542.

TSUCHIYA,K.(土屋公幸)

920,989,1051,1249,1266,

1282,1302.

TSUJI,H.1122,

TSUJI,K.1294.

TSUJITA,M.(辻田光雄)

1006,1120,1121.

TSUNO,K.1480.

TUTIKAWA,K.(土川 清)



1025.

UCHIDA,T.A.1321.

UDAGAWA,T.1595.

UDAKA,S.1294.

UEDA,K.1752,1782.

UEDA,S.1627,1754.

UESHIMA,R.1799.

UOWAKI,N.1636.

URUSHIBARA,T.1049,

1149.

UTSUMI,R.1412.

VANHEIJENOORT,∫.

1310,1519.

VANHEIJENOORT,Y.

1310.

VOELKEL,K.A.1392.

WADA,M.Y.1471,1516,

1525-1527,1549,1571,1579,

1580,1581,1583,1586-1588,

1611,1619,1626,1648,1650,

1651,1657,1661.

WANG,∫.C.1370,1392.

WARD,0.G.1526,1549.

WATADA,M.1552,1692.

WATANABE,F.1395.

WATANABE,J.1322,1368.

WATANABE,K.1047.

WATANABE,T.1039,1079,

1534.

WATANABE,T.K.

(渡辺隆夫)930,938,1014,

1023,1028,1039,1043,1054,

1078,1079,1089,1108-1111,

1158,1180,1198-1200,1228,

1234,1257,1261,1287,1404-

1407,1411,1418,1480,1533,

1534,1535,1540,1552,1574,

1685,1692,1744,1795.

WEIR,B.S.1673.

WEISS,K.M.1101.

WINKING,H.1539.

WU,C.-I.1509.

WU,H.C.1183,1362.

WURSTER-HILL,D,H.

1549.

WYATT,W.A.938.

YABE,T.1595.

YAMADA,M.(山田正夫)

1248,1286,1380,1398,1401,

1458,1475.

YAMADA,M.-A.(山田正明)

1109,1411,1574.

YAMAGISHI,H.1134,1288,

1358.

YAMAGUCHI,0.930,1023.

YAMAIZUMI,Z.1253.

YAMAMOTO,A.1533,

1575.

YAMAMOTO,M.-T.

(山本雅敏)1737,1747.

YAMANAKA,K.1785.

YAMAO,F.1771.

YAMATO,I.1316.

YAMAZAKI,T.(山崎常行)

980,982,1011,1043,1070,

1234.

YANAGIDA,K.1053.

YANAGISAWA,M.1069.
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YANO,R.1683.

YASUDA,S.(安田成一)

1167,1203,1248,1268,1286,

1398,1513,1543,1600,1607,

1659.

YAZAKI,K.1152.

YENBUTRA,S.1654.

YOKOCHI,T.1355,1377,

1386.

YOKOIYAMA,A.1055,

1077,1156,1179,1277,1365,

1435.

YONEKAWA,H.(米川博通)

1322,1367,1368,1437,1538,

1539,1642,1645,1663,1667,

1750.

YONEYAMA,T.1675,1733.

YONG,H.-S.1763.

YOO,I.D.1675.

YOSHINAGA,K.1607.

YOSIDA,T.H.(吉田俊秀)

920,944,989,1035,1042,

1051,1065,1086,1100,1102,

1106,1123-1126,1128,1142,

1145,1155,1159,1162,1185,

1191,1193,1194,1201,1214,

1217,1223,1227,1230,1249,

1251,1254,1255,1263,1264,

1266,1272-1274,1282,1291,

1292,1298,1300,1303,1305,

1311,1319,1321,1325,1326,

1328,1337,1350,1352,1356,

1371,1379,1399,1403,1410,

1420,1423,1425,1428,1439,



1444,1454,1460,1462,1465,

1468-1472,1479,1484,1515-

1517,1520-1522,1524-1527,

1531,1537,1545,1548,1549,

1551,1553,1554,1556,1559,

1561,1562.1565,1570,1571,

1579-1584,1586-1588,1590,

1591,1593-1595,1602,1606,

1611,1613,1614,1618-1620,

1622-1626,1632,1635,1639,

1641,1646-1648,1650,1651,

1654,1657,1661,1666,1668,

1669,1671,1672,1678-1680,

1682.

YU,F.1607.

YU,Z.-C.1642,1643,1710.
ZHEN,X.-L.1750.

ZUMSTEIN,L.1392.

ZYSKIND,∫.W.1604.

-287-



2.普 (梶)書

青木健一 1983 利他行動の生物学.海鴨社

平井篤志 ･内宮博文 ･杉浦昌弘 1982 相物細胞育種入門.学会出版センター

広田幸敬 ･飯野徹雄 ･小関治男 (編)1981 細胞質因子とその作用.共立出版.

広田幸敬 (編)1981 生物窒素固定の遺伝工学.講談社サイエンテイフイク.

今堀宏三 ･木村資生 ･和田敬四郎 (編) 1986 続分子進化学入門.培風館.

賀田恒夫 ･石館 基 1980 変異源データ集(1)サイエンティスト社.

木村資生 (編)1974 遺伝学から見た人類の未来.培風館.219p

KIMURA,M.(ed)1977MolecularEvolutionandPolymorphism.Proceedingsofthe2nd

TanlguChiInternationalSympslumOnBiophysics.Mishima.

KIMURA,M.(ed) 1982 MolecularEvolution,ProteinPolymorphism andtheNeutral

Theory.JapanS°i.Soc.Press,TokyoandSpringer-Verlag,Berlin.

KIMURA,M.1983TheNeutralTheoryofMolecularEvolution.CambridgeUniv.Press.

367p.

木村資生 (編)1984 分子進化学入門.培風館.

木村資生 1986 分子進化の中立説.紀伊国屋書店.

KIMURA,M.,KALLIANPUR,G.andHIDA,T.(ed.)1987StochasticMethodsinBiology.

(LectureNotesinBiomathematics70).Springer-Verlag,Berlin.

KIMURA,M.1987DieNeutralitatstheoriedermolekularenEvolution.VerlagPaulParey,

BerlinandHamburg.

木村資生 1988 生物進化を考える.(岩波新書)岩波書店.

黒田行昭 1974 動物組織培養法.共立出版.406p

黒EB行昭 (編)1984 組織培養の技法.ニューサイエンス社.533p

MARUYAMA,T.1977 StochasticProblemsinPopulationGenetics.(LectureNotesin

Biomathematics,17).Springer-Verlag,Berlin.

松永 英 1980 遺伝と人間.NHK大学講座.日本放送出版協会.

松永 英 (編)1982 人類遺伝学研究法.共立出版.

松永 英 1984 遺伝と人間.培風館.185p

森脇和郎 (編)1985 遺伝生物学. (実験生物学講座13)丸善.

森脇和郎 ･BAILAY,D.W.(編)1988 マウス免疫遺伝学 :技法と展開.ソフトサイエンス杜

OHTA,T.1980EvolutionandVariationofMultigeneFamilies.(LectureNotesinBio一

mathematics,37)Springer-Verlag,Berlin.131p.

OHTA,T.andAOKI,K.(eds)1985PopulationGeneticsandMolecularEvolution.Japan
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Sci.Soc.Press,TokyoandSpringer-Verlag,Berlin.

添田栄一 ･久原 哲 ･高岩文雄 1985 核酸の塩基配列決定法. (生物化学実験法18)学会出版

センター.

田島弥太郎 ･吉田俊秀 ･賀田恒夫 (編)1973 化学物質の突然変異性検出法.講談社サイエンテ

イフイク.188p

田島弥太郎 ･松永 英 1976 人間の遺伝.改訂版.日本放送出版協会.

TAZIMA,Y.(ed)1978Silkworm:AnimportantLaboratoryTool.Kodansha,Tokyo.

田島弥太郎他 (編)1980 環境変異原実験法.講談社サイエンティ7イク.

田島弥太郎 1981 環境は遺伝にどう影響するか.ダイヤモンド社.230p

YOSIDA,T.H.1980CytogeneticsoftheBlackRat:KaryotypeEvolutionandSpecies

Differentiation,Univ.TokyoPress,TokyoandUniv.ParkPress,Baltimore.256p.
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3.国際シンポジウム演者等

国際研究集会における招待講演等
昭和49年度から昭和63年度までの間に国際的な研究活動として,所員か招待された国内外の国際的規模の研究集会における

シンポジウム,特別講演等の内から,各研究部門,センターの教授等が選択したものを下記にまとめた.

48年度 (1973)

Kada,T.:DNArepairlnBacillussubtl'llS.InternationalSymp.NewTrendslnPhotobiologyRiodeJanelrO,Brasll,

July19.

Klmura,M∴Genepoolofhlgherorganismsasaproductofevolution,ColdSpringHarborSymp.,ColdSprlngHarbor,

U S.A"JunC 4.

Kimura,M∴MathematicalcontributlOnStOpOPulat10ngenetics.13thInternationalCong.Genet.Symposlum.UnlVerSity

ofCalifornia,Åug.22.

Kondo,S∴RadiationgeneticsinmlCrOOrganismsandevolutionaryconsideratlOnS.13thlnt.Cong.Genet.Symposium.

UnlVerSityofCallfornia,Åug.23.

Oka,H.I.:OrlginofcultlVatedrlCe13thlnt.Cong.Genet.Symposium.UniversityofCallfornla,Åug.24.

49年度 (1974)

Klmura,M∴SomemodelsofmutationlnmolecularpopulatlOngenetlCS.AmericanMathSoc.HotelStFrancis,Sam

Francisco,Feb.25.

Kuroda,Y.:RepalrOfagenetically-causeddefectlnDr()S()phl'laembryonlCCellsbyawi1d-typeeggextractln

culture.U.S.-JapanCooper.S°i.Program"ConferenceonInvertebrateTissueCultureH.Tokyo,Dec.9.

Matsunaga,E∴ Familyplannlnganditseffectonthegenepool14thlnt.CongPedlat.Colloqulum BuenosAlreS,

Argentine,Oct.9.

MorlShima,H :FloatingabilityasanadaptlVeCharacterofriceandItsmeasuringmethod.InternatlOnaISeminar

onDeepWaterRice.BangladeshRiceResearchlnstltute,Dacca,Bangladesh,Åug.21.

Ohta,T.:PossibleroleofveryslightlydeleterlOuSmutatlOnSlnmolecularevolutionandpolymorphlSm EMBO

WorkshoponMolecularEvolution.Montpellier,France,Sept.26.

Oka,H･Ⅰ∴ ProspectsfortheImprovementOffloatingricevarieties.InternationalSeminaronDeepWaterRice.

BangladeshRICeResearchlnstltute,Dacca,Bangladesh,AU碧.21.

50年度 (1975)

Kada,1､‥DetectlOnandcharacterlZatlOnOfmutagensandcarcinogensFederationofEuropeanBiochemlCalSocieties.

TheCentrelnternatlOnaldeParュs,France,July22.
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Kada,T∴MutagenlCityandcarcinogenicltySCreeningoffoodadditivesbytherec-assayandreversionprocedures.

WorldHealthOrganlZatlOn.CommissionoftheEuropeanCommunities,CortenberghBuilding,Belgium,June 9.

Kimura,M.:PopulationgenetlCSandmolecularevolution.JohnsHopkinsUniversityCentennialSymposiumonHuman

GeneticsandDevelopment.JohnsHopkinsUniversity,U.S.A.,Oct.9.

Oka,H.Ⅰ.:ThepossibleroleofgeneticdiversityinIntegratedpestcontrol.Planningworkshoponpestmanagement.

EastWestCenter,UnlVerSltyOfHawaii,U.S.A.,Junell.

Yamazaki,T∴ ProtelnpOlymorphismslnnaturalpopulations.SouthEasternEcologlCalGenetlCSGroupMeeting.

Beaufort,NorthCarolina,U S.A.,Åug.29.

51年度 (1976)

Kimura,M∴Howgenesevolve;apopulationgeneticist'sview.CollegedeFrance,Paris,May14.

Kimura,M∴ CausesofevolutlOnandpolymorphism atthemolecularlevel.TheSecondTanlguChiInternational

SymposiumonBiophysics.NationallnstltuteOfGenetics,Mishima,Oct.1.

Kuroda,Y∴ChemicallyInducedsomaticcellmutatlOnSlnCulturedhumandiploidcells.U S.-JapanCooperatlVeMed.

Sci.Program,5thJointEnvironmentalConference.Nikko,Åug.5.

Matsunaga,E.:IndlreCtingulnalhernla:A multifactorialthresholdtrait.TheJapanMed.Res Found.Intern.

SymposiumonGene-EnvironmentlnteractlOninCommonDiseases.Tokyo,Feb10.

Ohta,T∴ExtenslOntOtheneutralmutat10nrandomdrlfthypothesis.TheSecondTanlguChlInternationalSymposium

onBiophysICSMishlma,Oct.2.

Tazlma,Y∴OverviewofcurrentlaboratorytestlnrelatlOntOhumancarcinogenesIS-Nextsubjectsinthestudyof

mutagenlCityandcarcinogenlCitytesting.u S.lJapanPanelonEnvironmentalMutagenesisandCarcinogenesis.

Nikko,Åug.4.

52年度 (1977)

Hirota,Y :MutantsofE.colldefectivelnthecellenvelope.CordonConference.MiramarHotel,SantaBarbara,U.S.

A"Jan.4.

Hirota,Y∴GenetlCaspectsOfcellsurfacegrowth.Symposiumfor500thAnniersaryofTubingenUniversity.Tubingen

Universlty,Sept.5

Kada,T.:DNA-repalrandradiosensltizatlOninbacteriaandmammaliancellsIAEAMeetingon"Improvementln

radiotherapyofcanceruslngmodifiersofradiosensitlVltyOfcells".Krakow,Poland,April27.

Oka,H.I.:GeneticVariationsof077Zaglaberrima,thelrSurveyandevaluatlOn.MeetingonAfrlCanricespecies.Institut

deRechercheAgr()nomlqueSTropicales,Paris,Jam.25.

Shimotono,K,Kodama,Y.,HashlmOtO,J,andMiura,K.Ⅰ.:Importanceof5'-termlnal-blocklngStructuretOStabillZe
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messengerRNAineukaryoticproteinsynthesisSymposiumontranslationOfnaturalandsyntheticpolynucleotides.

Poznan,Poland,May.10.

Sugiura,M.:Roleofa βsubunitofE.coltRNApolymerase.FEBSWorkshop.TheTechnicalUnlVerSityofDenmark,

Copenhagen,Åug,17.

Tazima,Y.:Low dose-rateexperlmentWithtritiatedthymldineasasimulatorofchemicalmutagensuslng

silkwormoocytesystem.2ndIntern.Conf.onEnvlrOnmentalMutagens,Edlnburgh,July14.

Tazima,Y.andMurakami,A.:GeneticmodificationofmutagenicactlVltyOfchemlCalmutagensandcarcinogensln

lnSeCtSU.S-JapanJointPanelonEnvironmentalMutagenesisandCarcinogenesISWllliamsburg,Oct.24.

53年度 (1978)

Hirota,Y.,Yasuda,N,NIShimura,A.,Takeda,Y.,Yamada,M"Sugimoto,K.,Sugizakl,H.,Oka,A.andTakanami,

M.:StructuralandfunctionalpropertiesOfEscherlChlaCOBDNArepllCatlOnOrlgln.ColdSprlngHarborSymposium.

ColdSprlngHarborLab,June 4.

Matsunaga,E‥ PossiblegenetlCCOnSequenCeSOfpreventionofgeneticdiseases.Intern.SemlnarOnPreventable

AspectsonGeneticMorbidity.Cairo,HotelMeridianMarch30.

Matsunaga,E∴Recurrencerisksofretinoblastomatorelativesofpatients.ⅠnternSymp.onRetinoblastoma.Tokyo,

May21.

Morishlma,Il∴ BreedlngSystemsaSCOnditionedbyadaptivestrategleSinwildrlCeSPeCleS.U.S.-JapanSemlnar.

Kyoto,Oct.16.

Oka,H.I.:DiffercntlatlOnOfOTyzaPerennisstrainsinadaptivestrategy.14thTnt.Cong.ofGenet.SymposiaMoscow

StateUniv.,Åug23.

Oka,H.Ⅰ∴ReproductivebarrlerSdlStrlbutedlnplantspecleSandtheirgeneticcontrol.U.S∴JapanSemlnarTokyo,

Oct.17.

Ohta,T.:Evolutionofmultlgenefamlliesbyunequalcrosslng-over.CordonConference.TlltonSchool,June2().

Oshima,C:LocomotoractlVityrythmofDroso♪hilamelanugaster.14thInt.Cong.ofGenet.Symposia.MoscowState

UnlV.,Åug.23.

Soeda,E.,Arrand,JR.,Smollar,N.andGriffin,B.E.:TheearlyreglOnOfpolyomavirusDNA.ColdSprlngHarbor

TumorVirusMeeting.ColdSpringHarborLab.July21.

Yosida,T.H∴PopulationcytogeneticsofRattusrattus,14thIntCong.ofGenetSymposia.MoscowStateUnlV.,Aug.

23.

54年度 (1979)

FuJisawa,T.andSugiyama,T∴Nematocytedifferentlationsfrom interstitialcellsnewlyIntroducedintolnterStitia1
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celトdeflCienthydra.4thInternationalCoelenterateConference.Ⅰnterlaken,Switzerland,Sept.8.

Kada,T∴Combinedgeneticeffectsofchemicalsandradiation,The6thlnternat10nalCongressofRadiatlOnResearch.

Tokyo,May13.

Kada,T.:Rec-assaywithBacillussubtill'S.Symposlum:InuttnToxICityTestingOfEnvironmentalAgents;Current

andFuturePossibilitiesMonteCarloHotelL'Hermitage,Sept23.

Kimura,M∴ ContrlbutlOnOfpopulationgeneticstomolecularevolutlOnaryStudies.OJiInternationalSeminaron

GeneticandEvolutionaryAspectsofTranscriptionalandTranslationalApparatus.Tokyo,Sept.4.

Kuroda,Y :Proliferationandcolony-formingactlVityofembryonichumancellslnCulture.4thNIBBConference

Okazaki,Dec.4.

Maruyama,T∴ SomemolecularevolutionarystudleSOfeukaryoticandprokaryotlCVlruSeS.NelsonLecturesofthe

UniversityofMISSOuri.UniversltyOfMissourl,Columbia,U.S.A,Sept5.

Matsunaga,E∴RetlnOblastomaasamarkerformonitoringhumanpopulationsformutagens.U.S.JapanJointPanel

onEnvlrOnmentalMutagenesISandCarclnOgeneSIS,8thAnnualMeetingUniversityofHawali,U.S.A.,July19.

Sugiura,M.,Kusuda,J.andShlnOZakl,K.:ClonlngOftobaccochloroplastrlbosomalRNAgenes.8thAnnualICN二

UCLASymposlaOnMolecularandCellularBiology.KeystoneLodge,Colorado,U S.A.,Mar'ch13.

Sugiura,M.,Kusuda,J,Shinozaki,K andTakaiwa,F∴CloningandcharacterlZationofchloroplastribosomalRNA

genes.OJIInternationalSeminaronGeneticandEvolutlOnaryAspectsofTranscriptlOnalandTranslatlOnal

Apparatus.Tokyo,Sept3.

FuJlSaWa,T.andSugiyama,T :Growthrateandcellcyclelengthofhydra.4thInternationalCoelenterateConference

lnterlaken,SwltZerland,Sept.6.

55年度 (1980)

Amano,E∴ GeneticandblOChemicalcharacterlZationofwaxymutantslnCereals.NIEH/EPAConference.Uni-

versityofTennessee.Knoxville,May6.

Hlr･Ota,Y.,Yamada,M.,Oka,A.,Sugimoto,K.andTakanami,M.:DissectionOfEscherichiacoltorlglnOfDNA

replication.1980ICN-UCLASymposlumOn"MechanlStlCStudiesofDNAreplicationandgeneticrecombination".

Keystone,ColoradoU.SA.,March16.

Hlr･Ota,YリYamada,M.,NISnlmura,A.,Oka,A.,Sugimoto,K andTakanami,M.:StructuralandfunctionalpropertleS

ofEscherichl'acoll'DNAreplicatlOnOrigin GatllnbergSymposlumOn"DNAmultiprotelninteractlOnS".Gatllnberg,

Tennessee,U.S,A.,March22.

Inoue,T.:PrimeractivatlngenZymedeficlenCyaninuitrocomplementat10nOftheenzymeactivitylnCell-free

extractsfromataxiatelangiectasla.InternatlOnalWorkshoponAtaxiaTelangleCtaSia.UnlV.OfSussex,Nov.6.
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Kada,T.:EnvlrOnmentalmutagens,desmutagensandantimutagens SouthAsianConferenceonDetectionand

RegulationofEnvlrOnmentalMutagens,CarcinogensandTeratogens.UnlV･OfPhlllppines,Oct.27.

Kada,T∴ Environmentalmutagens,desmutagensandantimutagens.2nd FederationofAslan andOceanian

BiochemlStSJndlanInstituteofSclenCeS.Dec.15.

Klmura,M :Dataonourevolutionaryheritage.7thinternationalCODATA Conference.KyotolnternatlOnal

ConferenceHall,Oct.9.

Kuroda,Y.:AnalysisofgeneactionsinembryogenesisofDrosophilamelanogasterbyinuitroculture.Symposiumon

"MolecularandDevelopmentalBiologyinInsect",Hleizan,Åug.10.

Kuroda,Y∴MutagenicactivltyOfaminoacidpyrolysisproductsonembry()nichumandiploldcellsinculture.U S-

JapanCooperatlVeMed.Scl.Program"MutagensandCarclnOgenSintheDietandDlgeStiveTract".Karuizawa,

Sept.4.

Kuroda,Y∴MammaliancellCulturesystemsindetectlngmutagenSandcarcinogens.SoutheastAsianConferenceon

DetectionandRegulatlOnOfEnvironmentalMutagens,CarcinogensandTeratogens.UnlVOfPhilippines,Oct.23.

Maruyama,T∴DNAMolecularevolutionlnpapOVaVlruSeSandtheirhostspecleS,andlnbacteriophages.ⅦStadler

Symposium UniversityofMISSOuri,Columbia,Aprl112.

Moriwakl,k.,ShiroIShl,T"Yonekawa,H.,Miyashlta,N.andSagai,T.:GeneticStatusOfJapanesewildmouseand

lmmunOlogicalcharactersofItsH-2antlgen.1stHIEIInternatlOnalSymposium.Terat()carcinomaandCellsurface.

Ohtsu,Oct.17.

Noguchl,TリTaya,C,ShiroIShl,T.,Morlwakl,K.,Noguchi,M.NIShimune,Y,OglSO,Y.andMatsushlrO,A..･An

attempttoestabllShdiploldteratocarcinomacellllneSfrom BIOH-2congenicmlCe.lstHIEIInternatlOnal

Symposium.TeratocarclnOmaandCellsurface.Ohtsu,Oct.18.

Shinozaki,K.,Takaiwa,F.,Tohdoh,N.,Kusuda,J.andSugiura,M.:OrganizatlOnandExpresslOnOfT()bacco

ChloroplastrRNAGenes.6thEMBOAnnualSymposium.EMBLHeidelberg,Oct.2.

Tazima,Y :Naturally occurring mutagens.SoutheastAsian Conference on DetectlOn and Regulation of

EnvironmentalMutagens,CarclnOgenSandTeratogens.UnlV.OfthePhillpplneS,Oct27.

Tazima,Y∴ RISkevaluatlOnlnChemicalmutagenesis.SoutheastAsianConferenceonDetectionandRegulatlOnOf

EnvironmentalMutagens,CarcinogensandTeratogens.UnlV.OfthePhilipplneS,Oct.29

Tazlma,Y :RegulatorymechanismsofchemlCalsubstancesinJapan.SoutheastAslanConferenceonDetectlOnand

RegulatlOnOfEnvironmentalMutagens,CarclnOgenSandTeratogens.Univ.ofthePhllipplneS,Oct.30.

Tazima,Y∴PresentstatusandprogramofradioblOlogicaltritiumreserchlnJapan.SymposlumOnFuslOnFuelHand-

ling.U.S.-JapanFusionCooperativeProgram.Tokyo,Oct.14.
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56年度 (1981)

Kada,T.:Mutagensanddesmutagensinfood.LatinAmericanGenetlCToxicologyCourse.Mexico,Aug.24.

Kada,T.:MechanismsandgeneticlmpllCatlOnSOfenvlrOnmentalantlmutagenS.3rdlnternat.C()nf.EnvlrOnm.

Mutagens.Mishlma,Sept.21.

Kada,T∴ EnvlrOnmentalmutagenstudiesinJapan.InternatlOnaISeoulConferenceonEnvir()nmentalMutagensand

CarclnOgenS.Seoul,Oct.2.

Kada,T,･BiochemlCalandrepairmechanlSmSOfDNA damagesInducedbyionlZlngirradlation,chemlCalrepalr

lnhlbltOrSandradio-sensltization.IAEA.WestGermany,Nov.23.

Matsunaga,E.:Cancersusceptibllity:FamilystudiesofretlnOblastomaandWllms'tumor.ⅥInter･nCong.Hum.

Genet.ConventlOnCenter,Jerusalem,Israel,Sept17,

Moriwakl.Enhancement()rsuppressionofcanceroccurrencelnFlhybrldsofdifferentmousestralnS.U S-Japan

CooperativeCancerResearchProgram,2ndJolntMeetlng.Hawali,Jam.19.

Noguchi,T,Taya,C.andMorlWakl,K∴SearchfortransplantatlOnmethodfacllitatlngeStabllShmentofnomaldlploid

teratocarcinomasfrom"resistant"C57BLmlCe.Internat.Symp.onGenetlCApproachtoDevelop.NeuroblOlTokyo,

Mayll.

Sugiura,M,ShlnOZaki,K.,TakalWa,F.,Tohdoh,N.,Kato,A.andKusuda,J∴Organizationoftobaccochloroplast

rRNAandtRNAgenes.CordonResearchConference.Proct()rAcademy,U.S.A,June 9.

Tazima,Y :AbriefsketchofenvironmentalmutagenstudleSlnJapan.3rdlnternatConf.EnvlrOnm.Mutagens.

Mishima,Sept.26.

Yosida,T H :Environmentalmutagensandkaryotypeevolutioninmammals.3rdInternat.Conf.EnvlrOnm Mutagens

Symp‥Mishima,Sept.25.

57年度 (1982)

Hirota,Y.:Genetical,StructuralandfunctlOnalpropertiesoftheEscherichiacnllreplicon.INSERM Conference"The

RepllCOn-20YearsAfter".selllacFrance,Sept.23.

Maruyama,I.,Yamamoto,A.andHirota,Y∴ThefinearchlteCtureandfunctlOnOfthegenecodlng forPBP-3of

E.colt.Internat10nalSymposiumonTheMurelnSacculusofBacterialCellWallsBerllnWestGermany,March18.

Kada,T∴DNA-repalrandcancerradlOtherapy.SymposiumonNuclearMedlClne.Dusseldorf,April24.

Kimura,M∴ Theneutraltheoryofmolecularevolution Symposlum OnHTheEvolutlOnOfGenesandProtelnS

StateUniversityofNewYorkatStonyBrook,N.Y,June24.

Kimura,M∴ "IntroductlOn"toSesslOn7:EvolutionarylmpllCatlOnS.ElghthEMBOAnnualSymp,Heidelberg,.Oct.7.
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Klmura,M∴NeutralEvolutionasaninnevitableprocessofchangeatthemolecularlevel.SclentiflCSymposium,Univ

ofBarcelona,Spaln,Dec.1.

Kuroda,Y,:DifferentiationOfadultstructuresfromDrosof,hilaembryoniccellslnCultureSapporoConferenceonthe

UltrastructureandFunct10mingofInsectCells.Sapporo,Aug 4.

Morishima,H.andSan°,Y∴ NelghboreffectsobservedlnInter-andintraspeclflCmixturesofrlCe:ArevleWand

presentationofnewdata.InternatlOnalConferenceon"FrontiersofResearchinAgrlCulture".IndianStatlStlCal

lnstitute.Calcutta,Sept.28.

Moriwaki,K.:Geneticprofileof MustmtLSCulusvarioussubspeciesfrom γlew pOlntSOfcyto-,b10ChemlCaland

immun0-genetics.WorkshoponMolecularGeneticsoftheMouse,Ill. Christophorus-Haus,Ratzeburg,West

Germany,June10.

Moriwaki,K.,ShlrOishl,T,Sagal,T,Miyashita,N.andYonekawa,H.:ImmunologicalcharacterlZatlOnOfmolossinus

H-2antigensandtheirgeographlCaldlStrlbution.AmsterdamH-2Workshop.NetherlandCancerInstitute,Oct.22.

MorlWaki,K.:HistoryandH-2polymorphismofwildmice.MurineClassI1likeAntlgenSymposium.EaselInstitute

forlmmunology,Oct.25.

ShlmOtOhno,K,Watanabe,S.andTemln,H.M :Retrovirusasvectorsforeukaryotes.Workshop onaneukaryotic

vector.U.S.A.FreedrlCkCancer,Institute,March19.

Shimotohno,K∴Transferofaherpessimplexvirusthymldinekinasegeneandamouseα-globingeneIntoeukaryotlC

cellsuslngretrOVirus.Intern.SymponCellEngineerlng.Kobe,Åug.27.

Soeda,E.,Maki,Y.,Nakano,Y.andTashiro,H.:TransformationwlththeDNAfragmentsencompasslngthepolyoma

viruspromotor.DNATumorVl'ruSMeetlng.ColdSprlngHarborLab,Aug.20.

Yoslda,T.IL.ChromosomalandbiochemlCalevolutioningenusRattus.Symp,lnHIInternat.Therol.Cone..Helsinki,

Aug.16.

Yoslda,T.H∴ ChromosomechangesandtransformatlOnlnCellandanlmaltumormodels.Symp.ln13thlnternat.

CancerCone.,Seattle,Sept.14.

58年度 (1983)

Kuroda,Y :InuitrostudiesonthespermatogenesisofDrosophllamelanogaster.6thInternationalConferenceonInverte-

brateTISSueCulture.PoncedeLeonLodge,StAugustine,Floride,U S.A.,June 7.

Kuroda,Y∴DifferentiationofadultstructuresinculturesofembryonlCtlSSueSfromDrosophl'lamelanogaster.6thlnter-

nationalConferenceonInvertebrateTissueCulture.PoncedeLeonLodge,StAugustlne,Florlda,U.S.A.,

June 7.

Matsunaga,E.:RetinoblastomaandWilms'tumorassentinelphenotypesforpopulationsurvelllanceU S:Japan

WorkshoponPopulatlOnMonitorlng.MethodsandApplications.PrlnCeSSKalulaniHotel,Honolulu,Hawail,

Feb.9.
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Matsunaga,E･:MultlStageCarCinogenesISinhereditarytumors.TheHungarlanCancerSocietyandtheIARC

SymposlumOnModels,MechanismsandEtiologyofTumorPromotion.Budapest,Hungary,May17.

Matsunaga,E∴ Geneticsofretinoblastoma:Anoverview ofrecentdevelopment.Japan-ChinaMed.Assoc,

SymposiumonGeneticslnOphthalmology.Shanghai,China,March21.

Nakagome,Y∴Unusualstructuralrearrangementsinthecauseofnewchromosomalsyndromes(Symposium :New

chromosomalsyndromes).12thInternationalCongressofPediatrlCS.InternationalConventionCenter,Manila,

Nov.9.

MorlWaki,K.,Miyashita,N.andYonekawa,H :GeneticsurveyoftheoriginoflaboratorymiceandItsimplicatlOn

togeneticmonitoring.ICLASInternatlOnalSymposlumOnLaboratoryAnimalScience.Vancouver,Åug.4.

MorlWaki,K∴GeneticfeatureofmousesubspecleSdifferentiationanditsrelevancetotheoriginoflaboratorymice.

InternationalSymposium onGeneticMICrOdlfferentiation ln humanandotheranimalpopulat10nS.Hyderabad,

Dec.8.

Soeda,E‥TransformationwiththeDNAfragmentsencompaslngtheorlglnOfDNAreplicationofpolyomavirus.

U.S.-JapanCancerSeminar.UnlVerSityofHawail,U.S.A.,Jam.18.

Soeda,E.,Zlkuya,H.andTakemoto,K.K∴TotalnucleotldesequenceofmurinepapovavirusKDNA.ICRFTumor

VirusConference.CambrldgeUniv,Aug 2.

1､azlma,Y∴ Environmentalmutagenesis:avleWfrom thestudyofthesllkworm.15thlnt.Cong.Genet.Symposia.

AshokaHotelNewDelhi,Dec.13.

Yosida,T.H∴ChromosomalmutationlntheNorwayratsoccurredspontaneouslyandafterγ-irradlat10mandthelr

genetics.SpeciallectureonIntern.Symp.onMutagenesis.Darbhanga,Dec22.

Yosida,1､.H.:Sequentlalltyandparallelism ofkaryotypeevolutlOnmammals.Intern.Symp on…Chromosome

Research;PresentTrendandScope''.Calcutta,Dec.25.

59年度 (1984)

Aokl,K :ReclprOCalaltruismandreclprOCalalliancebetweenrelatives.The19thOJilnternatlOnalSemlnarOnPop-

ulationGenetlCSandMolecularEvolution.MIShima,Nov.15.

Gojoborl,T∴ AmathematlCalmodelofcodonsubstitutionsandtheconstancyofevolutionaryrate.Symposlum On

HAnalysisofDNASequenceData"atthe‡ⅢthInternationalBiometrlCConference,Tokyo,Sept.8.

GoJObori,1､.:EvolutlOnaryratesOfoncogenes.OJiSeminaronHPopulationGeneticsandMolecularEvolutionH,

Mishlma,Nov.16.

Hirota,Y.:Onthepenicilllnblndlngprotein3inE.colt.The3rdβ-1actamasewor'kshop,NewCastleuponTyne,

England,April6.

Hirota,Y∴ NitrogenfixatlOnlntherhlZOSphereofrlCeplant.TheUNUworkshoponnltrOgenflXationintherhi一
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zosphereofrice.IRRI,Philippines,April27.

Ishihama,A.,Kato,A.,Mizumoto,K.andKawakami,K:Theanatomyofinfluenzavirus-associatedRNApolymerase.

6thInternatl.Cong.Virol.,Sendai.

Iyama,S.:Someproblemsonestimatingtheeffectivepopulationnumberbasedontheamountofgeneticdrlft.Xn

lnternat.BiometricConf.,Tokyo,Sept.7.

Kada,T∴Desmutagensandbio-antimutagens:thelraCtlOnmeChanismsandpossiblerolesinthemodulationofdose一

mutationrelationships.Symp.onDose-responseforGeneticEffectsofEnvironm.ChemicalswithSpecialRegardto

theProblemofThreshold,Tokyo,May 8.

Kada,T∴ Mutagensandantimutagenslnfoods.Internat.Symp.andExposltiononAgriculturalProducts,Bogor,

July31.

Kimura,M∴ DiffusionmodelsofpopulatlOngeneticswithspecialreferencetoflXatlOntlmeOfmolecularmutants

undermutatlOnalpressureThe15thOJIInternationalSeminaronPopulatlOnGenetlCSandMolecularEvolution,

Mishlma,Nov13.

Kuroda,Y.･Dose-rateeffectsofchemlCalsonmutationinductioninmammaliancellsinculture.Symp.onHDose･

responserelationshipforgeneticeffectsofenvlrOnmentalchemicals",Tokyo,May 8.

Kuroda,YHEffectsofEGFandFGFongrowthpatternofculturedhumandiploidcellslnClonalculttlreS3rdlnter-

nat'lCongressonCellBiology,Tokyo,Åug.31.

Matsunaga,E∴ Sentlnelphenotypesforpopulationsurveillance:retlnOblastomaandWilms'tumorasacasestudy

WHOTaskGrouponPreventionofMutationalDisease,KleV,USSR,April16.

Morishima,H.:Habitat,genetlCStructureanddynamicsoftheperennlalandannualpopulatlOnSOfthewlldrlCe

OryzaPerenms･NATOAdvancedResearchWorkshopon"PopulationBIOlogyofPlantsM,PortCamargue,France,

May23.

MorlWaki,K∴ MousesubspeciesdifferentlatlOnandtheirH-2dlVerSltyfrom viewpointofmoleculargenetics.FlrSt

JointSymposiumRIKENINSTITUTE-PASTEURINSTITUTE.PasteurInstitute,Paris,Oct.23.

Mukai,T∴Experimentalverificationoftheneutraltheory.The19thOjiInternationalSeminaronPopulationGenetlCS

andMolecularEvolutlOn,MIShima,Nov.15.

Ohta,T∴Mathematicalmodelingofconcertedevolution.HowardHughsMedlCalInstituteWorkshop,CoconutGrove,

u S.A"Janll.

Ohta,T∴GeneticvarlatlOnOfmultigenefamilies.The19thOjiInternationalSemlnarOnPopulatlOnGeneticsand

MolecularEvolution,MIShlma,Nov.14.

Takahata,N :PopulationgenetlCSOfextranucleargenomes:Amodelandreview.The19thOj1lnternatlOnaISemlnar

onPopulatlOnGenetlCSandMolecularEvolution,MIShlma,Nov.14.
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60年度 (1985)

Imai,H T.:CytogenetlCalanalysisofaprecociousXIYdlSSOClationlnmicewithreferencetochiasmatermina-

1lZation.SlnO-JapaneseJointSymposiumonAnimalChromosomeResearch,Kunming,Åug.15.

Imai,H･T∴ModesofspeciesdifferentlationandkaryotypealteratlOninantsandmammalslstInternationalSympo-

siumonBiologylnCOnneCtionwiththeawardingoftheInternationalPrlZeforBiology,Tokyo,Nov.16.

Fukuda,R.,Hasegawa,M.,Hatada,E.andShimlZu,K∴Analysisofinfluenzavirustemperature-Sensitivemutants

defectlVeintheRNAsegment8.TheBiologyofNegativeStrandViruses,Cambridge,Sept‥

Ikemura,T.,Åota,S andOzeki,H∴ tRNAcontentandcodonusage.11thlnternatlOnaltRNA Workshop,Banz

(Germany),May.

Ishlhama,A.,Kato,A.,Hasegawa,M.,Fukuda,R.,Mizumoto,K.andShimizu,K∴TheapparatusfortranscriptlOn

andreplicatlOnOfInfluenzaAvirus.UCLASymp.OnMolecularandCellularBiology,Keystone,Colorado,Apr..

Ishlhama,A.:PromoterselectlVltyOfE coltRNApolymerase.Symp.on"RegulationofgeneexpressionattranSCrip-

tionallevel",Tokyo,Sept.

Iyama,S.,SanoJ.,Fu)ii,T.andvanHintum,TJ.L.･.HeritabilityestimationOfnitrogenfixlngactivityOfriceinthe

progenypopulationsofricehybrid,5thInternationalCongr.ofSABRAO,Bangkok,Nov.25.

Kada,T∴AntlmutagenS.InternatlOnalConferenceonMechanismsofAntlmutageneSisandAnticarcinogenesIS,Kansas,

Oct.6.

Kimura,M∴DNAandtheneutraltheory.TheRoyalSocietyDISCuSSionMeetingonTheEvolutionofDNASequences.

TheRoyalSociety,London,Mar.14.

Kimura,M..Dlffusionmodelofpopulat10ngeneticslnCOrpOratlnggroupSelection,withspeclalreferencetoanaltru-

lStictraitThe15thConferenceonStochasticProcessesandtheirApplications.NagoyaTradeandIndustryCenter,

July3.

Kimura,M∴Astochasticmodelofcompensatoryneutralevolution.Japan-U.S,SeminaronHStochastlCMethodsin

MathematicalBiology'',NagoyaUniv.,Julyll.

Kimura,M∴ NaturalselectlOnandneutralevolution.ColloquiumInternational"L'EvolutiondamssaRealiteet'ses

DiversesModallteS",FondationSlngeト PollgnaC,ParlS,Nov.7.

Kuroda,Y.andShimada,Y.:ElectronmicroscopicstudleSOninvltrOdifferentiatedcellsfrom Drosophllaembryos.

3rdInternationalCellCultureCongress,Symposlum,Sendai,Sept.ll.

Kuroda,Y∴GeneticandchemicalfactorsaffectlngChemlCalmutagenesislnCulturedmammaliancells.International

ConferenceonMechanismsofAntlmutageneSisandAnticarcinogenesis,Lawrence,Kansas,U.S.A.,Oct.9.

Morishlma,H.:ThewildprogenitorsofcultivatedrlCeandtheirpopulationdynamlCSInt.RiceGeneticsSymp,IRRI,

PhilipplneS,May27.
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Moriwaki,K.,Suzuki,H.andMiyashita,N∴MousesubspeciesdifferentiationanddiversificatlOnOfrlbosomalgenes

fromviewpointsofmolecularandcytogenetics.Sin°JapaneseJolntSymposlumOnAnimalchromosomeResearch,

Kunming,Åug.16.

MorlWaki,K 二GenetlCSignlficanceoflaboratorymicelnbiomedicalresearch.6thCharlesRiverlnternat'lSymp.on

Lab.Animals,Kyoto,Oct.8.

Moriwaki,K.:Geneticfeaturesofma)OrgeographicalisolatesofMusmusculus.NIHWorkshop"wildMICelnIm-

munology",Bethesda,Nov.4.

Ohta,T∴PopulatlOngeneticstheoryofmultlgenefamilieswithemphasISOngenetlCVariationcontainedinthefamlly

EvolutionaryProcessesandtheoryworkshop,HebrewUniv.,Mar.20

0hta,T∴ModelsfortheevolutionofrepetitlVegenefamllleS.Japan-U.S.Seminaron"StochastlCMethodslnMath-

ematicalBIOlogy'',NagoyaUniv.,July12.

San°,Y.:Sterilitybarriersfoundbetweenthetwocultivatedricespecies,Oryzasatわ,aand0.glabemma.The25thIn-

ternationalRiceGeneticsSymposium,Manlla,May28.

Sato,Y.I.,Chitrakon,SandMorishlma,H∴ThelndlCa-JaponicadifferentiationofnatlVerlCeCultivarslnThailand

andItsneighbouringcountrleS.5thSABRAOCongress,Bangkok,Nov‥

Yonezawa,K andOka,H.Ⅰ∴Conservationmeth()dsofcroppopulatlOnSWithmixedselflngandoutcrossing.5thln-

tematlOnalCongressofSABRAO,Bangkok,N()V..

61年度 (1986)

Aoki,K∴Gene-culturecoevolutionoflactasepersistenceandmllkuse.IntSymp.lnHonor()fJamesF.Cr()W,The

StateHIStOrlCalSociety,MadlSOn,WISCOnSin,USA,June14.

Endo,T.:DlfferentlalcharacteristicsofendospermproteinfractionsbetweenlndlCaandJaponlCarlCeVarieties.tnt.

Symp.onExploratlOnandUtlllZationofPlantGeneticResources,Taichung,Dec.10.

Hirose,S..'DNAsupercollingInfluencestnultrOtranscriptionofeukaryoticgenesdifferently.WorkshoponRegula-

tlOnOfExpressionofRecomblnantgenes,SamFrancisco,June12.

Horal,S∴ EvolutlOnarylmPllCatlOnSOfmltOChondrlalDNApolymorphlSm inhumanpopulatlOnS.SymponHMitO-

chondrlalGenetics''7thInternationalCongressofHumanGenetlCS,Berlln,Sept24.

Ishlhama,A.,FuJlta,N.andNomura,T..PromotorselectivityofEst.herichklCOll'RNApolymerase.16thSteenbock

Symp()sium,Univ.ofWISCOnSln,Madison,July.

Ishihama,A.,Nagata,K.,Honda,A"Takeuchl,K.,Ueda,K.andKato,A.:TheanatomyofinfluenzavlruSRNApoly-

merase.16thSteenbockSymposlum,Univ.ofWisconsin,Madison,July.

lshihama,A.:TranscriptionfactorsforEsherichlaColtRNApolymerase.IntSymp.ofGeneExpression,Kyoto,Nov‥
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Kimura,M∴ThirtyyearsofpopulationgeneticswithDr.Crow.InternatlOnalSymp.inHonorofJamesF.Crow,The

StateHistoricalSoclety,MadlSOn,WISCOnSln,USA,June13.

Klmura,M.:Theneutraltheoryofmolecularevolutionlnlightofrecentdata.Dept.ofMolecularBiology,Univof

lUppsala,Sweden,June17.

Maruyama,T∴ Nonequlllbrlumproblemsinpopulationgenetics.tnt.Symp.inHonorofJamesF.Crow,TheState

HistorlCalSoclety,MadlSOn,WISCOnSln,USA,June14.

Matsunaga,E∴IncldenceofgeneticdiseaseinJapanⅦIntern.Cong.Hum.Genet.,WestBerlin,Sept.25.

Morishima,H∴AretheAslancommonWlld-rlCeSdifferentiatedintothelndicaandJaponicatypesPtnt.Symp.On

ExplorationandUtilizationofCropGenetlCResources,TalChung,Dec.10.

Moriwakl,K,:Ini,tuOgeneticmechanism oftumordevelopmentinmice 4thJapanese-GermanWorkshopon

MolecularMechanismslnCarclnOgeneSis,Heldelberg,Åug.17.

Sato,Y.Ⅰ∴CharacterassociationwlthintheJaponicatypeofAslanCOmmOnrice.Int.Symp.OnExplorat10nandUt11-

izationofCropGenetlCResources,TalChung,Dec.10.

Yonezawa,K.andlchihashi,H∴SomecommentsonthemethodofseedsamplingfromnaturalplantpopulatlOnS.Int

Symp.OnExplorationandUtilizatlOnOfPlantGeneticResources,TalChung,Dec10.

62年度 (1987)

Kuroda,Y andShimada,Y :DifferentlationofembryonicCellsofDrosophilastudiedwlththeelectronmlCrOSCOpe.7th

lnternationalConferenceonInvertebrateandFIShTissueCulture.OhltO,Japan,May12.

A()ki,k∴Adultlactoseabsorptionandmllkusefromthestandpointofgeneculturetheory.WorkshoponComputa-

tl()nalApproachestoEvolutionaryBiology.SantaFelnstitute,Sept.30.

Ikemura,T :Two-dlmenSIOnalgelelectrophoresistoseparatelargeRNA moleculessuchasmessengerRNAs.

SymposlumOnNucleicAcldsTechnology,Okayama,Feb.21.

Morishlma,H∴EvolutlOnarydynamlCSlnWildandcultivatedricespecies,Symp.ofGeneticsSocietyofKorea,Chung

Cheon,Korea,June13.

Morishlma,H∴PopulationbiologyofwlldriceanddomesticatlOndynamics.Symp.onPopulationGenetlCSandPopu-

lationBIOlogy,ⅩⅣInt.Bot.Cong,Berlin(West).July26.

Moriwaki,K∴Wlld-derlVedgeneticsystemlnmouseH-2.FlrStJolntSymposium RIKEN-WashingtonUnlVerSity,

Tokyo,Apr.13.

Hara,H.,Suzukl,H.,Hirota,Y ISecretionandprocesslngOfpenlCillin-bindlngProtein3ofE.colt.tnt.Conf.onBac-

terlalCellSurfaceslnBIOSClenCe,Ito,Shizuoka-ken,Nov.18.

Ohta,T.:MultigenefamilleSandtheirimpllCationsforevolutlOnarytheory.CollegedeFrance,Parュs,June23.
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Ohta,T.:Evolutionandorlginofmultlgenefamllies.Symposium,"OrganlZationalconstraintsonthedynamlCSOfevo-

1ution,''Budapest,Hungary,June29.

San°,Y.:RibosomalDNAspacer-lengthpolymorphismsinrice.1stlnternatlOnalWorkshopHMolecularBIOlogyof

Rice",Okayama,Nov.19.

Takahata,N∴Neutrallty,molecularclockandanapplication.22ndWinterSeminar(M.Eigen),Klosters,Switzer-

1and,Jan22.

63年度 (1988)

Aoki,K∴Ashlftingbalancetypemodelfortheoriginofculturaltransmission.4thlnt.Symp.inConjunctionwiththeI
AwardingofthelnternatlOnalPrizeforBiology,Tokyo,Nov.30.

Ayusawa,D.,Yamauchi,M.,Shimizu,K.,Seno,T andMatsuhashl,M∴ TwotypesofmouseFM3A cellmutants

deficientin5- aminoimidazole-4- CarboxamlderebonucleotidetransformylaseandthelrtranSformants

isolatedbyhumanchromosomemediatedgenetransfer.6thlnt.Symp.onHumanPurlneandPyrimidine

Metabolism,Hakone,Japan,July21.

Ayusawa,D"Arai,H.,Wataya,Y.andSeno,T.:AspecializedformofchromosomalDNAdegradationinducedby

thymldylatestressinmouseFM3Acells.InworkshopHGeneticConsequencesofNucleotidePoolImbalance".16th

lntCongrGenet.,Toronto,Åug23.

GoJobori,T ニPatternsofnucleotideandaminoacldsubstitutionsinhumanimmunodeficlenCyVlruSeSandIts

applicationtothevaccinedevelopment.4thlnt.Symp.lnConJunCtlOnWlththeAwardingoftheInternationalPrlZe

forBIOlogy:PopulationBiologyofGenesandMolecules,Tokyo,Dec.1.

Ikemura,T∴ GlobalvariatlOnln･G十ccontentalongvertebrategenomeDNA,andchromosomebandstructures:

PuttingDNAsequencesinDNAdatabasesinorderofgeneticmap.FEBSCourseonGenomeOrganizationand

EvolutlOn,Cargese,CorsICa,Oct‥

Ishihama,A.,Fu)ita,NHUeshlma,R.,Nakayama,M.andKaJitani,M.:StrengthsandregulationsofEscherichlaColt

promoters.ColdSpringHarborMeetingon"ProkaryoticGeneRegulatlOn",ColdSprlngHarbor,Aug‥

Ishihama,A"FuJita,N.,Nomura,T.,Ueshima,R.andNakayama,M.:RegulatoryfactorsInvolvedintranscrlPtion･

translationcouplingCircuitslnEschen'chiacolt.ColdSpringHarborMeetingonHRibosomeSynthesis",ColdSpring

Harbor,Sept.

Klmura,M∴ TheneutraltheoryofmolecularevolutlOnandtheworldviewoftheneutralists(TheHitoshlKihara

Lecture).16thInternat10nalCongrGenet"Toronto,Aug.23.

Klmura,M∴Thepresentstatusoftheneutraltheory.4thtnt.Symp.inConjunctionwlththeAwardofthelntern a-

tionalPrizeforBiology,Tokyo,Nov.30.

Kuroda,Y‥AntimutagenesisstudieslnJapan.2ndlnt.Conf.OnMechanismsofAntimutagenesisandAnticarcinogene-

sisPlenaryLecture,Dec.5.
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Kuroda,Y∴ Antimutagenicactivityofvltaminsinculturedmammaliance日S.2ndlnt.C()nf.onMechanisms()fAn-

tlmutageneSisandAntlCarClnOgeneSis,Symposlum,Dec.7.

Miyata,T.,Kuma,K.,Iwabe,N.,Hayashida,H.andYasunaga,T∴ DifferentratesofevolutlOnOfautosome-,Ⅹ

Chromosome-andYchromosome-1lnkedgene:HypothesISOfmale-drivenmolecularevolut10n,4thtnt.Symp.

inConjunctionwiththeAwardingofthelnternatlOnalPrizeforBiology:PopulationBiologyofGenesand

Molecules.Nov.30.

MlyaZaWa,S:DNADataBankofJapan:Presentstatusandfutureplans.WorkshoponInterfacebetweenComputa-

tionalScienceandNucleotideSequencing,SantaFe,USA,Dec12.

Mor'iwakl,K andMiyashita,N.:Geneticdlfferentlat10nOfMusmusculussubspecleS.Int,Symp.ofAsia-Pacific

Mammalogy,BelJlng,July30.

Ohta,T.:Populat10ngenetlCSOfmultigenefamilleS,EMBOWorkshop,CambrldgeUniv.,July5.

Ohta,T∴Roleofgeneduplicationlnevolution.16thtnt.Congr.Genet,Toronto,Åug.21.

Ohta,T‥SomenewaspectsofpopulationgenetlCSarislngfromgenemultiplicity.4thtnt.SympinConjunctionwith

theAwardlngOfthelnternatlOnalPrizeforBIOlogy,Tokyo,Nov.30.

Takahata,N∴OverdlSperSedmolecularclocklnworkshopHTheoretlCalpopulatlOngenetics".16thlnt.Congr.Genet.,

Toronto,Åug.24.

Takahata,N.IIncompletem aternalInheritanceofDrosophilamtDNA.Inworkshop"Evolutionoforganelles".16th
IntCongr.Genet"Toronto,AU碧.26.

Takahata,N :AllelicgenealogyandMHCpolymorphlSmS.4thlnt.Symp.inConjunctionwiththeAwardingofthe

lnternationalPrlZeforBIOlogy,Tokyo,Nov.30.

Tateno,Y∴IsmolecularevolutlOnparSimonlOuS?-TheoretlCalapproachtotheproblem-.4thlnt.Symp.inConjunction

withtheAwardlngOftheInternationalPrizeforBiology,PopulationBiologyofGenesandMolecules,Tokyo,

Dec.1.
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葦日管 氏 名 所属官職

51.1.29 木村 資生 集団遺伝部長

51.ll.3 木村 資生 集団遺伝部長

53.5.3 木村 資生 集団遺伝部長

54.5.12 三浦謹一郎 分子遺伝部長

55.4.5 賀EB 恒夫 変異遺伝部長

56.4.1 添田 栄一 分子遺伝部研究員

56.5.10 原臼 朋子 集団遺伝部室長

(太田)

56.12.3 賀田 恒夫 変異遺伝部長

57.ll.5 森脇 和郎 細胞遺伝部室長
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受賞等種別 業 績

フランス, トゥルーズ

科学考古 学文学

アカデ ミー外国人会 員

文化勲章

アメリカ芸術科学

アカデ､ミ-

外国人名誉会員

第32回中日文化賞

中日新聞本社

日本農学賞

日本農学会

農芸化学奨励賞

日本農芸化学会

核酸分子末端の閉塞構

造の発見

環境変異原に関する研

究

ポリオーマウイルスの

全遺伝構造の決定と発

癌遺伝子の同定

第 1回猿橋賞 分子レベルにおける集

女性科学者に明るい 団遺伝学の理論的研究

未来をの全

日本環境変異原学会 環境変異原検出に関す

奨励賞 るRec-assayの開発と

日本環境変異原学会 その応用

日本動物学会貴 -ツカネズミ亜種分化

の遺伝学的研究



葦月嘗 氏 名 所属官職 受賞等種別 業 績

57.12.13 木村 資生 集団遺伝部長 日本学士院会員

58.ll.3 吉田 俊秀 細胞遺伝部長 紫綬褒章

59.4.2 井上 正 分子遺伝研究系助手 日本農芸化学奨励賞

日本農芸化学会

59.5.9 原田 朋子 集団遺伝研究系教授 米国芸術科学

(太田) アカデ ミー

外国人名誉会局

60.6.10 原田 朋子 集団遺伝研究系教授 日本学士院賞

(太田) 日本学士院

遺伝学の研究

DNA傷害突然変異に

関する生化学的研究

分子 レベルにおける集

団遺伝学の理論的研究

60.10.14 原田 朋子 集団遺伝研究系教授 ｢匡l連婦人の十年｣ 婦人の地位向上に顕著

(太田) 記念 ･婦人関係功労者 な功績

表彰

内閣総理大臣

61.2.4 石清 明 分子遺伝研究系教授 第 2回井上学術賞

61.6.17 庸田 幸敬 細胞遺伝研究系教授 第27回藤原賞

61.10.7 原田 朋子 集団遺伝研究系教授 1986年度

(太田) エイボン女性大賞
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遺伝子の転写調節の研

究

細菌の細胞分裂遺伝子

の研究並びに大腸菌突

然変異バンクの創設

集団遺伝学の分野にお

いて自然科学の発展に

寄与する貴重な研究成

果をあげ,世界的科学

者 として高い評価 を受

け,後進の女性に大き

な励みを与えているこ

と



葦月菅 氏 名 所属官職 受賞等種別 業 績

61.ll.3 松永 英 所 長 紫綬褒章 遺伝学の研究

61.12.4 高畑尚之 集団遺伝研究系助教授 日本遺伝学会奨励賞 分子レベルにおける集

団遺伝学の数理的研究

62.1.16 木村 資生 集団遺伝研究系教授 昭和61年度朝 日貴 分子進化中立説の提唱

62.4.27 木村 資生 集団遺伝研究系教授 ジョン.∫.カーティ賓 分子進化中立説の提唱

全米科学アカデ ミー

62.5.21 木村 資生 集団遺伝研究系教授 国家功績勲章

フランス政府

62.7.7 原田 朋子 集団遺伝研究系教授 ウェル ドン賓

(太田)

62.10.30 五修堀 孝 集団遺伝研究系助手 日本遺伝学会奨励賞

63.ll.4 土川 清 集団遺伝研究系助教授 日本環境変異原学会

奨励賞

日本環境変異原学会

63.ll.28 木村 資生 国立遺伝学研究所 国際生物学賞

名誉教授

元.3.28 石清 明 分子遺伝研究系教授 遺伝学振興会奨励賞

遺伝学振興会
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生物学一般への貢献

生物学を通 じての日仏

の親善に尽力

世界に先駆けて重複し

た遺伝子族の進化理論

を数学的に解明した功

績

遺伝子の塩基配列比較

による分子進化の研究

マウススポットテス ト

系の確立

集団遺伝学理論の発展

に対する貢献 と ｢分子

進化中立説｣の提唱

遺伝情報発現に関する

分子生物学的研究



葦日管 氏 名
所属官職 受賞等種別 業 績

元.10 賓来 聴 総合遺伝研究系肋手 日本人類遺伝学会 ミトコンドリアDNA

(予定) 奨励賞 の人類遺伝学的並びに

日本人類遺伝学会 分子進化学的研究
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1.｢遺伝研｣に望むこと

遺伝研に望むこと

東京大学教授工学部 三 浦 謹一郎

近年バイオサイエンス ･バイオテクノロジーは予想を超えて発展しているが,これからますま

す深 く進み,広がりも見せるのではないかと思われる.遺伝現象は生物にとって基本的なもので

あり,遺伝学はバイオサイエンス ･バイオテクノロジーにとっては基礎であり,根幹である.従

って生物学や生命現象解明のための研究,あるいはその応用にとって遺伝学は大変重要な役割を

果してきたが,これからもその重要性は増してくるであろう.そのような背景の中で遺伝研の存

在の意義は極めて大きい.遺伝研が遺伝学研究の一つの拠点となって機能し続けることを期待し

たい.日本においては勿論のこと,世界の遺伝学の一つのメッカであってほしい.

この研究所はこれまでに遺伝学上において貴重な研究が行われ,内外からの評価が高い.この

伝統をくずすことなく,立派な研究が続々と出てくることを期待したい.そのためには目先の応

用に気をとらわれず,基礎的な研究を大事にすることか何といっても大切であろう.共同利用研

究機関になって遺伝研も一つの発展を遂げたが,今後共同利用事業をどうするかは遺伝研にとっ

て大きな問題となろう.基礎研究にしわよせが来ないようにして共同利用事業を進める万策を考

えることが必要で,その点に関しては慣習にとらわれることなく遺伝研として最もよいや り方を

実現するように主張することが必要であろう.遺伝学の重要性を考えると,たとえばヒト･ゲノ

ム解析プロジェクトなど周囲の問題に遺伝研も無関係ではありえない.遺伝研がどこまで協力で

きるか,遺伝研 としてどういう形でなら協力できるのか,線をはっきりさせて問題を解決して行

くべきであろう.

この研究所の人事は学閥がなく,仕事本位であるという伝統がある.これも自然と研究所がよ

い仕事を生む土壌になっているように思う.こういう伝統も是非くずきずによい人事が続 くこと

を期待したい.

より国際的な遺伝研への発展を

京都大学教授医学部 武 部 啓

国立遺伝学研究所は,私が初めて訪問した高校 2年生の時から,いや,それ以前に,創設を雑

誌 ｢遺伝｣などで知った中学生の頃から,私にとってあこがれの研究所であった.その気持は今
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日も変っていないし,遺伝研の40年の歴史と輝かしい成果は,設立時の世界に冠たる遺伝学研究

所への夢が実現されつつあることを示している.

遺伝研に望むことは,そのまま日本の研究体制,あるいは研究者-の希望であり,そして私自

身こうありたいとの願いでもある.それは,国際的な高等研究所である遺伝研が,その方向への

益々の発展をめざしてほしい,ということにつきる.

私は,自分の乏しい知識からではあるが,世界の生物学の研究所の中から,アメリカのオーク

リッジ国立研究所生物学部門と,コール ドスプ))ング--バー研究所を,お手本にしたいと常に

念頭においている.前者はもちろんA.Hollaender博士がひきいていた1950年代から60年代のこ

とであり,す ぐれた研究者を集め,その共同研究と競争によって,テネシーの山奥に生物学のメ

ッカが築かれたのであった.後者は,研究所自体は小さいが,個性豊かな優秀なスタッフを中心

に,毎夏のシンポジウムやコースによって長年にわたって,世界的スケールの指導的役割を果し,

国際研究交流の中心地となっている.

私は,日本で,このような強力な研究者集団を擁し,国際的スケールの研究交流の場 となり得

る研究機関として, 遺伝研がそれにもっともふさわしく,かつ近い存在であると確信している.

加えて富士を仰 ぐ景勝かつ温暖の地にあり,交通至便を合わせて,すでに確立されている世界の

Mishimaの遺伝研の地位を,より強く高いものにしていただきたい.そのためには,大学共同

利用機関にとどまらず,国際共同利用機関をめざして,一段 と高い研究の飛躍と,国際交流のた

めの支援組織 (体制と人員,それに予算)の充実を望みたい.

遺伝研に望むこと

京都大学教授理学部 柳 田 充 弘

遺伝学研究所,略して遺伝研というと,敬愛する二人の遺伝学者飯野さんと広田さんがす ぐ思

い出される.飯野さんはもう随分前に東大に移られて今年退官され,広田さんはもうこの世には

おられないのに,いっぺん頭の中でできあがった遺伝研のイメージは,簡単には変わらない.顔

野さんのユーモアと温顔,広田さんの怖いけれども優しい人柄 と,三島の温暖な気候が重なり合

って, 遺伝研は私には,ずっとポジティブ ･イメージであった.遺伝研では,自由に好きな研究

ができる所なのだろうと思っていた.

しかし本当のところはどうなのだろう.私は,どこまで遺伝研のことを具体的に知っているの

だろうか.私が遺伝研を訪ねたのは,僅か数回しかない.現在の遺伝研の研究,研究者をどこま

で知っているだろうか,大変心許ない.

私は今,染色体の分離 ･分配のメカニズムを理解 しようと躍起になっている.材料は酵母を用

いているのだが,よくよく考えてみると私はメンデル遺伝学の分子的基礎を研究していることに

なるらしい.自分では全然意識していなかったが,遺伝学の基本的問題に,素人の無知 と気安さ
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で,正面からぶつかっていたのかもしれない.

ところで,遺伝研には私が持っている興味をじゅうぶん分かちあえるような仲間がいないよう

である.べつに,酵母の分子遺伝学者がいないからというわけではない.私たちと似たような興

味を持っているグループがいたらいいを, と思うのである.でも本当のところ,これもまた私の

無知で,実はチャンといて,素晴らしい研究を現にやっているのかもしれない.

そういうわけで,遺伝研に対して私が望むことは,遺伝研の現在のチャームポイントを知って,

私にとっての遺伝研の新しいイメージ作 りをするチャンスを与えてもらいたいということなのだ

ろうか.

遺伝研に望むこと

筑波大学教授生物科学系 岡 田 益 吉

私が研究生活を始めた頃は,大部分の研究者が発生学と遺伝学とは異なった論理体系を持つ,

別の学問であると考えており,駆出しの発生学者にとって遺伝子はその存在も定かではなかった.

まことに今昔の感に堪えない.

国立遺伝学研究所は,その開設以来わが国における遺伝学の1)-ダーとしての役割を果してき

た.その間,発生学にその典型を見るように,生物学の多くの分野で遺伝子の働きを中心におい

た研究体系を採用するようになり,遺伝子やその発現制御の研究をうたう研究機関や大学の研究

室が万々に出現した.あたかも核家族が多世代家族となり,さらに親戚全てが帰郷して遺伝学と

いう一つ屋根の下に暮らすようになった様相を呈している.

さて言うまでもなく,伝統を誇る遺伝研には次の40年間もこの超大家族に成長した遺伝学分野

のリーダーであって欲しいと願っている.問題は,どの様なかたちのリーダーであるべきか,と

いうことであるが,私は敢えて伝統にこだわらない方がよいと提言したい.これは決して,遺伝

学のパイオニアが築いた分野を軽んじて良いというのではない.寧ろ,さらに発展させることが

伝統の力だと思っている.発展させるというのは,常にその時点における最も新しい遺伝学的理

解に到達できるようにすることである.

研究所と大学とは共通点もあるが,異なる点も多い.例えば,ある学問の歴史的に重要な部分

を,大学は持っていて教育の中で継承する義務があるが,研究所にはその責任が無い.従って研

究所での教育は大学院に於ける最先端教育のみである.そして,研究所では10年 くらいの周期で

新生を繰 り返す努力が常になされていることが必要である,というのが私の考えである.遺伝研

は大家族に新風を吹き込みつつ リー ドして行 く永遠の若者であって欲 しいと願うのである.
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遺伝学の潮流と遺伝研に望むこと

慶腔義塾大学医学部教授 清 水 信 義

最近 "ヒトのゲノム解析計画Mが,米国を始めとして世界数カ国で遺伝学史上かつてないスケ

ールと熱意で開始された.ヒトゲノムを構成する全遺伝子は5-10万と推定されている.これら

の遺伝子の染色体上-のマッピングは,家系分析,体細胞遺伝学,分子遺伝学などの手法を駆使

して着実に進展し,人類遺伝学に多大の貢献をしてきた.近年では,RFLP/VNTRを利用

するリンケージマッピングも目覚ましく進歩し,4,000はあるとされる遺伝病の病因遺伝子の同

定に役立てられている.一万,遺伝子工学の技術は完壁といえるほど成熟し,病因遺伝子のクロ

ーニングが積極的に行われるようになった.

このような状況の中で,ヒトのゲノムの全遺伝子の構造解析を目標とする壮大なプロジェクト

が,現実の課題として浮上してきたわけである.この目的達成には各染色体のフィジカルマッピ

ングが重要な出発点であり,続いて遺伝子DNAセグメントのクローニングとシークエンシング

が行われる.最も小さい第21染色体でも4,800万塩基対のDNAであり,ゲノム全体では30億塩

基対にも達する.今後,ヒトゲノムの解析を推進する過程で数々の新技術が開発され,膨大な遺

伝情報が生み出されるであろう.その結果,染色体の構造と機能に関する新しい概念が見出され

るなど,生物学のあらゆる分野に与える波及効果は計 り知れない.人類遺伝学は "ヒトの遺伝学"

の城を超え,BioinformationScienceというような新領域 として発展 し,我々人間の進化全体

の理解に到達することも夢ではないであろう.

これらの目標の達成には,今まで考えられなかったような広い領域の研究者との交流や国際協

力が重要となろう.国立遺伝学研究所がそのような理想を達成する核として交流の場を提供しな

がら,研究所独 自の研究を益々発展せられんことを望んでやまない.

遺伝学研究所への期待 (育種の分野から)

東北大学教授農学部 日 向 康 吉

｢栽培稲の起源に関する研究｣以来,収集されたイネ系統とそれを使った遺伝研の研究は,こ

れ迄も,内外の研究者に多くのインパクトを与え,また我が国のイネ研究の一万の旗手として,

農業分野に多大な貢献をしてきた.

近年バイオテクノロジーをジャーナリズムが盛んに宣伝しているが,細胞,分子,遺伝子レベ

ルでの生物研究が大いに発展しつつあると受け止めてよいだろう.植物では,細胞から固体を再

生できるので,す ぐに実用と結びつ くのではないかと注目を浴びている.細胞からの個体再生も,

遺伝子導入技術も,一部の植物のものと思われていたが,ここ数年間に目を見張るような進歩を

とげ,昨年にはイネ, トウモロコシ,ダイズなどの主要穀物についての トランスジェニック植物
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を育成した例が報告された.イネについては我が国の大学,農水省研究所,会社研究所でそれぞ

れ独立に,世界に先駆けて成功している.この様な技術展開をベースにして,今後は,有用遺伝

子の収集とクローニング,組織 ･器管における遺伝子発現,導入遺伝子の安定性などをめ ぐる研

究が活発になるだろう.

農業においては,多種多様な作物が栽培されており,我が国の育種技術は国際的にも高く評価

されている.細胞 ･分子を中心とした研究は,さらに生態とも結び付いて基礎農学あるいは応用

遺伝学の分野で幅広い展開が期待されていると思う.これはイネに限らない.また,これらの研

究の展開は,高価な機器の使用と裏腹の関係にあり,共同研究がますます活発になるだろう.応

用植物学分野に関する研究を更に拡充強化し,また共同研究のオーガナイザーとしても,多くの

貢献を果たしてくれることを遺伝学研究所に期待したい.

遺伝研に望むこと

京都大学教授化学研究所 金 久 賞

昭和60年度より国立遺伝学研究所遺伝情報研究センターに遺伝情報分析研究室が設置され, D

NAデータベース活動が公式に始まりました.この年,京都大学化学研究所では私どもの生理機

能設計研究部門が新設され,DNAや蛋白質のもつ情報を理論的に研究する場が与えられました.

私が10年近くの滞米生活を終えて帰国したのは, 日本におけるDNAデータベース設立運動 と深

い関連があり,また帰国後も何かにつけ遺伝研のDDBJ(DNADataBankofJapan)とつ

ながりをもたせていただいています.

日本におけるDNAデータベースの必要性については,昭和57年頃より研究者間で盛んに議論

されるようになり,小関治男教授の特定研究,大井龍夫教授の試験研究,さらに内田久雄教授の

委員会などにより設立の準備が進められました.遺伝研の外の者から見ると,DDBJはこれら

の運動の成果として,また新しい共同利用研-の期待として発足しました.4年間が過ぎて振 り

返って,まず宮溝さんをはじめスタッフの方々が,これまでデータベース作 りとシステム作 りを

されてきた努力に敬意を表したいと思います.一万では,遺伝研内部の論理,外部の論理,さら

に国外の論理が複雑にからみあった場面に,何度も遭遇してきたような気がします.

DNAデータベースはライフサイエンスのあらゆる分野の研究者に必要 とされる公共性の高い

ものです.しかし,これは逆に言うと特定研究分野の誰もが必要 とするような専門性の高いもの

ではありません.遺伝研の中でもDNAデータベースを実際には必要 としない万が多いのかもし

れません.しかしながら,共同利用機構としての遺伝研が遺伝学に限らずより幅広い分野に影響

力をもった現在,研究所全体の支持の下に,DDBJを国際的に認められたデータベースとして

育てていただきたいと思います.
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植物遺伝資源

京都大学教授農学部 阪 本 寧 男

農業の近代化と技術革新はとくに第二次世界大戦後急速に地球上に拡がった.そして近代品種

か集約的な栽培管理と施肥量の多い栽培条件下で,或る地域に組織的に導入されるようになった.

その結果,今まで伝統的に栽培されてきた多くの在来品種は遺伝的侵蝕を受け急速に消滅しつつ

ある.また広大な耕地の開拓,急速な都市化,さらに高速道路の建設などによって,森林の乱伐,

安定した環境の破壊 と汚染が進み,多様性に富む野生動植物もまた消滅の危機にある.このこと

は栽培植物起源中心地城に分布する祖先野生種や近縁種の集団にも大きな影響をもたらすという

事態をひき起している.

在来品樺,祖先野生種やその近縁種は,栽培植物の遺伝学的研究やその起源の研究の素材 とし

て必須なものであるだけでなく,農業生産の進歩の基礎には農業技術の進歩と相挨って品種改良

が大きな役割を果しているが,そのための育種素材である有用植物遺伝資源としてもきわめて大

切なものである.とくにこれらの植物群のもつ豊富な遺伝的変異が,この目的のために重要な役

割を果すわけである.しかしとくに遺伝的侵蝕が急速に進行 している現況では,これらの貴重な

遺伝資源はそれらを収集 ･保存する以前に消滅する危険にさらされている.この事態に対処する

ために,おそ蒔きながらこれらを探索 ･収集 ･保有すべきであることが,国際的に認識されるよ

うになった.

国立遺伝学研究所の植物系統保存研究室においては,イネ,コムキ,アサガオ,サクラの系統

保存がなされているが,中でもイネについては,1954年開始された ｢栽培稲の起源の研究｣の一

環として,世界にさきがけて熱帯の重要な地域において35年の長期にわたり,イネの収集が積極

的におこなわれた.栽培種 2種を含む約20種の約 6,000系統が収集され,それらの系統保存がお

こなわれている.とくに野生種については世界最大の収集となっている.これらについては多く

の遺伝的特性が調査され,イネの遺伝学的研究や栽培イネの起源の研究に供され,大きな成果が

あげられてきた.これらの系統はまた有用遺伝資源として将来にわたってきわめて利用価値の高

いものとして利用されるであろう.

また遺伝資源研究室においては,実験生物系統および遺伝資源生物に関する国内外の情報の収

集,解析および整理が精力的におこなわれており,それらを印刷 し配布するという活動が積極的

に続けられている.この活動は国内のみならず,将来においては国際的にも貴重な遺伝資源情報

として高 く評価されるとともに,幅広い利用に供されるにちかいない.

-3131



記念研究集会後記

この集会は,現在の遺伝学の動向を踏まえた上で遺伝研のあるべき将来の方向を探るという目

的で開催された.遺伝研が改組転換して以来,研究集会や共同研究の機会は飛躍的に増加したが,

このような全所的な問題に関する集会は初めてのことであった.遺伝研が遺伝学を共通の研究基

盤としてもちながらも,すべての研究者にとって興味ある集会やセミナーがなかなか出来ないの

は現在の遺伝学の多様化と細分化によるのであろう.

集会の性格上,演者の万々には専門分野の研究の流れや将来の方向に力点を置いたお話をお願

いした.全体の講演を通して,遺伝学というよりも生物学の面白さが伝わってきたことに強く感

銘を受けた.とかくDNA一辺倒になりがちな昨今ではあるが,より高次の生命現象に近づ く努

力が必要であろう.DNA解析も遺伝学も,そのための手段としたいものである.大学共同利用

機関としての遺伝研には,世界的研究交流の自由な場として優れた共同研究が行えるようにとの

要望があった.そのとき,基礎的な研究の重要性や長期的な継続が必要な研究業務の重要性につ

いても指摘をいただいた.また遺伝研の発展には適正規模の拡張が必要であるが,遺伝研として

出来ることと出来ないことの区別をはっきりすべきであるという貴重な意見もいただいた.どの

研究機関についても当てはまることであるが,若い力の育成は研究所の活性化に不可欠である.

伝統は固定したものではなく,新しく創り出していくべきだという意見は若い研究者への激励と

して受け止めたい.

日頃 ｢研究｣に明け暮れていると,なかなか学問の全体像や研究所の将来などを考えている余

裕がない.また,激変する学問の流れの中で,研究所の将来を的確に把握することはなかなか難

しい.この研究集会では,時間の制約もあって十分な議論を行うことができず,かなり一方的な

講演会になった印象が残る.それにもかかわらず,集会では遺伝研の将来にとって考慮すべき数

々の貴重な助言を親身になってしていただいた.これらを心に刻み,遺伝研の一層の発展に努力

することが,講演者の万々の労に報いることになると思う.改めて厚 くお礼申し上げる.

研究集会係 N.T.
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2.外国人研究員

保健科学研究所 ラリー･W ･ハンキンズ

Havingbeenaskedtowriteafewlinesforthis40thanniversaryeditionoftheNational

lnstituteofGeneticsannualreport,Iwouldliketotaketheopportunitytoreflectonmytwo

yearsinMishimaasapostdoctoralfellow.hsodoing,Ihopetoconveymy"forelgn"im･

pressionofthelnstituteaswellasmyconcernsandexpectationsforthefuture.

Arrivingforthefirsttimeinthespringof1986, Iwasinitiallytakenabackbythe

relativelackofmodernfacilitites.IwasdulyImpressedwiththequalityandquantltyOf

workthatwasbeingconducteddespitesuchlimitations.Fortunately,thesituationhassince

changed.TheInstituteiscurrentlyinthemidstofanextensivemodernizationprocesswhich

hasalreadyresultedintheconstructionoftwomodernresearchcentersoncampuswithan-

otheryettocome.

Complementingthephysicalimprovement,theInstituterecentlywasabletoacquirestatus

asafullyaccreditednationalgraduateschoolofscience.Ifeelthistobeaparticularlyim-

portantdevelopment.ComparedwithresearchersatmanyotherJapaneseuniversities,the

facultyasawholeattheNationalInstituteofGeneticsismuchmoreprogressiveandrecep-

tivetochange.Staffmembersregularlyattendinternationalcenferences,andtakesabbaticals

abroad.Throughconstantexposuretodifferentphilosophiesconcerningresearchandteach-

ing,facultyherehavecometoplacegreatvalueondiversity.Theatmosphereisdisciplined,

butfrankdiscussionsandexchangesofideasareencouragedbetweenmembersregardless

ofrank.Inthisregard,Studentscomingherewillgainvaluableexperienceonhowtocom-

municateeffectivelywithotherscientists.Eventoday,thistypeofopportunitylSrarein

Japan.

Inlookingforwardtothenextdecade,IwouldliketoseetheJapanesegovernmentmake

aconcertedefforttoincreasethenumberoflaboratorysupportpersonnel,andtherebyin-

creasetheproductivityofresearchers.Moneycomesinmoreeasilynowforequlpment,but

hardlyatallforsecretariesandtechnicians.

Compoundingtheproblem,financialsupportforgraduatestudentsandpostdoctoralfellows

isminimal,andthiscontinuestobeonereasonforthemassexodusofyoungscientiststo

theU.S.andEurope.Fundinglntheseareasmustbeincreased,andIwouldliketoseethe

Institutebecomeanactiveforceinrectifyingthesituation.
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Japan,asanation,isbecomingmoreconscientiousofitsresponsibilityasworldleaderin

areasotherthantrade.Tothisend,thereappearstobeamovementnowtomakethescien-

tificenvironmentwithinthecountrymoreattractive.Bysodoing,Japanishopingnotonly

tokeepyoungresearchersat"home",butalsotoattractresearchersfromabroad.Itmay

taketimeforafairandcoherentpolicytobeputintoeffect,butthecommitmenthasbeen

made.Itismyhopethatinthecomlngyears,lnStitutionssuchastheNationallnstituteof

Geneticswillbeabletoacceptandsupportonalargescale,scientistsandstudentsofall

nationalities.

中国江蘇省農業科学院 ･食糧作物研究所 湯 陵 華

日本国立遺伝学研究所が創立40周年をむかえ,おめでとうございます.

40年の間,生命の奥意を掲げ,人類の文明と発展のために,貴所は地道な研縛と精進を重ね,

数多くの優れた業績を上げ,不朽の功業で世界の中に立っています.

私は学生時代からイネの起源,進化,分類に興味をもっていました.これは木原均元所長や岡

彦一博士のグループによるコムギとイネとの進化遺伝学のすぼらしい研究結果を勉強したからで

す.彼たちの成績は中国をふ くんだ世界各地の農業科学者のだれにでもよく知られています.大

学を卒業した時,いろいろな就職のチャンスの中から品種資源の仕事をえらぴ,イネの起源を究

明することを私の一生の目標 と決めました.その時から,日本国立遺伝学研究所で勉強したり,

共同研究をやったりすることは私の夢になりました.

1987年8月,とうとうこの夢が実現することになりました.森島啓子教授をリーダーとする育

種遺伝研究部門に入って,遺伝研のスタッフたちと一緒に20ケ月の忘れられない歳月を過ごしま

した.

遺伝研でなにを勉強したかというと,まず考え方です.思惟は遺伝研の先生たちの精粋で成功

のひみつだと思いました.まなばなければいけないのはさまざまな現象からの沢山のデータをあ

つめてよく分析して物事の神髄をさがLもとめる態度だと思いました.遺伝子を研究するのに良

い材料である微生物,ショウジョウバエやカイコなどの昆虫やマウスなどの動物とくらべるとイ

ネは生長日数が長 く,交配が面倒だし,無い間に結論はなかなかだせないと思いましたが,せっ

かく日本に来られたのだからできるだけ多くの事を勉強し研究の成果をあげたいと望みました.

森島教授や佐藤助手は私に ｢学びて思わざれば則ち岡し｣の意味を教えてくれました.

栽培イネの品種分化については日本型とインド型との違いを研究し,アイソザイムでこの二つ

の類型を分ける簡便な方法を開発しました.そのうえイネは熱帯型とi,Ei帯型に分けられる傾向も

明らかになりました.また ｢雑草型イネ｣は野生イネから栽培イネ-の進化途中でどんな地位を
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占めているかを探究しました.世界各地から採集された雑草型イネには,依存的インド型,自生

的インド型,自生的日本型とよばれる三つのタイプがあることがわかりました.野生イネの分布

する地域に発生するインド型雑草イネの起源はもうはっきりしましたが,野生イネがない中国や

韓国の日本3'･!雑草イネの起源はまだ謎です.今,私はこういうイネのふるさとに戻りました.こ

の謎の解明をすることに頑張ろうと思っています.これは大変面白いことですので,遺伝学をは

じめ生態学,生物化学,考古学など広い領域で遺伝研の先生たちの協力を期待 しています.(原

文のまま)

JagiellonianUniversityPoland JozefaStyrna

Lookingback,Irecollectthememoriesofmy14-monthstayinJapanassomethingvery

exceptionalindeed.Ihavebeenabletousetheskillsacquiredthereinmyeverydayscientific

worksincethen.Moreover,∫trytomakethemusefulformycolleagues.

WhenpreparlngforthevisitIassumedtwogoalstoachieve:bothconcernlngthestruc-

tureofthemousespermatozoon.FirstpertainedtheeffectsofYchromosomefactorsonthe

occurrenceofabnormalspermcells,theother,derivedfromfirstone,concernedsearchfor

autosomalgenesaffectlngthepercentageofabnormalmalegametes.Theexperimental

materialofferedtomebymyJapanesehostProfessorK.Moriwakiwasexcellentforthis

kindofstudy.Severalyearsago,intheDepartmentofCytogeneticsheadedbyProfessor

Moriwaki,amutantwithadeletioninYchromosomewasdetectedamongmalemiceof

B10.BRstrainobtainedfromtheJacksonLaboratory.Intheinbredlinederivedfromthis

mutant,ahighproportionofabnormalspermcellswasobserved.

TheanalystsOfthetwocongeniclinesB10.BRandI310. BR･Ydelandalsoother

inbredandrecombinantstrainshousedinthelnstituteofGeneticsinMishimaallowedthe

followlngCOnClusions:

1/ Theabovedeletiondisturbedthedevelopmentofspermcellacrosomepossiblyby

suppresslngtherateofthesynthesisofacrosomalmaterial,

2/AdverseeffectoflackinggenesnormallypresentinYchromosomeespeciallysome

genesc0-Operatingwithautosomalgenespreventedtheheterosiseffectswhichmightlower

thenumberofabnormalspermcellsinFlgeneration,

3/ThespermatogenesisiscontrollednotonlybyfactorspresentinYchromosomebut

alsobyfewautosomalgeneswithatleastoneofthemlinkedwithH-2complexinchromo-

some 17.
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ThelnstituteofGeneticsatMishimaisaverygoodresearchcentrewithwell-equipped

laboratories,knowledgeablestaff,hugeandeasilyaccessiblematerialandexcellentlibrary

andinformationretrievalfacilities.Foranoutsiderwhocomestospendseveralmonthshere

itisnotonlytheequipmentthatisimportantbutfirstofallthepeoplewhoworkthere,who

reachouttoacceptyouespeciallywhenyouarriveinacountryofancientrichcultureso

differentfromourEuropeancustom.MayIsaythatthroughoutmystayhereIenjoyedex-

cellentatmosphere.Inlaboratoriesandoutside,Ialwaysfeltsurroundedbyhospitality,

politenessandverydiscretehelpandguidance.Iamparticularlyindebtedforthis.Coming

fromalaboratoryofalowerequipmentstandardIneededalotofinstructionandhelp

whendealingwithsomepieces.MyinabilitytocommunicateinJapanesecontributedstill

furthertomyproblems,butthecolleaguesfromProfessorMoriwaki'Steamovercamethese

withenormouspatienceandeducationalskills.Theyadvisedmeonnumerousoccasionsand

werealwaysreadytodiscusstheresultsofmyresearch.Iwouldhavegainedmuchmore,

inprofessionalterms,hadIbeencapableofparticlpatingindepartmentaldiscussion.Naturaレ

ly,theywereconductedinJapaneseandIcouldnottakepartinthem.

Itisalmostimpossibletosumupmyexperienceinabriefnote.TheobservationsImade

allowedmetorealizehowmuchweweretolearnfromyourpeople:morerespectforhard

work,abilitytoliveinathigh-density'society,wisemanagementofresources,andreadiness

toacceptselectivelysomeelementsofoutsideculture.

On40thanniversaryoftheInstitutemayIwishyoumoderateheterosisandmanyviable

andinventivemutationstobepropagatedamongworldscientificpopulation.Mostofall,I

wishyoutopreservesomethingthatcannotbeintentionallyproducedbyanycrossing-this

site-specificatmosphere-GENIUSLOCI-thatcanbefeltaroundhere.Istillrekindleits

memOrleS.

MessagetotheNationalInstituteofGenetics,Mishima,onits40thAnniversary.

RobertE.Glass

IamwritingtosendmywarmestregardstotheNationalInstituteofGeneticsonthe

occasionofits40thAnniversary.SinceIfirstwenttotheInstituteintheSpring/Summer
I

of1985toworkwithProfessorAkiralshihama,IregardtheInstituteasmysecond̀home,

suchwastheresponselreceived.ThecollaborationbetweenProfessorlshihamaandmyself

onstructure･functionanalysisofRNApolymerasehasprovedtobeverysuccessful,emphasis-

ingthepowerofthecombinationofgeneticsandbiochemistry.Despitethefactthatrecent

pressuresofworkhavekeptmeaway,IlookforwardtoreturnlngtOMishimainthenear

-318-



future,andtoseeagainmymanyfriendsattheInstitute.

3.受託学生

遺伝研が遺伝さんと呼ばれるわけ

竹 内 薫

私は3年程前大学院生だった頃京大ウイルス研に籍を置いて遺伝研で10ケ月程研究する機会に

恵まれました.大変短い間ですので大した事は書けませんが,その間に印象に残ったひとつのこ

とを書いてみます.それは遺伝研の存在が三島市の人たちに溶け込んでいるということです.京

都から三島に引越 してきて早々に大家さんから ｢遺伝さんですか,桜の花を見に行きましたよ｣

と言われましたし,鯖屋で,あるいは飲み屋でも言われました.わざわざ席を作ってもらい,寡

くしてもらったこともありました.事実,桜が満開になる頃の遺伝研の一般公開の日には小中学

生が大勢見学に来るし,おじさんおばさん達もおべんとうを持って来ます.なぜこんなに親しま

れているのかと考えてみると,確かに三島市には東京や京都と比べると高等研究教育機関が少な

いということや,遺伝研には桜が一杯あるということもあるかもしれない.しかし大きな要因と

しては遺伝研の先達の方々が世界的な研究成果を上げられてきたこと,更に市民の人達への成果

の還7亡をされて来たことがあるのではないかと思います.今後とも市民に愛される遺伝研であっ

てほしいと思います.

伴 戸 久 徳

私が初めて国立遺伝学研究所を訪ねたのは1983年の春だった.三島駅からバスで20分ほどであ

ろうか,通称 ｢遺伝坂｣を上 り詰めたところに研究所はあった.バスを降りるとす ぐ入口で,古

びた感じの石の門柱があり,そこに埋め込まれた金属板に刻まれたNationalInstituteofGenetics

の文字が印象的であった.私は当時名古屋大学で,ある昆虫ウイルスの構造蛋白の解析をひとま

ず終えて,次にウイルス遺伝子の構造解析を行いたいと思っていたので,その日,遺伝実験動物

保存施設の無脊椎動物保存室におられた楠田さんを訪ね,遺伝研でその仕事をさせていただく事

をお願いにきたのであった.半ば強引にお願いし,一応承諾を待,帰って指導教官にも半ば強引

に了承を得た.遺伝研でまず始めたことは,ウイルス遺伝子のクローニングであり楠田さんに手

ほどきを受けた.塩基配列の決定を進めるにあたっては,分子遺伝部におられた添田さんが開か

れたダイデオキシ法のワークショップにスタッフとして参加させてもらったのは非常にプラスに

なった.とは言うものの,仕事は思うように進まず,実質3カ月という予定が,あっというまに
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2年が過ぎてしまった.妻子は初め名古屋にいたので,たまに帰ると物心のつき始めた長女に

｢パパまた遊びにきてね .｣などと言われる始末である.次の半年,なんとかデータがでたので

ほっと胸をなで下ろしたのだが,今では実 りのなかった2年間か妙に懐かしい.

研究所には様々な思い出があるが,まず研究生の自治組織で ｢食堂｣というユニークなシステ

ムがあった.研究生が当番を決めて自炊するのである. 1日約250円程度であっただろうか.こ

の組織は研究所のす ぐ側に食堂がないためにいつしか始まったと言うが,経済的に助かった研究

生も多く,何より横のつなが りが難しい研究生にとっては貴重な場であった.そして私の思い出

の多くは,この ｢食堂｣と関わり合った人たちとの思い出に重なる.是非存続してもらいたいシ

ステムである.また,研究所はすぼらしい自然の中にあった事が思い出される.夏の暑い日など,

時に仕事を6時頃に切 り上げて箱根に向かう.車で30分も走ると芦ノ湖につ く.湖面をわたる風

が心地よい. 1-2時間風に当たって三島へ下ると下界も冷え始めている.中には夜10時頃に仕

事を終えて,修善寺の露天風呂につかりに行 く連中もいた.研究室の窓からは四季折々の富士の

姿が眺望できる.なんともすぼらしい場所にある研究所である.保存施設や進化遺伝部をはじめ

研究所の万々に色々な面で支えていただき,この美しい自然の中で仕事ができた時期が掛替えの

無い時期であったことを今実感している.40周年記念誌に寄稿させていただくにあたり何を書い

てよいのか分からないまま,脳裏をかすめる取り留めのないことを書き綴ってしまった.最後に,

研究所の益々の発展を心からお祈 りしてペンを置きたい.
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1.総合研究大学院大学の概要

(1) 設置経緯

昭和57年6月に国立大学共同利用機関所長懇談会から ｢国立大学共同利用機関における大学

院の設置について｣の要望書が提出され,これを受けて文部省においても検討が進められた.

さらに,国立大学共同利用機関を母体とするいわゆる独立大学院の問題についての具体的検討

を進めるため,昭和60年 6月,国立大学共同利用機関所長懇談会に ｢大学院問題に関するワー

キング･グループ｣が設けられ,本格的検討が進められた.

これらの状況を踏まえ,昭和61年度には創設準備調査の予算措置が講じられるところとなり,

総合研究大学院創設準備調査委員会が設けられ,大学院の基本構想についての検討が進められ

た.

昭和62年度においては,創設準備のための予算措置が講じられ,昭和62年 5月に岡崎国立共

同研究機構に総合研究大学院創設準備室と総合研究大学院創設準備委員会が設置された.同創

設準備委員会は,｢総合研究大学院の基本構想｣を基礎に具体化に必要な検討を進め,昭和62

年 7月,その結果を ｢総合研究大学院大学 (仮称)の創設準備について (中間まとめ)｣ とし

て取りまとめた.

昭和63年度においては,この ｢中間まとめ｣に基づき,総合研究大学院大学を昭和63年10月

に創設する予算が措置され,昭和63年 5月には ｢国立学校設置法の一部を改正する法律 (昭和

63年法律第67号)｣が制定されるに至った.

(2) 目 的

総合研究大学院大学は,大学共同利用機関との緊密な連係及び協力の下に,その優れた研究

機能を活用して,高度の,かつ国際的にも開かれた大学院の教育研究を行い,新しい学問分野

を開拓するとともに,それぞれの専門分野において学術研究の新しい流れに先導的に対応でき

る幅広い視野を持つ,創造性豊かな研究者を養成することを目的とする.

(3) 特 色

1)大型の施設 ･設備を含む優れた研究環境 と優秀な研究スタッフにより,高度な研究を推

進するとともに,それに基づ く創造性豊かな研究者の養成を行う.

2)大学共同利用機関の開かれた機能を生かした流動的運営により,新しい学問分野の創造

と,それに伴う先導的分野の研究者の養成を推進する.
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3)大学共同利用機関の特色を生かし,総合研究大学院大学の研究科 ･専攻聞及び他の国公

私立大学 ･大学院との相互交流 ･協力及び共同研究を積極的に推進し,その成果を大学院

教育に反映させて幅広い視野を持つ研究者を養成する.また,大学以外の国公私立研究機

関との交流 ･協力についても十分配慮する.

4)大学共同利用機関の国際交流におけるこれまでの実績を生かし,広い視野に立って諸外

国の大学,研究機関との交流及び国際共同研究を積極的に推進するとともに,国際性豊か

な研究者を養成する.

5)学生の受入れに当たっては,広 く国の内外を問わず大きな可能性を持った優秀な人材を,

多様な選抜方法をもって確保するよう配慮する.

(4)連係 ･協力する大学共同利用機関

高エネルギー物理学研究所

国 立 遺 伝 学 研 究 所

統 計 数 理 研 究 所

分 子 科 学 研 究 所

基 礎 生 物 学 研 究 所

生 理 学 研 究 所

国 立 民 族 学 博 物 館

岡崎国立共同研究機構

(5) 研究科 ･専攻 ･課程 ･入学定員及び学位の種類

研究科 専 攻 課 程 入学定員 学位の種類 備 考

文化科学 地 域 文 化 学 博士後期課程 3 文学博士 研究内容によっては,

比 較 文 化 学 3 文学博士 学術博士

数物科学 統 計 科 学加 速 器 科 学 46 学術博士学術博士 研究内容によっては,放 射 光 科 学 3 学術博士 理学又は工学博士

構 造分子科 学 6 理学博士 研究内容によっては,

機 能 分子科 学 6 理学博士 学術博士

生命科学 遺 伝 学 6 理学博士 研究内容によっては,

分子生物機構論生 理 科 学 65 理学博士学術博士 学術博士

※ 学術研究の先導的分野の研究者養成に柔軟に取 り組むことを目的とする総合科学研究科の

専攻の組織については,その分野の状況と将来の展開に応じ,弾力的に対応できるように構

想することを基本とする.
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(6)入学者選抜方法

1)学生に求める資質 ･能力

本学は高度な研究者の養成を最も基本的な目的としているので,特に研究に対する資質･

能力を主眼とした下記の項目を求める.

ア.高い研究能力と研究に対する適性を備えていること.

ィ.研究テーマについて明確な問題意識を有していること.

ウ.やる気があり,チャレンジ精神に富んでいること.

工.研究遂行に必要な語学力を備えていること.外国人学生には研究活動に支障が生じ

ない程度の日本語能力があることが望ましいこと.

2)選抜時期等

ア.選抜は,2月に実施することを原則とし,特例として秋に実施する場合は,募集人

員も少数とする.また,外国人及び社会人の受け入れの時期については別途考慮する.

ィ.選抜は,研究科単位で取りまとめるものとするが,具体的には専攻単位で行う.

ウ.募集に関する手続きは大学全体で一括して行う.

エ.同一研究科内の専攻間の併願は柔軟に取り扱うものとする.また,入学定員につい

ても,同一研究科内で弾力的な取り扱いをする.

3)選抜方法

選抜は,各大学等からの推薦書,修士論文 (又はこれに代わるもの)及び付随する資料

に基づ く書類選考及び面接によって行うことを基本とする.また,面接の方法等は各専攻

ごとにそれぞれの研究分野に対応した特色あるものとする.

4)出願資格

ア.修士の学位を有する者

ィ.外国において修士の学位に相当する学位を授与された者

ク.その他本学において修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

(7) 修了要件

本学の課程に3年以上在学し,所定の単位を修得し,必要な研究指導を受けた上,博士論文

の審査及び試験に合格することとする.ただし,在学期間に関しては,優れた研究業績を上げ

た者について弾力的な取り扱いをすることとする.

- 323-



(8)評議員,運営審議会委員及び教員数

1)評議員

長 倉 三 郎 (学長)

杉 本 尚 次 (文化科学研究科長)

友 枝 啓 泰 (地域文化学専攻長)

藤 井 知 昭 (比較文化学専攻長)

梅 梓 忠 夫 (文化科学研究科教授)

席 田 栄 治 (敷物科学研究科長)

赤 池 弘 次 (統計科学専攻長)

鈴 木 達 三 (数物科学研究科教授)

菅 原 寛 孝 (加速器科学専攻長)

2)運営審議会委員

赤 池 弘 次 (統計数理研究所長)

◎飯 島 宗 一 (愛知県総務部顧問)

井 口 洋 夫 (分子科学研究所長)

上 山 春 平 (京都国立博物館長)

梅 梓 忠 夫 (国立民族学博物館長)

江 橋 節 郎 (生理学研究所長)

千 川 純 一 (放射光科学専攻長)

諸 熊 杢 次 (構造分子科学専攻長)

井 口 洋 夫 (機能分子科学専攻長)

金 子 章 道 (生命科学研究科長)

松 永 英 (遺伝学専攻長)

森 脇

藤 田

和

善

那 (生命科学研究科教授)

彦 ( 〝 )

江 橋 節 郎 (生理科学専攻長)

下 山 瑛 二 (東京都立大学長)

田 中 郁 三 (東京工業大学長)

田 中 健 蔵 ((元)九州大学長)

西 川 哲 治

(高エネルギー物理学研究所長)

西 原 春 夫 (早稲田大学長)

大 崎 仁 (東京国立近代美術館長)星 合 孝 男 (国立極地研究所長)

岡 田 節 人(岡崎国立共同研究機構長)松 永 英 (国立遺伝学研究所長)

小 田 稔 (理化学研究所理事長) 森 亘 (東京大学長)

小 山 弘 志 (国文学研究資料館長) 山 村 雄 一 ((前)大阪大学長)

近 藤 次 郎 (日本学術会議会長)

◎印は議長

3)教員数 (現員) (1989.4.20現在)

研 究 科 教 授 助教授 助 手 計

文化科学研究科 14 29 65 43数物科学研究科 53 55 173

生命科学研究科 23 27 34 84
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2.生命科学研究科遺伝学専攻の概要

(1) 教育研究の概要

遺伝学は,生命現象を遺伝子との関連のもとに解明する学問で,分析的であると同時に極

めて学際的性格を備えている.この学問は,従来から生物学の一分野にとどまらず,理学 ･

農学 ･医学 ･薬学等の隣接分野とも深い関わりをもってきたが,近年の分子レベルにおける

遺伝学の目覚ましい発展に伴って,今日では広 く生命科学の中核 として重要な役割を担うよ

うになった.

本専攻は,母体となる国立遺伝学研究所で進められている分子 ･細胞 ･個体 ･集団の各研

究分野及びこれらを基盤とする応用的研究分野において,遺伝学の最先端を学習させるとと

もに,高度でかつ独創性のある研究題目について,数多くの実験生物系統と,よく整備され

たDNAデータベース並びに放射線アイソトープ装置等をも活用して教育研究をする.

(2) 教育研究の特色

遺伝学は独創性 ･先端的で高度かつ学際的学問であることの特殊性から5大講座に設置す

る特色ある各授業科目をすべて選択性としている.また,各大講座には演習を設け,積極的

な受講を促すとともに研究指導の指針としている.

更に,母体となる国立遺伝学研究所において実施される定期的な研究活動 (内部交流セミ

ナー,抄読会,BiologicalSymposia等)の参加を義務づけるとともに,国立遺伝学研究所

に既存する遺伝実験生物保存研究センター,遺伝情報研究センター,放射線 ･アイソトープ

センター及び実験圃場が持つ機能,施設 ･設備等を十分に活用できるようになっている.
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(3)大講座 ･教育研究指導分野の内容,開設授業科目及び開講年度

大 講 座 指導分野 分 野 の 内 容 開設授業科目 l開講年度

分子構造学 遺伝物質の分子構造原理を 素子構造論 平成元年度化学的物理学的に教育研究 集合構造論 平成 2年度

する 構造形成論 平成 3年度

分子遺伝学 分子機能学 遺伝物質の機能とその制御 素子機能論 平成元年度を分子の水準で教育研究す 複合機能論 平成 2年度

る 機能制御論 平成 3年度

分子形成学 遺伝物質の形成原理と形成機構を分子の水準で教育研究する 人工合成論 平成3年度

細胞遺伝学 晴乳類遺伝学 哨乳動物に特有な遺伝機構 哨乳類遺伝学特論 平成元年度

を教育研究する ～免疫遺伝学持論 平成2年度

戸微生物遺伝学 欝 蓋…璽新 物遺伝学持論 平成 2年度ら

個体遺伝学 発生遺伝週

行動遺伝学 動物の行動を制御する遺伝 昆虫遺伝学特論 平成元年度機構を教育研究する 行動遺伝学特論 )平成 3年度

情報伝達機構論 平成 3年度

集団遺伝学 集団の遺伝的構成変化の法 集団遺伝学持論 平成元年度

別に関して教育研究する )

進化遺伝学 生物進化の遺伝的機構を表現型と分子の両レベルで教 進化遺伝学特論 平成 2年度

集団遺伝学 育研究する

分子進化学 DNAや蛋白質の構造を理論的かつ実験的に解析し, 計算機生物学 平成 2年度
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大 講 座 指導分野 分 野 の 内 容 開設授業科目 開講年度

応用遺伝学 人類遺伝学 DNA及び蛋白質分子レベ

ルの変異を中心に代謝異常 人類分子遺伝学持論 平成元年度

や腫壕の発生にかかる遺伝 医学遺伝学持論 平成2年度

要因並びに人類集団の遺伝 がん発生機構論 平成2年度

的特性に関して教育研究す

る

植物遺伝学 有用植物の進化,適応に関 平成元年度

する遺伝学的研究及び遺伝 作物進化学持論

資源生物の収集 .保存 .情 植物遺伝学持論 平成元年度

報化の理論と技術に関して 遺伝資源持論 平成元年度
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(4)授業科目の内容及び担当教員

授 業 科 目 授 業 科 目 の 内 容 担 当 者 職名

素子構造論 遺伝子及び遺伝情報伝達に関与する蛋白素子 贋瀬 進 助教授

について構造論的観点から講述する

集合構造論 遺伝子の複製 .組換発現過程の分子集合体に 定家 義人 面薮喪
ついて構造論的観点から講述する

構造形成論 遺伝情報伝達系諸装置の構造形成の分子機構 石清 明 教 授

を講述する

素子機能論 遺伝情報伝達に関与する酵素や蛋白素子の素 石清 明 教 授

機能とその制御機構について講述する

複合機能論 遺伝情報伝達系の蛋白及び分子集合体の情報 瀬野 惇二 義 援

伝達処理機能について講述する

機能制御論 遺伝子及び遺伝情報伝達系装置の構造修飾に 石清 明 教 授

･よる機能制御について講述する

人工合成論 人工合成.人工改変法による遺伝素子の構造. 石清 明 教 授

機能相関研究について講述する

細胞遺伝学持論 動物の生殖細胞及び体細胞を中心に,染色体 森脇 和郎 教 一一授

の組換,修復さらに核型進化の遺伝学的機構に 今井 弘民 助教授

ついて講述する

哨乳類遺伝学持論 晴乳動物に特有の遺伝現象を主に細胞遺伝学 森脇 和郎 教 授

の立場から講述する 今井 弘民 肋教授

免疫遺伝学特論 細胞抗原及びこれを認識する細胞受容体の変 森脇 和郎 教 授

異性を制御する遺伝学的機構について講述する

微生物遺伝学持論 微生物,特に原核生物の遺伝機構,遺伝子の 安田 成一 助教授

機能及びその複製について講述する

細胞分化論形態形成論 細胞分化の機構を細胞及び分子レベルで講述 ;藤澤 敏孝 肋教授する 杉山 勉 教 授動物初期膳の形態形成など,生物のパターン

形成過程を支配する基本原理について講述する

遺伝子発現論 個体を含む各準位における遺伝子の形質発現 村上 昭雄 助教授

機構について講述する

程において,遺伝子によってどのように支配さ

れ,調節されるかについて講述する

通伝子に?いて講述する
行動遺伝学持論 遺伝的に刻印された原始的な行動から,より 村上 昭雄 助教授

i高次のレベルにおける行動に関する遺伝的機構

について講述する

情報伝達機構論 発生における位置情報や神経系形成など,坐 渡辺 隆夫 助教授

体内情報伝達機構について講述する

集団遺伝学特論 生物集団の遺伝的構成を支配する法則を解明 原田 朋子 教 授

するための理論及び実験 .観察事実について講 高畑 尚之 助教授
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授 業 科 目 授 業 科 目 の 内 容 担 当 者 職名

進化遺伝学持論 生物進化の遺伝学的機構について講述する 五候堀 孝 助教授

計算機生物学 計算機によるDNA蛋白質の配列及び構造解 宮澤 三造 助教授
析等の遺伝情報解析の理論について講述する

分子進化学持論 生物の進化の過程と仕組みについて分子レベ 池村 淑道 助教授

ルから追求した最近の実験的研究の成果につい

て講述する

人類分子遺伝学持論 ヒト.ゲノムの遺伝子構成と突然変異の生成 今村 孝 教 授

機構並びに遺伝子発現と調節機構について講述 藤山秋佐夫 助教授

する

医学遺伝学特論 分子病の概念を踏まえて物質代謝病,免疫系 今村 孝 教 授

の異常,細胞増殖 .分化並びにがん化の分子機

橋について講述する

がん発生機構論 がん発生の分子機構につき,がん遺伝子,が 藤山秋佐夫 助教授

ん遺伝子産物の作用機作を主に講述する

作物進化学特論 野生植物と作物との差異,栽培化の要因,品 沖野 啓子 教 授

種分化の機構などについて講述する

植物遺伝学特論 植物の重要な機能に関わる遺伝子及びその発 佐野 芳雄 助教授

現の機作について講述する

遺伝資源持論 各種遺伝資源の特性 とその情報化されたデー -井山 番也 助教授
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(5)平成元年度遺伝学等攻入学者

平成元年度生命科学研究科遺伝学専攻入学志願者は,募集人員 ｢6人｣のところ ｢19人｣の

志願者があり,入学試験は平成元年 2月16日 (木)～平成元年 2月18日 (土)に実施された.

試験内容は, 1日目 セミナー方式による面接試験 (全教官), 2日目 希望講座別による

面接試験の2日間で行われ,遺伝学専攻委員会,生命科学研究科教授会の議を経て,次の者が

合格し,かつ入学した.

氏 名 出 身 大 学 等 講 座

池 尾 - 樵 静岡大学理学研究科 集団遺伝学

伊 波 英 克 京都府立大学農学研究科 応用遺伝学

浦 聖 恵 名古屋大学農学研究科 分子遺伝学

尾 崎 美和子 東京理科大学薬学研究科 分子遺伝学

川 喝 剛 東邦大学理学研究科 細胞遺伝学

小 林 麻己人 慶歴義塾大学理工学研究科 分子遺伝学

揮 村 京 - 早稲田大学理工学研究科 個体遺伝学

高 柳 淳 筑波大学環境科学研究科 分子遺伝学

(6) 修了要件及び学位の種類

1)修了要件

3年以上在学し,本専攻で定めた授業料目について,10単位以上修得し,かつ,必要な

研究指導を受けた上,博士論文を提出し,その審査及び最終試験に合格することを必要と

する.

ただし,在学年限に関しては,優れた研究業績を上げた者については,弾力的な取扱い

がされることがある.

2)学 位

理学博士.なお,研究内容によっては学術博士が授与される.
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(編集後記)

本年6月,遺伝所は不感の年を迎えた.惑いの有無は問わないとして,大学共

同利用機関への転換以来5年目にも当り,本研究所にとって一つの節目であると

は言えよう.この時期にあたり,創立40周年記念事業のひとつとして記念誌を

発行することになった.創立25周年の時にも記念誌が出版されたが,その後15年

間の研究所発展の歴史を纏めて,後の人々に伝えると共に,今後の研究所の進む

べき方向を考える資料ともすることを念頭において編集を始めた.この15年間

における研究所の活動を反映して,前回の25周年記念誌よりかなり大部のものに

なった.40周年記念研究集会において,所外の研究者から述べられた ｢遺伝研に

望むこと｣の原稿を納めることが出来たことも,この出版の意義を高めたと言え

よう.

お忙しい中ご協力をいただいた各部門等の教官､沢入係長､越川技官はじめ管

理部の万々に厚く御礼申しあげる.

委員 森 脇 和 郎,渡 辺 隆 夫,氏 家 淳

文部省国立遺伝学研究所48周年記念誌

平成元年9月 発行

発行- 文部省国立遺伝学研究所
〒411静岡県三島市谷田1111 電話 0559(75)0771FAX0559(71)3651

印刷- みどり美術印刷株式会社
〒410静岡県沼津市沼北町2-16-19 電話 0559(21)lEl39 FAX0559(24)3B9日
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シンボルマークは減数分裂第一中期の分裂

像を図案化 したもので､｢地球の歴史は地層

に､生物の歴史は染色体に記されてある｣

(木原 均､I946)を表している｡
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